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履修の手引，講義概要，
そして学生便覧について

工学部長 真柄 祥吾

新入生の皆さん，入学おめでとうございます。これから
の⚔年間おおいに学び，そして課外活動にも参加し，新し
い友人を作り，是非悔いの無い学生生活を送ってください。
この冊子⽛履修の手引⽜には⽛学び⽜に関する様々な情
報が記載されています。進級・卒業のための要件をはじめ
として，学科ごとに設定されている⽛教育課程（カリキュ
ラム）⽜には，年次ごとに開講されている授業科目が示され
ています。どの授業科目を履修し，要件を満たしていくか，
自分自身で考えていく必要があります。特に⚑年次では，
高校に比べて履修の自由度が格段に高いため，科目選択に
迷うことがあります。本冊子にはそのような場合に参考と
なるように履修計画を立てる場合の大まかなガイドライン
も示されているので参考にしてください。
また授業科目の具体的な内容は，成績評価の仕方も含め，
別冊子の⽛講義概要（シラバス）⽜に詳しく記述されている
ので⽛履修の手引⽜とともに科目選択の際には，是非参考
にしてください。また，もう一つの冊子⽛学生便覧⽜には，
本学の⽛法律⽜ともいえる北海学園大学学則，工学部規則
やその他の規定等がまとめられています。また，この冊子
には本学のキャンパスにある⽛○号館⽜と名付けられた建
物や，そしてその建物のどの階に⽛○番教室⽜があるかを
示した平面図や見取り図が示されています。新学期の最初
の授業に出席する場合には，自分が受けようとしている授
業がどの建物のどの教室で行われるのかを事前に調べてお
くと良いでしょう。
最後に皆さんは今，スタート地点に立った状態です。前
途がバラ色になるか灰色になるかは，不断の努力と皆さん
のこれからの様々な選択やその時々の判断・決断によると
ころが大きいと思います。充実した学生生活を送るため
に，これらの冊子が少しでも役立つことを願っています。
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月 日 月 火 水 木 金 土 月 日 行 事 予 定

⚔

月

1 ⚓月28日(火)
⚓月29日(水)
⚓月30日(木)
⚓月31日(金)

⚔月⚒日(日)
⚔月⚓日(月)
⚔月⚓日(月)～⚔月⚕日(水)
⚔月⚖日(木)
⚔月⚗日(金)～⚔月14日(金)
⚔月21日(金)～⚔月24日(月)

午前 在学生ガイダンス（⚒年）［工］/午後 英語ガイダンス 体育実技ガイダンス［工］
午前 在学生ガイダンス（⚓年）［工］/午後 ⚒年次 アセスメントテスト［工］
午前 在学生ガイダンス（⚔年）［工］
午前 教職課程ガイダンス［工］
入学式
健康診断（⚒～⚔年次）［工］
新入生ガイダンス（4/3） 山鼻校舎見学（4/4） ⚑年次健康診断（4/5）［豊］
第⚑学期 授業開始
履修登録期間（4/12 ⚔年締切，4/13 ⚓年締切，4/14 ⚑・⚒年締切）
履修登録変更期間（全学年）

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23／30 24 25 26 27 28 29

⚕

月

1 2 ⚓ ⚔ ⚕ 6 ⚕月⚑日(月)
⚕月16日(火)

⚙月期卒業申込受付開始［工］
学園創立記念日

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

⚖

月

1 2 3 ⚖月23日(金)～⚖月25日(日)
⚖月30日(金)

第63回 対東北学院大学定期戦（札幌）
第⚑学期 補講時間割掲示（予定）

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

⚗

月

1 ⚗月⚗日(金)
⚗月21日(金)
⚗月26日(水)
⚗月27日(木)
⚗月28日(金)
⚗月29日(土)～⚘月⚕日(土)

第⚑学期 定期試験時間割及び参照許可物発表（予定）
実験生物に感謝する日
第⚑学期 授業終了
予備日
予備日
第⚑学期 定期試験（⚘月⚕日 定期試験予備日）

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23／30 24／31 25 26 27 28 29

⚘

月

1 2 3 4 5 ⚘月⚗日(月)
⚘月⚗日(月)～⚙月16日(土)
⚘月⚗日(月)～⚘月⚘日(火)
⚘月⚘日(火)
⚘月⚘日(火)
⚘月⚘日(火)～⚘月⚙日(水)
⚘月13日(日)～⚘月16日(水)
⚘月18日(金)

⚙月期卒業申込締切［工］
夏季休業
解答解説（⚒日間）［社環（⚒～⚔年次）］［工］
第⚑学期 ⚔年次開講科目 合否発表（定期試験実施科目のみ）［工］
第⚑学期 定期試験欠席届提出期限
第⚑学期 追（再）試験申込受付
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20 21 22 23 24 25 26
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⚙
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⚙月15日(金)
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⚙月16日(土)
⚙月19日(火)
⚙月28日(木)～⚙月29日(金)
⚙月30日(土)

第⚑学期 追（再）試験
第⚑学期 Web成績公開開始（⚑～⚓年次）
⚙月期卒業生発表・学費支給者宛成績通知発送
第⚑学期 Web成績公開開始（⚔年次）
第⚒学期 授業開始
履修登録変更期間（予定）
⚙月期卒業証書・学位記授与式

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

平成29年度 工学部行事日程表

［豊］豊平校舎⚑年次
［工］山鼻校舎⚒～⚔年次
記載なしは［豊・工］
再試験は工学部⚔年次開講科目のみ
（予定）の行事については別途掲示にて確認すること
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月 日 月 火 水 木 金 土 月 日 行 事 予 定
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月

1 2 3 4 5 6 7 10月⚔日(水)
10月⚗日(土)～10月⚙日(月)
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1 2 ⚓ 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

12

月

1 2 12月⚘日(金)
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⚑ 2 3 4 5 6 ⚑月10日(水)
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⚑月26日(金)
⚑月27日(土)～⚒月⚓日(土)

第⚒学期 授業再開
転学部・転学科・転コース 受付 （予定）
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⚒

月

1 2 3 ⚒月⚕日(月)～⚒月⚖日(火)
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⚒月⚘日(木)
⚒月⚙日(金)～⚒月12日(月)
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解答解説（⚒日間）［社環（⚒～⚔年次）］［工］
第⚒学期 定期試験欠席届提出期限
第⚒学期 追（再）試験申込受付
入学試験準備日
入学試験
第⚒学期 追（再）試験時間割及び参照許可物発表（予定）
第⚒学期 追（再）試験

⚔ 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

⚓

月

1 2 3 ⚓月⚕日(月)～⚓月12日(月)
⚓月10日(土)
⚓月10日(土)
⚓月12日(月)
⚓月12日(月)
⚓月21日(水)
⚓月28日(水)
⚓月29日(木)
⚓月30日(金)
⚓月31日(土)

科目等履修生・研究生 受付（予定）
卒業生発表（卒業延期者ガイダンス）・学費支給者宛成績発送（⚔年次）
第⚒学期 Web成績公開開始（⚔年次）
進級生発表（⚑年次、電子・生命⚓年次）・学費支給者宛成績発送（⚑～⚓年次）
第⚒学期 Web成績公開開始（⚑～⚓年次）
卒業証書・学位記授与式、卒業祝賀会
新年度在学生ガイダンス（⚒年次）［工］ 英語ガイダンス/体育実技ガイダンス［工］
新年度在学生ガイダンス（⚓年次）［工］
新年度在学生ガイダンス（⚔年次）［工］
新年度各課程ガイダンス［工］

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31





はじめに
カリキュラムの概要

工学部では入学年度によってカリキュラムが違います。
自分の入学年度のカリキュラムを参照して下さい。

〈対象学生番号〉下線部は入学年度を表しています。

⚑．修業年限は⚔年です。⚘年を超えて在学することはできません。（休学期間を除く）
⚒．卒業要件・開講科目は各学科および入学年度によって定められています。
⚓．講義は⚑年間を⚑学期と⚒学期に分け，原則として各15回以上行われます。
⚔．課程受講者は，各自の卒業に必要な科目の他に課程科目も履修しなければならないので，⚑年次から計画
的に履修を行って下さい。

連 絡
G-PLUS!
G-PLUS!（http://portal.hgu.jp）は，みなさんの学生生活を支援するためのWEBサイト（ポータルサイト）

です。G-PLUS!では，各学生の時間割情報や大学からのお知らせ，講義連絡などの授業に関する情報を，学内・
学外問わずインターネットに接続されたパソコンや携帯電話から確認することができます。また，一部の届出
書類はG-PLUS!からダウンロードすることが可能です。（ログインには，本学で発行しているIDとパスワード
が必要です。パスワードを忘れた方は，学生証を持参のうえコンピュータ実習室まで来て下さい。）
ただし，すべての連絡をG-PLUS!で行うわけではありませんので，大学に来たとき，帰るときに掲示板の確認

は必ず行って下さい。

掲示板
履修や授業等に関する連絡は，⽛学内掲示板⽜や⽛電子掲示板⽜にて行う場合もあります。掲示を見落とした

ことによる不利益は本人が負うことになります。大学に来たとき，帰るときに必ず掲示板を確認して下さい。
個別に伝達事項がある場合は，掲示板に⽛学生番号⽜にて呼出をします。見落としのないように注意して下

さい。
また，掲示板で連絡している内容についての電話・メールによる問い合わせには応じられません。不明な場

合は窓口で確認して下さい。
各種掲示板については，次頁を確認して下さい。
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41 17 ※1 01～99

学科

41（社会環境工学科）

43（建築学科）

45（電子情報工学科）

47（生命工学科）

17（2017年度）

16（2016年度）

01～991

2

（社会環境コース P1組）
（建築学科 Q1組）
（電子情報工学科 R1組）
（生命工学科 W1組）
（環境情報コース P2組）
（建築学科 Q2組）
（電子情報工学科 R2組）
（生命工学科 W2組）

入学年度 ※クラス 学生通番

・
・
・



窓口と掲示板

学生の皆さんからの，問い合わせ・相談事項の取扱い窓口については，下記の通りです。

窓口取扱時間 平 日 9：00～16：00 （昼休み 12：40～13：40閉鎖）
土曜日 9：00～12：40 ※日曜・祝日のほか，窓口業務を行わない日があります。また，窓口によっては取扱

時間が異なります。詳細は学生便覧，新入生ガイド，掲示等を確認して下さい。
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主な相談窓口 確認すべき掲示板

工学部掲示板（豊平校舎）
［3号館1階学生玄関ロビー］

休講電子掲示板
［3号館1階学部事務室前］

教務センター掲示板（1・2部）
［3号館1階学生玄関ロビー］

工学部掲示板
［山鼻校舎1-2号館間

2階渡り廊下］

学生部掲示板
［5号館1階他］

お知らせ電子掲示板
［3号館1階学部事務室前］

キャリア支援センター
掲示板

［1号館1階・3号館1階］

学術・国際交流掲示板
［1号館1階］

入試課掲示板
［1号館1階］

休講電子掲示板
［山鼻校舎2号館2階］

お知らせ電子掲示板
［山鼻校舎2号館2階］

学生玄関前移動式掲示板
［3号館1階学生玄関ロビー］

各課程掲示板
［3号館1階学生玄関ロビー］

主な業務

学納金関係の納付全般

就職活動全般

国際交流全般

入試全般

主な相談事項

教務センター
事務室

［7号館1階］

工学部事務室
［山鼻校舎2号館2階］ 教務上の相談全般

学生部事務室
［文化系部室棟1階］ 学生生活全般

学生生活全般
学納金関係の納付全般
就職活動全般
など

教務上の相談全般
（工学部1年）

全学共通の科目・
課程全般

コンピュータ
実習室

［5号館3階他］

コンピュータ実習室の
PCについて

奨学金に関すること
健康診断に関すること
学生相談に関すること
サークル等に関すること
忘れ物等に関すること
学割の発行
その他

授業料に関すること

就職活動に関すること
インターンシップに関すること
公務員試験に関すること
その他

留学等全般に関すること

入学試験に関すること

履修
学業成績
休講・補講
授業欠席届・試験欠席届
休学・退学・転学部・転学科等
定期試験
学生証
その他

履修
学業成績
休講・補講
授業欠席届・試験欠席届
休学・退学・転学部・転学科等
定期試験
学生証
その他

一般教育科目に関すること
教職課程に関すること
図書館学課程（2年次開講）に関すること
学芸員課程に関すること
社会教育主事課程に関すること
その他

PCの利用方法に関すること コンピュータ実習室掲示板
［各実習室］

会　計　課
［1号館1階］

キャリア支援
センター
［1号館1階］

庶務課（学術・
国際交流担当）
［1号館1階］

入　試　課
［1号館1階］



工学部ではオフィス・アワー＊を設けています。

オフィス・アワー＊
教員が学生からの履修，授業などに関する相談や質問に応じるために設定した時間帯です。その時間帯は教

員が自分の研究室に在室していますので直接会って話をすることができます。
在室の時間帯や・連絡方法については工学部掲示板を参照して下さい。

ガイダンス〔教務ガイダンス〕

毎年ガイダンス日程を設け⽛教務ガイダンス⽜や⽛語学ガイダンス⽜，⽛各課程ガイダンス⽜，⽛卒業研究ガイ
ダンス⽜などが行われます。また，学修上の指導だけでなく⽛学生部ガイダンス⽜，⽛就職ガイダンス⽜など様々
なガイダンスが行われます。該当するガイダンスには必ず出席して下さい。
この他⽛個人ガイダンス⽜，⽛成績不良者ガイダンス⽜，⽛卒業延期者ガイダンス⽜，⽛留年者ガイダンス⽜など

大学から個別に呼出される場合があります。

⚑．各種届出・申請・学費納入
各種届出
住所変更届，学生証更新願（住所変更など記載事項の変更がある場合），学生証再発行願などは工学部事務室

（⚑年次は教務センター事務室）に届出をして下さい。詳細は，学生便覧を参照して下さい。G-PLUS!でダウン
ロードできる用紙もあります。

証明書
自動証明書発行機を利用し，即日交付を受けることができます。利用方法及び発行できる証明書等の説明は，

自動証明書発行機付近にありますので各自確認してください。
また，⚔年次の学生（就職登録が完了し卒業見込条件を満たしている学生）には無償で＊卒業見込証明書・成

績証明書・健康診断証明書を各⚓部発行することができます。発行時期は，卒業見込証明書・成績証明書は⚔
月，健康診断証明書は⚕月中旬です。また，⚓年次終了時点で卒業見込要件を満たしていない学生が⚔年次⚑
学期の成績の結果，卒業見込要件を満たした場合は10月から卒業見込証明書の発行が可能です。同様に⚑学期
の成績を反映させた成績証明書も10月から発行されます。
＊卒業見込証明書は，⚓年次終了時点での卒業見込要件を満たすと発行されます。ただし卒業見込証明書は卒
業を約束する証明書ではありません。

学籍異動〔休学・退学・復学・転学部・転学科・転コースなど〕

学籍異動が発生する場合はそれに応じた書類の提出が必要となります。詳細は学生便覧を参照して下さい。
学籍異動は申し出だけではなく面談と願出用紙の提出が必要となります。休学や退学などの場合は学費納入

と密接な関係があり，届出日によってはその学期の学費納入が必要となる場合もありますので注意して下さい。
また，転学部など所属学部の変更の場合は受け入れ先との調整が必要となります。あらかじめ所属学部およ

び受入先の学部に問い合わせして下さい。
学籍異動が発生する可能性がある場合はできるだけ早く工学部事務室（⚑年次は教務センター事務室）まで

相談に来て下さい。

学 費
学費の納入期限は以下のとおりです。
第⚑期 ⚔月20日 第⚒期 ⚙月30日
納入期日を経過してもなお納入しない学生は学則第31条により除籍となります。
特別な事情により学費を納期に納入困難な場合は，納入期限の10日前までに学費延納願を工学部事務室（⚑

年次は会計課）に提出し許可を受けて下さい。
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⚒．授業
授 業

工学部では⚑年次は豊平校舎，⚒～⚔年次は山鼻校舎で授業を行います。（⚒～⚔年次は，一部の科目を除き，
豊平校舎の受講はできません。）⚒年次以上の学生が⚑年次科目を履修しなくても充分に要件が満たされるよ
うな科目構成になっていますが，偏った履修計画では卒業要件を満たすことができない場合（特に分野区分に
よる要件）がありますので充分に注意して下さい。

授業時間帯

授業時間帯は以下の通りです。（⚑講は90分授業です）

⚑講目 9：00～10：30 ⚒講目 10：40～12：10 ⚓講目 12：40～14：10
⚔講目 14：20～15：50 ⚕講目 16：00～17：30

休講・補講（予備日）

担当教員の出張・業務・病気などにより，授業が休講になる場合があります。休講の際には，①電子掲示板
②G-PLUS!により確認することができます。ただし，緊急に休講となった場合には，当該科目の教室での連絡
となることもあります。
通常の授業のうち休講があった場合は，それを補う授業（補講）を各学期末の予備日に実施します。その場

合は，⚑週間前までに⽛補講時間割⽜を工学部掲示板とG-PLUS!で連絡します。
なお，山鼻校舎では，⽛繰上げ授業⽜又は⽛繰下げ授業⽜として，予備日以外に補講を実施することがありま

す。その場合は，電子掲示板とG-PLUS!で連絡します。

授業欠席届

事情によりやむなく授業を欠席する・欠席した場合は，⽛欠席届（短期）⽜および証明書を欠席期間の前後数
日以内に各担当教員へ提出して下さい。
なお，欠席期間が⚗日以上の場合は，欠席期間の前後数日以内に⽛欠席届（長期）⽜および証明書を工学部事

務室（⚑年次は教務センター事務室）に提出して下さい。（学則第22条に規定されているように，出席回数が
2/3以下の場合は単位が認定されないことになります）
欠席届はG-PLUS!でダウンロードできます。

⚓．試験
定期試験

原則として，各年次で⚑学期と⚒学期の年⚒回実施します。
ただし，科目によっては実施しない場合もあるので注意して下さい。

⚑）期間
第⚑学期定期試験 平成29年⚗月29日(土)～⚘月⚕日(土) ※⚘月⚕日(土)は，第⚑学期定期試験予備日
第⚒学期定期試験 平成30年⚑月27日(土)～⚒月⚓日(土) ※⚒月⚓日(土)は，第⚒学期定期試験予備日

⚒）試験時間割
試験実施の⚑週間前までに試験時間割＊を掲示・G-PLUS!で配信します。
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試験時間割＊
通常の時間帯と異なるので，注意すること。また，冬季期間の第⚒学期は交通状況を考えて通学時間に余裕

をもつこと。

⚓）受験心得
⚑．受験者は，試験場に掲示されている指定座席で受験すること。
⚒．受験者は，学生証を机上（通路側）に提示しなければ，受験できない。
⑴ 学生証を紛失した学生は，あらかじめ再発行の手続きをとること。
⑵ 学生証を忘れた者は，各学部事務室ならびに教務センター事務室（工学部⚑年生）に申し出て仮受験
票の発行を受けること。発行は，試験開始時間の10分前より取り扱う。ただし，仮受験票は発行当日の
み有効とする。また，仮受験票の発行は当定期試験期間中⚑回限りとする。

⑶ 有効期限が経過した学生証では，受験できない。
⚓．受験科目は，履修許可を受けた科目に限る。
⚔．答案用紙を受取った後，試験監督者の指示に従って，指定の欄に学年，組，学生番号，氏名を記入する
こと。

⚕．答案用紙を受け取った後は，急病により受験を中断した場合でも有効答案として扱われる（追試験を受
けることができない）ので，受験にあたっては体調管理に万全を期すこと。

⚖．試験開始後20分までは入室することができる。試験開始後20分を超えて遅刻してきた者は受験できない。
⚗．試験開始後30分までは，退室できない。
⚘．試験場において特に参照を許可されたもの以外は，鞄の中にしまうこと。
⑴ 参照許可物は，自ら持参したものに限る。試験場での貸し借りを禁ずる。これに違反したものは不正
行為とみなす。

⑵ 持ち込み許可の六法全書は，特段の指示がない限り，下記に指定されたもので，書き込みの無いもの
に限る（判例・解説等の付録の参照は不可）。書き込みのある六法全書を使用した場合は，試験科目や問
題範囲にかかわりなく不正行為とみなされる。
〔大学が指定する六法全書〕
有 斐 閣：⽝六法全書⽞⽝ポケット六法⽞
信 山 社：⽝標準六法⽞
三 省 堂：⽝デイリー六法⽞

⚙．電子機器（スマートフォン・携帯電話・電卓）及びこれに類するものは，試験場では電源を切り鞄の中
にしまうこと。試験中に電子機器の時計機能や電卓機能を利用することはできない。

10．試験中は，物品の貸借および私語を禁ずる。なお，事務室も文房具その他の貸し出しは行わないので，
事前に十分の準備をすること。

11．不正行為（本人以外の受験，答案の交換又は貸借，不正行為用の文書類の所持（試験科目及び問題の範
囲に関わらない），参照許可物以外のものの参照，試験監督者の指示に従わない等）があった場合は，⽛退
場⽜を命じられ，次の措置がとられる。
⑴ 当該科目の年度内受講を停止し，単位は認定しない。
⑵ 当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目を⚐点とする。
⑶ その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処置をとる。

12．答案を提出する場合は，試験監督者の指示する場所に提出し，速やかに退室すること。
13．受験者は，たとえ解答ができなくとも答案用紙に学生番号，氏名を記入して，必ず提出すること。提出
しない場合，試験の正常な運営を妨げる不正行為とみなすことがある。

14．病気その他の事情により，定期試験を受けることのできなかった者は，追試験の取り扱いに基づき，所
定の手続きを定期試験終了後⚓日以内に完了すること。

15．試験実施日時及び試験場には充分注意し，確認を怠らないこと。
16．その他，試験監督者の指示に従うこと。

⚔）試験欠席届
定期試験をやむを得ず欠席した場合は，試験欠席届に必要事項を記入の上，診断書又は証明書等を添付して

提出すること。試験欠席届はG-PLUS!からダウンロードすることができる。
やむを得ない欠席と認められる事由および届け出に必要な証明書類等について不明な点がある場合は，工学

部事務室（⚑年生は教務センター事務室）に問い合わせること。
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⑴ 病気，又はけがの場合は，病名・診察日・通院期間が記載された診断書。なお，当日何らかの理由によ
り受診できなかった場合，後日通院可能となり次第速やかに受診し，診断書の発行を受けること。（診断書
がない場合は，病気又はけがによる欠席であることを証明できる書類）

⑵ 入社試験受験の場合，試験日時・試験場所の記載された会社発行の証明書
⑶ 公共交通機関を利用して通学途中交通事故等に遭遇した場合は，当該交通機関の管理者の発行する証明書
⑷ 近親者の葬儀への出席の場合は，葬儀が行われ出席したことを証明する文書
⑸ 上記以外の事由の場合は，その事由を証明する書類
※試験本部で正当な理由があると認められた場合を除き，遅刻による欠席届は受理しない。
※試験欠席届の受理が直ちに追試験の受験資格を保証するものではない。
試験欠席届提出締切日 第⚑学期 平成29年⚘月⚘日(火)

第⚒学期 平成30年⚒月⚕日(月)
※定期試験以外に実施された試験の欠席については，担当教員へ直接問い合わせて下さい。
※時間割の見間違い，寝坊など正当な理由と認められない遅刻（試験開始20分以上経過）や欠席は一切認
められません。

⚕）試験答案の返却
社会環境工学科では，定期試験（山鼻校舎実施分）終了後，期日を設定し原則試験答案の返却を行います。

追試験

定期試験を欠席した者で，その欠席理由が正当と認められた場合に実施する試験。
追試験を受験するためには以下の手続きが必要となります。
⚑．試験欠席届および証明書を工学部事務室（⚑年次は教務センター事務室）に提出。
⚒．提出された試験欠席届および証明書について欠席理由が正当かどうかを審査。
⚓．⚒．の審査で，欠席が正当な理由であると認められた場合は，工学部事務室（⚑年次は教務センター事
務室）で追試験受験申込書を受け取り，受験料として⚑科目500円分の申請書を自動証明書発行機で購入し，
追試験受験申込書と申請書を受付期間内に提出して下さい。
追試験申し込み受付期間 第⚑学期 平成29年⚘月⚘日(火)・⚘月⚙日(水)

第⚒学期 平成30年⚒月⚕日(月)・⚒月⚖日(火)
⚔．追試験受験許可証（⚓．の手続きの際に受け取る）と学生証を持参し，受験して下さい。
※追試験時間割は，掲示・G-PLUS!で配信します。
※追試験に対する追試験，再試験は実施しません。

再試験

定期試験で不合格となった⚔年次開講科目について，本人の申し込みにより実施する試験。（工学部のみで実施）
再試験を受験するためには以下の手続きが必要となります。
⚑．⚔年次開講科目＊合否発表の結果，不合格となった科目について申し込み可能。再試験受験申込書を工
学部事務室で受け取り，受験料として⚑科目1000円分の申請書を自動証明書発行機で購入し，再試験受験
申込書と申請書を受付期間内に提出して下さい。
再試験申し込み受付期間 第⚑学期 平成29年⚘月⚘日(火)・⚘月⚙日(水)

第⚒学期 平成30年⚒月⚕日(月)・⚒月⚖日(火)
⚒．再試験受験許可証（⚑．の手続きの際に受け取る）と学生証を持参し，再試験を受験して下さい。
※再試験時間割は，掲示・G-PLUS!で配信します。
※定期試験を欠席した者は再試験を受験することはできません。
※⚑～⚓年次開講科目（必修科目含む）の再試験は実施しません。（⚔年次開講科目＊とは，⽛⚔年次におい
て履修している科目⽜ではありません。）

※再試験に対する追試験，再試験は実施しません。
追（再）試験期間 第⚑学期 平成29年⚙月⚑日(金)～⚙月⚕日(火)

第⚒学期 平成30年⚒月19日(月)～⚒月22日(木)
※再試験の結果が合格の場合であっても，成績の評価は可に留まります。
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期間外試験

専門・一般教育科目（外国語，演習，実技，実習を除く）は原則として，定期試験内で実施することになっ
ていますが，通常の授業時間の中，あるいは，それぞれの学期の最後の授業時間に試験を実施することがあり
ます。
また，レポートや作品提出などで評価する科目もあります。前回の評価が⽛特試（特欠）⽜となっている科目

がある場合は，期間外試験やレポート課題の有無等について，担当教員に必ず確認して下さい。

⚔．進級・卒業・成績
各種要件（条件）

工学部では⚑年次から⚒年次へ移行するための⽛進級要件⽜（電子情報工学科および生命工学科は⚓年次から
⚔年次への進級要件も設定されています），卒業については⽛卒業要件⽜が設定されています。この要件は入学
年度によって異なりますので自分の入学年度に対応する要件をよく確認して下さい。進級・卒業要件は最も重
要な項目です。必ず自分で理解をし，不明な点は工学部事務室（⚑年次は教務センター事務室）まで相談に来
て下さい。
また，社会環境工学科では⽛卒業研究着手条件⽜が設定されています。卒業研究は⚔年間の大学での勉強の

集大成の必修科目です。⚓年次終了時に条件を満たしていない場合は，⚔年次に進級しても，その年度には卒
業できません。
各種要件（条件）については，履修の手引の各学科教育課程のページで確認して下さい。

成績評価

履修した科目は試験またはそれ以外の方法（レポート・作品提出等）により授業担当者の評価を教授会の議
を経て認定後，単位＊修得となります。

成績評価基準表
評 点 評 価 GP＊ 合 否

90点～100点 S 秀 ⚔

合 格
80点～ 89点 A 優 ⚓
70点～ 79点 B 良 ⚒
60点～ 69点 C 可 ⚑
59点以下 D 不 可

⚐
不合格特 試＊ 特 試

特 欠＊ 特 欠
欠 席 E 欠 欠 席

ただし，この成績評価になじまない一部の科目は，合，否とし，GPは付きません。＊GPは
次項⽛GPA⽜を参照。

各自の成績については，年⚒回⚙月と⚓月に，評価・修得単位数等を示した⽛成績通知書⽜を学費支給者へ
郵送しています。あわせてG-PLUS!成績照会画面でも確認できます。
ただし，G-PLUS!の成績照会画面では，科目数の確認ができません。科目数の要件がある学科（社会環境・

電子情報・生命）の学生は，必ず成績通知書で成績を確認してください。
単位＊
学則第20条に規定されており，開講されている科目ごとに単位が配当されています。原則としては毎週⚑回

の授業（⚑時限）⚒時間（実質45分を⚑時間と考える）を半期15回授業が行われることで⚒時間×15回＝30時
間となります。講義では15時間をもって⚑単位と規定されているので，この場合は⚒単位が配当される計算に
なります。講義形式のほかには外国語，演習・実験などで⚑単位に相当する授業時間数は異なっています。
特試（特欠)＊
評価としては不合格です。⽛不（欠）⽜との違いは次年度の授業の出席が義務付けられていないことです。他
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の科目と時間割上，同一の曜日・時間に講義が重なったときに，いずれかの科目が⽛特試（特欠）⽜だと履修登
録の制限がなくなり，どちらの科目も履修登録することが出来ます。その際⽛特試（特欠）⽜科目の出席が義務
付けられません。しかし，授業内でテストを実施されている科目や，前年度と担当教員が変わっている科目は，
担当教員に確認が必要となります。また，特試（特欠）はあくまで⽛不（欠）⽜なので，授業が重なっていない
限りは授業に出席して下さい。

GPA

GPA（Grade Point Average）制度は，履修科目の成績を一定のポイント（GP）に置き換えて学習到達度を客
観的に評価するものです。本学では，GPA制度を学修指導などに活用していきます。
GPAを算出するための評価とポイント（GP）との関連は，前項⽛成績評価⽜に示したとおりとなります。本

学でのGPAの算出方法および運用は，以下のとおりとなります。

①GPAの算出について
学生が履修した科目の各GPにその科目の単位数を掛けたものの合計を履修科目の総単位数（評価D・E

の単位数も含む）で割ったものをGPAとします。

GPA＝ 〈GP（S)×単位数〉＋〈GP（A)×単位数〉＋〈GP（B)×単位数〉＋〈GP（C)×単位数〉履修科目の総単位数（D・Eの単位数を含む）

※GPAは，学期毎の⽛学期GPA⽜と年度毎の⽛年度GPA⽜，そして全成績を通算した⽛通算GPA⽜の⚓種
類を算出します。

②GPA算出の対象外科目について
・自由科目（電子情報工学科のみ開講）

③GPA算出例について

授 業 科 目
履 修
単位数

評価 GP
科目ポイント
（GP×単位数）

空間デザイン演習Ⅰ 4 S 秀 4 16
空間デザイン演習Ⅱ 4 A 優 3 12
空間デザイン演習Ⅲ 4 B 良 2 8
建築計画Ⅰ 2 C 可 1 2
建築計画Ⅱ 2 D 不可 0 0
建築計画Ⅲ 2 E 欠 0 0
合 計 18 － － 38

科目ポイントの合計÷履修単位数の合計＝GPA
38 ÷ 18 ＝2.11（小数点第⚓位を四捨五入）

成績照会

当該学期に履修した科目の評価について疑義が生じた場合は，成績照会期間内に，申請用紙を工学部事務室
（⚑年次は教務センター事務室）へ提出して下さい。申請書に基づき調査のうえ回答します。申請用紙はG-
PLUS!でダウンロードできます。成績照会期間は，掲示等でお知らせします。
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⚙月卒業

卒業延期者を対象に⚙月卒業制度が導入されています。
ただし，希望者のみを対象としますので，全ての卒業延期者がただちに⚙月卒業の対象となるわけではあり

ません。
対象者の条件や手続き方法に関する詳細は，決定次第ガイダンスまたは掲示等で連絡します。

⚕．履修登録
履修登録

履修登録とは何でしょう？

履修登録とは，単位を修得したい授業科目を申請し，登録をすることです。毎年⚔月にその年度に履修予定
の科目を登録します。
大学のカリキュラムは基本的に各自が履修計画を立て，卒業に必要な単位を修得していくものです。授業科

目の選定は慎重にかつ十分に考慮する必要があります。同時に，いったん選定し登録した授業科目は，各自責
任をもって履修しなければなりません。
登録した授業科目は，学部長が履修を承認します（工学部規則第⚕条）。
学部長の承認を受けていない授業科目の受講および試験の受験は認められません。

⚑）履修登録の前に
⚑．履修科目の選択
⽛講義概要⽜・⽛履修の手引⽜をよく読み，進級要件・卒業要件等を念頭に計画的に履修登録をして下さい。
当該年次だけでなく⚔年間の卒業までの履修計画図をイメージしておく必要があります。進級要件・卒業要
件等の詳細は，履修の手引⽛各学科教育課程⽜で確認して下さい。

⚒．時間割表の作成
履修する科目を決めたら，自分の時間割を作成して下さい。（履修の手引の巻末に記入用の履修登録・時間

割表があります。）
履修登録期間より以前に申込みが必要な科目もあります。ガイダンスや配付資料で申込みと許可発表の日

時・方法を確認して下さい。

⚒）履修上限単位
⚑年間に履修できる単位数の上限は次のとおりです。

学科 ⚑年間に履修できる上限単位数

社会環境工学科
建築学科⚒～⚔年
電子情報工学科
生命工学科

60単位

学科 ⚑年間に履修できる上限単位数

建築学科⚑年 70単位

ただし，次の科目の履修単位は，この制限には含みません。
・各種課程科目（ただし，学部専門科目に配当されている科目は単位の履修制限に含まれる。）
・海外文化Ⅰ～Ⅳ
・インターンシップ
・特試（特欠）科目
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⚓）履修相談
卒業や進級に必要な科目や単位数の計算などカリキュラムに関する疑問がある場合は，履修登録するまでに

必ず相談して下さい（⚑年次は教務センター工学部窓口，⚒～⚔年次は工学部事務室（教務））。その際，各自
で作成した時間割や上級年次は，成績通知書を持参のうえ相談して下さい。

⚔）授業開始
【授業開始日】 ⚔月⚖日（木）
履修登録の前に第⚑学期の授業は開始されます。履修を希望する科目，既に履修が決定している科目の授業

に出席して下さい。

⚕）注意事項
⚑．各学年に開講されている授業科目は，原則としてその年次において履修することが望ましいでしょう。
※ただし，下級年次において不合格となった必修科目は優先して下さい。
※時間割は毎年変更されます。今年度の時間割を基に履修計画をたてると翌年以降履修出来なくなる場合
がありますので注意して下さい。

⚒．同じ曜日時限に⚒科目以上重複して履修することはできません。
※ただし，前回の評価で特試（特欠）がついた科目を履修する場合は，特試（特欠）科目と同じ曜日時限
に別な科目を履修することができます。

⚓．すでに単位を修得している科目は履修できません。
⚔．入学年度によって履修できない科目があります。開講科目については，履修の手引の⽛各学科教育課程⽜
および⽛授業科目と担当者一覧⽜を参照して下さい。

⚕．下級年次に開講されている授業科目は，履修することができます。
※ただし，下級年次開講科目でも自分のカリキュラムに開講していない科目は履修することができません。

⚖．上級年次に開講されている授業科目は，履修することができません。
※ただし，英語以外の外国語科目は，所定の手続きを行うことで上級年次に開講されている授業科目を履
修できる場合があります。詳細は，⽛英語以外の外国語ガイダンス⽜で説明します。なお，2017年度以降
入学生が対象になります。

⚗．時間割のクラスや学生番号（奇数・偶数など）の指定を守って下さい。
※ただし，上級年次の学生で上記の指定外での履修を希望する場合は，科目担当教員に相談の上，工学部
事務室（教務）に申し出て下さい。

※社会環境工学科の⽛情報処理Ⅰ・演習⽜及び⽛情報処理Ⅱ・演習⽜（ともに⚒年次開講科目）は，クラス
別の開講となります。再履修（⚓・⚔年次）の学生で，P⚑クラスの学生は，原則として，P⚒クラスの
開講時限で受講することとなりますが，時間割上，⚓年次の必修科目と重複する場合は，P⚑クラスの開
講時限で履修登録することが可能です。

⚘．同一科目が，⚑学期・⚒学期それぞれに開講されている場合には，どちらか一方しか履修することがで
きません。
※担当者が異なっていても同一科目を履修することはできません。

⚙．⚒～⚔年次の学生は豊平校舎の授業科目を受講することができません。
※ただし，課程科目・体育科目・⚓～⚔年次開講の英語以外の外国語科目・半期連続科目の英語以外の外
国語科目はその限りではありません。

※山鼻校舎における一般教育科目の開講科目一覧（参考）

⽛芸 術 論 Ⅰ⽜（⚒年⚑学期） ⽛日本国憲法⽜（⚒年⚒学期）
⽛芸 術 論 Ⅱ⽜（⚒年⚒学期） ⽛地球科学Ⅰ⽜（⚒年⚑学期）
⽛外国文学Ⅰ⽜（⚒年⚑学期） ⽛地球科学Ⅱ⽜（⚒年⚒学期）
⽛外国文学Ⅱ⽜（⚒年⚒学期） ⽛宇宙科学Ⅰ⽜（⚒年⚑学期）
⽛言 語 学 Ⅰ⽜（⚒年⚑学期） ⽛宇宙科学Ⅱ⽜（⚒年⚒学期）
⽛言 語 学 Ⅱ⽜（⚒年⚒学期） ⽛英語コミュニケーションⅠ⽜（⚒年⚑学期）
⽛マスコミ論⽜（⚒年⚑学期） ⽛英語コミュニケーションⅡ⽜（⚒年⚒学期）

注意）開講科目は今後変更する場合があります。
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10．英語科目・体育実技を履修する場合は，受講申込みのうえ，許可が必要となります。受講希望者は当該
科目のガイダンスに必ず出席してください。（ガイダンス日程表参照）
また，受講許可者発表の掲示等で受講が許可されていることを確認してから履修登録を行ってください。

（科目によっては，許可科目が自動的に履修登録されている場合もありますが，その場合も必ず履修登録確
認書で登録されていることを確認してください。）

11．一般教育科目の履修について，履修者数に上限を設け，抽選や事前申込が必要な科目があります。該当
する科目や抽選・申込スケジュールについては，教務センター掲示板で確認してください。

12．一般教育セミナーを履修する場合は，受講申込みが必要な科目もあります。詳しくは巻末の⽛工学部⚑
年次一般教育科目のセミナーについて⽜を参照のうえ，履修してください。

13．卒業研究およびシビルエンジニアリングデザインセミナーは，希望調査を行い配属が決定されます。掲
示等で配属の発表を確認してから該当科目の履修登録を行って下さい。なお，⚑学期履修登録期間までに
配属が発表されない場合は，⚑学期履修変更期間に登録して下さい。

14．インターンシップは，ガイダンスに出席し，派遣先決定後に履修登録を行います。（派遣先決定後に履修
登録票を渡します。）⚑学期履修登録期間および⚑学期履修変更期間には履修登録できません。

15．履修登録変更期間終了後は，履修登録科目の変更を認めません。
16．⚒学期に履修変更（追加・削除）できない科目がありますので注意して下さい。以下の科目が対象とな
ります。（※英語科目が進級・卒業要件に含まれる学科は，⚒学期に追加ができないことをふまえて履修登
録をして下さい。）

対象科目
・体育実技全科目（削除のみ可）
・一般教育科目のセミナー（ただし，数学セミナーⅠ・Ⅱは除く）
・外国語科目（ただし，英語以外の外国語で半期連続科目は追加のみ可）
・その他，課程科目についても変更できない科目があります。別途掲示するので
各自確認して下さい。

⚖）履修登録の手順
履修登録はG-PLUS!を利用して行います。履修の手引巻末の⽛履修登録G-PLUS!操作方法⽜を参考に登録して

下さい。
（G-PLUS!を利用するためにはユーザIDとパスワードが必要です。）

⚑．履修登録期間
【履修登録期間】 ⚔月⚗日(金)～
⚔年生 … ⚔月12日(水）16：00まで
⚓年生 … ⚔月13日(木）16：00まで
⚑・⚒年生 … ⚔月14日(金）16：00まで
＊⚑・⚒年生は，⚔月12日(水）10：00から16：00の間，G-PLUS!の履修登録メニューを利用できません。
学内のPC台数には限りがありますので混雑が予想されます。PCをお持ちの方は自宅で登録することをお

勧めします。
履修登録期間内であれば何度でも登録作業をやり直すことができます。

⚒．履修登録の確認
⚔月18日(火）
履修登録の結果をG-PLUS!履修確認で表示します。
この時にエラー等で履修ができていない科目など，登録時の内容とは異なる場合がありますので必ず確認

して下さい。

⚓．履修登録の変更
【履修登録変更期間】 ⚔月21日(金)～⚔月24日(月)
⚒．に記載の履修登録結果を確認したうえで，登録内容を変更する場合はこの期間で変更して下さい。第

⚑学期については，この期間以降の履修変更が認められません。
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⚔．履修登録の最終確認
⚕月上旬に，工学部事務室（⚑年生は教務センター事務室）で⽛履修登録確認書⽜を配付します。必ず受

け取り，登録内容を確認して下さい。配付期間の詳細は，掲示等で確認して下さい。
なお，受け取った⽛履修登録確認書⽜は，⚑年間保管して下さい。
履修登録後に時間割や担当教員などが変更になる場合があります。これらの変更についてはG-PLUS!ポー

タルの講義連絡や学内掲示板でお知らせします。

⚕．第⚒学期の履修変更
【履修登録変更期間】 ⚙月28日(木)～⚙月29日(金）
第⚑学期の単位修得状況などを考慮し，第⚒学期の履修登録内容を変更する場合はこの期間で変更して下

さい。第⚒学期の履修変更には変更対象外科目がありますので，⽛履修の手引⽜や工学部掲示板などで事前に
確認して下さい。この期間以降の履修変更は認められません。

⚖．第⚒学期履修変更期間終了後の確認
10月上旬～中旬に，工学部事務室（⚑年生は教務センター事務室）で⽛履修登録確認書⽜を配付します。

必ず受け取り，第⚒学期の登録内容を確認して下さい。配付期間の詳細は，掲示等で確認して下さい。
なお，受け取った⽛履修登録確認書⽜は，半年間保管して下さい。
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【社会環境工学科】
2017年度(平成29年度)以降入学者





社会環境工学科の目指す技術者像と学習・教育到達目標
社会環境工学科の目指す技術者像

社会環境工学は人間の生活と生産の舞台となる社会基盤を整備し，持続可能な社会システムを構築するため
の学問です。近年生活の豊かさが問い直され，地球規模での環境問題が議論されるなかで，誰もが安全で快適
に活動でき，美しく恵みのある自然が共存した都市・地域づくりと，そのための社会基盤整備が求められてい
ます。これに応えるため，これからの技術者には専門的な技術力はもとより，新たな視点から，自然環境なら
びに地域特性を考慮した環境保全技術やライフサイクルを考慮した維持管理技術，および倫理観やグローバル
な社会性などを身に付けることが必要となっています。これらの背景から社会環境工学科では維持管理，防災，
設計・デザイン等を主とした⽛社会環境コース⽜および環境，情報，都市等を主とした⽛環境情報コース⽜に
共通の教育理念として，以下に示す能力を備えた自立した技術者像を掲げています。

Ⅰ．技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力を身に付けた人
Ⅱ．専門技術者として要求される基礎能力を身に付けた人
Ⅲ．自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力を身に付けた人

社会環境工学科の学習・教育到達目標
上記の技術者像の実現に向けて，社会環境工学科では以下の（Ａ）から（Ｉ）の学習・教育到達目標を設定

しています。また，それぞれの学習・教育到達目標に対応したカリキュラムを構成し，⚔年間の一貫教育を実
施して社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

Ⅰ．【技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力】

🄐 人文・社会科学の知的基盤を築き，社会人としての豊かな素養および技術者としての倫理観を身に付ける。
🄑 自ら考えて問題に取り組む自己学習の習慣・能力を身に付け，互いの創意工夫により問題解決を図り，成

果としてまとめる協調性やリーダーシップを養う。
🄒 論理的な記述，口頭発表や討議などのプレゼンテーション能力および国際交流を図れるコミュニケーショ

ンの基礎能力を身に付ける。

Ⅱ．【専門技術者として要求される基礎能力】

🄓 数学，統計学および物理，化学，生物，地学などの自然科学および情報技術に関する基礎能力を身に付け
る。

🄔 構造力学，土質工学，水理学，測量学，計画数理学などに関する専門分野の基礎を修得し，演習，実習お
よび実験などを通じてそれらの理解度や工学的考察能力を高める。

🄕 専門分野における調査，計画，設計，施工に関する基本的な技術を修得し，実務に対する適応力および探
求心を養う。

Ⅲ．【自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力】

🄖 プロジェクトを遂行する上で必要となる基礎と専門の知識を有機的に展開して，創造的な計画能力と分析
能力を身に付ける。

🄗 自然と人間生活の調和・共存をめざし，循環型社会システムを築くための環境技術を理解する。
🄘 北海道の地域特性を考慮し，社会基盤施設の劣化など，身の回りにあるリスクを理解し事前に適切な対策

をとることにより，持続可能な社会を建設し管理する技術を身につける。
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社会環境工学科の学習・教育到達目標と評価方法
社会環境工学科はJABEE（日本技術者教育認定機構）の認定を受け，現在継続中です。JABEEの基準として

学習・教育到達目標を修了生全員が達成していることが求められます。社会環境工学科における，JABEEの学
習・教育到達目標の評価方法を以下に説明します。

⚑．本学科の学習・教育到達目標

本学科の学習・教育到達目標A～Iは，社会環境コースと環境情報コースで共通で，P29，P31に添付した表－
⚑および表－⚒に記載されています。また表に示すとおり各学習・教育到達目標はＡ⚑，Ａ⚒などのように，
より具体的に⽛項目別学習・教育到達目標（以下，項目と略する）⽜に分けられ，それらの項目の評価に関係す
る科目名が表の⽛関連科目⽜の欄にそれぞれ説明されています。

⚒．学習・教育到達目標の達成度の評価方法

学生は，項目Ａ⚑～Ｉの15項目について，それぞれに定められている学習・教育到達目標を卒業までに全て
達成する必要があります。目標の達成は以下のように評価されます。

⚒－⚑ 講義科目の評価と点数
P18に示したように各講義科目は，⾉秀⾊，⾉優⾊，⾉良⾊，⾉可⾊，⾉不可⾊，⾉欠⾊などで評価され，それぞれは，

⾉秀⾊：⚔，⾉優⾊：⚓，⾉良⾊：⚒，⾉可⾊：⚑，⾉不可⾊および⾉欠⾊：⚐，と点数化されます。これをGP（Grade
Point）といいます。

⚒－⚒ JABEEの達成度評価（SAP）
JABEEにおける学習・教育到達目標の達成度評価は，社会環境工学科で独自に定めたSAP（Student

Achievement Point）という基準で行っています。学習・教育到達目標ごとの達成度はP29の表－⚑，P31の
表－⚒に示すそれぞれの項目の関連科目のGPを用いて計算します。表の達成度評価に書かれている単位修得
条件を最低限として項目毎の評価点が⚐～⚔で表され，⚑以上で達成になります。評価に用いられるGPはそ
れぞれの科目を最終的に修得した時のもので，修得済みの単位の評価となります。SAPを段階（SAG：Student
Achievement Grade）で区分し，解説を加えたルーブリック表が配布されるので達成内容の参考にしてくださ
い。
なおSAPとは別に，全学的に用いられる学習達成度の評価基準として，P18に示したGPA（Grade Point

Average）があります。これはそれまでに履修した全科目の，単位の重みを付けたその時点におけるGPの平均
で，JABEEおよび学習・教育到達目標に関係なく，成績優秀者の選定などに用いられています。

⚒－⚓ SAPの計算方法
学習・教育到達目標の各項目のSAPの計算方法は，達成されている場合とされていない場合とで異なります。

⚑）達成されている場合
表－⚑および表－⚒の項目別の⽛関連科目⽜の総修得単位が，項目別の⽛達成度評価⽜の修得条件を満た

している場合で，SAPは項目ごとに次のように計算されます。

SAP＝{（修得した科目の単位数)×(その科目の点数）}の総和/(総修得単位数)

⚒）達成されていない場合
表－⚑および表－⚒の項目別の⽛関連科目⽜の総修得単位が，項目別の⽛達成度評価⽜の修得条件を満た

していない場合で，SAPは項目ごとに次のように計算されます。

SAP＝(修得した科目の単位数)の総和/(必要単位数）
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つまり達成されている場合は，項目ごとに修得した科目の単位数当たりの平均点数がその項目のSAPにな
りますが，達成されていない場合は修得科目の点数にかかわらず，項目別必要単位数に対して修得した単位
数の割合がSAPとなります。必要単位数は表－⚑，表－⚒の中に示されています。
注意しなければならないのは，項目ごとの⽛関連科目⽜の中で，必要単位数として考慮される科目とされ

ない科目があることです。これはP36の卒業要件などにある必修科目や選択必修，科目群別の必要単位数に
対応するもので，表－⚑および表－⚒の達成度評価の欄に書かれている内容を，よく理解してください。
なお必要単位数として考慮されない科目も，達成された場合のSAPおよび卒業要件には関係します。

⚒－⚔ 項目別評価点の計算例
《計算例⚑》
例えば学習・教育到達目標Ｇなど，項目に対応する関連科目が必修科目であり，その修得がすべて必要単位

数にカウントされる場合です。社会環境コースのＧを例にとります。
○項目Ｇが達成される場合（Ｇの必要単位数は関連⚓科目の⚖単位）

成績 ＣＥ基礎セミナー 優（単位⚒，点数⚓）
ＣＥデザインセミナー 良（単位⚒，点数⚒）
卒業研究 可（単位⚒，点数⚑）

SAP＝{(2×3)＋(2×2)＋(2×1)}/6＝12/6＝2 （⚑以上）
○項目Ｇが達成されない場合

成績 ＣＥ基礎セミナー 優（単位⚒，点数⚓）
ＣＥデザインセミナー 優（単位⚒，点数⚓）
卒業研究 不可（単位⚒，点数⚐）

SAP＝{(2)＋(2)}/6＝4/6＝0.67 （⚑未満）
要求されている必修⚓科目のうち卒業研究の単位を未修得のため，上記の計算になります。

《計算例⚒》
例えば，関連科目が選択科目や選択必修科目である場合，指定された科目群ごとに一定数しか必要単位数に

なりません。このような項目では，項目全体の修得単位数が必要単位数を上回っていても，必ずしも達成した
ことにならないので注意が必要です。学習・教育到達目標Ｄ⚑，Ｈなどが該当します。社会環境コースのＤ⚒
を例にとります。
○項目Ｄ⚒が達成される場合（Ｄ⚒の必要単位数⚖：物理学Ⅰ⚒，一般教育・教養・自然科学（環境）⚔）

成績 物理学Ⅰ 優（単位⚒，点数⚓）
環境生物科学Ⅰ 良（単位⚒，点数⚒）（一般教育・教養・自然科学（環境））
地球科学Ⅰ 良（単位⚒，点数⚒）（一般教育・教養・自然科学（環境））
物理学Ⅱ 可（単位⚒，点数⚑）

SAP＝{(2×3)＋(2×2)＋(2×2)＋(2×1)}/8＝16/8＝2 （⚑以上）
○項目Ｄ⚒が達成されない場合

成績 物理学Ⅰ 優（単位⚒，点数⚓）
環境生物科学Ⅰ 優（単位⚒，点数⚓）
（一般教育・教養・自然科学（環境））
物理学Ⅱ 優（単位⚒，点数⚓）
（達成度に考慮されない）
振動・波動論 優（単位⚒，点数⚓）
（達成度に考慮されない）

SAP＝{(2)＋(2)}/6＝4/6＝0.67 （⚑未満）
要求されている修得条件のうち，一般教育科目・教養・

自然科学（環境）からの修得単位数が不足しているので，
上記の計算になります。
結果は，右図に示すようにレーダーチャートを用いる

と視覚的に示すことができます。
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項目 SAP
Ａ⚑ 3
Ａ⚒ 2
Ｂ⚑ 2.5
Ｂ⚒ 0.8
Ｃ⚑ 1
Ｃ⚒ 2.8
Ｄ⚑ 0.5
Ｄ⚒ 0.4
Ｄ⚓ 1.2
Ｅ 3.5
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図 SAPの例とレーダーチャート表示
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表－⚑ 社会環境コースの学習・教育到達目標と達成度評価

項目 学習・教育到達目標 項目 項目別学習・教育到達目標
関連科目 達成度評価

開講学年 科目名等 評価内容 必要
単位数 必要単位数の説明

Ⅰ．技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力

Ａ
人文・社会科学の知的基盤を築き，社会
人としての豊かな素養および技術者とし
ての倫理観を身に付ける。

Ａ⚑ 人文・社会科学の知的基盤を築き，社会人として豊か
な教養を身につける。

⚑年 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学から10単位の単位修
得を最低の条件とし，同科目から単位を修得した科目について評価する。 10

⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

Ａ⚒ 技術の業務遂行において，問題の技術倫理的側面を見
出すことができ，それを解決出来る能力を身につける。 ⚓年 専門教育科目⽛技術者倫理・演習(1.5)⽜ 専門教育科目⽛技術者倫理・演習⽜の単位修得を条件とし評価する。 1.5

Ｂ
自ら考えて問題に取り組む自己学習の習
慣・能力を身に付け，互いの創意工夫に
より問題解決を図り，成果としてまとめ
る協調性やリーダーシップを養う。

Ｂ⚑
技術的問題にチームで取り組む時，集団の和を図り，
互いの創意工夫により問題を解決し，成果としてまと
めるための協調性やリーダーシップを身につける。

⚓年 専門教育科目⽛地盤・構造材料実験⑴⽜，⽛測量実習⑴⽜，⽛環境計測実習
⑴⽜

専門教育科目の⽛地盤・構造材料実験⽜および⽛測量実習⽜の単位修得
を条件とし，さらに⽛環境計測実習⽜の成績を合わせて評価する。 ⚒

Ｂ⚒
技術的問題に取り組む時，身につけた知識および自己
学習の成果を複合的に応用して問題を解決する能力を
身につける。

⚒年
専門教育科目⽛構造力学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛構造力学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛土質工
学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛水理学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛水理学
Ⅱ・演習⑶⽜，⽛計画数理Ⅰ・演習⑶⽜

専門教育科目の演習を含む必修⚘科目⽛構造力学Ⅰ・演習⽜，⽛構造力学
Ⅱ・演習⽜，⽛土質工学Ⅰ・演習⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⽜，⽛水理学Ⅰ・演
習⽜，⽛水理学Ⅱ・演習⽜，⽛計画数理Ⅰ・演習⽜，⽛計画数理Ⅱ・演習⽜の
単位修得を条件とし，これらの科目で評価する。

22.5

⚓年 専門教育科目⽛計画数理Ⅱ・演習(1.5)⽜

Ｃ
論理的な記述，口頭発表や討議などのプ
レゼンテーション能力および国際交流を
図れるコミュニケーションの基礎能力を
身に付ける。

Ｃ⚑ 技術的，学問的成果を論文としてまとめ，誰にでもわ
かり易く説明できる能力を身につける。

⚓年 専門教育科目⽛プレゼンテーション⑵⽜ 専門教育科目⽛プレゼンテーション⽜の単位修得を条件とし，さらに⽛卒
業研究⽜において論文の記述方法を学び，発表においてプレゼンテーショ
ン能力を複数の教員により総合的に評価する。

⚔

⽛卒業研究］については，プレゼンテーション能力：30点（10
点×教員⚓名）および論文記述能力：10点（卒業研究担当教
員が評価）の合計40点満点で評価し，36以上を⽛秀⽜，32以上
36未満を⽛優⽜，28以上32未満を⽛良⽜，24以上28未満を［可］，
24未満を⽛不可⽜とする。単位数は，⚒単位相当とする。

⚔年 専門教育科目⽛卒業研究（⚒単位相当）⽜

Ｃ⚒
社会人として，あるいは技術者として，必要なコミュ
ニケーションをとることができる英語力を基盤とした
外国語能力を身につける。

⚑年 一般教育科目・基盤科目の英語，および英語以外の外国語 一般教育科目・基盤科目の英語科目⚒科目⚒単位以上の修得を条件とし，
さらに選択された基盤科目の言語および専門教育科目の⽛技術英語⽜に
より評価する。

⚒ 必要単位数に対しては，英語から⚒科目⚒単位以上修得して
いても⚒単位とカウントする。⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

⚓年 専門教育科目⽛技術英語⑵⽜

Ⅱ．専門技術者として要求される基礎能力

Ｄ
数学，統計学および物理，化学，生物，
地学などの自然科学および情報技術に関
する基礎能力を身に付ける。

Ｄ⚑ 数学，および統計学の理論を理解し，技術的問題の解
決のために利用することができる。 ⚑，⚒年

工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⑵⽜，⽛線形代数学Ⅱ⑵⽜，工学基礎科目
⚒群⽛微分積分学Ⅰ⑵⽜，⽛微分積分学Ⅱ⑵⽜，専門教育科目・基盤数理系
⚑群⽛確率統計⑵⽜，⽛環境統計学・演習(1.5)⽜，⽛品質管理・演習(1.5)⽜，
専門教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⑵⽜，⽛応用数学Ⅱ⑵⽜

工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⽜と⽛線形代数学Ⅱ⽜から⚑科目，工
学基礎科目⚒群⽛微分積分学Ⅰ⽜と⽛微分積分学Ⅱ⽜から⚑科目，専門
教育科目・基盤数理系⚑群⽛確率統計⽜と⽛環境統計学・演習⽜と⽛品
質管理・演習⽜から⚑科目の合計5.5単位の修得を条件とし，さらに専門
教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⽜，⽛応用数学Ⅱ⽜の中から単位
を修得した科目を合わせて評価する。

5.5
⚓つの選択必修各科目群それぞれから，最低⚑科目以上の単
位を含む。必要単位数に対しては各選択必修科目群におい
て，⚒科目修得していても⚑科目とカウントする。

Ｄ⚒ 物理学およびその他の自然科学の素養を身につけ，自
然現象の理解と分析に利用することができる。 ⚑，⚒年 一般教育科目・教養・自然科学（環境），工学基礎科目⚓群⽛物理学Ⅰ⑵⽜，

⽛物理学Ⅱ⑵⽜，⽛物理学Ⅲ⑵⽜，⽛振動・波動工学⑵⽜

工学基礎科目⚓群⽛物理学Ⅰ⽜，および一般教育科目・教養・自然科学（環
境）から⚒科目⚔単位以上の修得を条件とし，さらに工学基礎科目⚓群
の⽛物理学Ⅱ⽜，⽛物理学Ⅲ⽜，⽛振動・波動工学⽜の中から単位を修得し
た科目を合わせて評価する。

⚖
一般教育科目・教養・自然科学（環境）からの単位は，⚔単
位以上修得していても必要単位数に対しては⚔単位とカウン
トする。

Ｄ⚓ 与えられたデータを処理して必要な情報を獲得するた
めの情報技術を身につける。

⚒年 専門教育科目⽛情報処理Ⅰ・演習(1.5)⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習(1.5)⽜ 専門教育科目⽛情報処理Ⅰ・演習⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習⽜の単位修得を
条件とし，さらに⽛プログラミング⽜，⽛CAD演習⽜の成績を合わせて評
価する。

⚓
⚓年 専門教育科目⽛プログラミング⑵⽜，⽛CAD演習⑴⽜

Ｅ

構造力学，土質工学，水理学，測量学，
計画数理学などに関する専門分野の基礎
を修得し，演習，実習および実験などを
通じてそれらの理解度や工学的考察能力
を高める。

Ｅ
⚒年

専門教育科目⽛構造力学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛構造力学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛土質工
学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛水理学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛水理学
Ⅱ・演習⑶⽜，⽛コンクリート工学⑵⽜，⽛鋼構造工学⑵⽜，⽛測量学Ⅰ⑵⽜

専門教育科目の⽛構造力学Ⅰ・演習⽜，⽛構造力学Ⅱ・演習⽜，⽛土質工学
Ⅰ・演習⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⽜，⽛水理学Ⅰ・演習⽜，⽛水理学Ⅱ・演習⽜，
⽛コンクリート工学⽜，⽛鋼構造学⽜，⽛測量学Ⅰ⽜，⽛測量実習⽜，⽛地盤・構
造材料実験⽜の単位修得を条件としこれらの科目で評価する。

26

⚓年 専門教育科目⽛測量実習⑴⽜，⽛地盤・構造材料実験⑴⽜

Ｆ
専門分野における調査，計画，設計，施
工に関する基本的な技術を修得し，実務
に対する適応力および探究心を養う。

Ｆ⚑ 専門分野における実務に対する応用力および探究心を
養う。 ⚔年 専門教育科目⽛卒業研究（⚒単位相当）⽜，⽛CEデザインセミナー⑵⽜ 専門教育科目［卒業研究］と⽛CEデザインセミナー⽜の成績を合わせて，

基本的な修得度を評価する。 ⚔
⽛卒業研究⽜については，基本的な技術の習得度を30点（10点
×教員⚓名）満点で評価し，27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を
⽛優⽜，21以上24未満を⽛良⽜，18以上21未満を［可］，18未満
を⽛不可⽜とする。単位数を⚒単位相当とする。

Ｆ⚒ それぞれの専門分野の調査，計画，設計に関する技術
を習得し，実務における適応力を身につける。 ⚑～⚔年 専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目（⚑年次⚒科目，

⚒年次⚓科目，⚓年次23科目，⚔年次⚕科目の合計33科目）
専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目から，35単位以
上の修得を条件とし，これらの科目により評価する。 35

Ⅲ．自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力

Ｇ
プロジェクトを遂行する上で必要となる
基礎と専門の知識を有機的に展開して，
創造的な計画能力と分析能力を身に付け
る。

Ｇ
⚑年 専門教育科目⽛CE基礎セミナー⑵⽜

専門教育科目⽛CE基礎セミナー⽜，⽛CEデザインセミナー⽜，⽛卒業研究⽜
の単位の修得を条件としこれらの科目で評価する。 ⚖

⽛卒業研究⽜については，デザイン能力等を30点満点で評価し，
27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を⽛優⽜，21以上24未満を⽛良⽜，
18以上21未満を［可］，18未満を⽛不可⽜とする。単位数を⚒
単位相当とする。⚔年 専門教育科目⽛CEデザインセミナー⑵⽜，⽛卒業研究（⚒単位相当）⽜

Ｈ
自然と人間生活の調和・共存をめざし，
循環型社会システムを築くための環境技
術を理解する。

Ｈ

⚑，⚒年 一般教育科目・教養・自然科学（環境）

一般教育科目・教養・自然科学（環境）から⚒科目⚔単位以上，専門教
育科目の環境工学系から⚔単位の単位修得を条件とし，さらにそれぞれ
から単位を修得した科目を合わせて評価する。

⚘
必要単位数に対しては，一般教育科目・教養・自然科学（環
境）から⚔単位以上，専門教育科目の環境工学系から⚔単位
以上修得していても，それぞれ⚔単位とカウントする。

⚑年 専門教育科目⽛環境工学序論⑵⽜

⚒年 専門教育科目⽛環境地質学⑵⽜，⽛保全生態学⑵⽜

⚓年 専門教育科目⽛上下水道工学Ⅰ⑵⽜，⽛上下水道工学Ⅱ⑵⽜，⽛環境アセス
メント⑵⽜，⽛都市環境工学⑵⽜，⽛環境計測学⑵⽜，⽛環境計測実習⑴⽜

⚔年 専門教育科目⽛環境アセスメント⑵⽜，⽛景観工学⑵⽜

Ｉ

北海道の地域特性を考慮し，社会基盤施
設の劣化など，身の回りにあるリスクを
理解し事前に適切な対策をとることによ
り，持続可能な社会を建設し管理する技
術を身につける。

Ｉ
⚓年 専門教育科目⽛建設マネジメント⑵⽜，⽛社会基盤施設維持管理工学⑵⽜，

⽛寒冷地舗装工学⑵⽜，⽛道路工学⑵⽜，⽛都市経営論⑵⽜ 専門教育科目の計画・設計・維持管理系から⚒科目⚔単位の修得を条件
とし，さらに同系から単位を修得した科目を合わせて評価する。 ⚔

⚔年 専門教育科目⽛コンクリート構造設計演習⑵⽜，⽛都市・交通計画⑵⽜
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表－⚒ 環境情報コースの学習・教育到達目標と達成度評価

項目 学習・教育到達目標 項目 項目別学習・教育到達目標
関連科目 達成度評価

開講学年 科目名等 評価内容 必要
単位数 必要単位数の説明

Ⅰ．技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力

Ａ
人文・社会科学の知的基盤を築き，社会
人としての豊かな素養および技術者とし
ての倫理観を身に付ける。

Ａ⚑ 人文・社会科学の知的基盤を築き，社会人として豊か
な教養を身につける。

⚑年 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学から10単位の単位修
得を最低の条件とし，同科目から単位を修得した科目について評価する。 10

⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

Ａ⚒ 技術の業務遂行において，問題の技術倫理的側面を見
出すことができ，それを解決出来る能力を身につける。 ⚓年 専門教育科目⽛技術者倫理・演習(1.5)⽜ 専門教育科目⽛技術者倫理・演習⽜の単位修得を条件とし評価する。 1.5

Ｂ
自ら考えて問題に取り組む自己学習の習
慣・能力を身に付け，互いの創意工夫に
より問題解決を図り，成果としてまとめ
る協調性やリーダーシップを養う。

Ｂ⚑
技術的問題にチームで取り組む時，集団の和を図り，
互いの創意工夫により問題を解決し，成果としてまと
めるための協調性やリーダーシップを身につける。

⚓年 専門教育科目⽛環境計測実習⑴⽜，⽛測量実習⑴⽜，⽛地盤・構造材料実験
⑴⽜

専門教育科目の⽛環境計測実習⽜，⽛測量実習⽜の単位修得を条件とし，
さらに⽛地盤・構造材料実験⽜の成績を合わせて評価する。 ⚒

Ｂ⚒
技術的問題に取り組む時，身につけた知識および自己
学習の成果を複合的に応用して問題を解決する能力を
身につける。

⚒年
専門教育科目⽛計画数理Ⅰ・演習⑶⽜，⽛構造の力学Ａ・演習(1.5)）⽜，⽛構
造の力学Ｂ・演習(1.5)）⽜，⽛流れ学Ａ・演習(1.5)）⽜，⽛流れ学Ｂ・演習
(1.5)）⽜，⽛基礎土質工学Ａ・演習(1.5)）⽜，⽛基礎土質工学Ｂ・演習(1.5)）⽜

専門教育科目の⽛計画数理Ⅰ・演習⽜と⽛計画数理Ⅱ・演習⽜の単位修
得を条件とし，さらに⽛構造の力学Ａ・演習⽜または⽛構造の力学Ｂ・
演習⽜，⽛流れ学Ａ・演習⽜または⽛流れ学Ｂ・演習⽜，⽛基礎土質工学Ａ・
演習⽜または⽛基礎土質工学Ｂ・演習⽜の単位修得も条件として，これ
らの科目で評価する。

⚙
必要単位数は必修4.5単位，および⚓つの選択必修各科目群
それぞれから1.5単位であり，⚑つの選択必修科目群におい
て⚒科目修得していても1.5単位とカウントとする。

⚓年 専門教育科目⽛計画数理Ⅱ・演習(1.5)⽜

Ｃ
論理的な記述，口頭発表や討議などのプ
レゼンテーション能力および国際交流を
図れるコミュニケーションの基礎能力を
身に付ける。

Ｃ⚑ 技術的，学問的成果を論文としてまとめ，誰にでもわ
かり易く説明できる能力を身につける。

⚓年 専門教育科目⽛プレゼンテーション⑵⽜ 専門教育科目⽛プレゼンテーション⽜の単位修得を条件とし，さらに⽛卒
業研究⽜において論文の記述方法を学び，発表においてプレゼンテーショ
ン能力を複数の教員により総合的に評価する。

⚔

⽛卒業研究］については，プレゼンテーション能力：30点（10
点×教員⚓名）および論文記述能力：10点（卒業研究担当教
員が評価）の合計40点満点で評価し，36以上を⽛秀⽜，32以上
36未満を⽛優⽜，28以上32未満を⽛良⽜，24以上28未満を［可］，
24未満を⽛不可⽜とする。単位数は，⚒単位相当とする。

⚔年 専門教育科目⽛卒業研究（⚒単位相当）⽜

Ｃ⚒
社会人として，あるいは技術者として，必要なコミュ
ニケーションをとることができる英語力を基盤とした
外国語能力を身につける。

⚑年 一般教育科目・基盤科目の英語，および英語以外の外国語 一般教育科目・基盤科目の英語科目⚒科目⚒単位以上を含む基盤科目の
言語⚔単位以上（専門教育科目の⽛技術英語⽜も含むことができる）の
修得を条件とし，さらに選択された基盤科目の言語および専門教育科目
の⽛技術英語⽜により評価する。

⚔ 必要単位数に対しては，英語以外の外国語から⚒単位以上修
得していても⚒単位とカウントする。⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

⚓年 専門教育科目⽛技術英語⑵⽜

Ⅱ．専門技術者として要求される基礎能力

Ｄ
数学，統計学および物理，化学，生物，
地学などの自然科学および情報技術に関
する基礎能力を身に付ける。

Ｄ⚑ 数学，および統計学の理論を理解し，技術的問題の解
決のために利用することができる。

⚑年 工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⑵⽜，⽛線形代数学Ⅱ⑵⽜，工学基礎科目
⚒群⽛微分積分学Ⅰ⑵⽜，⽛微分積分学Ⅱ⑵⽜，専門教育科目・基盤数理系
⚑群⽛確率統計⑵⽜，⽛環境統計学・演習(1.5)⽜，⽛品質管理・演習(1.5)⽜，
専門教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⑵⽜，⽛応用数学Ⅱ⑵⽜

工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⽜と⽛線形代数学Ⅱ⽜から⚑科目，工
学基礎科目⚒群⽛微分積分学Ⅰ⽜と⽛微分積分学Ⅱ⽜から⚑科目，専門
教育科目・基盤数理系⚑群⽛確率統計⽜と⽛環境統計学・演習⽜と⽛品
質管理・演習⽜から⚑科目の合計5.5単位の修得を条件とし，さらに専門
教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⽜，⽛応用数学Ⅱ⽜の中から単位
を修得した科目を合わせて評価する。

5.5
⚓選択必修各科目群それぞれから，最低⚑科目以上の単位を
含む。必要単位数に対しては各選択必修科目群において，⚒
科目修得していても⚑科目とカウントする。⚒年

Ｄ⚒ 化学，生物等の自然科学の素養を身につけ，自然現象
の理解と分析に利用することができる。

⚑年 一般教育科目・教養・自然科学（環境），工学基礎科目⚓群の⽛物理学Ⅰ
⑵⽜，⽛物理学Ⅱ⑵⽜，⽛物理学Ⅲ⑵⽜，⽛振動・波動工学⑵⽜

一般教育科目・教養・自然科学（環境）から⚓科目⚖単位以上の修得を
条件とし，さらに工学基礎科目⚓群の⽛物理学Ⅰ⽜，⽛物理学Ⅱ⽜，⽛物理
学Ⅲ⽜，⽛振動・波動工学⽜の中から単位を修得した科目を合わせて評価
する。

⚖ 必要単位としては一般教育科目・教養・自然科学（環境）か
らの単位をのみを含む。⚒年

Ｄ⚓
与えられたデータを処理して必要な情報を獲得するた
めの情報技術，およびコンピュータによる設計支援技
術を身につける。

⚒年 専門教育科目⽛情報処理Ⅰ・演習(1.5)⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習(1.5)⽜ 専門教育科目の⽛情報処理Ⅰ・演習⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習⽜，⽛データ処
理論実習⽜，⽛CAD演習⽜の単位修得を条件とし，さらに専門選択科目の
都市情報系から単位を修得した科目を合わせて評価する。

⚕⚓年 専門教育科目⽛データ処理論実習⑴⽜，⽛CAD演習⑴⽜
⚓，⚔年 専門選択科目の都市情報系科目

Ｅ

構造力学，土質工学，水理学，測量学，
計画数理学などに関する専門分野の基礎
を修得し，演習，実習および実験などを
通じてそれらの理解度や工学的考察能力
を高める。

Ｅ
⚒年

専門教育科目⽛計画数理Ⅰ・演習⑶⽜，⽛測量学Ⅰ⑵⽜，⽛構造の力学Ａ・
演習(1.5)）⽜，⽛構造の力学Ｂ・演習(1.5)）⽜，⽛流れ学Ａ・演習(1.5)）⽜，
⽛流れ学Ｂ・演習(1.5)）⽜，⽛基礎土質工学Ａ・演習(1.5)）⽜⽛基礎土質工
学Ｂ・演習(1.5)）⽜

専門教育科目の総合系から⽛構造の力学Ａ・演習⽜または⽛構造の力学
Ｂ・演習⽜，⽛流れ学Ａ・演習⽜または⽛流れ学Ｂ・演習⽜，⽛基礎土質工
学Ａ・演習⽜または⽛基礎土質工学Ｂ・演習⽜の⚓選択必修科目群，お
よび⽛測量学Ⅰ⽜，⽛測量実習⽜，都市経営系から⽛計画数理Ⅰ・演習⽜，
⽛計画数理Ⅱ・演習⽜の単位修得を条件とし，さらに専門教育科目総合系
の⽛測量学Ⅱ⽜，都市防災系の⽛地盤・構造材料実験⽜を評価項目とし，
これらの科目により評価する。

12
必要単位数に対しては⚓選択必修科目群より各⚑科目，およ
び必修科目の単位のみであり，各選択必修科目群において，
修得単位がなければ⚐単位，⚒科目修得していても1.5単位
のみカウントする。

⚓年 専門教育科目⽛計画数理Ⅱ・演習(1.5)⽜，⽛測量実習⑴⽜，⽛測量学Ⅱ⑵⽜，
⽛地盤・構造材料実験⑴⽜

Ｆ
専門分野における調査，計画，設計，施
工に関する基本的な技術を修得し，実務
に対する適応力および探究心を養う。

Ｆ⚑ 専門分野における実務に対する応用力および探究心を
養う。 ⚔年 専門教育科目⽛卒業研究（⚒単位相当）⽜，⽛CEデザインセミナー⑵⽜ 専門教育科目⽛卒業研究⽜と⽛CEデザインセミナー⽜の成績を合わせて，

基本的な修得度を評価する。 ⚔
⽛卒業研究⽜については，基本的な技術の習得度を30点（10点
×教員⚓名）満点で評価し，27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を
⽛優⽜，21以上24未満を⽛良⽜，18以上21未満を［可］，18未満
を⽛不可⽜とする。単位数を⚒単位相当とする。

Ｆ⚒ それぞれの専門分野の調査，計画，設計に関する技術
を習得し，実務における適応力を身につける。

⚑年
専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目（総合系の選択
必修科目を含む）（⚑年次⚓科目，⚒年次13科目，⚓年次18科目，⚔年次
⚕科目の合計39科目）。

専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目（総合系の選択
必修科目を含む）から，49単位以上の修得を条件とし，これらの科目に
より評価する。

49
⚒年
⚓年
⚔年

Ⅲ．自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力

Ｇ
プロジェクトを遂行する上で必要となる
基礎と専門の知識を有機的に展開して，
創造的な計画能力と分析能力を身に付け
る。

Ｇ
⚑年 専門教育科目⽛CE基礎セミナー⑵⽜

専門教育科目⽛CE基礎セミナー⽜，⽛環境計測実習⽜，⽛CEデザインセミ
ナー⽜，⽛卒業研究⽜の単位の修得を条件としこれらの科目で評価する ⚗

⽛卒業研究⽜については，デザイン能力等を30点満点で評価し，
27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を⽛優⽜，21以上24未満を⽛良⽜，
18以上21未満を［可］，18未満を⽛不可⽜とする。単位数を⚒
単位相当とする。

⚓年 専門教育科目⽛環境計測実習⑴⽜
⚔年 専門教育科目⽛CEデザインセミナー⑵⽜，⽛卒業研究（⚒単位相当）⽜

Ｈ
自然と人間生活の調和・共存をめざし，
循環型社会システムを築くための環境技
術を理解する。

Ｈ

⚑，⚒年 一般教育科目・教養・自然科学（環境）
一般教育科目・教養・自然科学（環境）から⚓科目⚖単位以上，専門教
育科目の都市環境系の必修科目⽛環境計測学⽜，⽛環境計測実習⽜，⽛上下
水道工学Ⅰ⽜，都市環境系の選択科目から⚔単位以上の単位修得を条件
とし，さらに専門教育科目の都市環境系の選択科目から単位を修得した
科目を合わせて評価する。

15
必要単位数に対しては，一般教育科目・教養・自然科学（環
境）から⚖単位以上，都市環境系の選択科目から⚔単位以上
修得していても，それぞれ⚖単位，⚔単位とカウントする。

⚑年 専門教育科目⽛環境工学序論⑵⽜，⽛微生物学⑵⽜
⚒年 専門教育科目⽛環境地質学⑵⽜，⽛保全生態学⑵⽜，⽛環境評価論⑵⽜

⚓年 専門教育科目⽛環境計測学⑵⽜，⽛環境計測実習⑴⽜，⽛上下水道工学Ⅰ⑵⽜，
⽛上下水道工学Ⅱ⑵⽜，⽛都市環境工学⑵⽜，⽛環境アセスメント⑵⽜

⚔年 専門教育科目⽛環境アセスメント⑵⽜，⽛景観工学⑵⽜

Ｉ

北海道の地域特性を考慮し，社会基盤施
設の劣化など，身の回りにあるリスクを
理解し事前に適切な対策をとることによ
り，持続可能な社会を建設し管理する技
術を身につける。

Ｉ
⚒～⚔年 専門教育科目の都市経営系選択科目

専門教育科目の都市防災系必修科目の⽛リスクマネジメント⽜，都市防災
系選択科目から⚒単位以上，専門教育科目の都市経営系選択科目から⚒
単位以上の単位修得を条件とし，さらに専門教育科目の都市防災系選択
科目，都市経営系の選択科目から単位を修得した科目を合わせて評価す
る。

⚖
必要単位数に対しては，専門教育科目の都市防災系選択科目
から⚒単位以上，都市経営系選択科目から⚒単位以上修得し
ていても，それぞれ⚒単位とカウントする。⚒～⚔年 専門教育科目［リスクマネジメント⑵⽜，および都市防災系選択科目。





社会環境工学科の履修要件〔2017年度（平成29年度）以降入学者〕
⚑．目標修得単位

卒業に必要な単位数は合計124単位以上です。つまり，⚑年間に修得すべき平均単位数は，単純計算すると，
124単位／⚔年間＝31単位／年となります。しかし，⚔年次になると卒業研究や就職活動などに非常に多くの
時間や労力を必要とすることに留意しなければなりません。したがって，⚑～⚓年次の期間で充分な単位を修
得しておく必要があります。
社会環境工学科では，各学年においての目標修得単位数を以下のように設定しています。
この単位数を念頭に置き，計画的に学習するよう努めてください。
（社会環境コース）
⚑年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 総合系人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 14単位以上
⚔単位以上

（ただし，英語⚓
科目⚓単位以上
を含む）

⚔単位以上
10単位以上

（必修・選択必修科目
から⚖単位を含む）

⚔単位
（必修⚒単位
を含む）

40単位
以上

＊ 留学生科目を含む

⚒年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系

以外人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 18単位以上 ⚖単位以上
11単位以上

（必修・選択必修科目から
7.5単位以上を含む）

必修30単位 70単位
以上

＊ 留学生科目を含む

⚓年次目標修得単位
卒業見込証明書の発行条件と同じ
＊35ページ参照

⚔年次目標修得単位
卒業要件と同じ
＊36ページ参照

（環境情報コース）
⚑年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 総合系人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 14単位以上
⚔単位以上

（ただし，英語⚓
科目⚓単位以上
を含む）

⚔単位以上
10単位以上

（選択必修科目から
⚔単位を含む）

⚔単位
（必修⚒単位
を含む）

40単位
以上

＊ 留学生科目を含む
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⚒年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系

以外人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 18単位以上 ⚘単位以上
11単位以上

（選択必修科目から
5.5単位以上を含む）

28単位以上
（必修12単位
を含む）

70単位
以上

＊ 留学生科目を含む

⚓年次目標修得単位
卒業見込証明書の発行条件と同じ
＊35ページ参照

⚔年次目標修得単位
卒業要件と同じ
＊36ページ参照

⚒．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

⚑年次に配当されている授業科目のうちから，以下の要件を全て満たした⚑年次学生は，⚒年次に進級する
ことができます（工学部規則第13条）。この進級要件を満たさない学生は，⚑年次に留置きとなります。
（社会環境コース）

分野
一般教育科目 専門教育科目

総修得単位数教養科目＊
総合系人文科学，社会科学

単位数 ⚖単位以上 必修⚒単位
一般教育科目の基盤科目のうち言語，教養科目＊の
うち人文科学・社会科学・自然科学(環境），工学基礎
科目の⚑～⚓群及び専門教育科目の合計14単位以上

＊ 留学生科目を含む

（環境情報コース）

分野
一般教育科目 専門教育科目

総修得単位数教養科目＊
総合系人文科学，社会科学

単位数 ⚖単位以上 必修⚒単位
一般教育科目の基盤科目のうち言語，教養科目＊の
うち人文科学・社会科学・自然科学(環境），工学基礎
科目の⚑～⚓群及び専門教育科目の合計14単位以上

＊ 留学生科目を含む

⚓．⽛シビルエンジニアリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜着手条件

⚓年次終了時に以下の単位修得条件を全て満たしている学生は，⚔年次に必修科目である⽛シビルエンジニ
アリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜に着手することができます。この着手条件を満たさない場合，
その年度には卒業できませんので十分注意してください。
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（社会環境コース）

分野

一般教育科目 工学
基礎科目

専門教育科目
総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系

人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

10単位以上 英語⚑科目⚑単位科目
から⚒単位以上 ⚔単位以上

12単位以上
（必修・選択必修科目から
7.5単位以上を含む）

90単位
以上単位数 18単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

（環境情報コース）

分野

一般教育科目 工学
基礎科目

専門教育科目
総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系

人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学（環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

10単位以上 英語⚑科目⚑単位科目
から⚒単位以上 ⚖単位以上

10単位以上
（選択必修科目から
5.5単位以上を含む）

90単位
以上単位数 18単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

⚔．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の単位修得条件を全て満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができ
ます。
（社会環境コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系

以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 20単位以上 ⚔単位以上
13単位以上

（必修・選択必修科目から
7.5単位以上を含む）

必修33単位
以上

100単位
以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

（環境情報コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系及び

技術英語以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学（環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 20単位以上 ⚖単位以上
11単位以上

（選択必修科目から
5.5単位以上を含む）

必修15単位
を含む

33単位以上
100単位
以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む
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⚕．卒業要件

社会環境工学科を卒業し，学士（工学）の学位を得るためには，学則別表⚙⑴及び⑵に掲げる授業科目中，
次に定める単位を修得しなければなりません（工学部規則第14条）。
卒業要件を体系的にまとめると次のようになります。
（社会環境コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系及び

技術英語以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数

10単位以上
英語⚑科目
⚑単位科目
から⚒単位
以上

⚔単位以上
必 修 ⚒ 単
位，⚑・⚒
群から各⚒
単位以上

⚑群から
1.5単位
以上

必修47単位，
かつ選択35単
位以上（ただ
し，環境工学
系，計 画・設
計・維持管理
系からそれぞ
れ⚔単位以上
とその他の系
からそれぞれ
⚒単位以上を
含む）

124単位
以上

上記を含む20単位以上 上記を含む22単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

（環境情報コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系及び

技術英語以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数

10単位以上

⚔単位以上
（英語⚑科目
⚑単位科目
から⚒単位
以上を含む）

⚖単位以上
⚑・⚒群か
ら各⚒単位
以上

⚑群から
1.5単位
以上

必修33単位，
かつ選択49単
位以上 (ただ
し，総合系選
択必修4.5単位
以上＊＊＊，都市
環境系から⚔
単位以上，都
市経営系と都
市防災系から
それぞれ⚒単
位以上を含む）

124単位
以上

上記を含む20単位以上 上記を含む22単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む
＊＊＊ 構造の力学A・演習および構造の力学B・演習より1.5単位以上，流れ学A・演習および流れ学B・演習より1.5単位

以上，基礎土質工学A・演習および基礎土質工学B・演習より1.5単位以上の計4.5単位以上
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20
17
年
度
（
平
成
29
年
度
）
以
降
入
学
者

社
会
環
境
工
学
科

社
会
環
境
コ
ー
ス

科
目
系
統
図

区
分

⚑
年

⚒
年

⚓
年

⚔
年

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

科
目

分
野

一 般 教 育 科 目

基
盤

科
目

○
言
語
（
英
語
，
英
語
以
外
の
外
国
語
＜
ド
イ
ツ
語
，

フ
ラ
ン
ス
語
，
中
国
語
，
ロ
シ
ア
語
，
韓
国
・
朝

鮮
語
）

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
言
語
科
目

技
術
英
語
＋
（
専
門
教
育

科
目
）

太
字
：
選
択
必
修
科
目

［
太
字
］：
必
修
科
目

□
□
・
演
習
⑶
：
講
義
90
分
＋
演
習
90
分

□
□
・
演
習
(1
.5
)：
講
義
45
分
＋
演
習
45
分

＋
：
両
コ
ー
ス
合
同
科
目

○
身
体

○
情
報
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
）

教
養

科
目

○
人
文
科
学
(自
己
,文
化
,歴
史
)

○
社
会
科
学
(社
会
構
造
,地
域
)

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
人
文
・
社
会
系
科
目

○
自
然
科
学
（
環
境
：
環
境
生
物
科
学
Ⅰ
，
Ⅱ
，
物

質
科
学
，
物
質
環
境
科
学

普
遍
性
）

○
自
然
科
学
（
環
境
：
地
球
科
学
Ⅰ
，
Ⅱ
，
宇
宙
科

学
Ⅰ
，
Ⅱ
）

○
北
海
道
学

キ
ャ
リ
ア
形
成
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

体
験
型

（
海
外
文
化
Ⅰ
～
Ⅳ
）

留
学
生

（
日
本
語
演
習
Ⅰ
，
日
本
語
読
解
・
構
文
Ⅰ
等
）

工 学 基 礎 科 目

⚑
群

線
形
代
数
学
Ⅰ
＊

線
形
代
数
学
Ⅱ
＊

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
＊
，
＊
＊
：
選
択
必
修

⚒
群

微
分
積
分
学
Ⅰ
＊
＊

微
分
積
分
学
Ⅱ
＊
＊

⚓
群

［
物
理
学
Ⅰ
]

物
理
学
Ⅱ

物
理
学
Ⅲ

振
動
・
波
動
工
学

⚔
群

代
数
学
序
論

代
数
学
Ⅰ

代
数
学
Ⅱ

幾
何
学
序
論

幾
何
学
Ⅰ

幾
何
学
Ⅱ

専 門 教 育 科 目

基
盤

数
理 系

⚑
群

確
率
統
計
◆

環
境
統
計
学
・
演
習
(1
.5
)◆

品
質
管
理
・
演
習
(1
.5
)◆

｝
◆
：
選
択
必
修

⚒
群

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅱ

⚓
群

解
析
学
序
論

解
析
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅱ

環
境
工
学
系

環
境
工
学
序
論
＋

環
境
地
質
学
＋

保
全
生
態
学
＋

上
下
水
道
工
学
Ⅰ
＋

上
下
水
道
工
学
Ⅱ
＋

景
観
工
学
＋

都
市
環
境
工
学
＋

環
境
計
測
学
＋

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
＋

環
境
計
測
実
習
⑴
＋

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
＋

水
工
系

［
水
理
学
Ⅰ
・
演
習
]⑶

［
水
理
学
Ⅱ
・
演
習
]⑶

河
川
工
学
＋

港
湾
工
学

防
災
工
学
＋

計
画
・
設
計
・

維
持
管
理
系

［
計
画
数
理
Ⅰ
・
演
習
]⑶

＋
［
計
画
数
理
Ⅱ
・
演
習
](
1.
5)
＋
社
会
基
盤
施
設
維
持
管
理
工
学
都
市
・
交
通
計
画
＋

道
路
工
学
＋

寒
冷
地
舗
装
工
学

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
設
計
演
習

都
市
経
営
論
＋

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

構
造
・
材
料
系

［
構
造
力
学
Ⅰ
・
演
習
]⑶

［
構
造
力
学
Ⅱ
・
演
習
]⑶

構
造
解
析
学

地
震
工
学
＋

［
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
]＋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
工
学
＋

［
地
盤
・
構
造
材
料
実
験
]⑴

＋

土
質
・
施
工
系

［
土
質
工
学
Ⅰ
・
演
習
]⑶

［
土
質
工
学
Ⅱ
・
演
習
]⑶

地
盤
工
学
＋

火
薬
学

［
鋼
構
造
工
学
]＋

橋
梁
工
学
＋

総
合
系

［
C
E 基
礎
セ
ミ
ナ
ー
]＋

CE
総
論
＋

［
情
報
処
理
Ⅰ
・
演
習
](
1.
5)
＋
［
情
報
処
理
Ⅱ
・
演
習
](
1.
5)
＋
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＋

CA
D
演
習
⑴
＋

［
CE
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
]＋
［
卒
業
研
究
]⑹

＋

［
測
量
学
Ⅰ
]＋

測
量
学
Ⅱ
＋

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]＋

［
測
量
実
習
]⑴

＋

［
技
術
者
倫
理
・
演
習
](
1.
5)
＋

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ａ
⑴
＋

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｂ
＋
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20
17
年
度
（
平
成
29
年
度
）
以
降
入
学
者

社
会
環
境
工
学
科

環
境
情
報
コ
ー
ス

科
目
系
統
図

区
分

⚑
年

⚒
年

⚓
年

⚔
年

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

科
目

分
野

一 般 教 育 科 目

基
盤

科
目

○
言
語
（
英
語
，
英
語
以
外
の
外
国
語
＜
ド
イ
ツ
語
，

フ
ラ
ン
ス
語
，
中
国
語
，
ロ
シ
ア
語
，
韓
国
・
朝

鮮
語
）

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
言
語
科
目

技
術
英
語
＋
（
専
門
教
育

科
目
）

太
字
：
選
択
必
修
科
目

［
太
字
］：
必
修
科
目

□
□
・
演
習
⑶
：
講
義
90
分
＋
演
習
90
分

□
□
・
演
習
(1
.5
)：
講
義
45
分
＋
演
習
45
分

＋
：
両
コ
ー
ス
合
同
科
目

○
身
体

○
情
報
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
）

教
養

科
目

○
人
文
科
学
（
自
己
，
文
化
，
歴
史
）

○
社
会
科
学
（
社
会
構
造
，
地
域
）

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
人
文
・
社
会
系
科
目

○
自
然
科
学
（
環
境
：
環
境
生
物
科
学
Ⅰ
，
Ⅱ
，
物

質
科
学
，
物
質
環
境
科
学

普
遍
性
）

○
自
然
科
学
（
環
境
：
地
球
科
学
Ⅰ
，
Ⅱ
，
宇
宙
科

学
Ⅰ
，
Ⅱ
）

○
北
海
道
学

キ
ャ
リ
ア
形
成
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

体
験
型

（
海
外
文
化
Ⅰ
～
Ⅳ
）

留
学
生

（
日
本
語
演
習
Ⅰ
，
日
本
語
読
解
・
構
文
Ⅰ
等
）

工 学 基 礎 科 目

⚑
群

線
形
代
数
学
Ⅰ
＊

線
形
代
数
学
Ⅱ
＊

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
＊
，
＊
＊
：
選
択
必
修

⚒
群

微
分
積
分
学
Ⅰ
＊
＊

微
分
積
分
学
Ⅱ
＊
＊

⚓
群

物
理
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅱ

物
理
学
Ⅲ

振
動
・
波
動
工
学

⚔
群

代
数
学
序
論

代
数
学
Ⅰ

代
数
学
Ⅱ

幾
何
学
序
論

幾
何
学
Ⅰ

幾
何
学
Ⅱ

専 門 教 育 科 目

基
盤

数
理 系

⚑
群

確
率
統
計
◆

環
境
統
計
学
・
演
習
(1
.5
)◆

品
質
管
理
・
演
習
(1
.5
)◆

｝
◆
：
選
択
必
修

⚒
群

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅱ

⚓
群

解
析
学
序
論

解
析
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅱ

都
市

環
境
系

環
境
工
学
序
論
＋

微
生
物
学
（
生
命
開
講
）
環
境
地
質
学
＋

保
全
生
態
学
＋

［
上
下
水
道
工
学
Ⅰ
]＋

上
下
水
道
工
学
Ⅱ
＋

景
観
工
学
＋

環
境
評
価
論

都
市
環
境
工
学
＋

［
環
境
計
測
学
]＋

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
＋

［
環
境
計
測
実
習
]⑴

＋
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
＋

都
市

情
報
系

［
情
報
処
理
Ⅰ
・
演
習
](
1.
5)
＋
［
情
報
処
理
Ⅱ
・
演
習
](
1.
5)
＋
［
デ
ー
タ
処
理
論
実
習
]⑴
［
C
AD
演
習
]⑴

＋
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＋

都
市

経
営
系

地
域
交
通
論

［
計
画
数
理
Ⅰ
・
演
習
]⑶

＋
［
計
画
数
理
Ⅱ
・
演
習
](
1.
5)
＋
社
会
調
査
法

都
市
・
交
通
計
画
＋

住
民
参
加
論

都
市
経
営
論
＋

寒
地
政
策
論

道
路
工
学
＋

都
市

防
災
系

防
災
工
学
＋

河
川
工
学
＋

寒
地
・
都
市
防
災
論

［
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
]
地
震
工
学
＋

地
盤
・
構
造
材
料
実
験
⑴
＋
地
盤
工
学
＋

鋼
構
造
工
学
＋

橋
梁
工
学
＋

コ
ン
ク
リ
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2017年度（平成29年度）以降入学者 一般教育科目一覧表
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
基盤科目
（言語）
・英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

・共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2
・ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
・フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2
・中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
・ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
・韓国・朝鮮語
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

（身体）
健 康 と ス ポ ーツの科学Ⅰ 2 2
健 康 と ス ポ ー ツ の 科 学Ⅱ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

（情報）
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 58 40 40 20 158
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○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
教養科目
（人文科学）
・自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2
・文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
・歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
歴 史 学 Ⅳ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

（社会科学）
・社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2
・地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅰ 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

（自然科学）
・環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅠ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
・普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

（北海道学）
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

（教養科目）
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 138 8 0 0 146

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キ ャ リ ア・ガ イ ダ ン ス 1 1

計 1 0 0 0 1

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 0 0 0 4

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外
帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 0 0 20
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授業科目履修上の注意
⚑．授業科目と単位数

各授業科目の単位数に関する詳細は，⽛授業科目と担当者一覧表⽜を参照してください。
授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

第20条 各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要
な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な
学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外
に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分（⚑時限，45分を⚑時間として⚒時間）を単位とし，原則として各曜日とも⚕時限で授業時
間割が組まれています。毎週⚑回（⚑時限）の授業を受けた場合，一つの学期で原則として15週の授業があり
ますので，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国
語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。
外国語科目については，さらに以下のことが定められています（工学部規則第⚔条）。

第⚔条 外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とす
るものは，別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの授業科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間とな
り，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，
すべて⚑単位として計算されます。
社会環境工学科では，⚒年次に⽛講義⽜と⽛演習⽜を組み合わせた⚒時限続きの授業が行われます。この場

合の通算の授業時間及び単位数は，一つの学期で講義が⚑時限×⚒時間×15週＝30時間なので⚒単位，演習が
⚑時限×⚒時間×15週＝30時間なので⚑単位，合計⚓単位となります。また，⚓・⚔年次に⚒時限連続して行
われる⽛実験⽜及び⽛実習⽜の場合は，一つの学期で通算の授業時間が⚒時限×⚒時間×15週＝60時間となり
ます。⽛実験及び実習⽜については45時間で⚑単位なので，小数点以下は切り捨てられて⚑単位と計算されます。
卒業研究については，15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。

⚒．授業科目の区分とその概要

各年次に開講されている授業科目は，原則としてその年次において履修してください。上級年次の者が，下
級年次に開講されている授業科目を履修することは許されていますが，下級年次の者は，上級年次に開講され
ている授業科目を履修することはできません。
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⽛必修科目⽜は，必ず履修して単位を修得しなければ卒業できません。必修科目が不合格になった場合は，翌
年度に再び履修しなければなりません。⽛選択必修科目⽜は，きめられた群の中から必要な単位数を修得しなけ
ればなりません。⽛選択科目⽜については，自由に選択して履修することができますが，卒業要件として授業科
目の区分ごとに必要な単位数が定められていますので留意してください。⽛自由科目⽜については，自由に選択
して履修することができますが，卒業要件等には加算されません。
授業科目は次の⚔つの区分に分類されますので，各区分科目の概略と履修上の注意点を以下に示します。

一般教育科目(言語以外) すべて選択科目（101科目，189単位）

⚑年次にすべて豊平校舎で開講されます。
これらの授業科目の中には，⚑学期と⚒学期にそれぞれ同じ科目が開講され，どちらを履修しても良い場合
があります。ただし，両方を履修することはできません。

⚒年次に進級した後，一般教育科目を履修することは，キャンパスが離れていること及び時間割の制約上か
ら，原則としてできません（体育実技を除く）。ただし，主に再履修者（新規履修者も含む）を対象として，
山鼻校舎においても限られた一部の授業科目を開講しています。

一般教育科目(言語) すべて選択科目（英語14科目，16単位，英語以外の外国語科目78科目，124単位）

英語科目については，⚑・⚒年次に開講されます。また⚓年次開講の専門教育科目の技術英語は必要修得単
位数としては言語に含まれます。

社会環境工学科では，⚑年次から⚒年次への進級に際して英語科目⚒科目⚒単位以上を修得することが望ま
しいです。

英語以外の外国語科目として，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語が開講されていま
す。

⚑年次に開講されている一部の外国語科目については，主に再履修者（新規履修者も含む）を対象として，
山鼻校舎でも開講しています。

英語以外の外国語科目については，⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されています。ただし，⚓・⚔年次
に開講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

工学基礎科目 社会環境コース：必修科目（⚑科目，⚒単位），選択必修科目（⚔科目，⚘単位），選択科目（⚙科目，18単位）
環境情報コース：選択必修科目（⚔科目，⚘単位），選択科目（10科目，20単位）

⚑・⚒年次に開講されており，⚑群～⚔群の授業科目に分かれています。
卒業要件として社会環境コースでは，必修科目及び選択必修科目より⚖単位以上を修得する必要があります。
また，環境情報コースでは選択必修科目より⚔単位以上修得する必要があります。

⚑年次に開講されている授業科目については，主に再履修者（新規履修者も含む）を対象として，山鼻校舎
においても開講しています。

専門教育科目 社会環境コース：必修科目（20科目，47単位），選択必修科目（⚓科目，⚕単位），選択科目（38科目，73単位）
環境情報コース：必修科目（17科目，33単位），選択必修科目（⚙科目，14単位），選択科目（38科目，74単位）

⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されます。
⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎のみで開講されます。⚒年次に進級した後，これらの授
業科目を履修することは，キャンパスが離れていること及び時間割の制約上から，原則としてできないので
注意してください。

卒業研究は，⚔年次の⚒学期に⚖単位として実施されます。
※社会環境コースの専門教育科目は，専門分野ごとに基盤数理系，環境工学系，水工系，計画・設計・維持管
理系，構造・材料系，土質・施工系，総合系という⚗系列に分類されています。そして環境情報コースの専
門教育科目は専門分野ごとに基盤数理系，都市環境系，都市情報系，都市経営系，都市防災系，総合系とい
う⚖系列に分類されています。（各授業科目の講義概要は，この系列ごとに⚑年次～⚔年次開講科目の順に
掲載されています。）
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⚓．⽛シビルエンジニアリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜の着手および卒業見込証明
書

社会環境工学科では，⚓年次終了時に合計90単位以上修得しかつ各分野の単位修得条件を全て満たしている
場合に⽛シビルエンジニアリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜に着手することができます。この単
位数は，過去の履修事例により⽛卒業の可能性が何とか残されている⽜との判断から設定されたものです。し
かし，90単位程度で卒業研究に着手した場合，卒業研究の指導を受けながら下級年次の授業科目を多数履修し
なければならず，卒業要件を満足するのは容易なことではありません。
⚓年次終了時に合計100単位以上修得し，かつ各分野の単位修得条件を全て満たしている場合に，卒業見込証

明書の発行を受けることができます。この単位数は，やはり過去の履修事例により⽛卒業の見込みがかなりあ
る⽜との判断から設定されています。当然のことながら，卒業を保証するものではありません。例えば，見込
証明書が発行されても，最終的に卒業要件を満足しないために卒業ができない場合や，逆に⚓年次終了時で見
込証明書が発行できない場合でも，⚔年次⚑学期終了時に発行条件を満たすことで見込証明書が発行される場
合もあります。
卒業見込証明書が発行されない場合には，就職活動に大きな支障をきたしますので十分注意してください。

⚔．履修の手引の各授業科目と講義概要における記載事項

講義概要には授業科目名，開講年次，開講学期，単位数，担当者名に続いて，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，
⽛準備学習の内容⽜，⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。履修す
る授業科目を決める際には，これらの内容を良く読んで参考にしてください。特に⽛授業計画⽜は毎週の予習・
復習のためにも参照してください。ただし，実際の授業の進行状況によっては，授業計画に変更もあり得ます。
授業科目における一部の選択科目では，授業を行う教室等の施設・設備の制約から履修者を一定人数に制限

している場合や，ある特定の関連する授業科目を前もって履修あるいは単位を修得しておかなければ，その授
業科目を履修できない場合があります。講義概要には，この様な授業科目の履修に関する制約事項等が記載さ
れている場合がありますので注意してください。
外国語科目や専門教育科目においては，分野ごとに上級年次に開講される授業科目との関連に注意しなくて

はいけない授業科目が含まれています。従って，履修する当該年度の講義概要だけではなく，次年度に履修す
ることになる上級年次の授業科目の講義概要についても，良く読んでおくことを薦めます。
授業開始から履修願の提出期限までは一定の期間が設けられています。履修登録については，19ページ～22

ページを参照して下さい。授業科目によっては，最初の授業時間に担当者による履修のためのガイダンスが行
われる場合があります。従って，履修しようと考える授業科目については，最初の授業に必ず出席してくださ
い。
一般教育科目のセミナーについては，セミナーを受講する場合の申込み方法や注意点が，この冊子の最後に

記載されています。
外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの授業科目に関

する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒は，これらの授業
科目を履修し修得した単位を一般教育科目に算入することができます。
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社会環境工学科の目指す技術者像と学習・教育到達目標
社会環境工学科の目指す技術者像

社会環境工学は人間の生活と生産の舞台となる社会基盤を整備し，持続可能な社会システムを構築するため
の学問です。近年生活の豊かさが問い直され，地球規模での環境問題が議論されるなかで，誰もが安全で快適
に活動でき，美しく恵みのある自然が共存した都市・地域づくりと，そのための社会基盤整備が求められてい
ます。これに応えるため，これからの技術者には専門的な技術力はもとより，新たな視点から，自然環境なら
びに地域特性を考慮した環境保全技術やライフサイクルを考慮した維持管理技術，および倫理観やグローバル
な社会性などを身に付けることが必要となっています。これらの背景から社会環境工学科では維持管理，防災，
設計・デザイン等を主とした⽛社会環境コース⽜および環境，情報，都市等を主とした⽛環境情報コース⽜に
共通の教育理念として，以下に示す能力を備えた自立した技術者像を掲げています。

Ⅰ．技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力を身に付けた人
Ⅱ．専門技術者として要求される基礎能力を身に付けた人
Ⅲ．自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力を身に付けた人

社会環境工学科の学習・教育到達目標
上記の技術者像の実現に向けて，社会環境工学科では以下の（Ａ）から（Ｉ）の学習・教育到達目標を設定

しています。また，それぞれの学習・教育到達目標に対応したカリキュラムを構成し，⚔年間の一貫教育を実
施して社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

Ⅰ．【技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力】

🄐 人文・社会科学の知的基盤を築き，社会人としての豊かな素養および技術者としての倫理観を身に付ける。
🄑 自ら考えて問題に取り組む自己学習の習慣・能力を身に付け，互いの創意工夫により問題解決を図り，成

果としてまとめる協調性やリーダーシップを養う。
🄒 論理的な記述，口頭発表や討議などのプレゼンテーション能力および国際交流を図れるコミュニケーショ

ンの基礎能力を身に付ける。

Ⅱ．【専門技術者として要求される基礎能力】

🄓 数学，統計学および物理，化学，生物，地学などの自然科学および情報技術に関する基礎能力を身に付け
る。

🄔 構造力学，土質工学，水理学，測量学，計画数理学などに関する専門分野の基礎を修得し，演習，実習お
よび実験などを通じてそれらの理解度や工学的考察能力を高める。

🄕 専門分野における調査，計画，設計，施工に関する基本的な技術を修得し，実務に対する適応力および探
求心を養う。

Ⅲ．【自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力】

🄖 プロジェクトを遂行する上で必要となる基礎と専門の知識を有機的に展開して，創造的な計画能力と分析
能力を身に付ける。

🄗 自然と人間生活の調和・共存をめざし，循環型社会システムを築くための環境技術を理解する。
🄘 北海道の地域特性を考慮し，社会基盤施設の劣化など，身の回りにあるリスクを理解し事前に適切な対策

をとることにより，持続可能な社会を建設し管理する技術を身につける。
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社会環境工学科の学習・教育到達目標と評価方法
社会環境工学科はJABEE（日本技術者教育認定機構）の認定を受け，現在継続中です。JABEEの基準として

学習・教育到達目標を修了生全員が達成していることが求められます。社会環境工学科における，JABEEの学
習・教育到達目標の評価方法を以下に説明します。

⚑．本学科の学習・教育到達目標

本学科の学習・教育到達目標A～Iは，社会環境コースと環境情報コースで共通で，P51，P53に添付した表－
⚑および表－⚒に記載されています。また表に示すとおり各学習・教育到達目標はＡ⚑，Ａ⚒などのように，
より具体的に⽛項目別学習・教育到達目標（以下，項目と略する）⽜に分けられ，それらの項目の評価に関係す
る科目名が表の⽛関連科目⽜の欄にそれぞれ説明されています。

⚒．学習・教育到達目標の達成度の評価方法

学生は，項目Ａ⚑～Ｉの15項目について，それぞれに定められている学習・教育到達目標を卒業までに全て
達成する必要があります。目標の達成は以下のように評価されます。

⚒－⚑ 講義科目の評価と点数
P18に示したように各講義科目は，⾉秀⾊，⾉優⾊，⾉良⾊，⾉可⾊，⾉不可⾊，⾉欠⾊などで評価され，それぞれは，

⾉秀⾊：⚔，⾉優⾊：⚓，⾉良⾊：⚒，⾉可⾊：⚑，⾉不可⾊および⾉欠⾊：⚐，と点数化されます。これをGP（Grade
Point）といいます。

⚒－⚒ JABEEの達成度評価（SAP）
JABEEにおける学習・教育到達目標の達成度評価は，社会環境工学科で独自に定めたSAP（Student

Achievement Point）という基準で行っています。学習・教育到達目標ごとの達成度はP51の表－⚑，P53の
表－⚒に示すそれぞれの項目の関連科目のGPを用いて計算します。表の達成度評価に書かれている単位修得
条件を最低限として項目毎の評価点が⚐～⚔で表され，⚑以上で達成になります。評価に用いられるGPはそ
れぞれの科目を最終的に修得した時のもので，修得済みの単位の評価となります。SAPを段階（SAG：Student
Achievement Grade）で区分し，解説を加えたルーブリック表が配布されるので達成内容の参考にしてくださ
い。
なおSAPとは別に，全学的に用いられる学習達成度の評価基準として，P18に示したGPA（Grade Point

Average）があります。これはそれまでに履修した全科目の，単位の重みを付けたその時点におけるGPの平均
で，JABEEおよび学習・教育到達目標に関係なく，成績優秀者の選定などに用いられています。

⚒－⚓ SAPの計算方法
学習・教育到達目標の各項目のSAPの計算方法は，達成されている場合とされていない場合とで異なります。

⚑）達成されている場合
表－⚑および表－⚒の項目別の⽛関連科目⽜の総修得単位が，項目別の⽛達成度評価⽜の修得条件を満た

している場合で，SAPは項目ごとに次のように計算されます。

SAP＝{（修得した科目の単位数)×(その科目の点数）}の総和/(総修得単位数)

⚒）達成されていない場合
表－⚑および表－⚒の項目別の⽛関連科目⽜の総修得単位が，項目別の⽛達成度評価⽜の修得条件を満た

していない場合で，SAPは項目ごとに次のように計算されます。

SAP＝(修得した科目の単位数)の総和/(必要単位数）
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つまり達成されている場合は，項目ごとに修得した科目の単位数当たりの平均点数がその項目のSAPにな
りますが，達成されていない場合は修得科目の点数にかかわらず，項目別必要単位数に対して修得した単位
数の割合がSAPとなります。必要単位数は表－⚑，表－⚒の中に示されています。
注意しなければならないのは，項目ごとの⽛関連科目⽜の中で，必要単位数として考慮される科目とされ

ない科目があることです。これはP58の卒業要件などにある必修科目や選択必修，科目群別の必要単位数に
対応するもので，表－⚑および表－⚒の達成度評価の欄に書かれている内容を，よく理解してください。
なお必要単位数として考慮されない科目も，達成された場合のSAPおよび卒業要件には関係します。

⚒－⚔ 項目別評価点の計算例
《計算例⚑》
例えば学習・教育到達目標Ｂ⚒，Ｅなど，項目に対応する関連科目が必修科目であり，その修得がすべて必

要単位数にカウントされる場合です。社会環境・環境情報コースのＢ⚑を例にとります。
○項目Ｂ⚑が達成される場合（Ｂ⚑の必要単位数は関連⚓科目の⚓単位）

成績 環境基礎実験 優（単位⚑，点数⚓）
構造材料実験 良（単位⚑，点数⚒）
測量実習 可（単位⚑，点数⚑）

SAP＝{(1×3)＋(1×2)＋(1×1)}/3＝6/3＝2 （⚑以上）
○項目Ｂ⚑が達成されない場合

成績 環境基礎実験 優（単位⚑，点数⚓）
構造材料実験 優（単位⚑，点数⚓）
測量実習 不可（単位⚑，点数⚐）

SAP＝{(1)＋(1)}/3＝2/3＝0.67 （⚑未満）
要求されている必修⚓科目のうち測量実習の単位を未修得のため，上記の計算になります。

《計算例⚒》
例えば，関連科目が選択科目や選択必修科目である場合，指定された科目群ごとに一定数しか必要単位数に

なりません。このような項目では，項目全体の修得単位数が必要単位数を上回っていても，必ずしも達成した
ことにならないので注意が必要です。学習・教育到達目標Ｄ⚑，Ｈなどが該当します。社会環境コースのＤ⚒
を例にとります。
○項目Ｄ⚒が達成される場合（Ｄ⚒の必要単位数⚖：物理学Ⅰ⚒，一般教育・教養・自然科学（環境）⚔）

成績 物理学Ⅰ 優（単位⚒，点数⚓）
環境生物科学Ⅰ 良（単位⚒，点数⚒）（一般教育・教養・自然科学（環境））
地球科学Ⅰ 良（単位⚒，点数⚒）（一般教育・教養・自然科学（環境））
物理学Ⅱ 可（単位⚒，点数⚑）

SAP＝{(2×3)＋(2×2)＋(2×2)＋(2×1)}/8＝16/8＝2 （⚑以上）
○項目Ｄ⚒が達成されない場合

成績 物理学Ⅰ 優（単位⚒，点数⚓）
環境生物科学Ⅰ 優（単位⚒，点数⚓）
（一般教育・教養・自然科学（環境））
物理学Ⅱ 優（単位⚒，点数⚓）
（達成度に考慮されない）
振動・波動論 優（単位⚒，点数⚓）
（達成度に考慮されない）

SAP＝{(2)＋(2)}/6＝4/6＝0.67 （⚑未満）
要求されている修得条件のうち，一般教育科目・教養・

自然科学（環境）からの修得単位数が不足しているので，
上記の計算になります。
結果は，右図に示すようにレーダーチャートを用いる

と視覚的に示すことができます。
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表－⚑ 社会環境コースの学習・教育到達目標と達成度評価

項目 学習・教育到達目標 項目 項目別学習・教育到達目標
関連科目 達成度評価

開講学年 科目名等 評価内容 必要
単位数 必要単位数の説明

Ⅰ．技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力

Ａ
人文・社会科学の知的基盤を築き，社会
人としての豊かな素養および技術者とし
ての倫理観を身に付ける。

Ａ⚑ 人文・社会科学の知的基盤を築き，社会人として豊か
な教養を身につける。

⚑年 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学から10単位の単位修
得を条件とし，同科目から単位を修得した科目について評価する。 10

⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

Ａ⚒ 技術の業務遂行において，問題の技術倫理的側面を見
出すことができ，それを解決出来る能力を身につける。 ⚓年 専門教育科目⽛技術者倫理・演習(1.5)⽜ 専門教育科目⽛技術者倫理・演習⽜の単位修得を条件とし評価する。 1.5

Ｂ
自ら考えて問題に取り組む自己学習の習
慣・能力を身に付け，互いの創意工夫に
より問題解決を図り，成果としてまとめ
る協調性やリーダーシップを養う。

Ｂ⚑
技術的問題にチームで取り組む時，集団の和を図り，
互いの創意工夫により問題を解決し，成果としてまと
めるための協調性やリーダーシップを身につける。

⚓年 専門教育科目⽛環境基礎実験⑴⽜，⽛構造材料実験⑴⽜，⽛測量実習⑴⽜ 専門教育科目の実験系⚓科目⽛環境基礎実験⽜，⽛構造材料実験⽜，⽛測量
実習⽜の単位修得を条件としこれらの科目で評価する。 ⚓

Ｂ⚒
技術的問題に取り組む時，身につけた知識および自己
学習の成果を複合的に応用して問題を解決する能力を
身につける。

⚒年
専門教育科目⽛構造力学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛構造力学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛土質工
学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛水理学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛水理学
Ⅱ・演習⑶⽜，⽛計画数理Ⅰ・演習⑶⽜

専門教育科目の演習を含む必修⚘科目⽛構造力学Ⅰ・演習⽜，⽛構造力学
Ⅱ・演習⽜，⽛土質工学Ⅰ・演習⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⽜，⽛水理学Ⅰ・演
習⽜，⽛水理学Ⅱ・演習⽜，⽛計画数理Ⅰ・演習⽜，⽛計画数理Ⅱ・演習⽜の
単位修得を条件とし，これらの科目で評価する。

22.5

⚓年 専門教育科目⽛計画数理Ⅱ・演習(1.5)⽜

Ｃ
論理的な記述，口頭発表や討議などのプ
レゼンテーション能力および国際交流を
図れるコミュニケーションの基礎能力を
身に付ける。

Ｃ⚑ 技術的，学問的成果を論文としてまとめ，誰にでもわ
かり易く説明できる能力を身につける。 ⚔年 専門教育科目⽛卒業研究(⚒単位相当)⽜，⽛プレゼンテーション⑵⽜

専門教育科目⽛プレゼンテーション⽜(必修)の単位修得を条件とし，さ
らに⽛卒業研究⽜において論文の記述方法を学び，発表においてプレゼ
ンテーション能力を複数の教員により総合的に評価する。

⚔

⽛卒業研究⽜については，プレゼンテーション能力：30点(10
点×教員⚓名)および論文記述能力：10点(卒業研究担当教員
が評価)の合計40点満点で評価し，36以上を⽛秀⽜，32以上36
未満を⽛優⽜，28以上32未満を⽛良⽜，24以上28未満を［可］，
24未満を⽛不可⽜とする。単位数は⚒単位相当とする。

Ｃ⚒
社会人として，あるいは技術者として，必要なコミュ
ニケーションをとることができる英語力を基盤とした
外国語能力を身につける。

⚑年 一般教育科目・基盤科目の英語，および英語以外の外国語
一般教育科目・基盤科目の英語科目⚒科目⚒単位以上の修得を条件とし，
さらに選択された基盤科目の言語および専門教育科目の⽛技術英語⽜に
より評価する。

⚒ 一般教育科目・基盤科目の英語の修得単位数⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

⚓年 専門教育科目⽛技術英語⑵⽜

Ⅱ．専門技術者として要求される基礎能力

Ｄ
数学，統計学および物理，化学，生物，
地学などの自然科学および情報技術に関
する基礎能力を身に付ける。

Ｄ⚑ 数学，および統計学の理論を理解し，技術的問題の解
決のために利用することができる。 ⚑，⚒年

工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⑵⽜と⽛線形代数学Ⅱ⑵⽜，工学基礎科
目⚒群⽛微分積分学Ⅰ⑵⽜と⽛微分積分学Ⅱ⑵⽜，および専門教育科目・
基盤数理系⚑群⽛確率統計⑵⽜と⽛環境統計学・演習(1.5)⽜と⽛品質管
理・演習(1.5)⽜の各選択必修科目群から⚑科目以上の合計5.5単位以上
修得。さらに専門教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⑵⽜，⽛応用数
学Ⅱ⑵⽜，⽛解析学Ⅱ⑵⽜。

工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⽜と⽛線形代数学Ⅱ⽜から⚑科目，工
学基礎科目⚒群⽛微分積分学Ⅰ⽜と⽛微分積分学Ⅱ⽜から⚑科目，専門
教育科目・基盤数理系⚑群⽛確率統計⽜と⽛環境統計学・演習⽜と⽛品
質管理・演習⽜から⚑科目の合計5.5単位の修得を条件とし，さらに専門
教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⽜，⽛応用数学Ⅱ⽜，⽛解析学Ⅱ⽜
の中から単位を修得した科目を合わせて評価する。

5.5
⚓つの選択必修各科目群それぞれから，最低⚑科目以上の単
位を含む。必要単位数に対しては各選択必修科目群におい
て，⚒科目修得していても⚑科目とカウントする。

Ｄ⚒ 物理学およびその他の自然科学の素養を身につけ，自
然現象の理解と分析に利用することができる。 ⚑，⚒年

工学基礎科目⚓群⽛物理学Ⅰ⑵⽜，および一般教育科目・教養・自然科学
(環境)から⚒科目⚔単位以上修得。さらに，工学基礎科目⚓群の⽛物理
学Ⅱ⑵⽜，⽛物理学Ⅲ⑵⽜，⽛振動・波動工学⑵⽜。

工学基礎科目⚓群⽛物理学Ⅰ⽜，および一般教育科目・教養・自然科学(環
境)から⚒科目⚔単位以上の修得を条件とし，さらに工学基礎科目⚓群
の⽛物理学Ⅱ⽜，⽛物理学Ⅲ⽜，⽛振動・波動工学⽜の中から単位を修得し
た科目を合わせて評価する。

⚖
必要単位数として工学基礎科目⚓群⽛物理学Ⅰ⽜⚒単位は必
修。一般教育科目・教養・自然科学(環境)からの単位は，⚔
単位以上修得していても必要単位数に対しては⚔単位とカウ
ントする。

Ｄ⚓ 与えられたデータを処理して必要な情報を獲得するた
めの情報技術を身につける。

⚒年 専門教育科目⽛情報処理Ⅰ・演習(1.5)⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習(1.5)⽜ 専門教育科目⽛情報処理Ⅰ・演習⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習⽜の単位修得を
条件とし，さらに⽛プログラミング⽜，⽛CAD演習⽜の成績を合わせて評
価する。

⚓
⚓年 専門教育科目⽛プログラミング⑵⽜，⽛CAD演習⑴⽜

Ｅ

構造力学，土質工学，水理学，測量学，
計画数理学などに関する専門分野の基礎
を修得し，演習，実習および実験などを
通じてそれらの理解度や工学的考察能力
を高める。

Ｅ
⚒年

専門教育科目⽛構造力学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛構造力学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛土質工
学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⑶⽜，⽛水理学Ⅰ・演習⑶⽜，⽛水理学
Ⅱ・演習⑶⽜，⽛コンクリート工学⑵⽜，⽛鋼構造工学⑵⽜，⽛測量学Ⅰ⑵⽜

専門教育科目の⽛構造力学Ⅰ・演習⽜，⽛構造力学Ⅱ・演習⽜，⽛土質工学
Ⅰ・演習⽜，⽛土質工学Ⅱ・演習⽜，⽛水理学Ⅰ・演習⽜，⽛水理学Ⅱ・演習⽜，
⽛環境基礎実験⽜，⽛構造材料実験⽜，⽛コンクリート工学⽜，⽛鋼構造工学⽜，
⽛測量学Ⅰ⽜，⽛測量実習⽜の単位修得を条件としこれらの科目で評価する。

27

⚓年 専門教育科目⽛測量実習⑴⽜，⽛環境基礎実験⑴⽜，⽛構造材料実験⑴⽜

Ｆ
専門分野における調査，計画，設計，施
工に関する基本的な技術を修得し，実務
に対する適応力および探究心を養う。

Ｆ⚑ 専門分野における実務に対する応用力および探究心を
養う。 ⚔年 専門教育科目⽛卒業研究(⚒単位相当)⽜，⽛CEデザインセミナー⑵⽜ 専門教育科目⽛卒業研究⽜と⽛CEデザインセミナー⽜の成績を合わせて，

基本的な修得度を評価する。 ⚔
⽛卒業研究⽜については，基本的な技術の習得度を30点(10点
×教員⚓名)満点で評価し，27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を
⽛優⽜，21以上24未満を⽛良⽜，18以上21未満を［可］，18未満
を⽛不可⽜とする。単位数を⚒単位相当とする。

Ｆ⚒ それぞれの専門分野の調査，計画，設計に関する技術
を習得し，実務における適応力を身につける。 ⚑～⚔年 専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目(⚑年次⚒科目，

⚒年次⚓科目，⚓年次19科目，⚔年次⚖科目の合計30科目)
専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目から，34単位以
上の修得を条件とし，これらの科目により評価する。 34

Ⅲ．自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力

Ｇ
プロジェクトを遂行する上で必要となる
基礎と専門の知識を有機的に展開して，
創造的な計画能力と分析能力を身に付け
る。

Ｇ
⚑年 専門教育科目⽛CE総論⑵⽜

専門教育科目⽛CE総論⽜，⽛CEデザインセミナー⽜，⽛卒業研究⽜の単位の
修得を条件としこれらの科目で評価する。 ⚖

⽛卒業研究⽜については，担当教員がデザイン能力等を30点満
点で評価し，27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を⽛優⽜，21以上
24未満を⽛良⽜，18以上21未満を［可］，18未満を⽛不可⽜と
する。単位数を⚒単位相当とする。⚔年 専門教育科目⽛CEデザインセミナー⑵⽜，⽛卒業研究(⚒単位相当)⽜

Ｈ
自然と人間生活の調和・共存をめざし，
循環型社会システムを築くための環境技
術を理解する。

Ｈ

⚑，⚒年 一般教育科目・教養・自然科学(環境)から⚒科目⚔単位以上修得。

一般教育科目・教養・自然科学(環境)から⚒科目⚔単位以上，専門教育
科目の環境系から⚔単位の単位修得を条件とし，さらに専門教育科目の
環境系の選択科目から単位を修得した科目を合わせて評価する。

⚘
必要単位数に対しては一般教育科目・教養・自然科学(環境)
からの⚔単位，および専門教育科目の環境系からの⚔単位で
あり，それぞれ⚔単位以上修得していても⚔単位とカウント
する。

⚑年 専門教育科目⽛環境工学概論⑵⽜

⚒年 専門教育科目⽛環境地質学⑵⽜，⽛保全生態学⑵⽜

⚓年 専門教育科目⽛水環境工学Ⅰ⑵⽜，⽛水環境工学Ⅱ⑵⽜，⽛景観工学⑵⽜

⚔年 専門教育科目⽛環境アセスメント⑵⽜

Ｉ

北海道の地域特性を考慮し，社会基盤施
設の劣化など，身の回りにあるリスクを
理解し事前に適切な対策をとることによ
り，持続可能な社会を建設し管理する技
術を身につける。

Ｉ
⚓年 専門教育科目⽛建設マネジメント⑵⽜，⽛社会基盤施設維持管理工学⑵⽜，

⽛寒冷地舗装工学⑵⽜ 専門教育科目の維持管理・設計系から⚒科目⚔単位の修得を条件とし，
さらに同系から単位を修得した科目を合わせて評価する。 ⚔

⚔年 専門教育科目⽛コンクリート構造設計演習⑵⽜，⽛鋼構造工学設計演習⑵⽜
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表－⚒ 環境情報コースの学習・教育到達目標と達成度評価

項目 学習・教育到達目標 項目 項目別学習・教育到達目標
関連科目 達成度評価

開講学年 科目名等 評価内容 必要
単位数 必要単位数の説明

Ⅰ．技術者の人間形成に資する幅広い教養，倫理観，コミュニケーション能力

Ａ
人文・社会科学の知的基盤を築き，社会
人としての豊かな素養および技術者とし
ての倫理観を身に付ける。

Ａ⚑ 人文・社会科学の知的基盤を築き，社会人として豊か
な教養を身につける。

⚑年 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学 一般教育科目・教養科目の人文科学および社会科学から10単位の単位修
得を最低の条件とし，同科目から単位を修得した科目について評価する。 10

⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目

Ａ⚒ 技術の業務遂行において，問題の技術倫理的側面を見
出すことができ，それを解決出来る能力を身につける。 ⚓年 専門教育科目⽛技術者倫理・演習(1.5)⽜ 専門教育科目⽛技術者倫理・演習⽜の単位修得を条件とし評価する。 1.5

Ｂ
自ら考えて問題に取り組む自己学習の習
慣・能力を身に付け，互いの創意工夫に
より問題解決を図り，成果としてまとめ
る協調性やリーダーシップを養う。

Ｂ⚑
技術的問題にチームで取り組む時，集団の和を図り，
互いの創意工夫により問題を解決し，成果としてまと
めるための協調性やリーダーシップを身につける。

⚓年 専門教育科目⽛環境基礎実験⑴⽜，⽛環境工学実習⑴⽜，⽛測量実習⑴⽜ 専門教育科目の⽛環境基礎実験⽜，⽛環境工学実習⽜，および⽛測量実習⽜
の単位修得を条件としこれらの科目で評価する。 ⚓

Ｂ⚒
技術的問題に取り組む時，身につけた知識および自己
学習の成果を複合的に応用して問題を解決する能力を
身につける。

⚒年

専門教育科目⽛計画数理Ⅰ・演習⑶⽜，および⽛構造の力学Ａ・演習(1.5))⽜
または⽛構造の力学Ｂ・演習(1.5))⽜，⽛流れ学Ａ・演習(1.5))⽜または
⽛流れ学Ｂ・演習(1.5))⽜，⽛基礎土質工学Ａ・演習(1.5))⽜または⽛基礎
土質工学Ｂ・演習(1.5))⽜の各選択必修科目群から⚑科目以上の単位修
得

専門教育科目の⽛計画数理Ⅰ・演習⽜と⽛計画数理Ⅱ・演習⽜の単位修
得を条件とし，さらに⽛構造の力学Ａ・演習⽜または⽛構造の力学Ｂ・
演習⽜，⽛流れ学Ａ・演習⽜または⽛流れ学Ｂ・演習⽜，⽛基礎土質工学Ａ・
演習⽜または⽛基礎土質工学Ｂ・演習⽜の単位修得も条件として，これ
らの科目で評価する。

⚙
必要単位数は，必修4.5単位，および⚓つの選択必修各科目群
それぞれから1.5単位であり，⚑つの選択必修科目群におい
て，⚒科目修得していても1.5単位とカウントする。

⚓年 専門教育科目⽛計画数理Ⅱ・演習(1.5)⽜

Ｃ
論理的な記述，口頭発表や討議などのプ
レゼンテーション能力および国際交流を
図れるコミュニケーションの基礎能力を
身に付ける。

Ｃ⚑ 技術的，学問的成果を論文としてまとめ，誰にでもわ
かり易く説明できる能力を身につける。 ⚔年 専門教育科目⽛卒業研究(⚒単位相当)⽜，⽛プレゼンテーション⑵⽜

専門教育科目⽛プレゼンテーション⽜(必修)の単位修得を条件とし，さ
らに⽛卒業研究⽜において論文の記述方法を学び，発表においてプレゼ
ンテーション能力を複数の教員により総合的に評価する。

⚔

⽛卒業研究⽜については，プレゼンテーション能力：30点(10
点×教員⚓名)および論文記述能力：10点(卒業研究担当教員
が評価)の合計40点満点で評価し，36以上を⽛秀⽜，32以上36
未満を⽛優⽜，28以上32未満を⽛良⽜，24以上28未満を［可］，
24未満を⽛不可⽜とする。単位数は⚒単位相当とする。

Ｃ⚒
社会人として，あるいは技術者として，必要なコミュ
ニケーションをとることができる英語力を基盤とした
外国語能力を身につける。

⚑年 一般教育科目・基盤科目の英語，および英語以外の外国語 一般教育科目・基盤科目の英語科目⚒科目⚒単位以上を含む基盤科目の
言語⚔単位以上の修得を条件とし，さらに選択された基盤科目の言語お
よび専門教育科目の⽛技術英語⽜により評価する。

⚔
一般教育科目・基盤科目の英語⚒科目⚒単位以上を含む基盤
科目の英語および英語以外の外国語の修得単位数。必要単位
数に対しては英語以外の外国語の修得単位数は，⚒単位以上
修得していても⚒単位とカウントする。

⚒年 上記科目の内，一部工学部で開講される科目
⚓年 専門教育科目⽛技術英語⑵⽜

Ⅱ．専門技術者として要求される基礎能力

Ｄ
数学，統計学および物理，化学，生物，
地学などの自然科学および情報技術に関
する基礎能力を身に付ける。

Ｄ⚑ 数学，および統計学の理論を理解し，技術的問題の解
決のために利用することができる。

⚑年
工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⑵⽜と⽛線形代数学Ⅱ⑵⽜，工学基礎科
目⚒群⽛微分積分学Ⅰ⑵⽜と⽛微分積分学Ⅱ⑵⽜，および専門教育科目・
基盤数理系⚑群⽛確率統計⑵⽜と⽛環境統計学・演習(1.5)⽜と⽛品質管
理・演習(1.5)⽜の各選択必修科目群から⚑科目以上の合計5.5単位以上
修得。さらに専門教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⑵⽜，⽛応用数
学Ⅱ⑵⽜，⽛解析学Ⅱ⑵⽜。

工学基礎科目⚑群⽛線形代数学Ⅰ⽜と⽛線形代数学Ⅱ⽜から⚑科目，工
学基礎科目⚒群⽛微分積分学Ⅰ⽜と⽛微分積分学Ⅱ⽜から⚑科目，専門
教育科目・基盤数理系⚑群⽛確率統計⽜と⽛環境統計学・演習⽜と⽛品
質管理・演習⽜から⚑科目の合計5.5単位の修得を条件とし，さらに専門
教育科目・基盤数理系⚒群⽛応用数学Ⅰ⽜，⽛応用数学Ⅱ⽜，⽛解析学Ⅱ⽜
の中から単位を修得した科目を合わせて評価する。

5.5
⚓選択必修各科目群それぞれから，最低⚑科目以上の単位を
含む。必要単位数に対しては各選択必修科目群において，修
得単位がなければ⚐，⚒科目修得していても⚑科目とカウン
トする。⚒年

Ｄ⚒ 化学，生物等の自然科学の素養を身につけ，自然現象
の理解と分析に利用することができる。

⚑年 一般教育科目・教養・自然科学(環境)から⚓科目⚖単位以上修得。さら
に，工学基礎科目⚓群の⽛物理学Ⅰ⑵⽜，⽛物理学Ⅱ⑵⽜，⽛物理学Ⅲ⑵⽜，
⽛振動・波動工学⑵⽜。

一般教育科目・教養・自然科学(環境)から⚓科目⚖単位以上の修得を条
件とし，さらに工学基礎科目⚓群の⽛物理学Ⅰ⽜，⽛物理学Ⅱ⽜，⽛物理学
Ⅲ⽜，⽛振動・波動工学⽜の中から単位を修得した科目を合わせて評価す
る。

⚖ 必要単位としては一般教育科目・教養・自然科学(環境)から
の単位をのみを含む。⚒年

Ｄ⚓
与えられたデータを処理して必要な情報を獲得するた
めの情報技術，およびコンピュータによる設計支援技
術を身につける。

⚒年 専門教育科目⽛情報処理Ⅰ・演習(1.5)⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習(1.5)⽜ 専門教育科目の⽛情報処理Ⅰ・演習⽜，⽛情報処理Ⅱ・演習⽜，⽛データ処
理論実習⽜，⽛CAD演習⽜の単位修得を条件とし，さらに専門選択科目の
都市情報系から単位を修得した科目を合わせて評価する。

⚕⚓年 専門教育科目⽛データ処理論実習⑴⽜，⽛CAD演習⑴⽜
⚓，⚔年 専門選択科目の都市情報系科目

Ｅ

構造力学，土質工学，水理学，測量学，
計画数理学などに関する専門分野の基礎
を修得し，演習，実習および実験などを
通じてそれらの理解度や工学的考察能力
を高める。

Ｅ
⚒年

専門教育科目⽛計画数理Ⅰ・演習⑶⽜，⽛測量学Ⅰ⑵⽜，および⽛構造の力
学Ａ・演習(1.5))⽜または⽛構造の力学Ｂ・演習(1.5))⽜，⽛流れ学Ａ・
演習(1.5))⽜または⽛流れ学Ｂ・演習(1.5))⽜，⽛基礎土質工学Ａ・演習
(1.5))⽜または⽛基礎土質工学Ｂ・演習(1.5))⽜の各選択必修科目群か
ら⚑科目以上の単位修得

専門教育科目の総合系から⽛構造の力学Ａ・演習⽜または⽛構造の力学
Ｂ・演習⽜，⽛流れ学Ａ・演習⽜または⽛流れ学Ｂ・演習⽜，⽛基礎土質工
学Ａ・演習⽜または⽛基礎土質工学Ｂ・演習⽜の⚓選択必修科目群，お
よび⽛測量学Ⅰ⽜，⽛測量実習⽜，都市環境系から⽛環境基礎実験⽜，都市
経営系から⽛計画数理Ⅰ・演習⽜，⽛計画数理Ⅱ・演習⽜の単位修得を条
件とし，さらに専門教育科目総合系の⽛測量学Ⅱ⽜を評価項目とし，こ
れらの科目により評価する。

13
必要単位数に対しては⚓選択必修科目群より各⚑科目，およ
び必修科目の単位のみであり，各選択必修科目群において，
修得単位がなければ⚐単位，⚒科目修得していても1.5単位
のみカウントする。

⚓年 専門教育科目⽛計画数理Ⅱ・演習(1.5)⽜，⽛環境基礎実験⑴⽜，⽛測量実習
⑴⽜，および⽛測量学Ⅱ⑵⽜

Ｆ
専門分野における調査，計画，設計，施
工に関する基本的な技術を修得し，実務
に対する適応力および探究心を養う。

Ｆ⚑ 専門分野における実務に対する応用力および探究心を
養う。 ⚔年 専門教育科目⽛卒業研究(⚒単位相当)⽜，⽛CEデザインセミナー⑵⽜ 専門教育科目⽛卒業研究⽜と⽛CEデザインセミナー⽜の成績を合わせて，

基本的な修得度を評価する。 ⚔
⽛卒業研究⽜については，基本的な技術の習得度を30点(10点
×教員⚓名)満点で評価し，27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を
⽛優⽜，21以上24未満を⽛良⽜，18以上21未満を［可］，18未満
を⽛不可⽜とする。単位数を⚒単位相当とする。

Ｆ⚒ それぞれの専門分野の調査，計画，設計に関する技術
を習得し，実務における適応力を身につける。

⚑年
専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目(総合系の選択
必修科目を含む)(⚑年次⚒科目，⚒年次12科目，⚓年次18科目，⚔年次
⚗科目の合計39科目)。

専門教育科目の基盤数理系及び技術英語以外の選択科目(総合系の選択
必修科目を含む)から，50単位以上の修得を条件とし，これらの科目によ
り評価する。

50
⚒年
⚓年
⚔年

Ⅲ．自然環境ならびに地域特性を考慮した社会の要求に応える能力

Ｇ
プロジェクトを遂行する上で必要となる
基礎と専門の知識を有機的に展開して，
創造的な計画能力と分析能力を身に付け
る。

Ｇ
⚑年 専門教育科目⽛CE総論⑵⽜

専門教育科目⽛CE総論⽜，⽛環境工学実習⽜，⽛CEデザインセミナー⽜，⽛卒
業研究⽜の単位の修得を条件としこれらの科目で評価する ⚗

⽛卒業研究⽜については，担当教員がデザイン能力等を30点満
点で評価し，27以上を⽛秀⽜，24以上27未満を⽛優⽜，21以上
24未満を⽛良⽜，18以上21未満を［可］，18未満を⽛不可⽜と
する。単位数を⚒単位相当とする。

⚓年 専門教育科目⽛環境工学実習⑴⽜
⚔年 専門教育科目⽛CEデザインセミナー⑵⽜，⽛卒業研究(⚒単位相当)⽜

Ｈ
自然と人間生活の調和・共存をめざし，
循環型社会システムを築くための環境技
術を理解する。

Ｈ

⚑，⚒年 一般教育科目・教養・自然科学(環境)から⚓科目⚖単位以上修得。

一般教育科目・教養・自然科学(環境)から⚓科目⚖単位以上，および専
門教育科目の⽛環境計測学⽜，⽛環境基礎実験⽜，⽛環境工学実習⽜の単位
修得を条件とし，さらに専門教育科目の都市環境系の選択科目から単位
を修得した科目を合わせて評価する。

10
必要単位数に対しては一般教育科目・教養・自然科学(環境)
からの⚖単位，および専門教育科目の必修科目からの⚔単位
のみを含み，一般教育科目・教養・自然科学(環境)からの単
位を⚖単位以上修得していても⚖単位とカウントする。

⚑年 専門教育科目⽛寒冷地環境論⑵⽜

⚒年 専門教育科目⽛環境計測学⑵⽜，⽛環境地質学⑵⽜，⽛保全生態学⑵⽜，⽛環
境微生物学⑵⽜

⚓年 専門教育科目⽛環境基礎実験⑴⽜，⽛環境工学実習⑴⽜，⽛水環境工学Ⅰ⑵⽜，
⽛水環境工学Ⅱ⑵⽜，⽛環境評価論⑵⽜，⽛都市環境工学⑵⽜

⚔年 専門教育科目⽛環境アセスメント⑵⽜，⽛景観工学⑵⽜

Ｉ

北海道の地域特性を考慮し，社会基盤施
設の劣化など，身の回りにあるリスクを
理解し事前に適切な対策をとることによ
り，持続可能な社会を建設し管理する技
術を身につける。

Ｉ
⚒～⚔年 専門教育科目の都市経営系科目(ただし計画数理Ⅰ・演習，計画数理Ⅱ・

演習を除く)。
専門教育科目の⽛リスクマネジメント⽜の単位修得を条件とし，さらに
専門教育科目の都市経営系科目(計画数理Ⅰ・演習，計画数理Ⅱ・演習を
除く)および専門教育科目の都市防災系選択科目から単位を修得した科
目を合わせて評価する。

⚒
⚒～⚔年 専門教育科目⽛リスクマネジメント⑵⽜，および都市防災系選択科目。





社会環境工学科の履修要件〔2012年度～2016年度(平成24年度～平成28年度)入学者〕

⚑．目標修得単位

卒業に必要な単位数は合計124単位以上です。つまり，⚑年間に修得すべき平均単位数は，単純計算すると，
124単位／⚔年間＝31単位／年となります。しかし，⚔年次になると卒業研究や就職活動などに非常に多くの
時間や労力を必要とすることに留意しなければなりません。したがって，⚑～⚓年次の期間で充分な単位を修
得しておく必要があります。
社会環境工学科では，各学年においての目標修得単位数を以下のように設定しています。
この単位数を念頭に置き，計画的に学習するよう努めてください。
（社会環境コース）
⚑年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 総合系人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 14単位以上
⚔単位以上

（ただし，英語⚓
科目⚓単位以上
を含む）

⚔単位以上
10単位以上

（必修・選択必修科目
より⚖単位を含む）

⚔単位
（必修⚒単位
を含む）

40単位
以上

＊ 留学生科目を含む

⚒年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系

以外人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 18単位以上 ⚖単位以上
11単位以上

（必修・選択必修科目より
7.5単位以上を含む）

必修30単位 70単位
以上

＊ 留学生科目を含む

⚓年次目標修得単位
卒業見込証明書の発行条件と同じ
＊57ページ参照

⚔年次目標修得単位
卒業要件と同じ
＊58ページ参照

（環境情報コース）
⚑年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 総合系人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 14単位以上
⚔単位以上

（ただし，英語⚓
科目⚓単位以上
を含む）

⚔単位以上
10単位以上

（選択必修科目より
⚔単位を含む）

⚔単位
（必修⚒単位
を含む）

40単位
以上

＊ 留学生科目を含む
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⚒年次目標修得単位

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系

以外人文科学，社会科学 言語 自然科学(環境) ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 18単位以上 ⚘単位以上
11単位以上

（選択必修科目より
5.5単位以上を含む）

28単位以上
（必修12単位
を含む）

70単位
以上

＊ 留学生科目を含む

⚓年次目標修得単位
卒業見込証明書の発行条件と同じ
＊57ページ参照

⚔年次目標修得単位
卒業要件と同じ
＊58ページ参照

⚒．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

⚑年次に配当されている授業科目のうちから，以下の要件を全て満たした⚑年次学生は，⚒年次に進級する
ことができます（工学部規則第13条）。この進級要件を満たさない学生は，⚑年次に留置きとなります。
（社会環境コース）

分野
一般教育科目 専門教育科目

総修得単位数教養科目＊
総合系人文科学，社会科学

単位数 ⚖単位以上 必修⚒単位
一般教育科目の基盤科目のうち言語，教養科目のう
ち人文科学，社会科学及び自然科学(環境），工学基礎
科目の⚑～⚓群及び専門教育科目の合計14単位以上

＊ 留学生科目を含む

（環境情報コース）

分野
一般教育科目 専門教育科目

総修得単位数教養科目＊
総合系人文科学，社会科学

単位数 ⚖単位以上 必修⚒単位
一般教育科目の基盤科目のうち言語，教養科目のう
ち人文科学，社会科学及び自然科学(環境），工学基礎
科目の⚑～⚓群及び専門教育科目の合計14単位以上

＊ 留学生科目を含む

⚓．⽛シビルエンジニアリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜着手条件

⚓年次終了時に以下の単位修得条件を全て満たしている学生は，⚔年次に必修科目である⽛シビルエンジニ
アリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜に着手することができます。この着手条件を満たさない場合，
その年度には卒業できませんので十分注意してください。
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（社会環境コース）

分野

一般教育科目 工学
基礎科目

専門教育科目
総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系

人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

10単位以上 英語⚑科目⚑単位科目
から⚒単位以上 ⚔単位以上

12単位以上
（必修・選択必修科目より
7.5単位以上を含む）

90単位
以上単位数 18単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

（環境情報コース）

分野

一般教育科目 工学
基礎科目

専門教育科目
総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系

人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学（環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

10単位以上 英語⚑科目⚑単位科目
から⚒単位以上 ⚖単位以上

10単位以上
（選択必修科目より
5.5単位以上を含む）

90単位
以上単位数 18単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

⚔．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の単位修得条件を全て満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができ
ます。
（社会環境コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系

以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 20単位以上 ⚔単位以上
13単位以上

（必修・選択必修科目より
7.5単位以上を含む）

必修33単位
以上

100単位
以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

（環境情報コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系及び

技術英語以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学（環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 20単位以上 ⚖単位以上
11単位以上

（選択必修科目より
5.5単位以上を含む）

必修15単位
を含む

33単位以上
100単位
以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む
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⚕．卒業要件

社会環境工学科を卒業し，学士（工学）の学位を得るためには，学則別表⚙⑴及び⑵に掲げる授業科目中，
次に定める単位を修得しなければなりません（工学部規則第14条）。
卒業要件を体系的にまとめると次のようになります。
（社会環境コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系及び

技術英語以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数

10単位以上
英語⚑科目
⚑単位科目
から⚒単位
以上

⚔単位以上
必 修 ⚒ 単
位，⚑・⚒
群より各⚒
単位以上

⚑群より
1.5単位
以上

必修48単位，
かつ選択34単
位以上（ただ
し，環境系と維
持管理・設計
系からそれぞ
れ⚔単位以上
とその他の系
から各⚒単位
以上を含む）

124単位
以上

上記を含む20単位以上 上記を含む22単位以上

＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む

（環境情報コース）

分野
一般教育科目 工学

基礎科目
専門教育科目

総修得
単位数教養科目＊ 基盤科目 教養科目 基盤数理系 基盤数理系及び

技術英語以外人文科学，社会科学 言語＊＊ 自然科学(環境） ⚑～⚓群 ⚑～⚒群

単位数 10単位以上

⚔単位以上
（英語⚑科目
⚑単位科目
から⚒単位
以上を含む）

⚖単位以上
⚑・⚒群よ
り各⚒単位
以上

⚑群より
1.5単位
以上

必修32単位，
かつ選択50単
位以上(ただし
総合系の選択
必修4.5単位＊＊＊
を含む）

124単位
以上

上記を含む20単位以上 上記を含む22単位以上
＊ 留学生科目を含む
＊＊ ⽛技術英語⽜を含む
＊＊＊ 構造の力学A・演習および構造の力学B・演習より1.5単位以上，流れ学A・演習および流れ学B・演習より1.5単位

以上，基礎土質工学A・演習および基礎土質工学B・演習より1.5単位以上の計4.5単位以上
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～
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⚒
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⚓
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⚒
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⚑
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⚒
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⚑
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⚑
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⚒
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＜
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○
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，
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学

普
遍
性
）

○
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然
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学
（
環
境
：
地
球
科
学
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，
Ⅱ
，
宇
宙
科

学
Ⅰ
，
Ⅱ
）

○
北
海
道
学

キ
ャ
リ
ア
形
成
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
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ン
ス
）

体
験
型

（
海
外
文
化
Ⅰ
～
Ⅳ
）

留
学
生

（
日
本
語
演
習
Ⅰ
，
日
本
語
読
解
・
構
文
Ⅰ
等
）

工 学 基 礎 科 目

⚑
群

線
形
代
数
学
Ⅰ
＊

線
形
代
数
学
Ⅱ
＊

⎫ ⎜ ⎬ ⎜ ⎭
＊
，
＊
＊
：
選
択
必
修

⚒
群

微
分
積
分
学
Ⅰ
＊
＊

微
分
積
分
学
Ⅱ
＊
＊

⚓
群

［
物
理
学
Ⅰ
]⑵

物
理
学
Ⅱ

物
理
学
Ⅲ

振
動
・
波
動
工
学

⚔
群

代
数
学
序
論

代
数
学
Ⅰ

代
数
学
Ⅱ

幾
何
学
序
論

幾
何
学
Ⅰ

幾
何
学
Ⅱ

専 門 教 育 科 目

基
盤

数
理 系

⚑
群

確
率
統
計
◆

環
境
統
計
学
・
演
習
(1
.5
)◆

品
質
管
理
・
演
習
(1
.5
)◆

｝
◆
：
選
択
必
修

⚒
群

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅱ

解
析
学
Ⅱ

⚓
群

解
析
学
序
論

解
析
学
Ⅰ

環
境
系

環
境
工
学
概
論

環
境
地
質
学
＋

保
全
生
態
学
＋

［
環
境
基
礎
実
験
]⑴

＋
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
＋

水
環
境
工
学
Ⅰ
＋

水
環
境
工
学
Ⅱ
＋

景
観
工
学
＋

水
工
系

［
水
理
学
Ⅰ
・
演
習
]⑶

［
水
理
学
Ⅱ
・
演
習
]⑶

河
川
水
文
学
＋

河
川
工
学
＋

防
災
工
学
＋

港
湾
工
学

計
画
・
道
路
系

［
計
画
数
理
Ⅰ
・
演
習
]⑶

＋
［
計
画
数
理
Ⅱ
・
演
習
](
1.
5)
＋

都
市
・
交
通
計
画
＋

道
路
工
学
＋

国
際
寒
地
都
市
論
＋

維
持
管
理
・

設
計
系

社
会
基
盤
施
設
維
持
管
理
工
学

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
設
計
演
習

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

鋼
構
造
工
学
設
計
演
習
1)

寒
冷
地
舗
装
工
学

構
造
・
材
料
系

［
構
造
力
学
Ⅰ
・
演
習
]⑶

［
構
造
力
学
Ⅱ
・
演
習
]⑶

構
造
解
析
学

地
震
工
学
＋

［
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
]⑵

＋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
工
学
＋

［
構
造
材
料
実
験
]⑴

［
鋼
構
造
工
学
]⑵

＋
橋
梁
工
学
＋

土
質
・
施
工
系

［
土
質
工
学
Ⅰ
・
演
習
]⑶

［
土
質
工
学
Ⅱ
・
演
習
]⑶

測
量
学
Ⅱ
＋

地
盤
工
学
＋

火
薬
学

［
測
量
学
Ⅰ
]⑵

＋
［
測
量
実
習
]⑴

＋

総
合
系

CE
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
＋

［
C
E総
論
]⑵

＋
［
情
報
処
理
Ⅰ
・
演
習
](
1.
5)
＋
［
情
報
処
理
Ⅱ
・
演
習
](
1.
5)
＋
［
技
術
者
倫
理
・
演
習
](
1.
5)
＋

［
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デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
]⑵

＋
［
卒
業
研
究
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＋
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D
演
習
＋

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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＋

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
＋

1)
：
20
17
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（
平
成
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度
）
以
降
は
開
講
せ
ず
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2012年度～2016年度（平成24年度～平成28年度）入学者 一般教育科目一覧表
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
基盤科目
（言語）
・英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

※

1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ⎫⎜

⎬
⎜

⎭
※

1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

・共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2
・ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
・フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2
・中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
・ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
・韓国・朝鮮語
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

（身体）
健 康 と ス ポ ーツの科学Ⅰ 2 2
健 康 と ス ポ ー ツ の 科 学Ⅱ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

（情報）
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 58 40 40 20 158

※2015年度以前入学者は英語講読Ⅰ～Ⅳを英語リーディング
Ⅰ～Ⅳに，オーラルコミュニケーションⅠ～Ⅳを英語コミュ
ニケーションⅠ～Ⅳに，ライティング初級Ⅰ，Ⅱを英語ライ
ティングⅠ，Ⅱに読み替える。
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○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
教養科目
（人文科学）
・自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2
・文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
・歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
歴 史 学 Ⅳ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

（社会科学）
・社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2
・地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅰ 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

（自然科学）
・環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅠ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
・普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

（北海道学）
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

（教養科目）
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 138 8 0 0 146

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キ ャ リ ア・ガ イ ダ ン ス 1 1

計 1 0 0 0 1

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 0 0 0 4

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外
帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 0 0 20
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授業科目履修上の注意
⚑．授業科目と単位数

各授業科目の単位数に関する詳細は，⽛授業科目と担当者一覧表⽜を参照してください。
授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

第20条 各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要
な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な
学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外
に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分（⚑時限，45分を⚑時間として⚒時間）を単位とし，原則として各曜日とも⚕時限で授業時
間割が組まれています。毎週⚑回（⚑時限）の授業を受けた場合，一つの学期で原則として15週の授業があり
ますので，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国
語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。
外国語科目については，さらに以下のことが定められています（工学部規則第⚔条）。

第⚔条 外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とす
るものは，別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの授業科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間とな
り，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，
すべて⚑単位として計算されます。
社会環境工学科では，⚒年次に⽛講義⽜と⽛演習⽜を組み合わせた⚒時限続きの授業が行われます。この場

合の通算の授業時間及び単位数は，一つの学期で講義が⚑時限×⚒時間×15週＝30時間なので⚒単位，演習が
⚑時限×⚒時間×15週＝30時間なので⚑単位，合計⚓単位となります。また，⚓・⚔年次に⚒時限連続して行
われる⽛実験⽜及び⽛実習⽜の場合は，一つの学期で通算の授業時間が⚒時限×⚒時間×15週＝60時間となり
ます。⽛実験及び実習⽜については45時間で⚑単位なので，小数点以下は切り捨てられて⚑単位と計算されます。
卒業研究については，15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。

⚒．授業科目の区分とその概要

各年次に開講されている授業科目は，原則としてその年次において履修してください。上級年次の者が，下
級年次に開講されている授業科目を履修することは許されていますが，下級年次の者は，上級年次に開講され
ている授業科目を履修することはできません。
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⽛必修科目⽜は，必ず履修して単位を修得しなければ卒業できません。必修科目が不合格になった場合は，翌
年度に再び履修しなければなりません。⽛選択必修科目⽜は，きめられた群の中から必要な単位数を修得しなけ
ればなりません。⽛選択科目⽜については，自由に選択して履修することができますが，卒業要件として授業科
目の区分ごとに必要な単位数が定められていますので留意してください。⽛自由科目⽜については，自由に選択
して履修することができますが，卒業要件等には加算されません。
授業科目は次の⚔つの区分に分類されますので，各区分科目の概略と履修上の注意点を以下に示します。

一般教育科目(言語以外) すべて選択科目（101科目，189単位）

⚑年次にすべて豊平校舎で開講されます。
これらの授業科目の中には，⚑学期と⚒学期にそれぞれ同じ科目が開講され，どちらを履修しても良い場合
があります。ただし，両方を履修することはできません。

⚒年次に進級した後，一般教育科目を履修することは，キャンパスが離れていること及び時間割の制約上か
ら，原則としてできません（体育実技を除く）。ただし，主に再履修者（新規履修者も含む）を対象として，
山鼻校舎においても限られた一部の授業科目を開講しています。

一般教育科目(言語) すべて選択科目（英語14科目，16単位，英語以外の外国語科目78科目，124単位）

英語科目については，⚑・⚒年次に開講されます。また⚓年次開講の専門教育科目の技術英語は必要修得単
位数としては言語に含まれます。

社会環境工学科では，⚑年次から⚒年次への進級に際して英語科目⚒科目⚒単位以上を修得することが望ま
しいです。

英語以外の外国語科目として，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語が開講されていま
す。

⚑年次に開講されている一部の外国語科目については，主に再履修者（新規履修者も含む）を対象として，
山鼻校舎でも開講しています。

英語以外の外国語科目については，⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されています。ただし，⚓・⚔年次
に開講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

工学基礎科目 社会環境コース：必修科目（⚑科目，⚒単位），選択必修科目（⚔科目，⚘単位），選択科目（⚙科目，18単位）
環境情報コース：選択必修科目（⚔科目，⚘単位），選択科目（10科目，20単位）

⚑・⚒年次に開講されており，⚑群～⚔群の授業科目に分かれています。
卒業要件として社会環境コースでは，必修科目及び選択必修科目より⚖単位以上を修得する必要があります。
また，環境情報コースでは選択必修科目より⚔単位以上修得する必要があります。

⚑年次に開講されている授業科目については，主に再履修者（新規履修者も含む）を対象として，山鼻校舎
においても開講しています。

専門教育科目 社会環境コース：必修科目（21科目，48単位），選択必修科目（⚓科目，⚕単位），選択科目（35科目，70単位）
環境情報コース：必修科目（17科目，32単位），選択必修科目（⚙科目，14単位），選択科目（38科目，76単位）

⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されます。
⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎のみで開講されます。⚒年次に進級した後，これらの授
業科目を履修することは，キャンパスが離れていること及び時間割の制約上から，原則としてできないので
注意してください。

卒業研究は，⚔年次の⚒学期に⚖単位として実施されます。
※社会環境コースの専門教育科目は，専門分野ごとに基盤数理系，環境系，水工系，計画・道路系，維持管理・
設計系，構造・材料系，土質・施工系，総合系という⚘系列に分類されています。そして環境情報コースの
専門教育科目は専門分野ごとに基盤数理系，都市環境系，都市情報系，都市経営系，都市防災系，総合系と
いう⚖系列に分類されています。（各授業科目の講義概要は，この系列ごとに⚑年次～⚔年次開講科目の順
に掲載されています。）
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⚓．⽛シビルエンジニアリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜の着手および卒業見込証明
書

社会環境工学科では，⚓年次終了時に合計90単位以上修得しかつ各分野の単位修得条件を全て満たしている
場合に⽛シビルエンジニアリングデザインセミナー⽜および⽛卒業研究⽜に着手することができます。この単
位数は，過去の履修事例により⽛卒業の可能性が何とか残されている⽜との判断から設定されたものです。し
かし，90単位程度で卒業研究に着手した場合，卒業研究の指導を受けながら下級年次の授業科目を多数履修し
なければならず，卒業要件を満足するのは容易なことではありません。
⚓年次終了時に合計100単位以上修得し，かつ各分野の単位修得条件を全て満たしている場合に，卒業見込証

明書の発行を受けることができます。この単位数は，やはり過去の履修事例により⽛卒業の見込みがかなりあ
る⽜との判断から設定されています。当然のことながら，卒業を保証するものではありません。例えば，見込
証明書が発行されても，最終的に卒業要件を満足しないために卒業ができない場合や，逆に⚓年次終了時で見
込証明書が発行できない場合でも，⚔年次⚑学期終了時に発行条件を満たすことで見込証明書が発行される場
合もあります。
卒業見込証明書が発行されない場合には，就職活動に大きな支障をきたしますので十分注意してください。

⚔．履修の手引の各授業科目と講義概要における記載事項

講義概要には授業科目名，開講年次，開講学期，単位数，担当者名に続いて，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，
⽛準備学習の内容⽜，⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。履修す
る授業科目を決める際には，これらの内容を良く読んで参考にしてください。特に⽛授業計画⽜は毎週の予習・
復習のためにも参照してください。ただし，実際の授業の進行状況によっては，授業計画に変更もあり得ます。
授業科目における一部の選択科目では，授業を行う教室等の施設・設備の制約から履修者を一定人数に制限

している場合や，ある特定の関連する授業科目を前もって履修あるいは単位を修得しておかなければ，その授
業科目を履修できない場合があります。講義概要には，この様な授業科目の履修に関する制約事項等が記載さ
れている場合がありますので注意してください。
外国語科目や専門教育科目においては，分野ごとに上級年次に開講される授業科目との関連に注意しなくて

はいけない授業科目が含まれています。従って，履修する当該年度の講義概要だけではなく，次年度に履修す
ることになる上級年次の授業科目の講義概要についても，良く読んでおくことを薦めます。
授業開始から履修願の提出期限までは一定の期間が設けられています。履修登録については，19ページ～22

ページを参照して下さい。授業科目によっては，最初の授業時間に担当者による履修のためのガイダンスが行
われる場合があります。従って，履修しようと考える授業科目については，最初の授業に必ず出席してくださ
い。
一般教育科目のセミナーについては，セミナーを受講する場合の申込み方法や注意点が，この冊子の最後に

記載されています。
外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの授業科目に関

する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒は，これらの授業
科目を履修し修得した単位を一般教育科目に算入することができます。

読替科目一覧表（専門教育科目）
2012年度～2016年度入学者 2017年度以降入学者

必修○ 履修コード 科 目 名 単位数 読 替 科 目 名 単位数 担 当 者 開講
年次

開講
学期

21067 環 境 工 学 概 論 ⚒
環 境 工 学 序 論 ⚒ 余 湖 典 昭 ⚑ ⚑

21058 寒 冷 地 環 境 論 ⚒
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建築学科の教育・学習目標
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Ⅰ 教育理念

建築学が対象とする学問領域は，工学のみならず社会科学まで多岐にわたるうえ，個々の人間の感
性と倫理観も重要視され，専門性と総合性の両者がともに求められます。
循環型社会への移行に伴い，人間の暮らしが息づく生活空間（環境を含む）のあり方が問い直され

ており，建築設計に留まらず街並みの形成（都市計画）に関する幅広い建築技術の応用に関する知識・
能力を身につけることが必要となっています。また，防災・減災や環境負荷低減あるいはユニバーサ
ルデザインなど多様な観点を踏まえた建築物の安全性・快適性はもとより，古い建築物の再生・活用
を図る柔軟な発想力も求められています。
これらの背景から，建築学科では以下のような教育・学習目標のもと，多様な知識・能力を持ち様々

な分野で活躍できる人材の育成を目指しています。

Ⅱ 教育目標

建築学の広い学問領域を背景として，文系・理系を問わず門戸を開いています。そのため，工学系
の知識を基礎から学ぶ科目を配し，専門科目は工学系の知識に創造性も踏まえ入門的な内容から→基
礎→応用→発展と段階的に進む構成を通じて，多様な知識・能力を身につけた人材を育成します。
また，多岐にわたる選択科目をバランスよく用意し，特定の系に重点を置いて学ぶことも幅広い分

野を総合的に学ぶこともできる教育体系を通じて，各自の興味や目標に応じながら様々な分野で高い
倫理観も携えて活躍できる人材を育成します。

Ⅲ 学習目標

⚑．空間デザイン能力の習得
機能的で美しい建築や住みよい都市を構想・計画しデザインすることができる

⚒．環境デザイン能力の習得
環境・設備面から建築や都市の快適性を追及することができる

⚓．システムデザイン能力の習得
構造・材料・生産面で安全かつ耐久性のある建築を考え造ることができる

⚔．上記能力を活かし創造を実現する優れた人間性の醸成
適切かつ正確なコミュニケーション・質の高いプレゼンテーションを実践することができる
豊かな協調性・魅力的なリーダーシップを発揮することができる



⚑．はじめに

カリキュラム（教育課程）は入学年度によって異なります。自分の入学年度のカリキュラムに従って下さい。
以下は2013年度以降入学者用のカリキュラムについて説明したものです。大学全体に共通する各種手続き

（休学，退学，転学部・転学科，欠席届，証明書，その他），試験，追試験，学生相談，学則などについては⽝学
生便覧⽞に，工学部全体に共通する行事日程，各種届出，学費，試験，追試験，卒業，九月卒業，成績，GPA，
履修登録，G-PLUS!，掲示版などについては，この⽝履修の手引⽞の前半に記載されています。不明な点は必ず
事務窓口で確認して下さい。

⚒．単位とは

単位とは学修量をはかる基準です。科目ごとに授業の種類や授業時間，必要とされる自習時間などを考慮し
て設定されています。多くの科目は⚑週⚑コマ（90分）の授業を15回受けて試験に合格すると⚒単位となりま
す。ただし幾つかの外国語科目や体育実技，演習，実験，卒業研究のように，⚑単位，⚓単位，⚔単位，⚖単
位などの科目もあります。単位計算の際は注意してください。単位に関する詳しい説明は後の（注）⽛授業時間
と単位数について⽜に記載しています。

⚓．授業科目の区分

授業科目には⽛一般教育科目⽜⽛工学基礎科目⽜⽛専門教育科目⽜があります。また必修科目と選択科目の区
分もあります。必修科目は必ず履修して単位を修得しなければ卒業できません。
各年次に開講されている科目は原則としてその年次において履修してください。上級年次の者が下級年次に

開講されている科目を履修することはできますが，下級年次の者が上級年次に開講されている科目を履修する
ことはできません。次に授業科目の分野毎にその概略と履修上の注意点を記します。

一般教育科目 すべて選択科目（⽛表－⚑ 一般教育科目⽜参照）

⚑年次に開講されている一般教育科目の中には同じ科目が複数開講されている場合があります。その場合は
いずれかの科目を履修して下さい。

⚒年次進級後に豊平校舎の一般教育科目を履修することは，キャンパスが離れていること，および時間割上
の制約から原則としてできません。ただし，主に再履修者を対象として（新規履修者も含む）山鼻校舎にお
いても一部の一般教育科目は開講しています。しかし山鼻校舎で開講されている一般教育科目は数が少な
く，年度によっては開講科目も異なりますので，新年度の時間割で確認して下さい。

英語科目については⚑・⚒年次に開講されています。一部の科目については主に再履修者を対象として（新
規履修者も含む）山鼻校舎においても開講しています（時間割参照）。

英語以外の外国語科目については⚑～⚔年の各年次にわたって開講されています。ただし⚓・⚔年次に開講
されている外国語科目は豊平校舎での受講となります。一部の科目については主に再履修者を対象として
（新規履修者も含む）山鼻校舎においても開講しています（時間割参照）。
体育実技は⚒年次以降でも豊平校舎で受講できます。
数学関係の科目や各種セミナーの受講を考えている人は注意事項がありますので⽝履修の手引⽞のⅢ・Ⅳを
必ず読んで下さい。

⚑学期に履修登録すると⚒学期に履修訂正（追加・削除）できない科目がありますので注意して下さい（⽝履
修の手引⽞の⽛履修登録⽜の項参照）。

外国人留学生・帰国生徒には日本語関係の⽛留学生科目⽜が用意されています。これらの科目の修得単位は
一般教育科目に算入することができます。

工学基礎科目 すべて選択科目（⽛表－⚒ 工学基礎科目⽜参照）

⚑・⚒年次に開講されています。やや高度な数物系科目です。⚑年次に開講されている科目については主に
再履修者を対象として（新規履修者も含む）山鼻校舎においても開講しています。詳細はこの冊子の⽛Ⅱ．
授業科目と担当者一覧表⽜で確認して下さい。
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⚔．建築学科開講科目一覧表

表－⚑ 一般教育科目
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
基盤科目
言語
英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ※ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ※ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ※ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ※ 1 1
英語コミュニケーションⅠ※ 1 1
英語コミュニケーションⅡ※ 1 1
英語コミュニケーションⅢ※ 1 1
英語コミュニケーションⅣ※ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ※ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ※ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2
ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2
中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2
身体
健 康 と ス ポ ー ツ の科学Ⅰ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅰ Ｂ 1 1
体 育 実 技 Ⅱ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅱ Ｂ 1 1
体 育 実 技 Ⅲ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅲ Ｂ 1 1
体 育 実 技 Ⅳ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅳ Ｂ 1 1
情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 56 40 40 20 156

※2015年度以前入学者は英語講読Ⅰ～Ⅳを英語リーディング
Ⅰ～Ⅳに，オーラルコミュニケーションⅠ～Ⅳを英語コミュ
ニケーションⅠ～Ⅳに，ライティング初級Ⅰ，Ⅱを英語ライ
ティングⅠ，Ⅱに読み替える。
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○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学
自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2
文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2
社会科学
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2
地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅰ 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2
自然科学
環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅠ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2
北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2
教養科目
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 136 8 144

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キ ャ リ ア・ガ イ ダ ン ス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

表－⚒ 工学基礎科目
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
数物系
線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2
線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2 2
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
代 数 学 序 論 2 2
代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 序 論 2 2

計 14 10 24
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表
－
⚓

専
門
教
育
科
目
（
20
17
年
度
以
降
入
学
者
用
）

必
修
科
目
（
科
目
名
で
表
示
）
は
卒
業
研
究
を
含
め
14
科
目
（
37
単
位
）。

○
字
内
数
字
は
単
位
数
，
表
記
の
な
い
も
の
は
総
て
⚒
単
位

⚑
年

⚒
年

⚓
年

⚔
年

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

専 門 教 育 科 目

空 間 デ ザ イ ン 系

空
間
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
入
門

空
間
デ
ザ
イ
ン

空
間
デ
ザ
イ
ン
演
習
基
礎

空
間
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅰ
④

建
築
計
画
Ⅰ

工
芸
デ
ザ
イ
ン

空
間
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ
④

建
築
計
画
Ⅱ

建
築
デ
ザ
イ
ン
論

空
間
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅲ
④

建
築
計
画
Ⅲ

都
市
計
画

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

空
間
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅳ
④

空
間
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

卒
業
研
究
⑥

環 境 デ ザ イ ン 系

北
方
建
築

建
築
環
境
基
礎

建
築
環
境
計
画
Ⅰ

建
築
環
境
計
画
演
習
Ⅰ
①

設
備
概
論

建
築
環
境
計
画
Ⅱ

建
築
設
備
シ
ス
テ
ム

庭
園
文
化
論

建
築
環
境
計
画
Ⅲ

建
築
環
境
計
画
演
習
Ⅱ
①

環
境
計
測
演
習

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン

雪
氷
学

シ ス テ ム デ ザ イ ン 系

構
造
・
材
料
デ
ザ
イ
ン
入
門

構
造
デ
ザ
イ
ン

構
造
力
学
基
礎
Ⅰ
・
演
習
③

建
築
材
料

構
造
力
学
基
礎
Ⅱ
・
演
習
③

建
築
仕
上
材
料

構
造
力
学
応
用
Ⅰ
・
演
習
③

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
演
習
①

建
築
材
料
実
験
①

構
造
力
学
応
用
Ⅱ
・
演
習
③

鋼
構
造

鋼
構
造
演
習
①

構
造
設
計
法

建
築
生
産

建
築
振
動
論

構
造
解
析

建
築
施
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

専 門 共 通

造
形
演
習
Ⅰ

建
築
図
学

確
率
統
計

造
形
演
習
Ⅱ

解
析
学
序
論

建
築
製
図
演
習

建
築
一
般
構
造

情
報
処
理

西
洋
建
築
史

解
析
学
Ⅰ

数
理
統
計
学

建
築
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
本
建
築
史

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

解
析
学
Ⅱ

建
築
CA
D
演
習

測
量
学
③

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

建
築
法
規

建
築
経
済

品
質
管
理

木
造
建
築

技
術
者
倫
理

防
災
計
画



専門教育科目 （⽛表－⚓ 専門教育科目⽜参照） 必修科目に注意

専門教育科目は空間デザイン系，環境デザイン系，システムデザイン系，専門共通から構成されています。
履修の仕方は進級・卒業要件を満たせば自由ですが，建築士の資格取得をめざしている人は後に記載する⽛建
築士試験の受験資格について⽜をよく読んで履修して下さい。履修の仕方によっては一級建築士試験の受験
資格が得られない場合があります。

⚕．⚑年次から⚒年次への進級要件について（2017年度以降入学者の場合）

⚑年次から⚒年次への進級要件は次のようになっています。

⚑年次から⚒年次に進級するためには，⚑年次に配当されている一般教育科目・工学基礎科目・専門教
育科目から合計30単位以上を修得しなければならない（工学部規則第13条）。

⚑年次に配当されている科目については⽝履修の手引⽞の⽛表－⚑⽜⽛表－⚒⽜⽛表－⚓⽜，または⽝学生便覧⽞
を参照して下さい。なお30単位の内容には特に制限を設けていません。要件を満たさない場合は⚑年次に留め
置きとなります。毎年，⚑割程度の人が留め置きとなっています。

⚖．卒業要件について（2017年度以降入学者の場合）

建築学科の卒業要件は以下のようになっています（工学部規則第14条）。

建築学科にあっては，学部長が教授会の議を経て次の各号に定める単位の修得を認定した者に，学長が
卒業を許可します。
⑴ 専門教育科目82単位以上
⑵ 一般教育科目，工学基礎科目及び専門教育科目合計124単位以上

なお上記の⽛⑴専門教育科目82単位以上⽜については，さらに次のように定められています（ただし2017年
度以降入学者の場合）。

⑴ 必修科目37単位
⑵ 選択科目45単位以上

以上の要件をまとめると次のようになります。

建築学科の卒業要件（2017年度以降入学者の場合）
一般教育科目

工学基礎科目

⎫⎜⎬⎜⎭
すべて選択科目

⎫
⎜
⎜⎜
⎬
⎜⎜
⎜
⎭

合計124単位以上

専門教育科目
⎧⎜⎨⎜⎩

必修科目……37単位

選択科目……45単位以上

⎫⎜⎬⎜⎭
82単位以上

⚗．卒業見込証明書の発行条件について

建築学科では⽛卒業見込証明書⽜（就職活動で求められることが多い）の発行条件を次のように定めています。

⚓年次終了時に合計100単位以上を修得していること。

この100単位の内容には特に制限を設けていません。⚓年次終了時に100単位未満の場合はキャリア支援セン
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ター窓口で相談して下さい。

⚘．各授業科目と講義概要に関する注意

一部の選択科目では授業を行う教室等の施設・設備の制約から履修者を制限している場合があります。また
外国語科目や専門教育科目のなかには，ある特定の科目を前もって履修しておかなければ履修出来ない場合も
あります。事前に⽝講義概要⽞や講義初回のガイダンスで確認して下さい。

⚙．履修計画の目安

卒業に必要な単位数は124単位以上ですから，単純に⚑年間の必要単位数を計算すると124÷4＝31単位とな
ります。しかし⚔年次になると就職活動や卒業研究で多くの時間がとられ，また時間割の関係で下級年次の科
目を再履修することができない場合もあります。そのため単位は⚑～⚓年次で多めに修得しておいた方がよい
でしょう。各年次にどの程度の単位数を修得しておけばよいのか目安を整理します。
卒業するためには総単位数124単位以上，そのうち専門教育科目82単位以上が必要です。したがって残り42
単位以上を一般教育科目・工学基礎科目・専門教育科目から取ることになります。しかし，⚒年次以降に山鼻
校舎で開講される一般教育科目は非常に数が少なくなっています。そのため一般教育科目は⚑年次のうちに多
めに取っておいた方がよいでしょう。目安として⚑年次終了時点では，一般教育科目と工学基礎科目とを合わ
せて30単位以上，さらに専門教育科目を15単位以上の修得となります。すなわち⚑年次終了時点で総単位数45
単位以上を修得しておくとよいでしょう。そして⚒年次終了時点では85単位以上，⚓年次終了時点では125単
位以上，⚔年次卒業時点では135単位以上を目安にするとよいでしょう。
ただし履修科目をあまり多くすると予習・復習の時間が十分にとれず，結果として不合格になる科目が多く

なることも考えられます。また⽛不可⽜や⽛欠⽜の数が多くなるとGPAも下がります。ただしGPAは進級・卒
業要件とは無関係です。しかし，履修届を出した科目は着実に単位を取るようにして下さい。なお⚑学期・⚒
学期ともに履修届の訂正（追加・削除）期間がありますので，その際に履修科目の調整ができます。ただし⚒
学期に履修訂正できない科目もありますので⽝履修の手引⽞の⽛履修登録⽜の項を参照して下さい。
〈履修科目の目安〉
⽛建築⽜は単なる技術ではなく人間生活全般とかかわり，人の命を預かるものです。したがって⽛一般教育科
目⽜は幅広い分野にわたって履修しておくことが望まれます。
将来の進路や就職について考えるためには⽛キャリアガイダンス⽜という科目が参考になります。数学が苦

手な人は⽛数学概論Ⅰ⽜を履修しておいて下さい。一方，数学・物理が得意な人には⽛工学基礎科目⽜が用意
されています。⚑年次に開講されている専門教育科目（⚘科目）については，いずれも基礎的・入門的内容な
ので，将来どのような分野に進むにせよ履修しておく方がよいでしょう。なお⽛専門教育科目⽜に分類されて
いる⽛確率統計⽜⽛解析学序論⽜⽛解析学Ⅰ⽜⽛解析学Ⅱ⽜⽛数理統計学⽜の各科目は教職（⽛数学⽜）用の科目で
す。注意して下さい。教員免許取得をめざしている人は，この冊子の⽛数学受講者に向けてのガイド⽜や教職
のためのガイダンスに従って履修して下さい。
次に，上級年次において構造力学や建築振動論などのシステムデザイン系の科目を重点的に勉強しようと考

えている人は⽛一般教育科目⽜の⽛数学概論Ⅰ⽜⽛物理学概論Ⅰ⽜，⽛工学基礎科目⽜の⽛線形代数学Ⅰ⽜⽛微分
積分学Ⅰ⽜を履修しておくことが望ましいでしょう。さらに余力があれば⽛一般教育科目⽜の⽛物理学概論Ⅱ⽜，
⽛工学基礎科目⽜の⽛微分積分学Ⅱ⽜⽛物理学Ⅰ⽜⽛物理学Ⅱ⽜，⽛専門教育科目⽜の⽛確率統計⽜などを履修して
おくとよいでしょう。また上級年次において環境デザイン系の科目を重点的に履修しようとする人は⽛一般教
育科目⽜の中の環境系の科目を履修しておくことが望ましいでしょう。デザインに興味がある人は⽛デザイン
セミナーⅠ⽜⽛デザインセミナーⅡ⽜を履修するとよいでしょう（セミナー申込については，この⽝履修の手引⽞
のⅣ⽛工学部⚑年次一般教育のセミナーについて⽜を読んで下さい）。
なお2012年度以降の入学者から試験の合格最低点が60点となっています。講義へは必ず出席するとともに，

試験の準備は早めにすることが大切です。また卒業後，一級建築士や二級建築士の資格を取得するためには，
必ず履修しておかなければならない専門科目が各分野にまんべんなくあります。これについては10．⽛建築士
試験の受験資格について⽜を参考にして下さい。
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10．建築士試験の受験資格について（2017年度以降入学者用）

本学科は選択科目が多く，自由度の高いカリキュラムが特徴ですが，一級建築士や二級建築士をめざす人は，
2009年度（平成21年度）入学生から建築士試験制度が変更され，建築学の各分野の指定科目（国土交通省が指
定した科目。次の⽛指定科目一覧表⽜参照）を一定単位数以上修得しなければ受験資格が得られないので注意
して下さい。
建築士試験を受ける人は⽛指定科目一覧表⽜の⽛二級・木造⽜，⽛一級⽜欄の（ ）内に示す単位数以上を

指定科目の中から修得して下さい。そして一級建築士試験を最短の実務経験⚒年で受験するためには，表の①
～⑨の各分野の必要単位数を満たし（一分野でも欠けると受験資格がありません），かつ①～⑩の合計が60単位
以上になるように履修して下さい（50単位～60単位未満の場合は実務経験年数が⚓年必要になります）。一方，
二級・木造建築士試験を最短の実務経験⚐年で受験するためには，表の①，②～④，⑤～⑦，⑧，⑨の各分野
の単位数を満たし（一分野でも欠けると受験資格がありません），かつ①～⑩の合計が40単位以上になるように
履修して下さい。ただし2013年度以降の入学者の場合は，本学科の卒業要件さえ満たせば自動的に二級・木造
建築士試験の受験資格が得られるカリキュラムになっています。
なお専門教育科目の中には，建築士受験資格取得の指定科目に該当しない科目がありますので注意が必要で

す。例えば空間・環境デザイン入門，構造・材料デザイン入門，造形演習，インターンシップ，卒業研究その
他は指定科目に該当しません。また⽛数学⽜の教職用の⚖科目（確率統計，解析学序論，解析学Ⅰ，解析学Ⅱ，
数理統計学，品質管理）も，専門教育科目に分類されていますが指定科目ではありません。指定科目は⽛指定
科目一覧表⽜に記載されている58科目です。なお二級建築士試験に合格後，一級建築士試験を学歴（指定科目
の履修）によらず⽛二級建築士としての実務経験⽜のみで受験する場合には⚔年の実務経験が必要です。した
がって初めから一級建築士の受験資格を満たすように履修した方がよいでしょう（実務経験⚒年で受験できま
す）。また一級建築士の受験資格は⚓年次終了時までには満たしておく方がよいでしょう。
繰り返しますが，最も重要な点は各分野（①～⑨）毎に必要な単位数を満たすことと①～⑩の合計を60単位

以上にすることです。選択科目でも油断せず，取りこぼしがないよう着実に単位を修得して下さい。下級年次
に落とした科目を上級年次になって再履修しようとしても，時間割が重なって履修できない場合があります。
単位はできるだけ開講年次に修得しておくことが重要です。そして指定科目の修得単位数は必ず学期毎に
チェックし，不足のないようにして下さい。単位数が不足している場合には，履修登録後でも，決められた訂
正期間内であれば追加登録できます。
なお建築士試験の受験を申込む際には，所定の単位を修得したことを証明する⽛指定科目修得単位証明書・

卒業証明書⽜（本学発行）を添えて申し込みます。また建築士試験の受験資格は，上記指定科目制による他，実
務経験年数による場合，あるいは国土交通大臣や知事によって認められる場合などがあります。これらの詳細
や実務経験の内容・受験申込方法・時期などについては⽛建築技術教育普及センター⽜のホームページを見る
か，センターに直接問い合わせて下さい。受験申込時期については，平成28年度の場合は，二級・木造建築士
試験は⚓月から，一級建築士試験は⚔月からでした。
●2009年度以降の入学者は⽛一級建築士試験⽜⽛二級建築士・木造建築士試験⽜の受験申し込みをする際⽛指定
科目修得単位証明書・卒業証明書⽜が必要です。この証明書を入手するには，本学の証明書自動発行機，ま
たはホームページの⽛学生生活⽜→⽛各種証明書の発行⽜から⽛証明書申込用紙⽜を入手し，必要事項を記
入のうえ工学部事務に提出して下さい（⚑部200円）。発行は卒業式以降になりますが，所定の期間に予約す
れば卒業式の日に受け取ることができます。また郵送により申し込むことも可能です。証明書の予約方法・
発行日等については掲示でお知らせします。

●一級建築士試験の受験のために必要な⽛実務経験⽜の内容については建築技術教育普及センターのホームペー
ジに具体例が示されています。なお二級建築士試験は，本学の場合，実務経験なしで受験できます。

●受験資格は卒業しなければ得られません。
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2017年度以降入学者用⽛指定科目一覧表⽜（受験資格要件)
指定科目の分類
（必要な単位数） 指定科目に該当する本学の開講科目

⚒級・木造 ⚑級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

①建築設計製図
（⚕単位以上）

①建築設計製図
（⚗単位以上）

建築製図演習 2 必修 2
空間デザイン演習Ⅰ 2 必修 4
空間デザイン演習Ⅱ 3 必修 4
空間デザイン演習Ⅲ 3 選択 4
空間デザイン演習Ⅳ 4 選択 4
建築CAD演習 3 選択 2

②～④
建築計画，建築
環境工学又は建
築設備
（⚗単位以上）

②建築計画
（⚗単位以上）

建築計画Ⅰ 2 必修 2
建築計画Ⅱ 3 必修 2
建築計画Ⅲ 3 選択 2
都市計画 3 選択 2
日本建築史 2 選択 2
西洋建築史 2 選択 2
空間デザイン 1 選択 2
インテリアデザイン 3 選択 2
空間リノベーション 4 選択 2

③建築環境工学
（⚒単位以上）

建築環境基礎 2 必修 2
建築環境計画Ⅰ 2 選択 2
建築環境計画Ⅱ 3 選択 2
建築環境計画演習Ⅰ 2 選択 1
建築環境計画演習Ⅱ 3 選択 1
環境計測演習 4 選択 2
北方建築 1 選択 2

④建築設備
（⚒単位以上）

設備概論 2 必修 2
建築設備システム 3 選択 2

⑤～⑦
構造力学，建築
一般構造又は建
築材料
（⚖単位以上）

⑤構造力学
（⚔単位以上）

構造デザイン 1 選択 2
構造力学基礎Ⅰ・演習 2 必修 3
構造力学基礎Ⅱ・演習 2 必修 3
構造力学応用Ⅰ・演習 3 選択 3
構造力学応用Ⅱ・演習 3 選択 3
建築振動論 4 選択 2
構造解析 4 選択 2

⑥建築一般構造
（⚓単位以上）

建築一般構造 2 必修 2
鉄筋コンクリート構造 3 選択 2
鉄筋コンクリート構造演習 3 選択 1
鋼構造 3 選択 2
鋼構造演習 3 選択 1
木造建築 3 選択 2
構造設計法 3 選択 2

⑦建築材料
（⚒単位以上）

建築材料 2 選択 2
建築仕上材料 2 選択 2
建築材料実験 3 必修 1
コンクリート工学 4 選択 2
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指定科目の分類
（必要な単位数） 指定科目に該当する本学の開講科目

⚒級・木造 ⚑級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

⑧建築生産
（⚑単位以上）

⑧建築生産
（⚒単位以上）

建築生産 3 必修 2
建築施工 4 選択 2
建築経済 3 選択 2

⑨建築法規
（1単位以上）

⑨建築法規
（1単位以上）

建築法規 3 必修 2

⑩その他
（適宜）

⑩その他
（適宜）

建築図学 1 選択 2
空間デザイン演習基礎 2 選択 2
防災計画 4 選択 2
建築デザイン論 3 選択 2
庭園文化論 3 選択 2
建築環境計画Ⅲ 3 選択 2
雪氷学 4 選択 2
測量学 3 選択 3
建築プレゼンテーション 2 選択 2
技術者倫理 3 選択 2
工芸デザイン 2 選択 2
都市環境デザイン 4 選択 2

実務経験⚐年で
受験するために
は以上の各分野
の単位数を満た
す他，合計40単
位以上が必要。

実務経験⚒年で
受験するために
は以上の各分野
の単位数を満た
す他，合計60単
位以上が必要。
50～59単位の場
合は⚓年の実務
経験が必要。

注…建築士の試験は学科試験と設計製図試験によって行われます。学科試験は主に以下のような分野から出題
されます。ただし出題分野や試験の合格基準は毎年少しずつ変わります。詳細は建築技術教育普及セン
ターのホームページで確認して下さい。過去問も掲載されています。

●一級建築士の学科試験の主な出題分野
学科Ⅰ…建築計画，建築積算等
学科Ⅱ…環境工学，建築設備等
学科Ⅲ…建築法規等
学科Ⅳ…構造力学，鉄筋コンクリート，鋼構造，建築一般構造，建築材料等
学科Ⅴ…建築生産，施工，各部工事等

●二級建築士の学科試験の主な出題分野
学科Ⅰ…建築計画，環境，設備等
学科Ⅱ…建築法規等
学科Ⅲ…構造力学，一般構造，建築材料等
学科Ⅳ…建築生産，施工，各部工事等



（注）授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な
学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学
修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に
必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，原則，各曜日とも⚕時限で授業時間割が組まれています（学生便
覧参照のこと）。毎週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で原則として
15週（曜日によっては，これよりも多くなる場合や，行事により曜日を振替える場合もあります。）の授業を受け
た場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。さらに，その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単
位，⽛外国語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。また，例えば⚒時限連続して授業が行
われる場合には，一つの学期の通算の授業時間は⚒×⚒時間×15週＝60時間となります。さらに，その授業が
⽛実験⽜の場合には60時間／45時間＝1.33単位となりますが，端数は切り捨てられ⚑単位として計算されます。
●工学部規則第⚔条により，
①外国語科目については，以下のことが定められています。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ，世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

ただし，これらの授業科目は，一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので通算の授業時間は30
時間となり，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間はやはり30時間
ですが，すべて⚑単位として計算されます。
なお，より詳細な各科目毎の単位数については⽛建築学科開講科目一覧表⽜を参照してください。

②専門科目の演習科目については，以下のことが定められています。

演習科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

空間デザイン演習Ⅰ～Ⅳ

上記の科目は，一つの学期で毎週⚒回（⚒時限）の授業が行われるので通算の授業時間は60時間となり，⚔
単位として計算されます。
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Ⅰ教 育 課 程
【建築学科】
2013年度(平成25年度)～2016年度(平成28年度)入学者
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課
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～
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⚑
⚖
建
築
)





建築学科の教育・学習目標
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Ⅰ 教育理念

建築学が対象とする学問領域は，工学のみならず社会科学まで多岐にわたるうえ，個々の人間の感
性と倫理観も重要視され，専門性と総合性の両者がともに求められます。
循環型社会への移行に伴い，人間の暮らしが息づく生活空間（環境を含む）のあり方が問い直され

ており，建築設計に留まらず街並みの形成（都市計画）に関する幅広い建築技術の応用に関する知識・
能力を身につけることが必要となっています。また，防災・減災や環境負荷低減あるいはユニバーサ
ルデザインなど多様な観点を踏まえた建築物の安全性・快適性はもとより，古い建築物の再生・活用
を図る柔軟な発想力も求められています。
これらの背景から，建築学科では以下のような教育・学習目標のもと，多様な知識・能力を持ち様々

な分野で活躍できる人材の育成を目指しています。

Ⅱ 教育目標

建築学の広い学問領域を背景として，文系・理系を問わず門戸を開いています。そのため，工学系
の知識を基礎から学ぶ科目を配し，専門科目は工学系の知識に創造性も踏まえ入門的な内容から→基
礎→応用→発展と段階的に進む構成を通じて，多様な知識・能力を身につけた人材を育成します。
また，多岐にわたる選択科目をバランスよく用意し，特定の系に重点を置いて学ぶことも幅広い分

野を総合的に学ぶこともできる教育体系を通じて，各自の興味や目標に応じながら様々な分野で高い
倫理観も携えて活躍できる人材を育成します。

Ⅲ 学習目標

⚑．空間デザイン能力の習得
機能的で美しい建築や住みよい都市を構想・計画しデザインすることができる

⚒．環境デザイン能力の習得
環境・設備面から建築や都市の快適性を追及することができる

⚓．システムデザイン能力の習得
構造・材料・生産面で安全かつ耐久性のある建築を考え造ることができる

⚔．上記能力を活かし創造を実現する優れた人間性の醸成
適切かつ正確なコミュニケーション・質の高いプレゼンテーションを実践することができる
豊かな協調性・魅力的なリーダーシップを発揮することができる



⚑．はじめに

カリキュラム（教育課程）は入学年度によって異なります。自分の入学年度のカリキュラムに従って下さい。
以下は2013年度以降入学者用のカリキュラムについて説明したものです。大学全体に共通する各種手続き

（休学，退学，転学部・転学科，欠席届，証明書，その他），試験，追試験，学生相談，学則などについては⽝学
生便覧⽞に，工学部全体に共通する行事日程，各種届出，学費，試験，追試験，卒業，九月卒業，成績，GPA，
履修登録，G-PLUS!，掲示版などについては，この⽝履修の手引⽞の前半に記載されています。不明な点は必ず
事務窓口で確認して下さい。

⚒．単位とは

単位とは学修量をはかる基準です。科目ごとに授業の種類や授業時間，必要とされる自習時間などを考慮し
て設定されています。多くの科目は⚑週⚑コマ（90分）の授業を15回受けて試験に合格すると⚒単位となりま
す。ただし幾つかの外国語科目や体育実技，演習，実験，卒業研究のように，⚑単位，⚓単位，⚔単位，⚖単
位などの科目もあります。単位計算の際は注意してください。単位に関する詳しい説明は後の（注）⽛授業時間
と単位数について⽜に記載しています。

⚓．授業科目の区分

授業科目には⽛一般教育科目⽜⽛工学基礎科目⽜⽛専門教育科目⽜があります。また必修科目と選択科目の区
分もあります。必修科目は必ず履修して単位を修得しなければ卒業できません。
各年次に開講されている科目は原則としてその年次において履修してください。上級年次の者が下級年次に

開講されている科目を履修することはできますが，下級年次の者が上級年次に開講されている科目を履修する
ことはできません。次に授業科目の分野毎にその概略と履修上の注意点を記します。

一般教育科目 すべて選択科目（⽛表－⚑ 一般教育科目⽜参照）

⚑年次に開講されている一般教育科目の中には同じ科目が複数開講されている場合があります。その場合は
いずれかの科目を履修して下さい。

⚒年次進級後に豊平校舎の一般教育科目を履修することは，キャンパスが離れていること，および時間割上
の制約から原則としてできません。ただし，主に再履修者を対象として（新規履修者も含む）山鼻校舎にお
いても一部の一般教育科目は開講しています。しかし山鼻校舎で開講されている一般教育科目は数が少な
く，年度によっては開講科目も異なりますので，新年度の時間割で確認して下さい。

英語科目については⚑・⚒年次に開講されています。一部の科目については主に再履修者を対象として（新
規履修者も含む）山鼻校舎においても開講しています（時間割参照）。

英語以外の外国語科目については⚑～⚔年の各年次にわたって開講されています。ただし⚓・⚔年次に開講
されている外国語科目は豊平校舎での受講となります。一部の科目については主に再履修者を対象として
（新規履修者も含む）山鼻校舎においても開講しています（時間割参照）。
体育実技は⚒年次以降でも豊平校舎で受講できます。
数学関係の科目や各種セミナーの受講を考えている人は注意事項がありますので⽝履修の手引⽞のⅢ・Ⅳを
必ず読んで下さい。

⚑学期に履修登録すると⚒学期に履修訂正（追加・削除）できない科目がありますので注意して下さい（⽝履
修の手引⽞の⽛履修登録⽜の項参照）。

外国人留学生・帰国生徒には日本語関係の⽛留学生科目⽜が用意されています。これらの科目の修得単位は
一般教育科目に算入することができます。

工学基礎科目 すべて選択科目（⽛表－⚒ 工学基礎科目⽜参照）

⚑・⚒年次に開講されています。やや高度な数物系科目です。⚑年次に開講されている科目については主に
再履修者を対象として（新規履修者も含む）山鼻校舎においても開講しています。詳細はこの冊子の⽛Ⅱ．
授業科目と担当者一覧表⽜で確認して下さい。
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⚔．建築学科開講科目一覧表

表－⚑ 一般教育科目
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
基盤科目
言語
英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ※ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ※ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ※ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ※ 1 1
英語コミュニケーションⅠ※ 1 1
英語コミュニケーションⅡ※ 1 1
英語コミュニケーションⅢ※ 1 1
英語コミュニケーションⅣ※ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ※ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ※ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2
ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2
中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2
身体
健 康 と ス ポ ー ツ の科学Ⅰ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅰ Ｂ 1 1
体 育 実 技 Ⅱ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅱ Ｂ 1 1
体 育 実 技 Ⅲ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅲ Ｂ 1 1
体 育 実 技 Ⅳ Ａ 1 1
体 育 実 技 Ⅳ Ｂ 1 1
情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 56 40 40 20 156

※2015年度以前入学者は英語講読Ⅰ～Ⅳを英語リーディング
Ⅰ～Ⅳに，オーラルコミュニケーションⅠ～Ⅳを英語コミュ
ニケーションⅠ～Ⅳに，ライティング初級Ⅰ，Ⅱを英語ライ
ティングⅠ，Ⅱに読み替える。
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○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学
自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2
文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2
社会科学
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2
地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅰ 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2
自然科学
環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅠ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2
北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2
教養科目
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 136 8 144

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キ ャ リ ア・ガ イ ダ ン ス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

表－⚒ 工学基礎科目
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
数物系
線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2
線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2 2
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
代 数 学 序 論 2 2
代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 序 論 2 2

計 14 10 24
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表
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⚓
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専門教育科目 （⽛表－⚓ 専門教育科目⽜参照） 必修科目に注意

専門教育科目は空間デザイン系，環境デザイン系，システムデザイン系，専門共通から構成されています。
履修の仕方は進級・卒業要件を満たせば自由ですが，建築士の資格取得をめざしている人は後に記載する⽛建
築士試験の受験資格について⽜をよく読んで履修して下さい。履修の仕方によっては一級建築士試験の受験
資格が得られない場合があります。

⚕．⚑年次から⚒年次への進級要件について（2013年度～2016年度入学者の場合）

⚑年次から⚒年次への進級要件は次のようになっています。

⚑年次から⚒年次に進級するためには，⚑年次に配当されている一般教育科目・工学基礎科目・専門教
育科目から合計30単位以上を修得しなければならない（工学部規則第13条）。

⚑年次に配当されている科目については⽝履修の手引⽞の⽛表－⚑⽜⽛表－⚒⽜⽛表－⚓⽜，または⽝学生便覧⽞
を参照して下さい。なお30単位の内容には特に制限を設けていません。要件を満たさない場合は⚑年次に留め
置きとなります。毎年，⚑割程度の人が留め置きとなっています。

⚖．卒業要件について（2013年度～2016年度入学者の場合）

建築学科の卒業要件は以下のようになっています（工学部規則第14条）。

建築学科にあっては，学部長が教授会の議を経て次の各号に定める単位の修得を認定した者に，学長が
卒業を許可します。
⑴ 専門教育科目82単位以上
⑵ 一般教育科目，工学基礎科目及び専門教育科目合計124単位以上

なお上記の⽛⑴専門教育科目82単位以上⽜については，さらに次のように定められています（ただし2013年
度～2016年度入学者の場合）。

⑴ 必修科目37単位
⑵ 選択科目45単位以上

以上の要件をまとめると次のようになります。

建築学科の卒業要件（2013年度～2016年度入学者の場合）
一般教育科目

工学基礎科目

⎫⎜⎬⎜⎭
すべて選択科目

⎫
⎜
⎜⎜
⎬
⎜⎜
⎜
⎭

合計124単位以上

専門教育科目
⎧⎜⎨⎜⎩

必修科目……37単位

選択科目……45単位以上

⎫⎜⎬⎜⎭
82単位以上

⚗．卒業見込証明書の発行条件について

建築学科では⽛卒業見込証明書⽜（就職活動で求められることが多い）の発行条件を次のように定めています。

⚓年次終了時に合計100単位以上を修得していること。

この100単位の内容には特に制限を設けていません。⚓年次終了時に100単位未満の場合はキャリア支援セン
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ター窓口で相談して下さい。

⚘．各授業科目と講義概要に関する注意

一部の選択科目では授業を行う教室等の施設・設備の制約から履修者を制限している場合があります。また
外国語科目や専門教育科目のなかには，ある特定の科目を前もって履修しておかなければ履修出来ない場合も
あります。事前に⽝講義概要⽞や講義初回のガイダンスで確認して下さい。

⚙．履修計画の目安

卒業に必要な単位数は124単位以上ですから，単純に⚑年間の必要単位数を計算すると124÷4＝31単位とな
ります。しかし⚔年次になると就職活動や卒業研究で多くの時間がとられ，また時間割の関係で下級年次の科
目を再履修することができない場合もあります。そのため単位は⚑～⚓年次で多めに修得しておいた方がよい
でしょう。各年次にどの程度の単位数を修得しておけばよいのか目安を整理します。
卒業するためには総単位数124単位以上，そのうち専門教育科目82単位以上が必要です。したがって残り42
単位以上を一般教育科目・工学基礎科目・専門教育科目から取ることになります。しかし，⚒年次以降に山鼻
校舎で開講される一般教育科目は非常に数が少なくなっています。そのため一般教育科目は⚑年次のうちに多
めに取っておいた方がよいでしょう。目安として⚑年次終了時点では，一般教育科目と工学基礎科目とを合わ
せて30単位以上，さらに専門教育科目を15単位以上の修得となります。すなわち⚑年次終了時点で総単位数45
単位以上を修得しておくとよいでしょう。そして⚒年次終了時点では85単位以上，⚓年次終了時点では125単
位以上，⚔年次卒業時点では135単位以上を目安にするとよいでしょう。
ただし履修科目をあまり多くすると予習・復習の時間が十分にとれず，結果として不合格になる科目が多く

なることも考えられます。また⽛不可⽜や⽛欠⽜の数が多くなるとGPAも下がります。ただしGPAは進級・卒
業要件とは無関係です。しかし，履修届を出した科目は着実に単位を取るようにして下さい。なお⚑学期・⚒
学期ともに履修届の訂正（追加・削除）期間がありますので，その際に履修科目の調整ができます。ただし⚒
学期に履修訂正できない科目もありますので⽝履修の手引⽞の⽛履修登録⽜の項を参照して下さい。
〈履修科目の目安〉
⽛建築⽜は単なる技術ではなく人間生活全般とかかわり，人の命を預かるものです。したがって⽛一般教育科
目⽜は幅広い分野にわたって履修しておくことが望まれます。
将来の進路や就職について考えるためには⽛キャリアガイダンス⽜という科目が参考になります。数学が苦

手な人は⽛数学概論Ⅰ⽜を履修しておいて下さい。一方，数学・物理が得意な人には⽛工学基礎科目⽜が用意
されています。⚑年次に開講されている専門教育科目（⚘科目）については，いずれも基礎的・入門的内容な
ので，将来どのような分野に進むにせよ履修しておく方がよいでしょう。なお⽛専門教育科目⽜に分類されて
いる⽛確率統計⽜⽛解析学序論⽜⽛解析学Ⅰ⽜⽛解析学Ⅱ⽜⽛数理統計学⽜の各科目は教職（⽛数学⽜）用の科目で
す。注意して下さい。教員免許取得をめざしている人は，この冊子の⽛数学受講者に向けてのガイド⽜や教職
のためのガイダンスに従って履修して下さい。
次に，上級年次において構造力学や建築振動論などのシステムデザイン系の科目を重点的に勉強しようと考

えている人は⽛一般教育科目⽜の⽛数学概論Ⅰ⽜⽛物理学概論Ⅰ⽜，⽛工学基礎科目⽜の⽛線形代数学Ⅰ⽜⽛微分
積分学Ⅰ⽜を履修しておくことが望ましいでしょう。さらに余力があれば⽛一般教育科目⽜の⽛物理学概論Ⅱ⽜，
⽛工学基礎科目⽜の⽛微分積分学Ⅱ⽜⽛物理学Ⅰ⽜⽛物理学Ⅱ⽜，⽛専門教育科目⽜の⽛確率統計⽜などを履修して
おくとよいでしょう。また上級年次において環境デザイン系の科目を重点的に履修しようとする人は⽛一般教
育科目⽜の中の環境系の科目を履修しておくことが望ましいでしょう。デザインに興味がある人は⽛デザイン
セミナーⅠ⽜⽛デザインセミナーⅡ⽜を履修するとよいでしょう（セミナー申込については，この⽝履修の手引⽞
のⅣ⽛工学部⚑年次一般教育のセミナーについて⽜を読んで下さい）。
なお2012年度以降の入学者から試験の合格最低点が60点となっています。講義へは必ず出席するとともに，

試験の準備は早めにすることが大切です。また卒業後，一級建築士や二級建築士の資格を取得するためには，
必ず履修しておかなければならない専門科目が各分野にまんべんなくあります。これについては10．⽛建築士
試験の受験資格について⽜を参考にして下さい。
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10．建築士試験の受験資格について（2013年度～2016年度入学者用）

本学科は選択科目が多く，自由度の高いカリキュラムが特徴ですが，一級建築士や二級建築士をめざす人は，
2009年度（平成21年度）入学生から建築士試験制度が変更され，建築学の各分野の指定科目（国土交通省が指
定した科目。次の⽛指定科目一覧表⽜参照）を一定単位数以上修得しなければ受験資格が得られないので注意
して下さい。
建築士試験を受ける人は⽛指定科目一覧表⽜の⽛二級・木造⽜，⽛一級⽜欄の（ ）内に示す単位数以上を

指定科目の中から修得して下さい。そして一級建築士試験を最短の実務経験⚒年で受験するためには，表の①
～⑨の各分野の必要単位数を満たし（一分野でも欠けると受験資格がありません），かつ①～⑩の合計が60単位
以上になるように履修して下さい（50単位～60単位未満の場合は実務経験年数が⚓年必要になります）。一方，
二級・木造建築士試験を最短の実務経験⚐年で受験するためには，表の①，②～④，⑤～⑦，⑧，⑨の各分野
の単位数を満たし（一分野でも欠けると受験資格がありません），かつ①～⑩の合計が40単位以上になるように
履修して下さい。ただし2013年度以降の入学者の場合は，本学科の卒業要件さえ満たせば自動的に二級・木造
建築士試験の受験資格が得られるカリキュラムになっています。
なお専門教育科目の中には，建築士受験資格取得の指定科目に該当しない科目がありますので注意が必要で

す。例えば空間・環境デザイン入門，構造・材料デザイン入門，造形演習，インターンシップ，卒業研究その
他は指定科目に該当しません。また⽛数学⽜の教職用の⚕科目（確率統計，解析学序論，解析学Ⅰ，解析学Ⅱ，
数理統計学）も，専門教育科目に分類されていますが指定科目ではありません。指定科目は⽛指定科目一覧表⽜
に記載されている60科目です。なお二級建築士試験に合格後，一級建築士試験を学歴（指定科目の履修）によ
らず⽛二級建築士としての実務経験⽜のみで受験する場合には⚔年の実務経験が必要です。したがって初めか
ら一級建築士の受験資格を満たすように履修した方がよいでしょう（実務経験⚒年で受験できます）。また一
級建築士の受験資格は⚓年次終了時までには満たしておく方がよいでしょう。
繰り返しますが，最も重要な点は各分野（①～⑨）毎に必要な単位数を満たすことと①～⑩の合計を60単位

以上にすることです。選択科目でも油断せず，取りこぼしがないよう着実に単位を修得して下さい。下級年次
に落とした科目を上級年次になって再履修しようとしても，時間割が重なって履修できない場合があります。
単位はできるだけ開講年次に修得しておくことが重要です。そして指定科目の修得単位数は必ず学期毎に
チェックし，不足のないようにして下さい。単位数が不足している場合には，履修登録後でも，決められた訂
正期間内であれば追加登録できます。
なお建築士試験の受験を申込む際には，所定の単位を修得したことを証明する⽛指定科目修得単位証明書・

卒業証明書⽜（本学発行）を添えて申し込みます。また建築士試験の受験資格は，上記指定科目制による他，実
務経験年数による場合，あるいは国土交通大臣や知事によって認められる場合などがあります。これらの詳細
や実務経験の内容・受験申込方法・時期などについては⽛建築技術教育普及センター⽜のホームページを見る
か，センターに直接問い合わせて下さい。受験申込時期については，平成28年度の場合は，二級・木造建築士
試験は⚓月から，一級建築士試験は⚔月からでした。
●2009年度以降の入学者は⽛一級建築士試験⽜⽛二級建築士・木造建築士試験⽜の受験申し込みをする際⽛指定
科目修得単位証明書・卒業証明書⽜が必要です。この証明書を入手するには，本学の証明書自動発行機，ま
たはホームページの⽛学生生活⽜→⽛各種証明書の発行⽜から⽛証明書申込用紙⽜を入手し，必要事項を記
入のうえ工学部事務に提出して下さい（⚑部200円）。発行は卒業式以降になりますが，所定の期間に予約す
れば卒業式の日に受け取ることができます。また郵送により申し込むことも可能です。証明書の予約方法・
発行日等については掲示でお知らせします。

●一級建築士試験の受験のために必要な⽛実務経験⽜の内容については建築技術教育普及センターのホームペー
ジに具体例が示されています。なお二級建築士試験は，本学の場合，実務経験なしで受験できます。

●受験資格は卒業しなければ得られません。
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2013年度～2016年度入学者用⽛指定科目一覧表⽜（受験資格要件)
指定科目の分類
（必要な単位数） 指定科目に該当する本学の開講科目

⚒級・木造 ⚑級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

①建築設計製図
（⚕単位以上）

①建築設計製図
（⚗単位以上）

建築製図演習 2 必修 2
空間デザイン演習Ⅰ 2 必修 4
空間デザイン演習Ⅱ 3 必修 4
空間デザイン演習Ⅲ 3 選択 4
空間デザイン演習Ⅳ 4 選択 4
建築CAD演習 3 選択 2

②～④
建築計画，建築
環境工学又は建
築設備
（⚗単位以上）

②建築計画
（⚗単位以上）

建築計画Ⅰ 2 必修 2
建築計画Ⅱ 3 必修 2
建築計画Ⅲ 3 選択 2
都市計画 3 選択 2
日本建築史 2 選択 2
西洋建築史 2 選択 2
空間デザイン 1 選択 2
インテリアデザイン 3 選択 2
空間リノベーション 4 選択 2
都市環境デザイン 4 選択 2

③建築環境工学
（⚒単位以上）

建築環境基礎 2 必修 2
建築環境計画Ⅰ 2 選択 2
建築環境計画Ⅱ 3 選択 2
建築環境計画演習Ⅰ 2 選択 1
建築環境計画演習Ⅱ 3 選択 1
環境計測演習 4 選択 2
北方建築 1 選択 2

④建築設備
（⚒単位以上）

設備概論 2 必修 2
建築設備システム 3 選択 2

⑤～⑦
構造力学，建築
一般構造又は建
築材料
（⚖単位以上）

⑤構造力学
（⚔単位以上）

構造デザイン 1 選択 2
構造力学基礎Ⅰ・演習 2 必修 3
構造力学基礎Ⅱ・演習 2 必修 3
構造力学応用Ⅰ・演習 3 選択 3
構造力学応用Ⅱ・演習 3 選択 3
建築振動論 4 選択 2
構造解析 4 選択 2

⑥建築一般構造
（⚓単位以上）

建築一般構造 2 必修 2
鉄筋コンクリート構造 3 選択 2
鉄筋コンクリート構造演習 3 選択 1
鋼構造 3 選択 2
鋼構造演習 3 選択 1
木造建築 3 選択 2
構造設計法 3 選択 2

⑦建築材料
（⚒単位以上）

建築材料 2 選択 2
建築仕上材料 2 選択 2
建築材料実験 3 必修 1
コンクリート工学 4 選択 2
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指定科目の分類
（必要な単位数） 指定科目に該当する本学の開講科目

⚒級・木造 ⚑級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

⑧建築生産
（⚑単位以上）

⑧建築生産
（⚒単位以上）

建築生産 3 必修 2
建築施工 4 選択 2
品質管理 3 選択 2
建築経済 3 選択 2

⑨建築法規
（1単位以上）

⑨建築法規
（1単位以上）

建築法規 3 必修 2

⑩その他
（適宜）

⑩その他
（適宜）

建築図学 1 選択 2
空間デザイン演習基礎 2 選択 2
防災計画 4 選択 2
建築デザイン論 3 選択 2
庭園文化論 3 選択 2
建築環境計画Ⅲ 3 選択 2
雪氷学 4 選択 2
建築地球環境学 4 選択 2
測量学 3 選択 3
建築プレゼンテーション 2 選択 2
技術者倫理 3 選択 2
工芸デザイン 2 選択 2

実務経験⚐年で
受験するために
は以上の各分野
の単位数を満た
す他，合計40単
位以上が必要。

実務経験⚒年で
受験するために
は以上の各分野
の単位数を満た
す他，合計60単
位以上が必要。
50～59単位の場
合は⚓年の実務
経験が必要。

注…建築士の試験は学科試験と設計製図試験によって行われます。学科試験は主に以下のような分野から出題
されます。ただし出題分野や試験の合格基準は毎年少しずつ変わります。詳細は建築技術教育普及セン
ターのホームページで確認して下さい。過去問も掲載されています。

●一級建築士の学科試験の主な出題分野
学科Ⅰ…建築計画，建築積算等
学科Ⅱ…環境工学，建築設備等
学科Ⅲ…建築法規等
学科Ⅳ…構造力学，鉄筋コンクリート，鋼構造，建築一般構造，建築材料等
学科Ⅴ…建築生産，施工，各部工事等

●二級建築士の学科試験の主な出題分野
学科Ⅰ…建築計画，環境，設備等
学科Ⅱ…建築法規等
学科Ⅲ…構造力学，一般構造，建築材料等
学科Ⅳ…建築生産，施工，各部工事等



（注）授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な
学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学
修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に
必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とすることができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，原則，各曜日とも⚕時限で授業時間割が組まれています（学生便
覧参照のこと）。毎週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で原則として
15週（曜日によっては，これよりも多くなる場合や，行事により曜日を振替える場合もあります。）の授業を受け
た場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。さらに，その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単
位，⽛外国語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。また，例えば⚒時限連続して授業が行
われる場合には，一つの学期の通算の授業時間は⚒×⚒時間×15週＝60時間となります。さらに，その授業が
⽛実験⽜の場合には60時間／45時間＝1.33単位となりますが，端数は切り捨てられ⚑単位として計算されます。
●工学部規則第⚔条により，
①外国語科目については，以下のことが定められています。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ，世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

ただし，これらの授業科目は，一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので通算の授業時間は30
時間となり，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間はやはり30時間
ですが，すべて⚑単位として計算されます。
なお，より詳細な各科目毎の単位数については⽛建築学科開講科目一覧表⽜を参照してください。

②専門科目の演習科目については，以下のことが定められています。

演習科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

空間デザイン演習Ⅰ～Ⅳ

上記の科目は，一つの学期で毎週⚒回（⚒時限）の授業が行われるので通算の授業時間は60時間となり，⚔
単位として計算されます。
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Ⅰ教 育 課 程
【電子情報工学科】
2012年度(平成24年度)以降入学者





電子情報工学科の教育
教育理念

電子情報工学科は，電子工学と情報工学に関する基礎から応用に至る幅広い教育と研究を通して，自然環境
にも配慮した科学技術の発展に熱意を持って取り組む，高度な専門能力を備えた創造性豊かな人材の育成を目
指す。

教育目的

豊かな素養と基礎的な学力を身につけるための⽛基盤⽜，⽛教養⽜，⽛体験型⽜の科目群からなる一般教育科目，
ならびに基礎数物系，応用数物系，電子系，情報系，応用系の⚕系列の専門科目をバランスよく配置した教育
体系を展開し，ハードウェアとソフトウェアの両方に精通した技術者を育成する。講義，演習などに加えて，
実験，実習，卒業研究などの実践的な少人数教育を通して，基礎学力，基礎技術，専門技術，そして優れた問
題解決能力と高い倫理性を備えた自律的な技術者を育成する。

電子情報工学科 教育プログラム

電子情報工学科では，以下のＡ～Ｇの区分に対して学習・教育目標を設定し，⚔年間で修得する科目の位置
付けを明確にしています。
Ａ．地球的視点から多方面に物事を考える能力とその素養
Ｂ．技術の社会および自然に及ぼす影響・効果に関する理解力や責任など，技術者として社会に対する責任を

自覚する能力（技術者倫理）
Ｃ．数学，自然科学，情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
Ｄ．該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力

⑴ プログラムの目標実現に必要な基礎となる数理法則と物理原理に関する理論的知識（専門に関する基
礎学力）

⑵ プログラムの目標に適合する実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察し，かつ説
明する能力（実験の計画遂行能力）

⑶ プログラムの目標に適合する課題を専門知識，技術を駆使して探求し，組み立て，解決する能力（与
えられた専門課題を解決する能力）

⑷ プログラムの示す領域において，技術者が経験する実際上の問題点と課題を理解する能力（専門的課
題の設定能力）

Ｅ．種々の科学・技術・情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
Ｆ．日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議などのコミュニケーション能力および国際的に適用する

コミュニケーション基礎能力
Ｇ．変化に対応して自主的，継続的に学習できる能力
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区分 学習・教育目標 関連する科目
Ａ 地球上で生活する人間の諸課題を，文化，歴史，言語，科学などの視点か

ら多面的に理解し，考える能力を養う。
〈一般教育科目〉
［基盤］科目群
［教養］科目群
［体験型］科目群

Ｂ ［教養]科目の中の環境に関す
る科目群を通して，電子情報
工学の社会および自然に及ぼ
す影響・効果に関する理解力
を深めるとともに，⽛工学倫
理⽜を通して技術者として社
会に対する責任を自覚する能
力を養う。（技術者倫理）

Ｂ－⚑ 人類が健全に生存するための地球
環境に関する基礎知識の習得と電子情報技
術者として環境を保全する責務を考える力
を養う。

〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛環境生物科学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛物質科学⽜，⽛物質
環境科学⽜，⽛地球科学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛宇宙科学
Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛地球環境セミナーⅠ・Ⅱ⽜，⽛宇
宙科学セミナーⅠ・Ⅱ⽜，⽛環境生物科学セ
ミナーⅠ・Ⅱ⽜，⽛化学セミナーⅠ・Ⅱ⽜

Ｂ－⚒ 電子情報技術者として，専門技術
の研究，開発，実施において，全人類社会
の幸福と福祉に貢献し，また，地球資源の
有効利用において技術者の責任を自覚し，
環境にも配慮する倫理観を身につけ，考え
る能力を養う。

〈専門科目〉
［応用系］科目
⽛工学倫理⽜
〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛倫理学Ⅰ・Ⅱ⽜

Ｃ 〈一般教育科目〉［教養］，［基
盤］科目の数学，物理，情報
に関する科目，および〈専門
科目〉［基礎数物系］，［応用数
物系］科目，ならびに⚑，⚒
年次の［電子系］，［情報系］
の科目などを通して，数学，
物理，電子工学，情報工学の
基礎知識を習得するとともに
⽛計算機実習⽜，⽛電子情報工
学実験⽜，⽛プロジェクト実習⽜
を通して基礎力を養う。

Ｃ－⚑ 線形代数学，微分積分学などを通
して数理法則の基礎概念と一般的法則を理
解するとともに，応用数学，数理工学など
において具体的な数学的課題を解決する能
力を身につける。

〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛数学概論Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛数学セミナーⅠ・Ⅱ⽜
〈専門科目〉
［基礎数物系］科目
⽛線形代数学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛微分積分学Ⅰ・Ⅱ⽜，
⽛幾何学序論⽜，⽛幾何学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛確率統計⽜，
⽛数理統計学⽜，⽛代数学序論⽜，⽛代数学Ⅰ・
Ⅱ⽜，⽛解析学序論⽜，⽛解析学Ⅰ・Ⅱ⽜
［応用数物系］科目
⽛応用数学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛数理工学⽜，⽛数値解析
Ⅰ・Ⅱ⽜

Ｃ－⚒ 自然科学に関する基礎的知識を身
につけ，自然界を支配する基本的法則や現
象を理解し，電子情報工学を広い視点で理
解する基礎的能力を養う。

〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛物理学概論Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛自然科学特別講義⽜
〈専門科目〉
［基礎数物系］科目
⽛物理学Ⅰ・Ⅱ⽜
［応用数物系］科目
⽛工業物理学⽜

Ｃ－⚓ 電気・電子に関する基礎理論を習
得するとともに，電子情報工学実験を通し
て電気・電子現象を具体的に理解するため
の基礎技能を身につけ，課題を解決する能
力を養う。

［電子系（⚑，⚒年次）］科目
⽛電子工学基礎Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛電気回路基礎⽜，
⽛電気回路Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛電気磁気学Ⅰ・Ⅱ⽜，
⽛電子回路Ⅰ⽜，⽛電子物性⽜，⽛固体電子工
学⽜，⽛電子情報工学実験Ⅰ⽜

Ｃ－⚔ 情報処理技術の基礎的な知識を習
得するとともに，計算機実習を通してコン
ピュータリテラシーを含む基本的な情報処
理能力を身につける。

〈一般教育科目〉
［基盤］科目
⽛コンピュータ科学⽜，⽛情報技術論⽜，⽛情報
と社会⽜
〈専門科目〉
［情報系（⚑，⚒年次）］科目
⽛情報工学基礎Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛情報リテラシー演
習⽜，⽛プログラミング序論⽜，⽛計算機アー
キテクチャⅠ・Ⅱ⽜，⽛オペレーティングシ
ステム⽜，⽛計算機言語学Ⅰ⽜，⽛計算機実習
Ⅰ・Ⅱ⽜

Ｄ ⚓年次以降の［電子系］，［情
報系］および［応用系］科目
を通して，電子情報技術者に
とって必要な専門的基礎知識
を習得する。さらに，⽛計算
機実習⽜，⽛電子情報工学実
験⽜，⽛プロジェクト実習⽜，⽛卒
業研究⽜を通して，応用能力
と問題解決能力を養う。

Ｄ－⚑ 電子系科目の基礎理論の知識に基
づき，エレクトロニクスに関する専門的な
知識を習得し，エレクトロニクスに関連し
た問題を解決するための応用能力を養う。

［電子系（⚓，⚔年次）］科目
⽛電子デバイス⽜，⽛論理回路⽜，⽛電子回路
Ⅱ⽜，⽛電気電子材料学⽜，⽛集積回路⽜，⽛光
エレクトロニクス⽜，⽛電子情報工学実験
Ⅱ⽜，⽛電波工学⽜，⽛プロジェクト実習⽜

Ｄ－⚒ 情報系科目の基礎知識に基づき，
情報処理技術に関する専門的な知識を習得
し，情報処理技術に関連した問題を解決す
るための応用能力を養う。

［情報系（⚓，⚔年次）］科目
⽛データ工学⽜，⽛情報理論⽜，⽛自然言語処
理⽜，⽛画像工学⽜，⽛計算機言語学Ⅱ⽜，⽛ア
ルゴリズム通論⽜，⽛知識情報工学⽜，⽛シス
テムとネットワーク⽜，⽛計算機実習Ⅲ⽜，⽛プ
ロジェクト実習⽜

Ｄ－⚓ 電子系および情報系科目の基礎理
論と知識に基づき，計測，制御，通信など
の分野における専門的な知識を習得し，そ
れらに関連した問題を解決するための応用
能力を養う。

［応用系］科目
⽛電子計測⽜，⽛光工学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛制御工学Ⅰ・
Ⅱ⽜，⽛通信工学通論⽜，⽛音響工学⽜，⽛電気
工学通論⽜，⽛情報通信システム⽜，⽛センサ
工学⽜，⽛システム工学⽜，⽛通信法規⽜，⽛卒
業研究⽜

Ｅ ⚓年次以降の⽛計算機実習⽜，⽛電子情報工学実験⽜，⽛プロジェクト実習⽜
および⽛卒業研究⽜などを通して，計算機プログラムの作成・実行や実験
の計画・遂行を自律しておこない，結果を工学的に考察し，まとめる能力
を養い，社会の要求を踏まえて課題を設定し解決できるデザイン能力を養
う。

〈専門科目〉
⽛計算機実習Ⅲ⽜，⽛電子情報工学実験Ⅱ⽜，⽛プ
ロジェクト実習⽜，⽛インターンシップ⽜，⽛卒
業研究⽜

Ｆ 一般教育科目の外国語，［人文科学］，［社会科学］，［北海道学］の科目群を
通して，多様な文化を学び，相手と正しく理解し合えるコミュニケーショ
ン能力を養う。国際的に交流するための基礎能力は複数の英語科目を通し
て学び，学術発表能力はプレゼンテーション技法とあわせて⽛卒業研究⽜
などで学ぶ。

〈一般教育科目〉
［基盤］科目
⽛外国語⽜科目群
［教養］科目
⽛人文科学⽜科目群，⽛社会科学⽜科目群，⽛北
海道学⽜科目群
〈専門科目〉
⽛基礎演習⽜，⽛卒業研究⽜，⽛プレゼンテーショ
ン⽜

Ｇ ⽛卒業研究⽜を通して，習得した専門知識と自らの判断能力を駆使して，直
面する研究テーマにねばり強く継続的に取り組む学習能力を養うととも
に，課題を解決し，それを説明するために自主的，継続的に学習する能力
を養う。

〈専門科目〉
⽛卒業研究⽜



―99―

電
子
情
報
工
学
科
開
講
科
目
系
統
図

区
分

⚑
年

⚒
年

⚓
年

⚔
年

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

⚑
学
期

⚒
学
期

一 般 教 育 科 目

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

身
体
情
報

教
養
科
目

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

北
海
道
学

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

体
験
型
科
目

留
学
生
科
目

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

（
山
鼻
校
舎
に
お
い
て
開
講
）

基
盤
科
目

言
語
（
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ
シ
ア
語
，

中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

（
豊
平
校
舎
に
お
い
て
開
講
）

基
盤
科
目

言
語
（
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ
シ
ア
語
，

中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

（
豊
平
校
舎
に
お
い
て
開
講
）

専 門 教 育 科 目

基 礎 数 物 系

線
形
代
数
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅰ

確
率
統
計

線
形
代
数
学
Ⅱ

微
分
積
分
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅱ

代
数
学
序
論

幾
何
学
序
論

解
析
学
序
論

微
分
積
分
学
Ⅱ

幾
何
学
Ⅰ

数
理
統
計
学

代
数
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅰ

幾
何
学
Ⅱ

代
数
学
Ⅱ

解
析
学
Ⅱ

応 用

数 物 系
応
用
数
学
Ⅰ

工
業
物
理
学

応
用
数
学
Ⅱ

数
理
工
学

数
値
解
析
Ⅰ

数
値
解
析
Ⅱ

電 子 系

電
子
工
学
基
礎
Ⅰ

電
子
工
学
基
礎
Ⅱ

電
気
回
路
基
礎

電
気
回
路
Ⅰ

電
気
磁
気
学
Ⅰ

電
子
物
性

電
気
回
路
Ⅱ

電
気
磁
気
学
Ⅱ

固
体
電
子
工
学

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
デ
バ
イ
ス

電
子
回
路
Ⅱ

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

論
理
回
路

電
波
工
学

電
気
電
子
材
料
学

集
積
回
路

情 報 系

情
報
工
学
基
礎
Ⅰ

情
報
工
学
基
礎
Ⅱ

計
算
機
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
Ⅰ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
序
論

計
算
機
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
Ⅱ

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

計
算
機
言
語
学
Ⅰ

計
算
機
言
語
学
Ⅱ

画
像
工
学

シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

デ
ー
タ
工
学

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
通
論

自
然
言
語
処
理

情
報
理
論

知
識
情
報
工
学

応 用 系

電
子
計
測

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
光
工
学
Ⅰ

制
御
工
学
Ⅰ

通
信
工
学
通
論

工
学
倫
理

光
工
学
Ⅱ

制
御
工
学
Ⅱ

電
気
工
学
通
論

音
響
工
学

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

セ
ン
サ
工
学

シ
ス
テ
ム
工
学

通
信
法
規

実 験

実 習 等

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習

基
礎
演
習

計
算
機
実
習
Ⅰ

計
算
機
実
習
Ⅱ

電
子
情
報
工
学
実
験
Ⅰ
計
算
機
実
習
Ⅲ

電
子
情
報
工
学
実
験
Ⅱ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習

卒
業

研
究

自 由
科 目

数
学
演
習

物
理
学
演
習

太
字
：
必
修
科
目



進級および卒業要件・目標修得単位
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

以下の要件を満たした⚑年次学生は，⚒年次に進級することができます。この要件を満たさない場合は，⚑
年次に留め置きとなります。

⎧
⎨
⎩
一般教育科目……………14単位以上修得
専門教育科目 選択……⚖単位以上修得（基礎数物系及び自由科目を除く）

この単位数は，⽛⚑年次に修得しておく必要のある最低限の単位数⽜を元に設定しており，進級や卒業に向け
て安心できる単位数ではありません。したがって，後述の目標修得単位を元に慎重に履修計画を立てる必要が
あります。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

以下の要件を満たした⚓年次学生は，⚔年次に進級することができます。この要件を満たさない場合は，⚓
年次に留め置きとなります。

総単位数……90単位以上修得

90単位には自由科目の単位は含まれません。この単位数は，過去の例から⽛卒業の可能性が最低限残されて
いる⽜との判断から設定されています。しかし，90単位程度で進級した場合には，下級年次の科目を多数履修
しながら卒業研究を行うことになるので卒業要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。卒業見
込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意してください。

総単位数……100単位以上修得

100単位には自由科目の単位は含まれません。この単位数は，過去の例から⽛卒業の見込みがかなりある⽜と
の判断から設定されていますが，卒業を保証するものではありません。卒業見込証明書が発行されても，卒業
要件を満足しないために卒業できない場合があります。⚔年次の開始時に100単位未満であっても，⚔年次⚑
学期終了時に100単位以上を修得した場合は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。

⚔．卒業要件

電子情報工学科では，学部長が教授会の議を経て以下の単位の修得を認定した者に，学長が卒業を許可しま
す。

一般教育科目…………………22単位以上
（英語⚔科目⚔単位以上を含む）

専門教育科目
⎧
⎨
⎩
必修………54単位

⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

総計128単位以上
選択………44単位以上（基礎数物系を除く）

ほか全体から…………………⚘単位以上

卒業に必要な単位数に自由科目の単位は含まれません。
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⚕．目標修得単位

卒業に必要な単位数は128単位以上なので，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると128/⚔＝32単位と
なります。しかし，⚔年次開講の専門教育科目は，20単位（⚑学期14単位，⚒学期は通年の卒業研究のみ）し
かありません。⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く必要があります。さら
に128単位は，あくまで最低限の総単位数ですので，総単位数のみを見て機械的に履修することなく，余裕を見
ながら卒業に必要な各要件を満たしていく必要があります。一方，あまりに多くの科目を履修した場合には，
予習，復習の時間が十分に取れず，結果として不合格になる科目が多くなることも考えられるので，無理の無
い履修を勧めます。
一般に，⚑年次では専門科目基礎数物系の必須科目を履修するとともに，一般教育科目を多く履修すること

を勧めます。⚒・⚓年次では，専門教育科目や実験および実習の比重が高くなるため，多くの科目を履修する
ことは難しくなります。
電子情報工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置い

て履修計画を立ててください。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 15単位以上（英語⚒科目⚒単位を含む） 必修⚕科目10単位および基礎数物系を
除く選択⚗科目12単位以上 44単位以上

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 22単位以上（英語⚔科目⚔単位を含む） 60単位以上 82単位以上

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 22単位以上（英語⚔科目⚔単位を含む） 90単位以上 112単位以上
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履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，時間割が組まれています。毎週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑
時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で15回の授業があります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた
場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国
語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外国語科目については，さらに以下のことが定
められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間となり，
⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，すべ
て⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次で電子情報工学実験Ⅰ・Ⅱ，計算機実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，プロジェクト実習が⚒時限連続して行われ

ます。この場合の授業時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となりますが，各⚑単位です。また，
卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
各科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜で確認してください。

⚒．授業科目について

各年次に開講されている科目は，原則としてその年次に履修してください。上級年次の者は，下級年次に開
講されている科目を履修できますが，下級年次の者は，上級年次に開講されている科目を履修することはでき
ません。
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必修科目は必ず履修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再
び履修しなければなりません。選択科目は，自由に選択し履修することができますが，各区分ごとに卒業に必
要な単位数が定められていますので注意してください。
各科目区分毎に，その概略と履修上の注意点を記すと以下のようになります。詳細は⽛授業科目と担当者一

覧⽜で確認してください。

一般教育科目 すべて選択科目（189科目，321単位）

外国語科目を除き⚑年次にすべて豊平校舎で開講されます。これらの科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同
じ科目が開講され，どちらを履修しても良い場合があります。ただし，両方をともに履修することはできま
せん。

⚒年次に進級後，これらの科目を履修することは校舎が離れていることや授業時間割及び試験時間割の制約
上から，原則としてできません（体育実技を除く）。ただし，主に再履修（新規履修も含む）者を対象として，
山鼻校舎でも限られた一部の科目を開講しています。

英語科目については，⚑・⚒年次に開講されます。
英語以外の外国語科目として，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語が開講されます。
電子情報工学科では，⚑・⚒年次の各学期において⚑科目⚑単位以上の英語科目の履修が必要です。また，
卒業単位数（128単位以上）の中に英語⚔科目⚔単位以上を含んでいなければなりません。

英語以外の外国語科目は，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次に開講されています。ただし，⚓・⚔年次に開
講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目（27科目，54単位），選択科目（54科目，102単位）

⚑～⚔年次に開講されます。
専門教育科目は，⾉基礎数物系⾊，⾉応用数物系⾊，⾉電子系⾊，⾉情報系⾊，⾉応用系⾊，⾉実験実習等⾊の科目群か
らなっています。

⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後，これらの科目を
履修することは，校舎が離れていること，および時間割の制約上から，できませんので注意してください。

卒業研究は，通年で⚖単位です。
自由科目⚒科目⚒単位は，卒業単位数には含まれません。

⚓．その他の注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。これらの内容をよく読んで，
履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，実際の授業の進行状況によっては，
変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にしてください。なお，これらの授業科目のうち，一部の選択科
目ではその科目の内容によって，履修者を一定人数に制限している場合や，関連する科目を前もって履修して
おかなければ，その科目を履修できない場合があります。講義概要には，これらの点についても記載されてい
るので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，下級年次に開講される科目との関連に注意しなくてはいけない

科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度以降に履修予定の上級年次の科目の
講義概要についても，よく読んでおいてください。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初

の授業で履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合には，必ず出席して
ください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後に受講する場合の注意点や手続きの方法が記載されて
います。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
の単位を一般教育科目の単位に算入することができます。
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【生命工学科】
2017年度(平成29年度)以降入学者

教 育 課 程Ⅰ
Ⅰ
教
育
課
程

(⚒
⚐
⚑
⚗
生
命
)





生命工学科の教育・学習目標
Ⅰ 教育理念

生命工学科では，生命科学と情報工学のそれぞれの分野で活躍する専門技術者の養成に加え，両分野の専門
知識とスキルをあわせ持ち，生命と情報が融合した新分野の技術開発に積極的に資することのできる人材を社
会に輩出してゆくことを目指しています。そのため，両分野にまたがる高度な専門知識と工学基礎技術を修得
し，生命と情報に対する幅広い洞察力と生命・環境への高い倫理観を併せ持つ人材，既成概念にとらわれずに
新しい技術分野に積極的に挑戦することのできる人材を育成します。

Ⅱ 教育目標

⚑年次から⚒年次にかけ広く総合的な判断力や批判力を身につけるために学ぶ⽛一般教育科目⽜と，⚔年間
を通じ生命科学と人間情報工学分野を深く理解するために開講される⽛専門教育科目⽜の両者を，バランスよ
く修得できるカリキュラムを用意しています。一般教育科目では，言語科目や人文科学・社会科学・自然科学
分野の科目について，学生自身の知的好奇心に即した多様な講義の選択ができるようにしています。専門教育
は，生命科学系と人間情報工学系の講義ならびに実験・実習科目で構成されており，両分野の専門家として欠
くことのできない専門的基礎理論からより高度な専門課程へと，知識とスキルの両面で無理なく着実に学習が
展開できるよう配慮されています。また，生命科学と情報工学の両分野の実験・実習科目を必修科目として課
しており，生命と情報の⚒つの分野の専門技術を体得したユニークな人材を養成することを目指します。

Ⅲ 学習目標

⚑．分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち，最新バイオテクノロジーの開発に資する能力を習得する。
⚒．情報処理技術や人間工学に強い関心を持ち，高度な知的情報システムを設計・開発できる能力を習得する。
⚓．生命環境と人間情報分野に対する深い理解に基づき，未来世代に対する責任を意識した高い倫理観を醸成

する。
⚔．演習や実験・実習科目，卒業研究などを通して，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力，自

主性や協調性を養い，積極的にリーダーシップを発揮できる能力を習得する。
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生命工学科の進級・卒業要件と目標修得単位数
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

⚑年次に配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚑年次学生は⚒年次に進級することができます。こ
の条件を満たさない場合は⚑年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……28単位以上

［注］この単位数は，⽛⚑年次に豊平キャンパスで修得しておく必要のある最低限の単位数⽜です。余裕を持っ
て⚔年次への進級や卒業ができるように，後述の目標修得単位数を目指して履修計画を立てて下さい。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

⚓年次までに配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚓年次学生は⚔年次に進級することができま
す。この条件を満たさない場合は⚓年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……90単位以上

［注］この単位数の下限は，⽛卒業の可能性がぎりぎり残されている⽜と判断される単位数です。しかしながら，
90単位程度で進級した場合には，下級年次の授業科目を多数履修しながら卒業研究に取り組むことにな
りますので，卒業要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。

合計修得単位数……100単位以上

⚔年次開始時にこの条件を満たさずに卒業見込証明書の発行が受けられなかった場合でも，⚔年次⚑学期終
了時にこの条件を満たした場合には，その時点で卒業見込証明書の発行を受けることができます。

［注］卒業見込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意して下さい。その発行条件は，過
去の例に基づき⽛卒業の見込みがかなりある単位数⽜として設定されています。当然のことながら，卒業
見込証明書は卒業を保証するものではありません。証明書が発行されても，最終的に卒業要件を満足し
ないと卒業できません。

⚔．卒業要件

生命工学科の卒業要件は以下の通りです。この要件を満たした学生について，工学部長が工学部教授会の議
を経て単位の修得を認定し，学長が卒業を許可します。

修得単位数
⑴ 一般教育科目の言語⚒科目⚒単位以上
⑵ 専門教育科目80単位以上（必修12単位と選択必修29単位以上を含む）
⑶ 一般教育科目および専門教育科目の合計が124単位以上
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⚕．目標修得単位数

卒業に必要な単位数は124単位なので，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると124/4＝31単位となりま
す。しかしながら，⚔年次開講で修得可能な専門教育科目は13単位（⚑学期開講の⚗単位と通年開講の卒業研
究）しかありません。しかも，⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く必要が
あります。さらに，124単位はあくまで卒業に必要な最低限の単位数ですので，総単位数のみを見て機械的に履
修することなく，余裕を持って卒業に必要な各要件を満たしていきましょう。一方，⚑年間に履修できる単位
数の上限は60単位ですが，あまりに多くの科目を履修した場合には，予習，復習の時間が十分に取れず，結果
として不合格になることが多くなることも考えられるので，無理の無い履修を薦めます。
工学部では，⚑年次の教育は豊平キャンパスで，⚒年次以降の教育は山鼻キャンパスで行われます。そのた

め，⚑年次でしか履修できない科目があることに注意して下さい。例えば，専門教育科目では，⚑年次に選択
必修科目として生命工学総論，生命工学倫理，情報処理論，情報リテラシー演習の計⚗単位が開講されていま
す。これらは⚒年次以降には履修することができませんので，⚑年次のうちにすべて修得することを薦めます。
また，⚑年次では一般教育科目の選択肢が⚒年次以降に比べて格段に豊富です。その環境を活かして，人文科
学，社会科学，自然科学等の一般教育科目をバランス良く履修することを心がけてみて下さい。
生命工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置いて履

修計画をたてて下さい。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 24単位以上（言語⚒科目⚒単位を含む） 選択必修⚔科目⚗単位と選択⚙科目18
単位 50単位

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（言語⚒科目⚒単位を含む） 50単位 82単位

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（言語⚒科目⚒単位を含む） 84単位 116単位

⚔年次終了時
卒業要件に同じ
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授業科目履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，原則として各曜日とも⚕時限で授業時間割が組まれています。毎
週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で原則として15回の授業があ
ります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。
その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外
国語科目については，さらに以下のことが定められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの授業科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間とな
り，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，
すべて⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次でバイオテクノロジー実習とプログラミング実習が⚒時限連続して行われます。この場合の授業

時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となります。⽛実験⽜と⽛実習⽜については，45時間の授業
で⚑単位となりますから，これらの実験と実習の単位は小数点以下が切り捨てられて各⚑単位となります。ま
た，卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
詳細な科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜を参照して下さい。
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⚒．授業科目について

授業科目には，一般教育科目と専門教育科目という分類とは別に，重要度に応じて必修科目，選択必修科目，
選択科目の区別があります。詳しくは⽛生命工学科開講科目系統図⽜（p.108）をご覧下さい。必修科目は必ず履
修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再び履修しなければな
りません。選択必修科目は必修科目と同様に重要な科目です。卒業要件にある単位数（29単位以上）を履修し
修得しなければなりません。選択科目は自由に選択し履修することができる科目です。卒業に必要な単位数
（一般教育科目の言語⚒科目⚒単位以上，専門科目80単位以上，総修得単位数124単位以上）を満たすように履
修してください。
それぞれの授業科目には開講年次が設定されています。各年次に開講されている授業科目は，原則としてそ

の年次において履修することが推奨されます。上級年次生が，下級年次に開講されている授業科目を履修する
ことは時間割上問題が無ければ可能ですが，下級年次生は，上級年次に開講されている授業科目を履修するこ
とは出来ません。履修計画を立てる際には必要な科目・単位数だけでなく開講年次にも注意してください。
以下に一般教育科目と専門教育科目の概略と履修上の注意点を記します。詳細は⽛授業科目と担当者一覧⽜

で確認して下さい。

一般教育科目 すべて選択科目

豊平校舎で開講される一般教育科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同じ科目が開講され，どちらを履修して
も良い場合があります。ただし，両方をともに履修することは出来ません。

⚑年次に開講されている一部の授業科目については，山鼻校舎でも開講しています。
⚒年次に進級後に，豊平校舎で開校されている授業科目を履修することはキャンパスが離れていることや授
業時間割及び試験時間割の制約上から，原則としてできません（体育実技を除く）。

英語科目と英語以外の外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）科目は⚑・⚒年
次に開講されています。

生命工学科では，⚒科目⚒単位以上の英語または英語以外の外国語科目の履修が必要となります。
英語以外の外国語科目については，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されています。
ただし，⚓・⚔年次に開講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目および選択必修科目（28科目，53単位），選択科目（46科目，82単位）

⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されます。
⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後に，これらの授業
科目を履修することは，キャンパスが離れていること，および時間割の制約上から，出来ませんので注意し
てください。

卒業研究は，通年で⚖単位として実施されます。

⚓．履修の手引の各授業科目と講義概要の記載事項に関する注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。これらの内容をよく読んで，
履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，実際の授業の進行状況によっては，
変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にして下さい。なお，これらの授業科目のうち，一部の選択科目
ではその科目の内容によって，授業を行う教室等の施設，設備等の制約から履修者を一定人数に制限している
場合や，ある特定の別の関連する授業科目を前もって履修しておかなければ，その授業科目を履修できない場
合があります。講義概要には，これらの点についても記載されている場合があるので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，分野毎に上級年次に開講される授業科目との関連に注意しなく

てはいけない授業科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度に履修することに
なる上級年次の授業科目の講義概要についても，よく読んでおくことを薦めます。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初

の授業の時に担当者による履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合に
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は，必ず出席してください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後にセミナーを受講する場合の注意点や手続きの方法が

記載されています。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
を履修し，修得した単位を一般教育科目に算入することができます。
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【生命工学科】
2012年度(平成24年度)～2016年度(平成28年度)入学者

教 育 課 程Ⅰ
Ⅰ
教
育
課
程

(⚒
⚐
⚑
⚒
～
⚒
⚐
⚑
⚖
生
命
)





生命工学科の教育・学習目標
Ⅰ 教育理念

生命工学科では，生命科学と情報工学のそれぞれの分野で活躍する専門技術者の養成に加え，両分野の専門
知識とスキルをあわせ持ち，生命と情報が融合した新分野の技術開発に積極的に資することのできる人材を社
会に輩出してゆくことを目指しています。そのため，両分野にまたがる高度な専門知識と工学基礎技術を修得
し，生命と情報に対する幅広い洞察力と生命・環境への高い倫理観を併せ持つ人材，既成概念にとらわれずに
新しい技術分野に積極的に挑戦することのできる人材を育成します。

Ⅱ 教育目標

⚑年次から⚒年次にかけ広く総合的な判断力や批判力を身につけるために学ぶ⽛一般教育科目⽜と，⚔年間
を通じ生命科学と人間情報工学分野を深く理解するために開講される⽛専門教育科目⽜の両者を，バランスよ
く修得できるカリキュラムを用意しています。一般教育科目では，言語科目や人文科学・社会科学・自然科学
分野の科目について，学生自身の知的好奇心に即した多様な講義の選択ができるようにしています。専門教育
は，生命科学系と人間情報工学系の講義ならびに実験・実習科目で構成されており，両分野の専門家として欠
くことのできない専門的基礎理論からより高度な専門課程へと，知識とスキルの両面で無理なく着実に学習が
展開できるよう配慮されています。また，生命科学と情報工学の両分野の実験・実習科目を必修科目として課
しており，生命と情報の⚒つの分野の専門技術を体得したユニークな人材を養成することを目指します。

Ⅲ 学習目標

⚑．分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち，最新バイオテクノロジーの開発に資する能力を習得する。
⚒．情報処理技術や人間工学に強い関心を持ち，高度な知的情報システムを設計・開発できる能力を習得する。
⚓．生命環境と人間情報分野に対する深い理解に基づき，未来世代に対する責任を意識した高い倫理観を醸成

する。
⚔．演習や実験・実習科目，卒業研究などを通して，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力，自

主性や協調性を養い，積極的にリーダーシップを発揮できる能力を習得する。
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生命工学科の進級・卒業要件と目標修得単位数
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

⚑年次に配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚑年次学生は⚒年次に進級することができます。こ
の条件を満たさない場合は⚑年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……23単位以上（一般教育科目14単位以上と専門教育科目⚙単位以上を含む）

［注］この単位数は，⽛⚑年次に豊平キャンパスで修得しておく必要のある最低限の単位数⽜です。余裕を持っ
て⚔年次への進級や卒業ができるように，後述の目標修得単位数を目指して履修計画を立てて下さい。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

⚓年次までに配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚓年次学生は⚔年次に進級することができま
す。この条件を満たさない場合は⚓年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……90単位以上（一般教育科目のうち英語科目⚒科目⚒単位以上を含む16単位以上と専門
教育科目60単位以上を含む）

［注］この単位数の下限は，⽛卒業の可能性がぎりぎり残されている⽜と判断される単位数です。しかしながら，
90単位程度で進級した場合には，下級年次の授業科目を多数履修しながら卒業研究に取り組むことにな
りますので，卒業要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。

合計修得単位数……100単位以上

⚔年次開始時にこの条件を満たさずに卒業見込証明書の発行が受けられなかった場合でも，⚔年次⚑学期終
了時にこの条件を満たした場合には，その時点で卒業見込証明書の発行を受けることができます。

［注］卒業見込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意して下さい。その発行条件は，過
去の例に基づき⽛卒業の見込みがかなりある単位数⽜として設定されています。当然のことながら，卒業
見込証明書は卒業を保証するものではありません。証明書が発行されても，最終的に卒業要件を満足し
ないと卒業できません。

⚔．卒業要件

生命工学科の卒業要件は以下の通りです。この要件を満たした学生について，工学部長が工学部教授会の議
を経て単位の修得を認定し，学長が卒業を許可します。

修得単位数について，
⑴ 一般教育科目22単位以上 （英語⚒科目⚒単位以上を含む）
⑵ 専門教育科目70単位以上 （必修16単位と選択必修24単位以上を含む）
⑶ 一般教育科目および専門教育科目の合計が124単位以上
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⚕．目標修得単位

卒業に必要な単位数は124単位なので，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると124/4＝31単位となりま
す。しかしながら，⚔年次開講で修得可能な専門教育科目は13単位（⚑学期開講の⚗単位と通年開講の卒業研
究）しかありません。しかも，⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く必要が
あります。さらに，124単位はあくまで卒業に必要な最低限の単位数ですので，総単位数のみを見て機械的に履
修することなく，余裕を持って卒業に必要な各要件を満たしていきましょう。一方，⚑年間に履修できる単位
数の上限は60単位ですが，あまりに多くの科目を履修した場合には，予習，復習の時間が十分に取れず，結果
として不合格になることが多くなることも考えられるので，無理の無い履修を薦めます。
工学部では，⚑年次の教育は豊平キャンパスで，⚒年次以降の教育は山鼻キャンパスで行われます。そのた

め，⚑年次でしか履修できない科目があることに注意して下さい。⚑年次では専門科目の生命工学総論と情報
リテラシー演習Ⅰを必須に修得する必要がありますが，卒業に必要な数の一般教育科目を履修してしまうこと
も薦めます。⚒年・⚓年次では，専門教育科目や実験及び実習の比重が高くなるため，多くの一般教育科目を
履修することは難しくなります。
生命工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置いて学

習計画をたてて下さい。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 26単位以上（英語⚒科目⚒単位を含む） 必修⚒科目⚓単位および選択必修⚑科
目と選択⚙科目20単位 50単位

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（英語⚒科目⚒単位を含む） 50単位 82単位

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（英語⚒科目⚒単位を含む） 84単位 116単位

⚔年卒業時
卒業要件に同じ
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授業科目履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，原則として各曜日とも⚕時限で授業時間割が組まれています。毎
週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で原則として15回の授業があ
ります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。
その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外
国語科目については，さらに以下のことが定められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの授業科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間とな
り，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，
すべて⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次でバイオテクノロジー実習とプログラミング実習が⚒時限連続して行われます。この場合の授業

時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となります。⽛実験⽜と⽛実習⽜については，45時間の授業
で⚑単位となりますから，これらの実験と実習の単位は小数点以下が切り捨てられて各⚑単位となります。ま
た，卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
詳細な各科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜を参照して下さい。
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⚒．授業科目について

授業科目には，一般教育科目と専門教育科目という分類とは別に，重要度に応じて必修科目，選択必修科目，
選択科目の区別があります。詳しくは⽛生命工学科開講科目系統図⽜（p.118）をご覧下さい。必修科目は必ず履
修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再び履修しなければな
りません。選択必修科目は必修科目と同様に重要な科目です。卒業要件にある単位数（24単位以上）を履修し
修得しなければなりません。選択科目は自由に選択し履修することができる科目です。卒業に必要な単位数
（英語⚒科目⚒単位を含む一般教育科目22単位以上，専門科目70単位以上，総修得単位数124単位以上）を満た
すように履修してください。
それぞれの授業科目には開講年次が設定されています。各年次に開講されている授業科目は，原則としてそ

の年次において履修することが推奨されます。上級年次生が，下級年次に開講されている授業科目を履修する
ことは時間割上問題が無ければ可能ですが，下級年次生は，上級年次に開講されている授業科目を履修するこ
とは出来ません。履修計画を立てる際には必要な科目・単位数だけでなく開講年次にも注意してください。
以下に一般教育科目と専門教育科目の概略と履修上の注意点を記します。詳細は⽛授業科目と担当者一覧⽜

で確認して下さい。

一般教育科目 すべて選択科目

豊平校舎で開講される一般教育科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同じ科目が開講され，どちらを履修して
も良い場合があります。ただし，両方をともに履修することは出来ません。

⚑年次に開講されている一部の授業科目については，山鼻校舎でも開講しています。
⚒年次に進級後に，豊平校舎で開校されている授業科目を履修することはキャンパスが離れていることや授
業時間割及び試験時間割の制約上から，原則としてできません（体育実技を除く）。

英語科目と英語以外の外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）科目は⚑・⚒年
次に開講されています。

生命工学科では，⚒科目⚒単位以上の英語の履修が必要となります。
英語以外の外国語科目については，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されています。
ただし，⚓・⚔年次に開講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目および選択必修科目（24科目，49単位），選択科目（47科目，87単位）

⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されます。
⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後に，これらの授業
科目を履修することは，キャンパスが離れていること，および時間割の制約上から，出来ませんので注意し
てください。

卒業研究は，通年で⚖単位として実施されます。

⚓．履修の手引の各授業科目と講義概要の記載事項に関する注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。これらの内容をよく読んで，
履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，実際の授業の進行状況によっては，
変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にして下さい。なお，これらの授業科目のうち，一部の選択科目
ではその科目の内容によって，授業を行う教室等の施設，設備等の制約から履修者を一定人数に制限している
場合や，ある特定の別の関連する授業科目を前もって履修しておかなければ，その授業科目を履修できない場
合があります。講義概要には，これらの点についても記載されている場合があるので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，分野毎に上級年次に開講される授業科目との関連に注意しなく

てはいけない授業科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度に履修することに
なる上級年次の授業科目の講義概要についても，よく読んでおくことを薦めます。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初

の授業の時に担当者による履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合に
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は，必ず出席してください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後にセミナーを受講する場合の注意点や手続きの方法が

記載されています。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
を履修し，修得した単位を一般教育科目に算入することができます。
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Ⅱ 授業科目と担当者一覧表





⚔．工学基礎科目・専門教育科目

⑴ 【社会環境工学科】 129

⑵ 【建築学科】 149

⑶ 【電子情報工学科】 159

⑷ 【生命工学科】 169





4.⑴ 工学基礎科目【社会環境工学科 社会環境コース・環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野

必修○
選択
必修△

履修
コード

開
講
学
期
授 業 科 目

単

位
担 当 者

開
講
年
次

対象
クラス等 備 考

社会環境

⚑
群

△ △
21001

1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
陶山 大輔 1

21200 有馬研一郎 2

△ △
21003

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
陶山 大輔 1

21201 有馬研一郎 2

⚒
群

△ △
21005

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
杉村 徹 1

21202 黒田 匡迪 2

△ △
21203

1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
山本 隆範

2
Ｐ⚑

21204 有馬研一郎 Ｐ⚒

⚓
群

○
21008

1 物 理 学 Ⅰ 2
阿久津渉了 1

21110 羽部 千景 2
21010

2 物 理 学 Ⅱ 2
阿久津渉了 1

21111 羽部 千景 2
21112 1 物 理 学 Ⅲ 2 羽部 千景 2
21113 2 振動・波動工学 2 小幡 卓司 2

⚔
群

21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ － 1 環 境 統 計 学・演 習 1.5 － 2
△ － 2 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 － 2

⚒
群

－ 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 － 2
－ 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 － 2

⚓
群

21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
－ 1 解 析 学 Ⅰ 2 － 2
－ 2 解 析 学 Ⅱ 2 － 2

環
境
工
学
系

21068 1 環 境 工 学 序 論 2 余湖 典昭 1
－ 1 環 境 地 質 学 2 － 2
－ 2 保 全 生 態 学 2 － 2
－ 1 上 下 水 道 工 学 Ⅰ 2 － 3
－ 2 上 下 水 道 工 学 Ⅱ 2 － 3
－ 1 都 市 環 境 工 学 2 － 3
－ 2 環 境 計 測 学 2 － 3
－ 2 環 境 計 測 実 習 1 － 3
－ 1 景 観 工 学 2 － 4
－ 1 環 境アセスメント 2 － 3・4

水
工
系

○ － 1 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 － 2
○ － 2 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 － 2

－ 1 河 川 工 学 2 － 3
－ 1 防 災 工 学 2 － 2
－ 2 港 湾 工 学 2 － 3

計
画
・
設
計
・
維
持
管
理
系

○ － 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 － 2
○ － 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 － 3

－ 1 都 市 ・ 交 通 計 画 2 － 4
－ 1 道 路 工 学 2 － 3
－ 1 都 市 経 営 論 2 － 3
－ 2 建 設マネジメント 2 － 3
－ 2 社会基盤施設維持管理工学 2 － 3
－ 2 寒 冷 地 舗 装 工 学 2 － 3
－ 1 コンクリート構造設計演習 2 － 4

構
造
・
材
料
系

○ － 1 構 造 力 学 Ⅰ・演 習 3 － 2
○ － 2 構 造 力 学 Ⅱ・演 習 3 － 2

－ 1 構 造 解 析 学 2 － 3
○ － 2 コ ンクリート工学 2 － 2

－ 1 コンクリート構造工学 2 － 3
－ 2 地 震 工 学 2 － 3

○ － 1 地盤・構造材料実験 1 － 3

土
質
・
施
工
系

○ － 1 土 質 工 学 Ⅰ・演 習 3 － 2
○ － 2 土 質 工 学 Ⅱ・演 習 3 － 2

－ 2 地 盤 工 学 2 － 3
○ － 1 鋼 構 造 工 学 2 － 3

－ 2 橋 梁 工 学 2 － 3
－ 1 火 薬 学 2 － 4
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

専
門
総
合
系

○ 21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
○ － 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 － 2
○ － 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 － 2
○ － 2 測 量 学 Ⅰ 2 － 2
○ － 1 測 量 実 習 1 － 3

－ 1 測 量 学 Ⅱ 2 － 3
－ 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 － 3
－ 2 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 － 3
－ 1 技 術 英 語 2 － 3
－ 1 インターンシップＡ 1 － 3 実施期間⚑週間
－ 1 インターンシップＢ 2 － 3 実施期間⚒週間

○ － 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 － 3
○ － 2 プレゼンテーション 2 － 3
○ － 1 シビルエンジニアリングデザインセミナー 2 － 4
○ － 2 卒 業 研 究 6 － 4
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ － 1 環 境 統 計 学・演 習 1.5 － 2
△ － 2 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 － 2

⚒
群

－ 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 － 2
－ 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 － 2

⚓
群

21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
－ 1 解 析 学 Ⅰ 2 － 2
－ 2 解 析 学 Ⅱ 2 － 2

都
市
環
境
系

21068 1 環 境 工 学 序 論 2 余湖 典昭 1
24005 2 微 生 物 学 2 福井 学 1
－ 1 環 境 地 質 学 2 － 2
－ 2 保 全 生 態 学 2 － 2

○ － 2 環 境 計 測 学 2 － 3
○ － 2 環 境 計 測 実 習 1 － 3
○ － 1 上 下 水 道 工 学 Ⅰ 2 － 3

－ 2 上 下 水 道 工 学 Ⅱ 2 － 3
－ 1 環 境 評 価 論 2 － 2
－ 1 都 市 環 境 工 学 2 － 3
－ 1 景 観 工 学 2 － 4
－ 1 環 境アセスメント 2 － 3・4

都
市
情
報
系

○ － 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 － 2
○ － 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 － 2
○ － 1 デ ータ処理論実習 1 － 3

－ 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 － 3
○ － 2 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 － 3

－ 1 防 災情報システム 2 － 4

都
市
経
営
系

○ － 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 － 2
○ － 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 － 3

－ 2 住 民 参 加 論 2 － 2
－ 1 地 域 交 通 論 2 － 2
－ 1 都 市 経 営 論 2 － 3
－ 2 寒 地 政 策 論 2 － 3
－ 2 社 会 調 査 法 2 － 3
－ 1 都 市 ・ 交 通 計 画 2 － 4
－ 1 道 路 工 学 2 － 3

都
市
防
災
系

○ － 1 リスクマネジメント 2 － 3
－ 2 地 震 工 学 2 － 3
－ 1 寒 地・都 市 防 災 論 2 － 4
－ 1 河 川 工 学 2 － 3
－ 1 防 災 工 学 2 － 2
－ 2 コ ンクリート工学 2 － 2
－ 1 コンクリート構造工学 2 － 3
－ 1 鋼 構 造 工 学 2 － 3
－ 2 橋 梁 工 学 2 － 3
－ 2 地 盤 工 学 2 － 3
－ 1 地盤・構造材料実験 1 － 3
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

総
合
系

－ 1 構造の力学A・演習 1.5 － 2
－ 2 構造の力学B・演習 1.5 － 2
－ 1 流 れ 学 A ・ 演 習 1.5 － 2
－ 2 流 れ 学 B ・ 演 習 1.5 － 2
－ 1 基礎土質工学A・演習 1.5 － 2
－ 2 基礎土質工学B・演習 1.5 － 2

○ 21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
○ － 2 測 量 学 Ⅰ 2 － 2
○ － 1 測 量 実 習 1 － 3

－ 1 測 量 学 Ⅱ 2 － 3
－ 1 技 術 英 語 2 － 3
－ 1 インターンシップA 1 － 3 実施期間⚑週間
－ 1 インターンシップB 2 － 3 実施期間⚒週間

○ － 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 － 3
○ － 2 プレゼンテーション 2 － 3
○ － 1 シビルエンジニアリングデザインセミナー 2 － 4
○ － 2 卒 業 研 究 6 － 4
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4.⑴ 工学基礎科目【社会環境工学科 社会環境コース・環境情報コース 2012～2016年度入学者】

分野

必修○
選択
必修△

履修
コード

開
講
学
期
授 業 科 目

単

位
担 当 者

開
講
年
次

対象
クラス等 備 考

社会環境

⚑
群

△ △
21001

1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
陶山 大輔 1

21200 有馬研一郎 2

△ △
21003

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
陶山 大輔 1

21201 有馬研一郎 2

⚒
群

△ △
21005

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
杉村 徹 1

21202 黒田 匡迪 2

△ △
21203

1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
山本 隆範

2
Ｐ⚑

21204 有馬研一郎 Ｐ⚒

⚓
群

○
21008

1 物 理 学 Ⅰ 2
阿久津渉了 1

21110 羽部 千景 2
21010

2 物 理 学 Ⅱ 2
阿久津渉了 1

21111 羽部 千景 2
21112 1 物 理 学 Ⅲ 2 羽部 千景 2
21113 2 振動・波動工学 2 小幡 卓司 2

⚔
群

21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2012～2016年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

1
群

△ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ 21105 1 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 2 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 許士 達広 2

⚒
群

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21108 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 吉田 文夫 2
21109 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 吉田 文夫 2

⚓
群

21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2

環
境
系

21067 1 環 境 工 学 概 論 2 余湖 典昭 1
21154 1 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 2 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21150 1 環 境 基 礎 実 験 1

小野 丘
嵯峨 浩
余湖 典昭
齋藤 眞幸
前田 展希

3

21155 1 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 余湖 典昭 3
21156 2 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 余湖 典昭 3
21159 1 景 観 工 学 2 酒本 宏 3

21191 1 環 境 アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

水
工
系

○ 21140 1 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 許士 達広 2
○ 21142 2 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 嵯峨 浩 2

21160 1 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
21161 2 河 川 工 学 2 許士 達広 3
21199 1 防 災 工 学 2 許士 達広 2
21162 2 港 湾 工 学 2 中嶋 雄一 3

計
画
・
道
路
系

○ 21144 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21340 1 都 市 ・ 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 1 道 路 工 学 2 武市 靖 3
21221 1 国 際 寒 地 都 市 論 2 買買提力提甫 4

維
持
管
理
・
設
計
系

21165 2 建 設 マネジメント 2 武市 靖 3

21335 2 社会基盤施設維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

21168 2 寒 冷 地 舗 装 工 学 2 武市 靖 3
21334 1 コンクリート構造設計演習 2 高橋 義裕 4
－ 1 鋼構造工学設計演習 2 － 4 開講せず

構
造
・
材
料
系

○ 21134 1 構 造 力 学 Ⅰ・演 習 3 小幡 卓司 2
○ 21136 2 構 造 力 学 Ⅱ・演 習 3 小幡 卓司 2

21169 1 構 造 解 析 学 2 金澤 健 3
○ 21146 2 コ ン クリート工学 2 高橋 義裕 2

21170 1 コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 3
○ 21171 1 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3

21172 2 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21173 2 地 震 工 学 2 小幡 卓司 3

○ 21330 1 構 造 材 料 実 験 1
武市 靖
萬 隆 3

道路材料の部

高橋 義裕 コンクリートの部
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2012～2016年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

土
質
・
施
工
系

○ 21138 1 土 質 工 学 Ⅰ・演 習 3 小野 丘 2
○ 21139 2 土 質 工 学 Ⅱ・演 習 3 小野 丘 2

21174 2 地 盤 工 学 2 上浦 正樹 3
○ 21147 2 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21148 1 測 量 実 習 1 上浦 正樹
米谷 武志 3

21176 1 測 量 学 Ⅱ 2 上浦 正樹 3
21190 1 火 薬 学 2 吉田 英治 4

専
門
総
合
系

21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

○ 21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1

○
21130

1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
⚒年生

21131 ⚓・⚔年生

○
21132

2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
⚒年生

21133 ⚓・⚔年生
21177 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
21336 2 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 佐々木智彦 3

21178 1 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

○ 21331 1 プレゼンテーション 2

小野 丘
嵯峨 浩
高橋 義裕
武市 靖
余湖 典昭
山本 裕子

4

○

21701

1 シビルエンジニアリングデザインセミナー 2

武市 靖

4

21702 上浦 正樹
21703 高橋 義裕
21704 許士 達広
21705 余湖 典昭
21706 堂柿 栄輔
21707 嵯峨 浩
21708 小野 丘
21709 小幡 卓司
21710 山本 裕子

○

21901

2 卒 業 研 究 6

武市 靖

4

21902 上浦 正樹
21903 高橋 義裕
21904 許士 達広
21905 余湖 典昭
21906 堂柿 栄輔
21907 嵯峨 浩
21908 小野 丘
21909 小幡 卓司
21910 山本 裕子
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2012～2016年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ 21105 1 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 2 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 許士 達広 2

⚒
群

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21108 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 吉田 文夫 2
21109 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 吉田 文夫 2

⚓
群

21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2

都
市
環
境
系

21058 1 寒 冷 地 環 境 論 2 余湖 典昭 1
21154 1 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 2 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21129 2 環 境 計 測 学 2 余湖 典昭 2
21226 2 環 境 微 生 物 学 2 蘆立 徳厚 2

○ 21150 1 環 境 基 礎 実 験 1

小野 丘
嵯峨 浩
余湖 典昭
齋藤 眞幸
前田 展希

3

○ 21212 2 環 境 工 学 実 習 1 山本 裕子 3
21155 1 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 余湖 典昭 3
21156 2 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 余湖 典昭 3
21337 1 環 境 評 価 論 2 山本 裕子 3
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3
21259 1 景 観 工 学 2 酒本 宏 4

21191 1 環 境 アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

都
市
情
報
系

○ 21131 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21133 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21338 1 デ ー タ処理論実習 1 鈴木亜也子 3

21177 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
○ 21336 2 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 佐々木智彦 3

21220 1 防 災 情報システム 2 松岡 直基 4

都
市
経
営
系

○ 21144 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21227 2 住 民 参 加 論 2 田中 寿明 2
21135 2 地 域 福 祉 論 2 上浦 正樹 2
21218 1 都 市 経 営 論 2 髙宮 則夫 3
21213 2 寒 地 政 策 論 2 髙宮 則夫 3
21221 1 国 際 寒 地 都 市 論 2 買買提力提甫 4
21215 2 社 会 調 査 法 2 堂柿 栄輔 3
21340 1 都 市 ・ 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 1 道 路 工 学 2 武市 靖 3

都
市
防
災
系

○ 21339 1 リスクマネジメント 2 山本 裕子 3
21173 2 地 震 工 学 2 小幡 卓司 3

21222 1 寒 地・都 市 防 災 論 2 松澤 勝
浅野 基樹 4

21160 1 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
21161 2 河 川 工 学 2 許士 達広 3
21199 1 防 災 工 学 2 許士 達広 2
21146 2 コ ン クリート工学 2 高橋 義裕 3
21341 1 コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 4
21171 1 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3
21172 2 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21174 2 地 盤 工 学 2 上浦 正樹 3
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2012～2016年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

総
合
系

△ 21228 1 構造の力学Ａ・演習 1.5 和田 隆宏 2
△ 21229 2 構造の力学Ｂ・演習 1.5 和田 隆宏 2
△ 21230 1 流 れ 学 Ａ ・ 演 習 1.5 嵯峨 浩 2
△ 21231 2 流 れ 学 Ｂ ・ 演 習 1.5 嵯峨 浩 2
△ 21232 1 基礎土質工学Ａ・演習 1.5 上浦 正樹 2
△ 21233 2 基礎土質工学Ｂ・演習 1.5 小野 丘 2

21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

○ 21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
○ 21147 2 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21149 1 測 量 実 習 1 上浦 正樹
米谷 武志 3

21176 1 測 量 学 Ⅱ 2 上浦 正樹 3

21178 1 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

○ 21331 1 プレゼンテーション 2

小野 丘
嵯峨 浩
高橋 義裕
武市 靖
余湖 典昭
山本 裕子

4

○

21701

1 シビルエンジニアリングデザインセミナー 2

武市 靖

4

21702 上浦 正樹
21703 高橋 義裕
21704 許士 達広
21705 余湖 典昭
21706 堂柿 栄輔
21707 嵯峨 浩
21708 小野 丘
21709 小幡 卓司
21710 山本 裕子

○

21901

2 卒 業 研 究 6

武市 靖

4

21902 上浦 正樹
21903 高橋 義裕
21904 許士 達広
21905 余湖 典昭
21906 堂柿 栄輔
21907 嵯峨 浩
21908 小野 丘
21909 小幡 卓司
21910 山本 裕子
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4.⑴ 工学基礎科目【社会環境工学科 社会環境コース・環境情報コース 2011年度入学者】

分野

必修○
選択
必修△

履修
コード

開
講
学
期
授 業 科 目

単

位
担 当 者

開
講
年
次

対象
クラス等 備 考

社会環境

数
物
系

⚑
群

△ △
21001

1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
陶山 大輔 1

21200 有馬研一郎 2

△ △
21003

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
陶山 大輔 1

21201 有馬研一郎 2

⚒
群

△ △
21005

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
杉村 徹 1

21202 黒田 匡迪 2

△ △
21203

1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
山本 隆範

2
Ｐ⚑

21204 有馬研一郎 Ｐ⚒

⚓
群

○
21008

1 物 理 学 Ⅰ 2
阿久津渉了 1

21110 羽部 千景 2
21010

2 物 理 学 Ⅱ 2
阿久津渉了 1

21111 羽部 千景 2
21112 1 物 理 学 Ⅲ 2 羽部 千景 2
21113 2 振動・波動工学 2 小幡 卓司 2

⚔
群

21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2011年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ 21105 1 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 2 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 許士 達広 2

⚒
群

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21108 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 吉田 文夫 2
21109 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 吉田 文夫 2

⚓
群

21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2

環
境
系

21154 1 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 2 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21150 1 環 境 基 礎 実 験 1

小野 丘
嵯峨 浩
余湖 典昭
齋藤 眞幸
前田 展希

3

21155 1 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 余湖 典昭 3
21156 2 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 余湖 典昭 3
21157 1 リ サ イ ク ル 工 学 2 山本 裕子 3 ⽛環境評価論⽜読替
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3
21159 1 景 観 工 学 2 酒本 宏 3

21191 1 環 境 アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

水
工
系

○ 21140 1 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 許士 達広 2
○ 21142 2 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 嵯峨 浩 2

21160 1 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
21161 2 河 川 工 学 2 許士 達広 3
21189 1 防 災 工 学 2 許士 達広 4
21162 2 港 湾 工 学 2 中嶋 雄一 3

計
画
・
道
路
系

○ 21144 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21163 2 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 3
21333 1 都 市 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 1 道 路 工 学 2 武市 靖 3

維
持
管
理
・
設
計
系

21165 2 建 設 マネジメント 2 武市 靖 3

21166 2 コンクリート・維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

⽛社会基盤施設維持管
理工学⽜読替

21167 2 構造設計・維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

21168 2 寒 冷 地 舗 装 工 学 2 武市 靖 3
21334 1 コンクリート構造設計演習 2 高橋 義裕 4
－ 1 鋼構造工学設計演習 2 － 4 閉講

構
造
・
材
料
系

○ 21134 1 構 造 力 学 Ⅰ・演 習 3 小幡 卓司 2
○ 21136 2 構 造 力 学 Ⅱ・演 習 3 小幡 卓司 2

21169 1 構 造 解 析 学 2 金澤 健 3
○ 21146 2 コ ン クリート工学 2 高橋 義裕 2

21170 1 コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 3
21171 1 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3
21172 2 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21173 2 地 震 工 学 2 佐々木康彦 3

○ 21330 1 構 造 材 料 実 験 1
武市 靖
萬 隆 4 道路材料の部

高橋 義裕 コンクリートの部
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2011年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

土
質
・
施
工
系

○ 21138 1 土 質 工 学 Ⅰ・演 習 3 小野 丘 2
○ 21139 2 土 質 工 学 Ⅱ・演 習 3 小野 丘 2

21174 2 地 盤 工 学 2 上浦 正樹 3
－ 1 寒 冷 地 施 工 法 2 － 3 閉講

○ 21147 2 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21148 1 測 量 実 習 1 上浦 正樹
米谷 武志 3

21176 1 測 量 学 Ⅱ 2 上浦 正樹 3
21190 1 火 薬 学 2 吉田 英治 4

専
門
総
合
系

21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1

○ 21130 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2 ⚒年生
21131 ⚓・⚔年生

○ 21132 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2 ⚒年生
21133 ⚓・⚔年生
21177 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3

21178 1 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3
○ － 2 工 学 総 合 演 習 1 － 3 閉講

○ 21331 1 プレゼンテーション 2

小野 丘
嵯峨 浩
高橋 義裕
武市 靖
余湖 典昭
山本 裕子

4

○

21801

1 社会環境工学セミナー 2

武市 靖

4
⽛シビルエンジニアリン
グデザインセミナー⽜読
替

21802 上浦 正樹
21803 高橋 義裕
21804 許士 達広
21805 余湖 典昭
21806 堂柿 栄輔
21807 嵯峨 浩
21808 小野 丘
21809 小幡 卓司
21810 山本 裕子

○

21901

2 卒 業 研 究 6

武市 靖

4

21902 上浦 正樹
21903 高橋 義裕
21904 許士 達広
21905 余湖 典昭
21906 堂柿 栄輔
21907 嵯峨 浩
21908 小野 丘
21909 小幡 卓司
21910 山本 裕子
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2011年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ 21105 1 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 2 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 許士 達広 2

⚒
群

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21108 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 吉田 文夫 2
21109 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 吉田 文夫 2

⚓
群

21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2

都
市
環
境
系

21058 1 寒 冷 地 環 境 論 2 余湖 典昭 1
21154 1 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 2 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21129 2 環 境 計 測 学 2 余湖 典昭 2
21193 2 環 境 生 物 科 学 2 蘆立 徳厚 2 ⽛環境微生物学⽜読替

○ 21150 1 環 境 基 礎 実 験 1

小野 丘
嵯峨 浩
余湖 典昭
齋藤 眞幸
前田 展希

3

○ 21212 2 環 境 工 学 実 習 1 山本 裕子 3
21155 1 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 余湖 典昭 3
21156 2 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 余湖 典昭 3
21157 1 リ サ イ ク ル 工 学 2 山本 裕子 3 ⽛環境評価論⽜読替
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3
21259 1 景 観 工 学 2 酒本 宏 4

21191 1 環 境 アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

都
市
情
報
系

－ 1 電 気電子技術入門 2 － 1 閉講
－ 1 情 報 技 術 入 門 2 － 1 閉講

○ 21131 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21133 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21216 1 データ処理論演習Ⅰ 2 鈴木亜也子 3 ⽛データ処理論実習⽜読替

－ 2 データ処理論演習Ⅱ 2 － 3 閉講
21177 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
－ 2 コンピュータグラフィックス 2 － 2 閉講
24123 2 計 測 工 学 2 高橋 誠 2
23151 1 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3
23153 1 システムとネットワーク 2 青木 直史 3
23175 1 画 像 工 学 2 魚住 純 3
23152 2 情 報 通信システム 2 阿波加 純 3
21220 1 防 災 情報システム 2 松岡 直基 4

都
市
経
営
系

○ 21144 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3
○ 21192 2 社 会 心 理 学 2 田中 寿明 2 ⽛住民参加論⽜読替

21141 1 都 市 経 済 学 2 鈴木 聡士 2 ⽛地域環境システム論⽜読替
21135 2 地 域 福 祉 論 2 上浦 正樹 2
21218 1 都 市 経 営 論 2 髙宮 則夫 3
21213 2 寒 地 政 策 論 2 髙宮 則夫 3
21221 1 国 際 寒 地 都 市 論 2 買買提力提甫 4
24127 1 合 意 形 成 論 2 鈴木 聡士 3
21215 2 社 会 調 査 法 2 堂柿 栄輔 3
21163 2 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 3
21333 1 都 市 計 画 2 堂柿 栄輔 4
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2011年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

都
市
防
災
系

○ － 1 リスクマネジメント・演習 3 － 3 閉講
21173 2 地 震 工 学 2 小幡 卓司 3

21222 1 寒 地・都 市 防 災 論 2 松澤 勝
浅野 基樹 4

21160 1 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
21161 2 河 川 工 学 2 許士 達広 3
21189 1 防 災 工 学 2 許士 達広 4

総
合
系

Ａ
群

21194 1 構 造 の 力 学 2 和田 隆宏 1 ⽛構造の力学Ａ・演習⽜読替
21143 2 構 造 の 力 学 演 習 1 和田 隆宏 2 ⽛構造の力学Ｂ・演習⽜読替
21195 1 流 れ 学 2 嵯峨 浩 1 ⽛流れ学Ａ・演習⽜読替
21137 2 流 れ 学 演 習 1 嵯峨 浩 2 ⽛流れ学Ｂ・演習⽜読替
21123 1 基 礎 土 質 工 学 2 上浦 正樹 2 ⽛基礎土質工学Ａ・演習⽜読替

Ｂ
群

21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
21147 2 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

21149 1 測 量 実 習 1 上浦 正樹
米谷 武志 3

21176 1 測 量 学 Ⅱ 2 上浦 正樹 3
21146 2 コ ン クリート工学 2 高橋 義裕 3

21178 1 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

－ 2 工 学 総 合 演 習 1 － 3 閉講

○ 21331 1 プレゼンテーション 2

小野 丘
嵯峨 浩
高橋 義裕
武市 靖
余湖 典昭
山本 裕子

4

○

21851

1 環境情報工学セミナー 2

武市 靖

4
⽛シビルエンジニアリン
グデザインセミナー⽜読
替

21852 上浦 正樹
21853 高橋 義裕
21854 許士 達広
21855 余湖 典昭
21856 堂柿 栄輔
21857 嵯峨 浩
21858 小野 丘
21859 小幡 卓司
21860 山本 裕子

○

21901

2 卒 業 研 究 6

武市 靖

4

21902 上浦 正樹
21903 高橋 義裕
21904 許士 達広
21905 余湖 典昭
21906 堂柿 栄輔
21907 嵯峨 浩
21908 小野 丘
21909 小幡 卓司
21910 山本 裕子
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4.⑴ 工学基礎科目【社会環境工学科 社会環境コース・環境情報コース 2007～2010年度入学者】

分野

必修○
選択
必修△

履修
コード

開
講
学
期
授 業 科 目

単

位
担 当 者

開
講
年
次

対象
クラス等 備 考

社会環境

数
物
系

⚑
群

△ △
21001

1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
陶山 大輔 1

21200 有馬研一郎 2

△ △
21003

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
陶山 大輔 1

21201 有馬研一郎 2

⚒
群

△ △
21005

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
杉村 徹 1

21202 黒田 匡迪 2

△ △
21203

1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
山本 隆範

2
Ｐ⚑

21204 有馬研一郎 Ｐ⚒

⚓
群

△ △ 21037 1 確 率 統 計 2 陶山 大輔 1
△ △ 21105 1 環境統計学・演習 1.5 小幡 卓司 2
△ △ 21106 2 品質管理・演習 1.5 許士 達広 2

⚔
群

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21108 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 吉田 文夫 2
21109 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 吉田 文夫 2

○
21008

1 物 理 学 Ⅰ 2
阿久津渉了 1

21110 羽部 千景 2
21010

2 物 理 学 Ⅱ 2
阿久津渉了 1

21111 羽部 千景 2
21112 1 物 理 学 Ⅲ 2 羽部 千景 2
21113 2 振動・波動工学 2 小幡 卓司 2

⚕
群

21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2

環
境
系

－ 1 環 境 生 物 学 Ⅰ 2 早矢仕有子 1 ⽛環境生物科学Ⅰ⽜読替
－ 2 環 境 生 物 学 Ⅱ 2 早矢仕有子 1 ⽛環境生物科学Ⅱ⽜読替
－ 1 環 境 化 学 Ⅰ 2 久保 勘二 1 ⽛物質科学⽜読替
－ 2 環 境 化 学 Ⅱ 2 久保 勘二 1 ⽛物質環境科学⽜読替
21117 1 地 球 環 境 論 Ⅰ 2 高橋 伸幸 2 ⽛地球科学Ⅰ⽜読替
21118 2 地 球 環 境 論 Ⅱ 2 高橋 伸幸 2 ⽛地球科学Ⅱ⽜読替
21119 1 宇 宙 進 化 論 Ⅰ 2 岡崎 敦男 2 ⽛宇宙科学Ⅰ⽜読替
21120 2 宇 宙 進 化 論 Ⅱ 2 岡崎 敦男 2 ⽛宇宙科学Ⅱ⽜読替
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

環
境
系

21154 1 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 2 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21150 1 環 境 基 礎 実 験 1

小野 丘
嵯峨 浩
余湖 典昭
齋藤 眞幸
前田 展希

3

21155 1 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 余湖 典昭 3
21156 2 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 余湖 典昭 3
21157 1 リ サ イ ク ル 工 学 2 山本 裕子 3 ⽛環境評価論⽜読替
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3
21159 1 景 観 工 学 2 酒本 宏 3

21191 1 環 境 アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

水
工
系

○ 21140 1 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 許士 達広 2
○ 21142 2 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 嵯峨 浩 2

21160 1 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
21161 2 河 川 工 学 2 許士 達広 3
21189 1 防 災 工 学 2 許士 達広 4
21162 2 港 湾 工 学 2 中嶋 雄一 3

計
画
・
道
路
系

○ 21144 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21163 2 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 3
21333 1 都 市 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 1 道 路 工 学 2 武市 靖 3

維
持
管
理
・
設
計
系

21165 2 建 設 マネジメント 2 武市 靖 3

21166 2 コンクリート・維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

⽛社会基盤施設維持管
理工学⽜読替

21167 2 構造設計・維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

21168 2 寒 冷 地 舗 装 工 学 2 武市 靖 3
21334 1 コンクリート構造設計演習 2 高橋 義裕 4
－ 1 鋼構造工学設計演習 2 － 4 閉講

構
造
・
材
料
系

○ 21134 1 構 造 力 学 Ⅰ・演 習 3 小幡 卓司 2
○ 21136 2 構 造 力 学 Ⅱ・演 習 3 小幡 卓司 2

21169 1 構 造 解 析 学 2 金澤 健 3
○ 21146 2 コ ン クリート工学 2 高橋 義裕 2

21170 1 コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 3
21171 1 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3
21172 2 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21173 2 地 震 工 学 2 小幡 卓司 3

○ 21330 1 構 造 材 料 実 験 1
武市 靖
萬 隆 4 道路材料の部

高橋 義裕 コンクリートの部

土
質
・
施
工
系

○ 21138 1 土 質 工 学 Ⅰ・演 習 3 小野 丘 2
○ 21139 2 土 質 工 学 Ⅱ・演 習 3 小野 丘 2

21174 2 地 盤 工 学 2 上浦 正樹 3
－ 1 寒 冷 地 施 工 法 2 － 3 閉講

○ 21147 2 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21148 1 測 量 実 習 1 上浦 正樹
米谷 武志 3

21176 1 測 量 学 Ⅱ 2 上浦 正樹 3
21190 1 火 薬 学 2 吉田 英治 4
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

専
門
総
合
系

21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1

○ 21130 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2 ⚒年生
21131 ⚓・⚔年生

○ 21132 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2 ⚒年生
21133 ⚓・⚔年生
21177 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3

21178 1 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3
○ － 2 工 学 総 合 演 習 1 － 3 閉講

○ 21331 1 プレゼンテーション 2

小野 丘
嵯峨 浩
高橋 義裕
武市 靖
余湖 典昭
山本 裕子

4

○

21801

1 社会環境工学セミナー 2

武市 靖

4
⽛シビルエンジニアリン
グデザインセミナー⽜読
替

21802 上浦 正樹
21803 高橋 義裕
21804 許士 達広
21805 余湖 典昭
21806 堂柿 栄輔
21807 嵯峨 浩
21808 小野 丘
21809 小幡 卓司
21810 山本 裕子

○

21901

2 卒 業 研 究 6

武市 靖

4

21902 上浦 正樹
21903 高橋 義裕
21904 許士 達広
21905 余湖 典昭
21906 堂柿 栄輔
21907 嵯峨 浩
21908 小野 丘
21909 小幡 卓司
21910 山本 裕子
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

都
市
環
境
系

21058 1 寒 冷 地 環 境 論 2 余湖 典昭 1
21154 1 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 2 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21129 2 環 境 計 測 学 2 余湖 典昭 2
21193 2 環 境 生 物 科 学 2 蘆立 徳厚 2 ⽛環境微生物学⽜読替

○ 21150 1 環 境 基 礎 実 験 1

小野 丘
嵯峨 浩
余湖 典昭
齋藤 眞幸
前田 展希

3

○ 21212 2 環 境 工 学 実 習 1 山本 裕子 3
21155 1 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 余湖 典昭 3
21156 2 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 余湖 典昭 3
21157 1 リ サ イ ク ル 工 学 2 山本 裕子 3 ⽛環境評価論⽜読替
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3
21259 1 景 観 工 学 2 酒本 宏 4

21191 1 環 境 アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

都
市
情
報
系

－ 1 電 気電子技術入門 2 － 1 閉講
－ 1 情 報 技 術 入 門 2 － 1 閉講

○ 21131 1 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21133 2 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21216 1 データ処理論演習Ⅰ 2 鈴木亜也子 3 ⽛データ処理論実習⽜読替

－ 2 データ処理論演習Ⅱ 2 － 3 閉講
21177 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
－ 2 コンピュータグラフィックス 2 － 2 閉講
24123 2 計 測 工 学 2 高橋 誠 2
23151 1 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3
23153 1 システムとネットワーク 2 青木 直史 3
23175 1 画 像 工 学 2 魚住 純 3
23152 2 情 報 通信システム 2 阿波加 純 3
21220 1 防 災 情報システム 2 松岡 直基 4

都
市
経
営
系

○ 21144 2 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 1 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3
○ 21192 2 社 会 心 理 学 2 田中 寿明 2 ⽛住民参加論⽜読替

21141 1 都 市 経 済 学 2 鈴木 聡士 2 ⽛地域環境システム論⽜読替
21135 2 地 域 福 祉 論 2 上浦 正樹 2
21218 1 都 市 経 営 論 2 髙宮 則夫 3
21213 2 寒 地 政 策 論 2 髙宮 則夫 3
21221 1 国 際 寒 地 都 市 論 2 買買提力提甫 4
24127 1 合 意 形 成 論 2 鈴木 聡士 3
21215 2 社 会 調 査 法 2 堂柿 栄輔 3
21163 2 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 3
21333 1 都 市 計 画 2 堂柿 栄輔 4

都
市
防
災
系

○ － 1 リスクマネジメント・演習 3 － 3 閉講
21173 2 地 震 工 学 2 小幡 卓司 3

21222 1 寒 地・都 市 防 災 論 2 松澤 勝
浅野 基樹 4

21160 1 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
21161 2 河 川 工 学 2 許士 達広 3
21189 1 防 災 工 学 2 許士 達広 4

―147―



4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

総
合
系

Ａ
群

21194 1 構 造 の 力 学 2 和田 隆宏 1 ⽛構造の力学Ａ・演習⽜読替
21143 2 構 造 の 力 学 演 習 1 和田 隆宏 2 ⽛構造の力学Ｂ・演習⽜読替
21195 1 流 れ 学 2 嵯峨 浩 1 ⽛流れ学Ａ・演習⽜読替
21137 2 流 れ 学 演 習 1 嵯峨 浩 2 ⽛流れ学Ｂ・演習⽜読替
21123 1 基 礎 土 質 工 学 2 上浦 正樹 2 ⽛基礎土質工学Ａ・演習⽜読替

Ｂ
群

21056 1 シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 許士 達広
上浦 正樹 1

21057 2 シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
21147 2 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

21149 1 測 量 実 習 1 上浦 正樹
米谷 武志 3

21176 1 測 量 学 Ⅱ 2 上浦 正樹 3
21146 2 コ ン クリート工学 2 高橋 義裕 3

21178 1 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 1 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

－ 2 工 学 総 合 演 習 1 － 3 閉講

○ 21331 1 プレゼンテーション 2

小野 丘
嵯峨 浩
高橋 義裕
武市 靖
余湖 典昭
山本 裕子

4

○

21851

1 環境情報工学セミナー 2

武市 靖

4
⽛シビルエンジニアリン
グデザインセミナー⽜読
替

21852 上浦 正樹
21853 高橋 義裕
21854 許士 達広
21855 余湖 典昭
21856 堂柿 栄輔
21857 嵯峨 浩
21858 小野 丘
21859 小幡 卓司
21860 山本 裕子

○

21901

2 卒 業 研 究 6

武市 靖

4

21902 上浦 正樹
21903 高橋 義裕
21904 許士 達広
21905 余湖 典昭
21906 堂柿 栄輔
21907 嵯峨 浩
21908 小野 丘
21909 小幡 卓司
21910 山本 裕子
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4.⑵ 工学基礎科目【建築学科 2011年度以降入学者】

分野 履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単位 担 当 者 開講

年次
対象
クラス等 備 考

数
物
系

21019
1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2 有馬研一郎

1
21200 2
21021

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
長谷川和泉 1

21201 有馬研一郎 2
21022

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
佐野 貴志 1

21202 黒田 匡迪 2
21209 1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21024

1 物 理 学 Ⅰ 2
森越 文明 1

21110 羽部 千景 2
21025

2 物 理 学 Ⅱ 2
森越 文明 1

21111 羽部 千景 2
21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2017年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

空
間
デ
ザ
イ
ン
系

22001 1 空間・環境デザイン入門 2 各担当教員 1
22002 2 空 間 デ ザ イ ン 2 山内 圭吉 1

22171 1 空間デザイン演習基礎 2
岡本 浩一
伊藤 千織
髙木 貴間

2

○ 22172 2 空間デザイン演習Ⅰ 4

石橋 達勇
石塚 和彦
大坂美保子
植田 曉
臼井 巧
小西 彦仁
小倉 寛征

2

○ 22188 1 空間デザイン演習Ⅱ 4

石橋 達勇
大島 亘
吉本 考臣
赤坂真一郎
小西 彦仁
堀尾 浩
加藤 誠

3

22189 2 空間デザイン演習Ⅲ 4
米田 浩志
髙木 貴間
赤坂真一郎

3

22210 1 空間デザイン演習Ⅳ 4
米田 浩志
植田 曉
石塚 和彦

4

○ 22130 2 建 築 計 画 Ⅰ 2 米田 浩志 2
○ 22131 1 建 築 計 画 Ⅱ 2 石橋 達勇 3

22132 2 建 築 計 画 Ⅲ 2 石橋 達勇 3
22173 2 工 芸 デ ザ イ ン 2 伊藤 千織 2
22141 1 建 築 デ ザ イ ン 論 2 米田 浩志 3
22207 2 都 市 計 画 2 岡本 浩一 3
22143 2 インテリアデザイン 2 長谷川 演 3
22211 1 空間リノベーション 2 加藤 誠 4

環
境
デ
ザ
イ
ン
系

22003 2 北 方 建 築 2 奈良 謙伸 1
○ 22174 1 建 築 環 境 基 礎 2 佐々木博明 2

22175 2 建 築 環 境 計 画 Ⅰ 2 佐々木博明 2
22193 1 建 築 環 境 計 画 Ⅱ 2 佐藤 哲身 3
22194 2 建 築 環 境 計 画 Ⅲ 2 佐藤 哲身 3
22176

2 建築環境計画演習Ⅰ 1 佐々木博明 2
Ｑ⚑

22177 Ｑ⚒
22195 2 建築環境計画演習Ⅱ 1 佐藤 哲身 3

22212 1 環 境 計 測 演 習 2 佐々木博明
佐藤 哲身 4

○ 22178 2 設 備 概 論 2 永瀬 次郎 2
22197 1 建 築 設備システム 2 関口 正博 3
22205 1 庭 園 文 化 論 2 政村 悦啓 3
22213 1 都 市 環境デザイン 2 辻井 順 4
22169 1 雪 氷 学 2 前野 紀一 4

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

22004 1 構造・材料デザイン入門 2 各担当教員 1
22005 2 構 造 デ ザ イ ン 2 南出 孝一 1

○ 22179 1 構造力学基礎Ⅰ・演習 3 植松 武是 2
○ 22180 2 構造力学基礎Ⅱ・演習 3 植松 武是 2

22201 1 構造力学応用Ⅰ・演習 3 真柄 祥吾 3
22203 2 構造力学応用Ⅱ・演習 3 真柄 祥吾 3
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2017年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

22114 1 鉄筋コンクリート構造 2 真柄 祥吾 3
22181

1 鉄筋コンクリート構造演習 1 真柄 祥吾 3
Ｑ⚑

22206 Ｑ⚒
22117 2 鋼 構 造 2 植松 武是 3
22199 2 鋼 構 造 演 習 1 植松 武是 3
22200 2 構 造 設 計 法 2 南出 孝一 3
22214 1 建 築 振 動 論 2 植松 武是 4
22215 1 構 造 解 析 2 串山 繁 4
22182 1 建 築 材 料 2 足立 裕介 2
22183 2 建 築 仕 上 材 料 2 杉山 雅 2

○
22122

1 建 築 材 料 実 験 1

杉山 雅
佐々木良滋

3
Ｑ⚑

22123 足立 裕介
那須 豊治 Ｑ⚒

○ 22196 2 建 築 生 産 2 足立 裕介 3
22216 1 建 築 施 工 2 野田 恒 4
22217 1 コ ン クリート工学 2 杉山 雅 4

専
門
共
通

22006 1 造 形 演 習 Ⅰ 2 原井 憲二
梶田みなみ 1

22007 2 造 形 演 習 Ⅱ 2 原井 憲二
梶田みなみ 1

22008
1 建 築 図 学 2 池上 重康 1

Ｑ⚑
22009 Ｑ⚒

○ 22139 1 建 築 製 図 演 習 2

杉山 雅
足立 裕介
高橋 久見
松本 守
松本 智
理寛寺久敏

2

22140 2 建築プレゼンテーション 2 岡本 浩一 2

22190 1 建 築 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 2
岡本 浩一
大坂美保子
長田 沙希
大塚 達也

3

○ 22156 1 建 築 一 般 構 造 2 杉山 雅 2
22155 1 西 洋 建 築 史 2 金子 晋也 2
22154 2 日 本 建 築 史 2 金子 晋也 2
22184

1 情 報 処 理 2 串山 繁 2
Ｑ⚑

22185 Ｑ⚒
22191

2 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 串山 繁 2
Ｑ⚑

22192 Ｑ⚒
22127

1 測 量 学 3 篠田 哲昭 3
Ｑ⚑

22128 Ｑ⚒
22170 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○ 22198 2 建 築 法 規 2 渡辺 克生 3
22165 2 建 築 経 済 2 岩浪 治郎 3
22208 2 品 質 管 理 2 早坂 洋史 3
22166 2 木 造 建 築 2 遠藤謙一良 3
22187 2 技 術 者 倫 理 2 白鳥 健志 3
22218 1 防 災 計 画 2 高井 伸雄 4
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2
21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2017年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
共
通

21007
1 確 率 統 計 2

速水 孝夫
1

Ｑ⚑
21050 辻栄 周平 Ｑ⚒
21127 1 数 理 統 計 学 2 速水 孝夫 2

○

22901

2 卒 業 研 究 6

佐々木博明

4

22902 佐藤 哲身
22903 串山 繁
22904 真柄 祥吾
22905 杉山 雅
22906 米田 浩志
22907 植松 武是
22908 石橋 達勇
22909 岡本 浩一
22910 足立 裕介
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2013～2016年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

空
間
デ
ザ
イ
ン
系

22001 1 空間・環境デザイン入門 2 各担当教員 1
22002 2 空 間 デ ザ イ ン 2 山内 圭吉 1

22171 1 空間デザイン演習基礎 2
岡本 浩一
伊藤 千織
髙木 貴間

2

○ 22172 2 空間デザイン演習Ⅰ 4

石橋 達勇
石塚 和彦
大坂美保子
植田 曉
臼井 巧
小西 彦仁
小倉 寛征

2

○ 22188 1 空間デザイン演習Ⅱ 4

石橋 達勇
大島 亘
吉本 考臣
赤坂真一郎
小西 彦仁
堀尾 浩
加藤 誠

3

22189 2 空間デザイン演習Ⅲ 4
米田 浩志
髙木 貴間
赤坂真一郎

3

22210 1 空間デザイン演習Ⅳ 4
米田 浩志
植田 曉
石塚 和彦

4

○ 22130 2 建 築 計 画 Ⅰ 2 米田 浩志 2
○ 22131 1 建 築 計 画 Ⅱ 2 石橋 達勇 3

22132 2 建 築 計 画 Ⅲ 2 石橋 達勇 3
22173 2 工 芸 デ ザ イ ン 2 伊藤 千織 2
22141 1 建 築 デ ザ イ ン 論 2 米田 浩志 3
22207 2 都 市 計 画 2 岡本 浩一 3
22143 2 インテリアデザイン 2 長谷川 演 3
22211 1 空間リノベーション 2 加藤 誠 4

環
境
デ
ザ
イ
ン
系

22003 2 北 方 建 築 2 奈良 謙伸 1
○ 22174 1 建 築 環 境 基 礎 2 佐々木博明 2

22175 2 建 築 環 境 計 画 Ⅰ 2 佐々木博明 2
22193 1 建 築 環 境 計 画 Ⅱ 2 佐藤 哲身 3
22194 2 建 築 環 境 計 画 Ⅲ 2 佐藤 哲身 3
22176

2 建築環境計画演習Ⅰ 1 佐々木博明 2
Ｑ⚑

22177 Ｑ⚒
22195 2 建築環境計画演習Ⅱ 1 佐藤 哲身 3

22212 1 環 境 計 測 演 習 2 佐々木博明
佐藤 哲身 4

○ 22178 2 設 備 概 論 2 永瀬 次郎 2
22197 1 建 築 設備システム 2 関口 正博 3
22205 1 庭 園 文 化 論 2 政村 悦啓 3
22213 1 都 市 環境デザイン 2 辻井 順 4
22169 1 雪 氷 学 2 前野 紀一 4

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

22004 1 構造・材料デザイン入門 2 各担当教員 1
22005 2 構 造 デ ザ イ ン 2 南出 孝一 1

○ 22179 1 構造力学基礎Ⅰ・演習 3 植松 武是 2
○ 22180 2 構造力学基礎Ⅱ・演習 3 植松 武是 2

22201 1 構造力学応用Ⅰ・演習 3 真柄 祥吾 3
22203 2 構造力学応用Ⅱ・演習 3 真柄 祥吾 3
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2013～2016年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

22114 1 鉄筋コンクリート構造 2 真柄 祥吾 3
22181

1 鉄筋コンクリート構造演習 1 真柄 祥吾 3
Ｑ⚑

22206 Ｑ⚒
22117 2 鋼 構 造 2 植松 武是 3
22199 2 鋼 構 造 演 習 1 植松 武是 3
22200 2 構 造 設 計 法 2 南出 孝一 3
22214 1 建 築 振 動 論 2 植松 武是 4
22215 1 構 造 解 析 2 串山 繁 4
22182 1 建 築 材 料 2 足立 裕介 2
22183 2 建 築 仕 上 材 料 2 杉山 雅 2

○
22122

1 建 築 材 料 実 験 1

杉山 雅
佐々木良滋

3
Ｑ⚑

22123 足立 裕介
那須 豊治 Ｑ⚒

○ 22196 2 建 築 生 産 2 足立 裕介 3
22216 1 建 築 施 工 2 野田 恒 4
22217 1 コ ン クリート工学 2 杉山 雅 4

専
門
共
通

22006 1 造 形 演 習 Ⅰ 2 原井 憲二
梶田みなみ 1

22007 2 造 形 演 習 Ⅱ 2 原井 憲二
梶田みなみ 1

22008
1 建 築 図 学 2 池上 重康 1

Ｑ⚑
22009 Ｑ⚒

○ 22139 1 建 築 製 図 演 習 2

杉山 雅
足立 裕介
高橋 久見
松本 守
松本 智
理寛寺久敏

2

22140 2 建築プレゼンテーション 2 岡本 浩一 2

22190 1 建 築 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 2
岡本 浩一
大坂美保子
長田 沙希
大塚 達也

3

○ 22156 1 建 築 一 般 構 造 2 杉山 雅 2
22155 1 西 洋 建 築 史 2 金子 晋也 2
22154 2 日 本 建 築 史 2 金子 晋也 2
22184

1 情 報 処 理 2 串山 繁 2
Ｑ⚑

22185 Ｑ⚒
22191

2 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 串山 繁 2
Ｑ⚑

2014年度以前入学者⚓年次開講
22192 Ｑ⚒
22127

1 測 量 学 3 篠田 哲昭 3
Ｑ⚑

22128 Ｑ⚒
22170 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○ 22198 2 建 築 法 規 2 渡辺 克生 3
22165 2 建 築 経 済 2 岩浪 治郎 3
22208 2 品 質 管 理 2 早坂 洋史 3
22166 2 木 造 建 築 2 遠藤謙一良 3
22187 2 技 術 者 倫 理 2 白鳥 健志 3
22218 1 防 災 計 画 2 高井 伸雄 4
－ 1 建 築 地 球 環 境 学 2 － 4 開講せず
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2013～2016年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
共
通

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21007

1 確 率 統 計 2
速水 孝夫

1
Ｑ⚑

21050 辻栄 周平 Ｑ⚒
21127 1 数 理 統 計 学 2 速水 孝夫 2

○

22901

2 卒 業 研 究 6

佐々木博明

4

22902 佐藤 哲身
22903 串山 繁
22904 真柄 祥吾
22905 杉山 雅
22906 米田 浩志
22907 植松 武是
22908 石橋 達勇
22909 岡本 浩一
22910 足立 裕介

―155―



4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2011～2012年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

空
間
デ
ザ
イ
ン
系

22001 1 空間・環境デザイン入門 2 各担当教員 1
22002 2 空 間 デ ザ イ ン 2 山内 圭吉 1

22171 1 空間デザイン演習基礎 2
岡本 浩一
伊藤 千織
髙木 貴間

2

○ 22172 2 空間デザイン演習Ⅰ 4

石橋 達勇
石塚 和彦
大坂美保子
植田 曉
臼井 巧
小西 彦仁
小倉 寛征

2

○ 22188 1 空間デザイン演習Ⅱ 4

石橋 達勇
大島 亘
吉本 考臣
赤坂真一郎
小西 彦仁
堀尾 浩
加藤 誠

3

22189 2 空間デザイン演習Ⅲ 4
米田 浩志
髙木 貴間
赤坂真一郎

3

22210 1 空間デザイン演習Ⅳ 4
米田 浩志
植田 曉
石塚 和彦

4

22130 2 建 築 計 画 Ⅰ 2 米田 浩志 2
22131 1 建 築 計 画 Ⅱ 2 石橋 達勇 3
22132 2 建 築 計 画 Ⅲ 2 石橋 達勇 3
22173 2 工 芸 デ ザ イ ン 2 伊藤 千織 2
22141 1 建 築 デ ザ イ ン 論 2 米田 浩志 3
22207 2 都 市 計 画 2 岡本 浩一 3
22143 2 インテリアデザイン 2 長谷川 演 3
22211 1 空間リノベーション 2 加藤 誠 4

環
境
デ
ザ
イ
ン
系

22003 2 北 方 建 築 2 奈良 謙伸 1
○ 22174 1 建 築 環 境 基 礎 2 佐々木博明 2

22175 2 建 築 環 境 計 画 Ⅰ 2 佐々木博明 2
22193 1 建 築 環 境 計 画 Ⅱ 2 佐藤 哲身 3
22194 2 建 築 環 境 計 画 Ⅲ 2 佐藤 哲身 3
22176

2 建築環境計画演習Ⅰ 1 佐々木博明 2
Ｑ⚑

22177 Ｑ⚒
22195 2 建築環境計画演習Ⅱ 1 佐藤 哲身 3

22212 1 環 境 計 測 演 習 2 佐々木博明
佐藤 哲身 4

○ 22178 2 設 備 概 論 2 永瀬 次郎 2
22197 1 建 築 設備システム 2 関口 正博 3
22205 1 庭 園 文 化 論 2 政村 悦啓 3
22213 1 都 市 環境デザイン 2 辻井 順 4
22169 1 雪 氷 学 2 前野 紀一 4

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

22004 1 構造・材料デザイン入門 2 各担当教員 1
22005 2 構 造 デ ザ イ ン 2 南出 孝一 1

○ 22179 1 構造力学基礎Ⅰ・演習 3 植松 武是 2
○ 22180 2 構造力学基礎Ⅱ・演習 3 植松 武是 2

22201 1 構造力学応用Ⅰ・演習 3 真柄 祥吾 3
22203 2 構造力学応用Ⅱ・演習 3 真柄 祥吾 3
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2011～2012年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

22114 1 鉄筋コンクリート構造 2 真柄 祥吾 3
22181

1 鉄筋コンクリート構造演習 1 真柄 祥吾 3
Ｑ⚑

22206 Ｑ⚒
22117 2 鋼 構 造 2 植松 武是 3
22199 2 鋼 構 造 演 習 1 植松 武是 3
22200 2 構 造 設 計 法 2 南出 孝一 3
22214 1 建 築 振 動 論 2 植松 武是 4
22215 1 構 造 解 析 2 串山 繁 4
22182 1 建 築 材 料 2 足立 裕介 2
22183 2 建 築 仕 上 材 料 2 杉山 雅 2

○
22122

1 建 築 材 料 実 験 1

杉山 雅
佐々木良滋

3
Ｑ⚑

22123 足立 裕介
那須 豊治 Ｑ⚒

22196 2 建 築 生 産 2 足立 裕介 3
22216 1 建 築 施 工 2 野田 恒 4
22217 1 コ ン クリート工学 2 杉山 雅 4

専
門
共
通

22006 1 造 形 演 習 Ⅰ 2 原井 憲二
梶田みなみ 1

22007 2 造 形 演 習 Ⅱ 2 原井 憲二
梶田みなみ 1

22008
1 建 築 図 学 2 池上 重康 1

Ｑ⚑
22009 Ｑ⚒

○ 22139 1 建 築 製 図 演 習 2

杉山 雅
足立 裕介
高橋 久見
松本 守
松本 智
理寛寺久敏

2

22140 2 建築プレゼンテーション 2 岡本 浩一 2

22190 1 建 築 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 2
岡本 浩一
大坂美保子
長田 沙希
大塚 達也

3

○ 22156 1 建 築 一 般 構 造 2 杉山 雅 2
22155 1 西 洋 建 築 史 2 金子 晋也 2
22154 2 日 本 建 築 史 2 金子 晋也 2
22184

1 情 報 処 理 2 串山 繁 2
Ｑ⚑

22185 Ｑ⚒
22191

2 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 串山 繁 3
Ｑ⚑

22192 Ｑ⚒
22127

1 測 量 学 3 篠田 哲昭 3
Ｑ⚑

22128 Ｑ⚒
22170 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○ 22198 2 建 築 法 規 2 渡辺 克生 3
22165 2 建 築 経 済 2 岩浪 治郎 3
22208 2 品 質 管 理 2 早坂 洋史 3
22166 2 木 造 建 築 2 遠藤謙一良 3
22187 2 技 術 者 倫 理 2 白鳥 健志 3
22218 1 防 災 計 画 2 高井 伸雄 4
－ 1 建 築 地 球 環 境 学 2 － 4 開講せず
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2011～2012年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
共
通

21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21007

1 確 率 統 計 2
速水 孝夫

1
Ｑ⚑

21050 辻栄 周平 Ｑ⚒
21127 1 数 理 統 計 学 2 速水 孝夫 2

○

22901

2 卒 業 研 究 6

佐々木博明

4

22902 佐藤 哲身
22903 串山 繁
22904 真柄 祥吾
22905 杉山 雅
22906 米田 浩志
22907 植松 武是
22908 石橋 達勇
22909 岡本 浩一
22910 足立 裕介
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2012年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

基
礎
数
物
系

○
21026

1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
辻栄 周平 1

Ｒ⚑
21027 Ｒ⚒
21200 有馬研一郎 2

○
21028

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
辻栄 周平 1

Ｒ⚑
21029 Ｒ⚒
21201 有馬研一郎 2

○
21030

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
武田 裕康 1

Ｒ⚑
21031 Ｒ⚒
21202 黒田 匡迪 2

○
21223

1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
佐野 貴志

2
Ｒ⚑

21210 速水 孝夫 Ｒ⚒
21007 1 確 率 統 計 2 速水 孝夫 1
21127 1 数 理 統 計 学 2 速水 孝夫 2
21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2
21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2

○
21009

1 物 理 学 Ⅰ 2
前田 秀基 1

21110 羽部 千景 2

○
21011

2 物 理 学 Ⅱ 2
前田 秀基 1

21111 羽部 千景 2

応
用
数
物
系

○ 23101 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 大西 真一 2
23102 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 大西 真一 2

○ 23203 1 工 業 物 理 学 2 伊土 政幸 2
○ 23204 1 数 理 工 学 2 大西 真一 3
○ 23138 2 数 値 解 析 Ⅰ 2 栗原 正仁 3

23173 1 数 値 解 析 Ⅱ 2 菊地 慶仁 4

電
子
系

23023 1 電 子 工 学 基 礎 Ⅰ 2 元木 邦俊 1
23024 2 電 子 工 学 基 礎 Ⅱ 2 佐藤 邦宏 1
23003 2 電 気 回 路 基 礎 2 笹森 崇行 1

○ 23109 1 電 気 回 路 Ⅰ 2 笹森 崇行 2
23110 2 電 気 回 路 Ⅱ 2 笹森 崇行 2

○ 23111 2 電 子 回 路 Ⅰ 2 元木 邦俊 2
23128 1 電 子 回 路 Ⅱ 2 元木 邦俊 3

○
23105

1 電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 佐藤 邦宏 2
⚒・⚓年生

23505 ⚔年生
23106 2 電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 佐藤 邦宏 2

○ 23107 1 電 子 物 性 2 菅原 滋晴 2
23108 2 固 体 電 子 工 学 2 菅原 滋晴 2

○ 23134 1 電 子 デ バ イ ス 2 佐藤 邦宏 3
23171 2 光エレクトロニクス 2 岡本 淳 3
23137 2 論 理 回 路 2 青木 直史 3
23135 1 電 波 工 学 2 坂井 豊 3
23163 1 電 気 電 子 材 料 学 2 菅原 滋晴 4
23165 1 集 積 回 路 2 本村 真人 4
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2012年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

情
報
系

23025 1 情 報 工 学 基 礎 Ⅰ 2 魚住 純 1
23026 2 情 報 工 学 基 礎 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 1

○ 23112 1 プログラミング序論 2 内田 ゆず 2
○ 23113 1 計算機アーキテクチャⅠ 2 内田 ゆず 2

23114 2 計算機アーキテクチャⅡ 2 魚住 純 2
23115 2 オペレーティングシステム 2 佐藤 晴彦 2

○ 23116 2 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 佐藤 晴彦 2
23139 1 計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 3
23174 2 自 然 言 語 処 理 2 内田 ゆず 3
23153 1 システムとネットワーク 2 青木 直史 3
23140 2 ア ル ゴリズム通論 2 大久保好章 3
23143 2 情 報 理 論 2 山ノ井髙洋 3
23144 1 デ ー タ 工 学 2 菊地 慶仁 3
23175 1 画 像 工 学 2 魚住 純 3
23166 1 知 識 情 報 工 学 2 荒木 健治 4

応
用
系

23118 2 プレゼンテーション 2 鈴木亜也子 2
○ 23117 2 電 子 計 測 2 魚住 純 2
○ 23145 1 光 工 学 Ⅰ 2 魚住 純 3

23146 2 光 工 学 Ⅱ 2 大坪 順次 3
○ 23147 1 制 御 工 学 Ⅰ 2 高氏 秀則 3

23148 2 制 御 工 学 Ⅱ 2 高氏 秀則 3
23151 1 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3

○ 23154 1 工 学 倫 理 2 横山 隆 3
23149 2 電 気 工 学 通 論 2 原 亮一 3
23150 2 音 響 工 学 2 元木 邦俊 3
23152 2 情 報 通信システム 2 阿波加 純 3
23167 1 セ ン サ 工 学 2 高氏 秀則 4
23169 1 シ ス テ ム 工 学 2 青木 直史 4
23170 1 通 信 法 規 2 坂井 豊 4

実
験
実
習
等

23021
1 情報リテラシー演習 1

大西 真一
高木 諒
鈴木 浩史

1
Ｒ⚑

23006 Ｒ⚒
23027

1 基 礎 演 習 1

菊地 慶仁

1
23031 高氏 秀則
23032 菅原 滋晴
23033 内田 ゆず

○

23124

1 計 算 機 実 習 Ⅰ 1

佐藤 邦宏
前田 智弘
後藤 優太

2

Ｒ⚑

23125
佐藤 晴彦
ジェイ ホンジェ
佐々木健太郎

Ｒ⚒

○

23126

2 計 算 機 実 習 Ⅱ 1

大西 真一
後藤 優太
栗田 和宏

2

Ｒ⚑

23127
内田 ゆず
佐々木健太郎
前田 智弘

Ｒ⚒

23157 1 計 算 機 実 習 Ⅲ 1
任 捷
斉藤 直輝
佐藤 孝憲

3
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2012年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

実
験
実
習
等

23205
2 プ ロ ジェクト実習 1

魚住 純
渡部 敏之

3
23206 高氏 秀則

土谷 圭央

○
23123

2 電子情報工学実験Ⅰ 1
菅原 滋晴
菊地 慶仁
片岡 則雅

2
⚒年Ｒ⚑ ⚓・⚔年生は，履修クラス

を掲示等で確認すること23190 ⚒年Ｒ⚒

○
23172

1 電子情報工学実験Ⅱ 1 元木 邦俊
笹森 崇行 3

Ｒ⚑
23155 Ｒ⚒
23162 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○

23901

通年 卒 業 研 究 6

魚住 純

4

23902 佐藤 邦宏
23903 元木 邦俊
23904 菊地 慶仁
23905 笹森 崇行
23906 大西 真一
23907 高氏 秀則
23908 菅原 滋晴
23909 佐藤 晴彦
23910 内田 ゆず

自
由
科
目

23028
1 数 学 演 習 1

杉村 徹
1

Ｒ⚑
23034 宮腰 政明 Ｒ⚒
23029

2 物 理 学 演 習 1
羽部 千景

1
Ｒ⚑

23030 石栗 眞人 Ｒ⚒
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 人間情報コース 2011年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

基
礎
数
物
系

21026 1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2 辻栄 周平 1
21200 有馬研一郎 2
21028 2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2 辻栄 周平 1
21201 有馬研一郎 2
21030 2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2 武田 裕康 1
21202 黒田 匡迪 2
21204 1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 有馬研一郎 2
21007 1 確 率 統 計 2 速水 孝夫 1
21127 1 数 理 統 計 学 2 速水 孝夫 2
21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2
21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2
21009 1 物 理 学 Ⅰ 2 前田 秀基 1
21110 羽部 千景 2
21011 2 物 理 学 Ⅱ 2 前田 秀基 1
21111 羽部 千景 2

基
礎
情
報
系

－ 1 情 報 技 術 入 門 2 － 1 閉講
－ 2 情 報 技 術 基 礎 2 － 1 閉講

○ － 1 プログラミング序論 2 － 2 閉講
○ － 1 計算機アーキテクチャⅠ 2 － 2 閉講

－ 2 計算機アーキテクチャⅡ 2 － 2 閉講
23115 2 オペレーティングシステム 2 佐藤 晴彦 2

○ 23116 2 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 佐藤 晴彦 2
23139 1 計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 3
23140 2 ア ル ゴリズム通論 2 大久保好章 3
23143 2 情 報 理 論 2 山ノ井髙洋 3

応
用
情
報
系

○ － 1 メディアリテラシー 2 － 2 閉講
○ － 2 Ｗ Ｅ Ｂ デ ザ イ ン 2 － 2 閉講

－ 2 コンピュータグラフィックス 2 － 2 閉講
○ － 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 － 2 閉講
○ 23102 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 大西 真一 2

－ 1 応 用 数 学 Ⅲ 2 － 3 閉講
○ － 1 数 理 工 学 Ⅰ 2 － 3 閉講

23133 1 数 理 工 学 Ⅱ 2 山ノ井髙洋 3 ⽛情報数理学Ⅱ⽜読替
23144 1 デ ー タ 工 学 2 菊地 慶仁 3
23175 1 画 像 工 学 2 魚住 純 3

人
間
系

－ 2 人 間 情 報 総 論 2 － 1 閉講
23118 2 プレゼンテーション 2 鈴木亜也子 2
－ 1 人 間 行 動 学 2 － 2 閉講

○ － 1 言 語 学 概 論 2 － 2 閉講
24121 2 音 声 工 学 概 論 2 元木 邦俊 2
24122 1 人 間 工 学 概 論 2 平田 恵啓 2

○ － 1 Ｃ Ａ Ｌ Ｌ 英 語 2 － 2 閉講
－ 2 技 術 英 語 2 － 3 閉講

○ － 1 感 覚 情 報 処 理 2 － 3 閉講
○ － 1 ヒューマンインタフェース 2 － 3 閉講
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 人間情報コース 2011年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

人
間
系

○ － 1 工 学 倫 理 2 － 3 閉講
23174 2 自 然 言 語 処 理 2 内田 ゆず 3
－ 2 認 知 科 学 2 － 3 開講せず

○ － 2 感 性 工 学 2 － 3 閉講
－ 1 知 識 情 報 工 学 2 － 4 閉講
－ 1 ユニバーサルデザイン論 2 － 4 閉講

電
子
シ
ス
テ
ム
系

－ 1 電 気電子技術入門 2 － 1 閉講
－ 2 電 気電子技術基礎 2 － 1 閉講
24123 2 計 測 工 学 2 高橋 誠 2
－ 1 通 信 工 学 通 論 2 － 3 閉講
－ 1 システムとネットワーク 2 － 3 閉講
－ 2 音 響 工 学 2 － 3 閉講
23152 2 情 報 通信システム 2 阿波加 純 3
23167 1 セ ン サ 工 学 2 高氏 秀則 4
－ 1 シ ス テ ム 工 学 2 － 4 閉講
－ 1 メカトロニクス通論 2 － 4 閉講

社
会
系

－ 2 社 会 心 理 学 2 － 2 閉講
－ 2 地 域 福 祉 論 2 － 2 閉講
－ 1 合 意 形 成 論 2 － 3 閉講
21157 1 リ サ イ ク ル 工 学 2 山本 裕子 3 ⽛環境評価論⽜読替
－ 2 社 会 調 査 法 2 － 3 閉講
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3
－ 1 寒 地・都 市 防 災 論 2 － 4 閉講
21220 1 防 災 情報システム 2 松岡 直基 4

実
習
等

－ 1 情報リテラシー演習 1 － 1 閉講
－ 2 情 報技術基礎演習 1 － 1 閉講
－ 2 電気電子技術基礎演習 1 － 1 閉講

○ － 1 計 算 機 実 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 計 算 機 実 習 Ⅱ 1 － 2 閉講

23157 1 計 算 機 実 習 Ⅲ 1
任 捷
斉藤 直輝
佐藤 孝憲

3

23158 2 計 算 機 実 習 Ⅳ 1 魚住 純
渡部 敏之 3 ⽛プロジェクト実習⽜読替

○ － 1 情 報 技 術 演 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 情 報 技 術 演 習 Ⅱ 1 － 2 閉講
○ － 1 人 間 情 報 演 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 人 間 情 報 演 習 Ⅱ 1 － 2 閉講
○ － 1 人 間 情 報 演 習 Ⅲ 1 － 3 閉講
○ － 2 人 間情報セミナー 2 － 3 閉講

23162 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○

23901

通年 卒業研究 6

魚住 純

4

23902 佐藤 邦宏
23903 元木 邦俊
23904 菊地 慶仁
23905 笹森 崇行
23906 大西 真一
23907 高氏 秀則
23908 菅原 滋晴
23909 佐藤 晴彦
23910 内田 ゆず
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4.⑶ 工学基礎科目【電子情報工学科 電子情報コース・人間情報コース 2007～2010年度入学者】

分野
必修 ○ 履修

コード
開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次 対象クラス等 備 考

電子人間

数
物
系

○
21026

1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
辻栄 周平 1

21200 有馬研一郎 2

○
21028

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
辻栄 周平 1

21201 有馬研一郎 2

○
21030

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
武田 裕康 1

21202 黒田 匡迪 2

○
21223

1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
佐野 貴志

2
Ｔ⚑

21204 有馬研一郎 Ｔ⚒
21007 1 確 率 統 計 2 速水 孝夫 1
21127 1 数 理 統 計 学 2 速水 孝夫 2
21012 2 代 数 学 序 論 2 杉村 徹 1
21206 1 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 2 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 2 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 1 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 2 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21014 2 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 1 解 析 学 Ⅰ 2 黒田 匡迪 2
21205 2 解 析 学 Ⅱ 2 黒田 匡迪 2

○
21009

1 物 理 学 Ⅰ 2
前田 秀基 1

21110 羽部 千景 2

○
21011

2 物 理 学 Ⅱ 2
前田 秀基 1

21111 羽部 千景 2

環
境
系

21015 1 環 境 生 物 学 Ⅰ 2 早矢仕有子 1 ⽛環境生物科学Ⅰ⽜読替
21016 2 環 境 生 物 学 Ⅱ 2 早矢仕有子 1 ⽛環境生物科学Ⅱ⽜読替
21032 1 環 境 化 学 Ⅰ 2 久保 勘二 1 ⽛物質科学⽜読替
21033 2 環 境 化 学 Ⅱ 2 久保 勘二 1 ⽛物質環境科学⽜読替
21117 1 地 球 環 境 論 Ⅰ 2 高橋 伸幸 2 ⽛地球科学Ⅰ⽜読替
21118 2 地 球 環 境 論 Ⅱ 2 高橋 伸幸 2 ⽛地球科学Ⅱ⽜読替
21119 1 宇 宙 進 化 論 Ⅰ 2 岡崎 敦男 2 ⽛宇宙科学Ⅰ⽜読替
21120 2 宇 宙 進 化 論 Ⅱ 2 岡崎 敦男 2 ⽛宇宙科学Ⅱ⽜読替
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 電子情報コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

数
物
系

○ － 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 － 2 閉講
○ 23102 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 大西 真一 2

－ 1 応 用 数 学 Ⅲ 2 － 3 閉講
○ 23103 1 工 業 物 理 学 Ⅰ 2 伊土 政幸 2 ⽛工業物理学⽜読替

－ 2 工 業 物 理 学 Ⅱ 2 － 2 閉講
○ 23132 1 数 理 工 学 Ⅰ 2 大西 真一 3 ⽛数理工学⽜読替

23133 1 数 理 工 学 Ⅱ 2 山ノ井髙洋 3 ⽛情報数理学Ⅱ⽜読替

電
子
系

－ 1 電 気電子技術入門 2 － 1 閉講
－ 2 電 気電子技術基礎 2 － 1 閉講
－ 2 電 気 回 路 基 礎 2 － 1 閉講

○ 23109 1 電 気 回 路 Ⅰ 2 笹森 崇行 2
23110 2 電 気 回 路 Ⅱ 2 笹森 崇行 2

○ － 2 電 子 回 路 Ⅰ 2 － 2 閉講
23128 1 電 子 回 路 Ⅱ 2 元木 邦俊 3

○
23105

1 電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 佐藤 邦宏 2
⚒・⚓年生

23505 ⚔年生
23106 2 電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 佐藤 邦宏 2

○ － 1 電 子 物 性 2 － 2 閉講
23108 2 固 体 電 子 工 学 2 菅原 滋晴 2

○ 23134 1 電 子 デ バ イ ス 2 佐藤 邦宏 3
23171 2 光エレクトロニクス 2 岡本 淳 3
23137 2 論 理 回 路 2 青木 直史 3
23135 1 電 波 工 学 2 坂井 豊 3
23163 1 電 気 電 子 材 料 学 2 菅原 滋晴 4
23165 1 集 積 回 路 2 本村 真人 4

情
報
系

－ 1 情 報 技 術 入 門 2 － 1 閉講
－ 2 情 報 技 術 基 礎 2 － 1 閉講

○ － 1 プログラミング序論 2 － 2 閉講
○ － 1 計算機アーキテクチャⅠ 2 － 2 閉講

23114 2 計算機アーキテクチャⅡ 2 魚住 純 2
23115 2 オペレーティングシステム 2 佐藤 晴彦 2

○ － 2 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 － 2 閉講
23139 1 計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 3
23174 2 自 然 言 語 処 理 2 内田 ゆず 3
23153 1 システムとネットワーク 2 青木 直史 3
23140 2 ア ル ゴリズム通論 2 大久保好章 3
23143 2 情 報 理 論 2 山ノ井髙洋 3
23144 1 デ ー タ 工 学 2 菊地 慶仁 3
23175 1 画 像 工 学 2 魚住 純 3
23166 1 知 識 情 報 工 学 2 荒木 健治 4

○ 23138 2 数 値 解 析 Ⅰ 2 栗原 正仁 3
23173 1 数 値 解 析 Ⅱ 2 菊地 慶仁 4

応
用
系

23118 2 プレゼンテーション 2 鈴木亜也子 2
○ 23117 2 電 子 計 測 2 魚住 純 2
○ 23145 1 光 工 学 Ⅰ 2 魚住 純 3
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 電子情報コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

応
用
系

23146 2 光 工 学 Ⅱ 2 大坪 順次 3
○ 23147 1 制 御 工 学 Ⅰ 2 高氏 秀則 3

23148 2 制 御 工 学 Ⅱ 2 高氏 秀則 3
23151 1 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3

○ 23154 1 工 学 倫 理 2 横山 隆 3
－ 2 技 術 英 語 2 － 3 閉講
23149 2 電 気 工 学 通 論 2 原 亮一 3
23150 2 音 響 工 学 2 元木 邦俊 3
23152 2 情 報 通信システム 2 阿波加 純 3
23167 1 セ ン サ 工 学 2 高氏 秀則 4
23169 1 シ ス テ ム 工 学 2 青木 直史 4
－ 1 メカトロニクス通論 2 － 4 閉講
23170 1 通 信 法 規 2 坂井 豊 4

実
験
実
習
等

－ 1 情報リテラシー演習 1 － 1 閉講
－ 2 電気電子技術基礎演習 1 － 1 閉講
－ 2 情 報技術基礎演習 1 － 1 閉講

○ － 1 電気電子技術演習Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 電気電子技術演習Ⅱ 1 － 2 閉講
○ － 1 情 報 技 術 演 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 情 報 技 術 演 習 Ⅱ 1 － 2 閉講
○ － 1 電子情報工学総合演習 1 － 3 閉講
○ － 1 計 算 機 実 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 計 算 機 実 習 Ⅱ 1 － 2 閉講

23157 1 計 算 機 実 習 Ⅲ 1
任 捷
斉藤 直輝
佐藤 孝憲

3

23158 2 計 算 機 実 習 Ⅳ 1 魚住 純
渡部 敏之 3 ⽛プロジェクト実習⽜読替

○
23123

2 電子情報工学実験Ⅰ 1
菅原 滋晴
菊地 慶仁
片岡 則雅

2 履修クラスは，掲示等で
確認すること23190

○ － 1 電子情報工学実験Ⅱ 1 － 3 閉講

23156 2 電子情報工学実験Ⅲ 1 高氏 秀則
土谷 圭央 3 ⽛プロジェクト実習⽜読替

○ 23161 2 電子情報工学セミナー 2 大西 真一
魚住 純 3

23162 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○

23901

通年 卒 業 研 究 6

魚住 純

4

23902 佐藤 邦宏
23903 元木 邦俊
23904 菊地 慶仁
23905 笹森 崇行
23906 大西 真一
23907 高氏 秀則
23908 菅原 滋晴
23909 佐藤 晴彦
23910 内田 ゆず
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 人間情報コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

基
礎
情
報
系

－ 1 情 報 技 術 入 門 2 － 1 閉講
－ 2 情 報 技 術 基 礎 2 － 1 閉講

○ － 1 プログラミング序論 2 － 2 閉講
○ － 1 計算機アーキテクチャⅠ 2 － 2 閉講

－ 2 計算機アーキテクチャⅡ 2 － 2 閉講
－ 2 オペレーティングシステム 2 － 2 閉講

○ － 2 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 － 2 閉講
－ 1 計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 － 3 閉講
－ 2 ア ルゴリズム通論 2 － 3 閉講
23143 2 情 報 理 論 2 山ノ井髙洋 3

応
用
情
報
系

○ － 1 メディアリテラシー 2 － 2 閉講
○ － 2 Ｗ Ｅ Ｂ デ ザ イ ン 2 － 2 閉講

－ 2 コンピュータグラフィックス 2 － 2 閉講
○ － 1 応 用 数 学 Ⅰ 2 － 2 閉講
○ 23102 2 応 用 数 学 Ⅱ 2 大西 真一 2

－ 1 応 用 数 学 Ⅲ 2 － 3 閉講
○ － 1 数 理 工 学 Ⅰ 2 － 3 閉講

23133 1 数 理 工 学 Ⅱ 2 山ノ井髙洋 3 ⽛情報数理学Ⅱ⽜読替
23144 1 デ ー タ 工 学 2 菊地 慶仁 3
23175 1 画 像 工 学 2 魚住 純 3

人
間
系

－ 2 人 間 情 報 総 論 2 － 1 閉講
23118 2 プレゼンテーション 2 鈴木亜也子 2
－ 1 人 間 行 動 学 2 － 2 閉講

○ － 1 言 語 学 概 論 2 － 2 閉講
－ 2 音 声 工 学 概 論 2 － 2 閉講
－ 1 人 間 工 学 概 論 2 － 2 閉講

○ － 1 Ｃ Ａ Ｌ Ｌ 英 語 2 － 2 閉講
－ 2 技 術 英 語 2 － 3 閉講

○ － 1 感 覚 情 報 処 理 2 － 3 閉講
○ － 1 ヒューマンインタフェース 2 － 3 閉講
○ － 1 工 学 倫 理 2 － 3 閉講

23174 2 自 然 言 語 処 理 2 内田 ゆず 3
－ 2 認 知 科 学 2 － 3 開講せず

○ － 2 感 性 工 学 2 － 3 閉講
23166 1 知 識 情 報 工 学 2 荒木 健治 4
24147 1 ユニバーサルデザイン論 2 小宮加容子 4

電
子
シ
ス
テ
ム
系

－ 1 電 気電子技術入門 2 － 1 閉講
－ 2 電 気電子技術基礎 2 － 1 閉講
24123 2 計 測 工 学 2 高橋 誠 2
23151 1 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3
－ 1 システムとネットワーク 2 － 3 閉講
－ 2 音 響 工 学 2 － 3 閉講
23152 2 情 報 通信システム 2 阿波加 純 3
23167 1 セ ン サ 工 学 2 高氏 秀則 4
23169 1 シ ス テ ム 工 学 2 青木 直史 4
－ 1 メカトロニクス通論 2 － 4 閉講
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 人間情報コース 2007～2010年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

社
会
系

－ 2 社 会 心 理 学 2 － 2 閉講
－ 2 地 域 福 祉 論 2 － 2 閉講
－ 1 合 意 形 成 論 2 － 3 閉講
21157 1 リ サ イ ク ル 工 学 2 山本 裕子 3 ⽛環境評価論⽜読替
21215 2 社 会 調 査 法 2 堂柿 栄輔 3
21158 2 都 市 環 境 工 学 2 山本 裕子 3

21222 1 寒 地・都 市 防 災 論 2 松澤 勝
浅野 基樹 4

21220 1 防 災 情報システム 2 松岡 直基 4

実
習
等

－ 1 情報リテラシー演習 1 － 1 閉講
－ 2 情 報技術基礎演習 1 － 1 閉講
－ 2 電気電子技術基礎演習 1 － 1 閉講

○ － 1 計 算 機 実 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 計 算 機 実 習 Ⅱ 1 － 2 閉講

23157 1 計 算 機 実 習 Ⅲ 1
任 捷
斉藤 直輝
佐藤 孝憲

3

23158 2 計 算 機 実 習 Ⅳ 1 魚住 純
渡部 敏之 3 ⽛プロジェクト実習⽜読替

○ － 1 情 報 技 術 演 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 情 報 技 術 演 習 Ⅱ 1 － 2 閉講
○ － 1 人 間 情 報 演 習 Ⅰ 1 － 2 閉講
○ － 2 人 間 情 報 演 習 Ⅱ 1 － 2 閉講
○ － 1 人 間 情 報 演 習 Ⅲ 1 － 3 閉講
○ － 2 人 間情報セミナー 2 － 3 閉講

23162 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3

○

23901

通年 卒 業 研 究 6

魚住 純

4

23902 佐藤 邦宏
23903 元木 邦俊
23904 菊地 慶仁
23905 笹森 崇行
23906 大西 真一
23907 高氏 秀則
23908 菅原 滋晴
23909 佐藤 晴彦
23910 内田 ゆず
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
基
礎

Ａ
群

21045 1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2 小林 保幸 1
21046 2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2 山本 隆範 1
21047 2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2 吉田 文夫 1
－ 1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 － 2
21050 1 確 率 統 計 2 辻栄 周平 1
24152 1 現 代 物 理 学 入 門 2 森越 文明 1
21065 2 物 理 学 Ⅰ 2 前田 秀基 1
－ 1 物 理 学 Ⅱ 2 － 2
－ 1 物 理 化 学 2 － 2
－ 2 Academic Eng l i sh 2 － 2
－ 1 シミュレーション科学 2 － 3
－ 1 Ｗ ＥＢビジネス論 2 － 3
－ 1 科 学 技 術 英 語 2 － 3
－ 2 バ イオビジネス論 2 － 3
－ 2 プレゼンテーション 2 － 3

△ 24001 1 生 命 工 学 総 論 2 複数の教員 1

生
命
科
学
系

Ｂ
群

△ 24002 1 生 命 工 学 倫 理 2 髙橋 考太 1
24003 1 化 学 概 論 2 久保 勘二 1
24153 1 生 物 学 基 礎 2 上條 光司 1
21068 1 環 境 工 学 序 論 2 余湖 典昭 1
24006 2 生 物 学 概 論 2 新沼 協 1
24004 2 有 機 化 学 2 松田 冬彦 1
24005 2 微 生 物 学 2 福井 学 1
24154 2 先 端 生 命 科 学 2 水谷 武臣 1
－ 1 環境・エネルギーシステム論 2 － 2
24156 2 生 物 多 様 性 論 2 早矢仕有子 1
－ 2 地 球 環 境 論 2 － 2

△ － 1 生 化 学 Ⅰ 2 － 2
△ － 2 生 化 学 Ⅱ 2 － 2
△ － 1 分 子 生 物 学 Ⅰ 2 － 2
△ － 2 分 子 生 物 学 Ⅱ 2 － 2
△ － 1 バイオテクノロジーセミナー 2 － 3
△ － 1 細 胞 生 物 学 Ⅰ 2 － 3
△ － 2 細 胞 生 物 学 Ⅱ 2 － 3
△ － 1 遺 伝 子 工 学 Ⅰ 2 － 3
△ － 2 遺 伝 子 工 学 Ⅱ 2 － 3

－ 2 バイオインフォマティクス 2 － 3
－ 1 生 命 科 学 の 未 来 2 － 4

人
間
情
報
工
学
系

Ｃ
群

△ 24155 2 情 報 処 理 論 2 越前谷 博 1
△ － 1 ア ルゴリズム概論 2 － 2
△ － 1 コンピュータアーキテクチャ 2 － 2
△ － 2 データベースとネットワーク 2 － 2
△ － 2 シ ス テ ム 概 論 2 － 2
△ － 2 言 語 処 理 概 論 2 － 2
△ － 2 ソ フトウエア通論 2 － 2
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

人
間
情
報
工
学
系

Ｃ
群

△ － 1 情 報セキュリティ 2 － 3
△ － 1 情 報マネジメント 2 － 3

－ 1 人 間 工 学 概 論 2 － 2
－ 2 計 測 工 学 2 － 2
－ 2 社 会 心 理 学 2 － 2
－ 1 感 覚 情 報 処 理 2 － 3
－ 1 情 報 数 理 学 Ⅰ 2 － 3
－ 2 情 報 数 理 学 Ⅱ 2 － 3
－ 2 情 報 理 論 2 － 3
－ 2 音 声 工 学 概 論 2 － 3
－ 2 生 活 支 援 工 学 2 － 3
－ 1 運 動 機 能 計 測 2 － 4
－ 1 ユニバーサルデザイン論 2 － 4

実
験
・
実
習
・
演
習

Ｄ
群

24009 1 地 学 実 験 1 岡崎 敦男
高橋 伸幸 1

－ 1 生 物 学 実 験 1 － 2
－ 2 物 理 学 実 験 1 － 3

○ － 2 化 学 実 験 1 － 2
○ － 1 バイオテクノロジー実習Ⅰ 1 － 3
○ － 2 バイオテクノロジー実習Ⅱ 1 － 3

△
24157

1 情報リテラシー演習 1
越前谷 博
シフィエチコフスカ
パトリツィア エヴァ

1
Ｗ⚑

24158 Ｗ⚒
○ － 1 デ ー タ 解 析 演 習 1 － 2
○ － 2 プログラミング実習Ⅰ 1 － 2
○ － 1 プログラミング実習Ⅱ 1 － 3

－ 1 情 報 数 理 学 演 習 1 － 3
－ 2 ＷＥＢデザイン演習 1 － 3
－ 1 人 間計測工学実験 1 － 4
－ 1 インターンシップＡ 1 － 3
－ 1 インターンシップＢ 2 － 3

○ － 通年 卒 業 研 究 6 － 4
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2012～2016年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

生
命
科
学
系

Ａ
群

21045
1 線 形 代 数 学 Ⅰ 2

小林 保幸 1
21200 有馬研一郎 2
21046

2 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
山本 隆範 1

21201 有馬研一郎 2
21047

2 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
吉田 文夫 1

21202 黒田 匡迪 2
21211 1 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 吉田 文夫 2
21050 1 確 率 統 計 2 辻栄 周平 1
21065 2

物 理 学 Ⅰ 2
前田 秀基 1

21110 1 羽部 千景 2
－

2 物 理 学 Ⅱ 2
－ 1 開講せず

21111 羽部 千景 2
21225 1 物 理 学 Ⅲ 2 前田 秀基 2

24101 2 エ ネ ル ギ ー 論 2 鈴木 智貴
田村信一朗 2

24129 1 シミュレーション科学 2 岡崎 敦男 3
24130 2 地 球 環 境 論 2 高橋 伸幸 3

Ｂ
群

○ 24001 1 生 命 工 学 総 論 2 各担当教員 1
24002 1 生 命 工 学 倫 理 2 髙橋 考太 1
24003 1 化 学 概 論 2 久保 勘二 1
24004 2 有 機 化 学 2 松田 冬彦 1
24102 1 物 理 化 学 2 木下 博嗣 2
24005 2 微 生 物 学 2 福井 学 1
24006 2 生 物 学 概 論 2 新沼 協 1
24103 2 生 物 多 様 性 論 2 早矢仕有子 2

△ 24104 1 生 化 学 Ⅰ 2 小山 芳一 2
△ 24105 2 生 化 学 Ⅱ 2 小山 芳一 2
△ 24106 1 分 子 生 物 学 Ⅰ 2 髙橋 考太 2
△ 24107 2 分 子 生 物 学 Ⅱ 2 髙橋 考太 2
△ 24131 1 分 子 生 物 学 Ⅲ 2 新沼 協 3
△ 24132 1 細 胞 生 物 学 Ⅰ 2 水谷 武臣 3
△ 24133 2 細 胞 生 物 学 Ⅱ 2 水谷 武臣 3
△ 24134 2 遺 伝 子 工 学 2 新沼 協 3

24135 2 バイオインフォマティクス 2 齋藤 静司 3
24148 1 生 命 科 学 の 未 来 2 小山 芳一 4

人
間
情
報
工
学
系

Ｃ
群

△ 24007 2 情 報 処 理 技 術 2 越前谷 博 1
△ 24108 1 コンピュータアーキテクチャ 2 魚住 純 2
△ 24109 1 ソ フ トウエア工学 2 平田 恵啓 2
△ 24110 2 人間メディアネットワーク 2 平田 恵啓 2
△ 24111 2 情 報 数 理 学 Ⅰ 2 山ノ井髙洋 2

24136 1 情 報 数 理 学 Ⅱ 2 山ノ井髙洋 3
△ 24137 1 セ キ ュリティ倫理 2 越前谷 博 3

23143 2 情 報 理 論 2 山ノ井髙洋 3

Ｄ
群

24122 1 人 間 工 学 概 論 2 平田 恵啓 2
24121 2 音 声 工 学 概 論 2 元木 邦俊 2
24123 2 計 測 工 学 2 高橋 誠 2

△ 24124 1 感 覚 情 報 処 理 2 平田 恵啓 3
△ 24125 1 ヒューマンインタフェース 2 小宮加容子 3
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2012～2016年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

人
間
情
報
工
学
系

Ｄ
群

－ 2 認 知 科 学 2 － 3 開講せず
24138 2 生 活 支 援 工 学 2 橋場 参生 3
24149 1 運 動 機 能 計 測 2 笠原 敏史 4
24147 1 ユニバーサルデザイン論 2 小宮加容子 4

Ｅ
群

21067 1 環 境 工 学 概 論 2 余湖 典昭 1
24112 1 地域環境システム論 2 鈴木 聡士 2
－ 1 技 術文書の書き方 2 － 2 開講せず
24114

2 Ｉ Ｃ Ｔ 英 語 2 平田 洋子 2
⚒年Ｗ⚑・⚓年・⚔年

24151 ⚒年Ｗ⚒
24139 1 科 学 技 術 英 語 2 山ノ井髙洋 3
24115 2 社 会 心 理 学 2 鈴木 聡士 2
24127 1 合 意 形 成 論 2 鈴木 聡士 3
24140 1 Ｗ Ｅ Ｂビジネス論 2 鹿内 茂光 3
24141 2 バ イ オビジネス論 2 長堀 紀子 3

24128 2 プレゼンテーション 2 鈴木亜也子
鈴木 聡士 3

実
験
・
実
習
等

Ｆ
群

－ 2 化 学 実 験 1 － 1 開講せず

24009 1 地 学 実 験 1 岡崎 敦男
高橋 伸幸 1

24116 1 生 物 学 実 験 1

小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
早矢仕有子
水谷 武臣

2

24142 2 物 理 学 実 験 1 吉田 文夫
森越 文明 3

○ 24143 1 バイオテクノロジー実習Ⅰ 2

小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣
川西 晶

3

○ 24144 2 バイオテクノロジー実習Ⅱ 2

小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣
川西 晶

3

○
24010

1 情報リテラシー演習Ⅰ 1
越前谷 博
シフィエチコフスカ
パトリツィア エヴァ

1
Ｗ⚑

24011 Ｗ⚒

○ 24117 1 情報リテラシー演習Ⅱ 1 鈴木 聡士
源野 雄輔 2

24118 2 情 報 数 理 学 演 習 1 山ノ井髙洋 2

○ 24119 2 プログラミング実習Ⅰ 1
平田 恵啓
越前谷 博
高木 諒
ジェプカ ラファウ

2

○ 24145 1 プログラミング実習Ⅱ 1
平田 恵啓
越前谷 博
エバンズ ベンジャミン ルカ
浅井 純樹

3

24146 2 ＷＥＢデザイン演習 1 鈴木 聡士 3

24150 1 人 間 計測工学実験 1 山ノ井髙洋
平田 恵啓 4

24120 1 イ ン ターンシップ 2 各担当教員 3
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2012～2016年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

実
験
・
実
習
等

Ｆ
群 ○

24901

通年 卒 業 研 究 6

山ノ井髙洋

4

24902 吉田 文夫
24903 小山 芳一
24904 髙橋 考太
24905 越前谷 博
24906 鈴木 聡士
24907 平田 恵啓
24908 新沼 協
24909 水谷 武臣
24910 岡崎 敦男
24911 高橋 伸幸
24912 早矢仕有子
24913 森越 文明
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本学では数学関係科目がたくさん開講されていて，どの科目を履修したらよいのか迷うかもしれません。こ
こで各科目の内容と特徴を解説しますので，履修上の参考にしてください。なお，学科やコースによって必修
科目と選択科目の指定があります。
数学概論，線形代数学，微分積分学は計算力を充実させることを目標にしています。いわば腕力をつけると

いうことです。また，代数学，幾何学，解析学，確率統計は理論面を重視した内容になります。授業内容の詳
細は講義概要を参考にしてください。
以下，それぞれのケースに分けて解説します。（前頁，図参照）

● 数学が苦手な人 はまず数学概論Ⅰでしっかり勉強してください。少人数のクラス編成なので，授業の進
め方については受講者の学力程度に見合った無理のない形式となります。ノートに自分の解いた問題や配布
資料をバラバラにならないように日付を付けてしっかり整理してください。分からないところはそのままに
しないで質問してください。あなたの分からないところは他の人が分からないことが多いのです。その積み
重ねを毎回することで数学はあなたのものになって行きます。面倒がらずに詰め込みをしないでコツコツと
問題を解いてください。予習と復習，図書館の利用をお勧めします。線形代数学Ⅰは行列を主な学習対象と
して，計算力の充実を本線に線形性の概念を修得することを目標にしていますから，多少数学が苦手な人で
も十分ついていけるはずです。後は，図の流れに沿って学習して行けるでしょう。困ったときは一人で悩ま
ずに担当教員に相談してください。

● 数学が苦手というほどではない人 は，やはり数学概論Ⅰ，数学概論Ⅱで確認と補強をしてください。微分
積分学Ⅰや微分積分学Ⅱはそれらをもとに広範囲な内容を学習します。ノートをしっかり整理することや予
習と復習，図書館の利用は苦手の人の場合と同じです。線形代数学は将来いろいろな所に顔を出してきます
ので，線形代数学Ⅰの受講を勧めます。幾何学序論や確率統計の理論主体の科目もチャレンジしてみてはど
うでしょうか。数学の核心をなすものは，単なる計算だけではなく厳密な論理展開や証明といったものであ
ることが理解できるはずです。後は，図の流れに沿って学習して行けるでしょう。分からないときはいつで
も良いですから質問を，また困ったときは一人で悩まずに担当教員に相談してください。

● 数学が好き，面白いと思っている人 は，数学概論Ⅰ，数学概論Ⅱは復習ということになるでしょう。しか
し，通りいっぺんの学習をしただけで消化不良になっていないか，確認をおこたらないでください。線形代
数学は将来いろいろな所に顔を出してきます。まずは，入学しての新規科目として線形代数学Ⅰを勉強して
ください。ノートをしっかり整理し，予習復習を習慣づけ，新たな数学の世界に立ち向かってください。同
じ問題でもいろいろな解法があります。図書館を最大限に利用することも大切です。幾何学序論や確率統計
の理論重視の科目で磨きをかけてみてください。今まで学んだ数学とは異なる厳密な論理や緻密な証明にふ
れることができます。また，微分積分学Ⅰや微分積分学Ⅱでは高校で学んだ⽛数学Ⅲ⽜を超えた広範囲な内
容を学習します。後は，図の流れに沿って学習して行けるでしょう。あなたの興味と数学の力を伸ばして
いってください。分からないときはいつでも質問を，またスランプや壁にぶつかったら一人で悩まずに担当
教員に相談してください。

● 数学の教員免許の取得を目指す人 は開講されている数学の科目を全て履修し，修得するようにしてくだ
さい。図にあるように数学の広い分野にわたる科目が開設されています。特に理論重視の科目である代数
学，幾何学，解析学，確率統計，数理統計学や環境統計学・演習は数学の教職課程の必修科目になっていま
す。先に学ぶ科目は後で学ぶ科目の基礎になるので，先の分をキッチリ勉強しておけば自然に積み上げが効
いて自信が出てくると同時に，数学の本質的な部分も理解できるようになってくると思います。そのときは，
単に公式を覚えて適用すれば良いという考えはあなたから消えてしまうでしょう。計算力充実を目標とする
科目である数学概論，線形代数学，微分積分学も学習しておきましょう。すでに学習したものは分からなく
て困っている人を教えてやるぐらいの余裕も欲しいものです。これから教員の職も厳しくなるようなので，
少なくとも数学には自信を持って心配なくやっていけるよう，開講されている科目の受講だけで満足せずに
⚔年間，十分な数学の勉強を積んでください。なお，代数学序論，幾何学序論，解析学序論と確率統計は山
鼻校舎では開講されていないので，進級してからの受講は大変です。その他の事項も教職課程の⽛履修の手
引⽜などで十分に確認して受講してください。
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● 数学セミナー は平成22年度から新しく始まりました。教職課程の必須科目になっている理論重視科目（主
に代数学，幾何学，解析学）を学習していくための力をつけるためのものです。このために，履修者による
黒板での発表や証明を常時行いますので，事前の準備やレポートの作成に時間を必要としますが，数学の教
員免許を目指す人には受講が欠かせないと言えます。
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工学部⚑年次 一般教育科目のセミナーについて

⚑．受講希望者は，次ページの一覧表にて受講申込の有無を確認して下さい。
⚒．受講申込が必要な科目の受講希望者は，別ページのセミナー受講申込書に必要事項を記入の上，希望する
セミナーの初回講義に出席し提出して下さい。

⚓．受講申込科目の許可発表は，初回講義時もしくは，受講者数が多数の場合は選抜し数日以内に工学部掲示
板で発表します。
また，再募集するセミナーがある場合は最初の受講許可者発表と同時に掲示しますので，選抜にもれた学

生で，受講希望をする場合は担当教員の受講許可を得て下さい。
⚔．受講申込科目の履修登録は，必ず受講許可発表の確認をしてから行って下さい。（受講許可者以外は履修
を認めません。）また，受講許可者以外が履修登録した場合，当該科目は履修登録確認書から削除されますの
で注意してください。

⚕．受講申込みが必要な科目の受講を許可された学生は，たとえ履修変更期間であっても，許可なく履修を変
更することができませんので，十分検討したうえで申込みをしてください。（※履修変更の可否については
次ページで確認してください。）また，履修変更可能な科目であっても，担当教員に許可を得たうえで，履修
変更期間内に教務センター窓口まで申し出てください。

⚖．第⚒学期受講希望者も第⚑学期の初回講義に必ず出席して下さい。（受講申込不要科目を除く。）
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一般教育科目セミナー一覧

科目名 担当教員
受講申込
必要＝○
不要＝×

履修変更

テーマ⚑学期 ⚒学期

追加 削除 追加 削除

①音 声 学 セ ミ ナ ー
切 替 英 雄

○ × × × × 人類はどのような音声を用いて意志を伝達しているのか

②一般言語学セミナー ○ × × × × 日本語という自分自身の言葉を分析する方法を学ぶ

①デザインセミナーⅠ
原 井 憲 二

○ 要
相
談

○ 要
相
談

○ 構想を練り，イメージしたものを形にする，一連の
行為としてのデザイン②デザインセミナーⅡ ○ ○ ○

①地球環境セミナーⅠ
髙 橋 伸 幸

○ × ○ × ○ 札幌周辺における自然環境

②地球環境セミナーⅡ ○ × ○ × ○ 日本付近の気象・気候

①宇宙科学セミナーⅠ
岡 崎 敦 男

○ 要
相
談

○ 要
相
談

○
宇宙を観る，宇宙を知る

②宇宙科学セミナーⅡ ○ ○ ○

①環境生物科学セミナーⅠ
早矢仕 有 子

○ ○ ○ ○ ○
身近な鳥類をとおして自然環境を考える

②環境生物科学セミナーⅡ ○ ○ ○ ○ ○

①②化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ
久 保 勘 二

○ × ○ 要
相
談

○
ものづくりを通して身近な物質を知る

①②化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ ○ × ○ ○

①数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ
※受講申込 不要

杉 村 徹 × ○ ○ ○ ○ 論理学，集合論，証明法の初歩を学ぶ

②数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ
※受講申込 不要

山 本 隆 範 × ○ ○ ○ ○
線形代数学・微分積分学を中心とした抽象代数学・
解析学

※①第⚑学期，②第⚒学期。
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一般教育科目セミナー受講申込書

工学部 学科 コース ⚑ 年 組 番

フリガナ

氏 名

曜日 時限 担当教員名 科目名

(志望理由) ※セミナーによっては，志望理由の内容を指定している場合がありますので注意してください。

注）この用紙を複数必要な場合は各自でコピーしてください。
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工学部の学生からよくある質問をＱ＆Ａにまとめました。
各項目の詳細については，学生便覧・履修の手引又は講義概要に掲載されています。
意外と知らない学生が多いようです。みなさんは大丈夫ですか……？

Ｑ 事務室って何時まで？

Ａ 窓口取扱時間 （⚑年次：豊平校舎教務センター内工学部窓口，⚒～⚔年次：山鼻校舎工学部事務室）
平日は，⚙：00～16：00（昼休み 12：40～13：40）
土曜日は，⚙：00～12：40 日曜・祝日のほか，窓口業務を行わない日があります。

Ｑ 在学・成績・卒業見込などの証明書が欲しい。

Ａ 自動証明書発行機を利用し，即日交付を受けることができます。利用説明及び発行できる証明書等の説明
は，自動証明書発行機付近にありますので各自確認をしてください。
また，⚔年次の学生（就職登録が完了し卒業見込が発行できる学生）は無償で卒業見込・成績証明書・健
康診断証明書を各⚓部発行することができます。時期は，卒業見込・成績証明書は⚔月から，健康診断証
明書は例年⚕月中旬ですが詳細は掲示にてお知らせします。

Ｑ 引越しをして住所・電話番号等が変更になりました。手続は何かありますか？

Ａ 本人・保証人・学費支給者いずれかの方の住所が変更した時は，工学部事務室（⚑年生は教務センター事
務室）に住所変更届を提出して下さい。
本人の住所が変更になった場合は，学生証更新の必要がありますので，同時に学生証更新願も提出して下
さい。
用紙はG-PLUS!でダウンロードできます。

Ｑ やむを得ない事情により授業を欠席しなければなりません。手続は何かありますか？

Ａ 欠席期間の前後数日以内に，①短期欠席（⚑週間以内の欠席）の場合は担当教員宛に，②長期欠席（⚑週
間以上の欠席）の場合は学部長宛（事務室）に，欠席届および証明書を提出して下さい。用紙はG-PLUS!で
ダウンロードできます。
なお，欠席の取扱いについては，授業の担当者によって異なる場合があります。

Ｑ 履修登録って？

Ａ 履修登録とは，受講したい科目を申請し，登録する事です。G-PLUS!で履修する科目を登録します。履修
登録は全学生必須の条件です。必ず登録する必要があります。
また，登録内容は，履修登録確認書によって各学生が確認する事となっています。履修登録確認書の配付
の時期はこの履修の手引で確認して下さい。
履修科目は，進級・卒業等の各種要件の理解を十分に深め，慎重に履修計画を立てた上で，登録して下さ
い。

Ｑ 履修登録の変更はできますか？

Ａ 履修登録変更期間内であれば，G-PLUS!で変更が可能です。（GOALSの仮登録では履修の変更はできませ
ん。）掲示を確認して下さい。ただし，一部訂正ができない科目もあります。しかし履修変更期間後は……。
残念ながら変更できません。よって，今年度の単位修得は不可能です。必修科目・選択科目問わず評価の
対象になりません。そうならないように，必ず各自で正しく登録されたのかを履修登録確認書で確認して
下さい。
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Ｑ 追試験と再試験の違いは……？
Ａ 追試験は，正当な理由（学生便覧参照）で定期試験を欠席した学生が対象となります。定期試験欠席届と

証明書を工学部事務室（⚑年生は教務センター事務室）に提出し，許可を得る必要があります。
再試験は，⚔年次開講科目で定期試験を実施した科目を受験し，その結果が⼦不可⼧だった学生が対象とな
ります。試験を⼦欠席⼧した場合は対象となりません。ただし，一度不合格になった科目なので，再試験を
受けて合格しても，評価は⽛可⽜に留まります。なお，⚑～⚓年次開講科目は再試験の対象とはなりません。
追試験は受験許可後，再試験は⚔年次開講科目の合否発表後，本人からの申込みが必要になります。
追試験・再試験ともに関連日程については，この履修の手引で確認して下さい。

Ｑ 各科目の成績が知りたいのですが？
Ａ 試験終了後，第⚑学期の成績については⚙月中旬，第⚒学期の成績については⚓月中旬に郵送（学費支給

者宛）およびG-PLUS!成績照会画面にてお知らせする予定です。

Ｑ 成績通知書に⽛特試（特欠）⽜ってあるのですが？
Ａ 評価としては不合格です。⽛不(欠)⼧との違いは授業の出席が義務付けられていないことです。他の科目と

時間割上，同一の曜日・時間に授業が重なった時に，いずれかの科目が⼦特試(特欠）⼧だと履修登録の制限
がなくなり，どちらの科目も履修登録することができます。その際⼦特試(特欠)⼧科目の出席が義務付けら
れません。しかし，出席が義務付けられていないからといって，授業に出席しなくてもよいというわけで
はありません。授業内で実施されているテストもあるでしょう。前年度と担当教員が変わっていれば，授
業内容も変わってきます。特試（特欠）はあくまで⽛不（欠）⽜なので，授業が重なっていない限りは授業
に出席して下さい。

Ｑ 卒業見込証明書って？
Ａ ⚓年次終了時に，卒業見込証明書の発行条件を満たしている学生は，この証明書の発行を受けることがで

きます。発行条件をこの履修の手引で確認し，十分理解を深めて下さい。
卒業見込証明書は主に就職活動で使用し，企業に提出する書類の一つで，この証明書がないと就職活動に
支障をきたす場合があります。
⚓年次終了時に条件をクリアできなかった場合でも，⚔年次の第⚑学期終了時点で条件を満たしていれば，
10月に発行が可能になります。しかしながら，発行時期は当然遅くなりますので，卒業見込証明書の発行
条件は，⚓年終了時までに満たすようにしましょう。
また，この証明書は卒業を保証する物ではありませんので，注意して下さい。

Ｑ 卒業研究着手条件って？ 満たしていないと，どうなりますか？
Ａ 社会環境工学科では，卒業研究に着手する条件を設定しています。条件については，この履修の手引で確

認し，十分理解を深めて下さい。
卒業研究に着手できないということは，その年度内での卒業ができない，つまり⚔年生になったものの，
卒業はできないということです。

Ｑ 進級・卒業について知りたい。
Ａ 工学部では，⽛⚑年次⇨⚒年次⽜⽛⚔年次⇨卒業⽜の際に単位数を審査し，進級・卒業を認めます。ただし，

電子情報工学科および生命工学科は⽛⚓年次⇨⚔年次⽜の際も進級審査があります。進級・卒業要件は学
科や入学年度によって違います。要件については，この履修の手引で確認し，十分理解を深めて下さい。
単位修得については，⚔年間で修得すべき単位数を自ら計画する必要があります。仮に⚑科目でも10科目
でも，単位が修得できなければ，同じく進級・卒業することができません。

Ｑ 休学・退学について知りたい。
Ａ 休学・退学ともに手続きが必要となります。学費とも密接に関係してくるので，少しでも迷っていたら工

学部事務室（⚑年生は教務センター事務室）まで相談に来て下さい。
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建 学 の 精 神

北の大地に力強く生きつづけてきた北海学園132年の歴史を背景に，

1952年に北海学園大学が誕生しました。まさに北の大地は母の大地とな

り，〝徒に官に依拠せず自らの努力をもって立つ⼱という自主独立の⽛開

拓者精神⽜を使命として，本学は創設されました。

本学は，創設から現在までの半世紀を越える間，幾多の困難にも遭遇し

ましたが，自由と自立の⽛開拓者精神⽜を支柱に先人の努力によって，よ

くこの苦難にうち勝ち，めざましい発展をとげてきました。そして現在

は，本学は北海道における最大規模の私立総合大学の位置を得るまでに

至っております。

この⼦開拓者精神⽜こそ本学の建学精神であり，現在もいきいきと受け

継がれております。北海学園大学の教職員は今日まで，この精神を心に抱

き，大学の数々の発展に夢を膨らませ，多くの有能な人材を育む努力を真

剣に重ねてきました。

本学の同窓生は，各自の人生を見つめ，高邁な⼦開拓者精神⼧に思いを

馳せながら，それぞれの時代を切り拓くためにたくましく活躍しており

ます。在学生たちは，この建学の⼦開拓者精神⼧を現代のチャレンジ精神

とみなし，主体的に学び，自ら考え，自らの行動に責任をもち，そして自

信と勇気をもって自らの可能性に挑戦しております。

建学の精神である⼦開拓者精神⽜は，北海学園大学の未来への発展の道

しるべとして，その存在をますます輝かせるでしょう。



北海学園大学の歩み

1950 (昭和25) 年 北海短期大学をḫ設し，経済科⚑部，⚒部を開設

1952 (昭和27) 年 北海学園大学（⚔年制）をḫ設し，経済学部⚑部経済学科を開設

1953 (昭和28) 年 北海学園大学経済学部⚒部経済学科を開設

1957 (昭和32) 年 北海学園大学開発研究所を開設

1962 (昭和37) 年 北海短期大学土木科⚑部，⚒部（南26条西11丁目）を開設

1964 (昭和39) 年 北海学園大学法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科を開設

1965 (昭和40) 年 北海短期大学を北海学園大学短期大学部と改称

1966 (昭和41) 年 北海学園大学経済学部⚑部経営学科，⚒部経営学科を開設

1968 (昭和43) 年 北海学園大学工学部土木工学科，建築学科を開設

1970 (昭和45) 年 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程を開設

1986 (昭和61) 年 北海学園大学大学院法学研究科法律学専攻修士課程を開設

1987 (昭和62) 年 北海学園大学工学部電子情報工学科を開設

1991 (平成⚓) 年 北海学園大学大学院工学研究科建設工学専攻・電子情報工学専攻修士課程を開設

1992 (平成⚔) 年 北海学園大学大学院法学研究科法律学専攻博士（後期）課程を開設

1993 (平成⚕) 年 北海学園大学人文学部⚑部日本文化学科，⚒部日本文化学科，⚑部英米文化学科，
⚒部英米文化学科を開設

1995 (平成⚗) 年 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻博士（後期）課程，大学院工学研
究科建設工学専攻・電子情報工学専攻博士（後期）課程を開設

1999 (平成11) 年 北海学園大学法学部⚑部政治学科，⚒部政治学科を開設
北海学園大学大学院文学研究科日本文化専攻修士課程を開設

2000 (平成12) 年 北海学園大学大学院経営学研究科経営学専攻修士課程を開設

2001 (平成13) 年 北海学園大学大学院文学研究科日本文化専攻博士（後期）課程を開設

2002 (平成14) 年 北海学園大学大学院経営学研究科経営学専攻博士（後期）課程を開設

2003 (平成15) 年 北海学園大学経済学部⚑部地域経済学科，⚒部地域経済学科を開設
北海学園大学経営学部⚑部経営学科，⚑部経営情報学科を開設
北海学園大学経営学部⚒部経営学科を開設
北海学園大学大学院法学研究科政治学専攻修士課程を開設
北海学園大学大学院文学研究科英米文化専攻修士課程を開設

2005 (平成17) 年 北海学園大学大学院法学研究科政治学専攻博士（後期）課程を開設
北海学園大学大学院文学研究科英米文化専攻博士（後期）課程を開設
北海学園大学大学院法務研究科（法科大学院）法務専攻専門職学位課程を開設
北海学園大学工学部土木工学科を社会環境工学科と改称

2012（平成24）年 北海学園大学工学部生命工学科を開設

2016（平成28）年 北海学園大学大学院工学研究科電子情報生命工学専攻修士課程を開設



⽛個人情報の取り扱い⽜について

本学では，教育・研究，学生支援，社会貢献などに必要な業務をおこなうにあたり，大学に関わ
りのある個人（学生およびその学費支給者・保証人・受験生・卒業生・教職員など）の情報を活用
しています。これらの個人情報については関連する法令を遵守し，以下のとおり，利用目的を明確
にし，個人情報の適正な利用と適切な保護に努め，必要な安全管理措置を講じています。学生各位
の理解と協力をお願いします。

⚑．個人情報の利用目的
学生の個人情報は，以下の教育研究および学生支援に必要な業務を遂行するために利用し，利用
目的を変更した場合は，本人に通知又は掲示板等に公表します。

⑴学生の個人情報
⚑) 入学に関する業務：入学志願，入学試験実施，合否判定，入学手続きに関する業務など
⚒) 学籍に関する業務：個人基本情報の管理，学籍異動，学費，クラス編成，学生証交付，
証明書作成に関する業務など
⚓) 教育に関する業務：履修登録，授業・試験実施，成績処理，進級・卒業判定，学位記授
与，海外留学に関する業務など
⚔) 研究に関する業務：研究活動支援に関する業務など
⚕) 学修支援に関する業務：教務指導，履修相談，図書館・コンピュータ実習室など学内施
設利用に関する業務など
⚖) 学生生活支援に関する業務：奨学金，学生相談，健康維持促進，課外活動に関する業務
など
⚗) 就職活動およびその支援に関する業務：キャリア形成，就職相談，求職登録，就職斡旋
に関する業務など
⚘) 学生・学費支給者・保証人などへの連絡業務：学修支援のための連絡，成績通知，進級・
卒業判定通知，学生生活支援のための連絡業務など

⑵学費支給者および保証人の個人情報
学費支給者・保証人への連絡業務：成績通知，進級・卒業判定通知発送，学費納付に関する
連絡，各種送付物の発送，学修支援のための連絡，学生生活支援のための連絡業務など

⚒．個人情報の第三者提供について
個人情報は，原則として，あらかじめ本人の同意を得ることなく第三者に提供することはありま
せんが，法令に基づく場合，人の生命・身体・財産その他の権利・利益を保護するために必要であ
ると判断できる場合，および緊急の必要がある場合などは，例外的に個人情報を開示することがあ
ります。

⚓．学費支給者への成績開示などについて
学費支給者に対しては，学期ごとの学修成果を⽛成績通知書⽜として送付し，教務指導や学修・
生活相談における教職員からの指導や助言が必要な場合には，履修登録情報や成績情報などを開示
します。

⚔．本学内における学生への連絡方法について
教育指導上あるいは学生生活支援上，本学内において学生本人への連絡・通知などが必要になっ
た場合には，原則として，関係掲示板に⽛学生番号⽜を掲示します。

⚕．相談窓口
個人情報について開示・訂正・削除・利用停止などを請求することができます。不明な点や手続
きなどについては，学部事務窓口に相談してください。
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⚑．本冊子の利用について

新入生のみなさんへ

この⽛学生便覧⽜は，みなさんが大学生活を送る上で，指針となることがら
をまとめて編集したものです。快適な大学生活を送っていただくために，入学
から卒業まで必要となる情報を幅広く提供していますので，できるだけ早い時
期に一読されることをすすめます。みなさんにとって特に重要な講義の履修方
法については，各年度にガイダンスを行い，詳しく説明しますが，この学生便
覧を参考にして学習計画を立ててください。本冊子の内容で不明な個所があり
ましたら，教員や教務センター内工学部窓口（⚑年次），工学部事務室（⚒～⚔
年次）に問い合わせてください。
なお，在学中は学生便覧に基づいて教育・指導が行われますので，卒業まで
大切に扱ってください。
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⚒．学生番号の見方

⚑．学生番号は数字の⚗桁で構成されています。
⚒．学生番号は北海学園大学における学生の身分を
表すもので，原則として，卒業するまで変わるこ
とはありません。
⚓．学生番号は，学内における試験，あるいは諸手
続きの際，氏名と共に必ず記入することになりま
すのでしっかりと覚えてください。

例えば2017年⚔月工学部社会環境工学科⚑年Ｐ⚑組に
入学した場合の学生番号は

⚓．各種窓口手続等

⑴ 事務取扱い（学部事務室)
⚑．窓口事務の取扱い時間

⚑ 部 ⚒ 部

平 日

9：00
│
12：40
│
13：40
│
16：00

窓口受付

(昼休み)

窓口受付

17：30
│
19：30

窓口受付

土曜日
9：00
│
12：40

窓口受付
17：30
│
19：30

窓口受付

※工学部は⚒部の時間帯は取扱いを行わない。

⚒．学部事務室の業務取扱い（共通）

業

務

内

容

①授業時間の配当および授業時間割に関すること。
②学級の編成，教室の配置および教具設備に関すること。
③授業および休講に関すること。
④試験および学業成績に関すること。
⑤在学証明書，成績証明書，卒業（見込）証明書，そ
の他証明書の発行に関すること。
⑥学生証の発行に関すること。
⑦学生の欠席，休学，退学，除籍，復学，再入学，復
籍，転部，転学部，転学科に関すること。
⑧科目履修に関すること。
⑨その他教務に関すること。

⚓．窓口業務を行わない日（2017年度）
日曜日，祝祭日及び振替休日のほか，次の日は窓口業
務を行わない。
窓口業務を行わない月日（曜日) 備 考
2017年⚔月⚒日（日） 入学式

⚕月16日（火） 学園ḫ立記念日
⚘月13日（日)～⚘月16日（水） 全学休業
未定，決まり次第掲示する 年末年始の休業日
2018年⚑月12日（金） 大学入試センター試験準備日
⚑月13日（土)～⚑月14日（日） 大学入試センター試験日

⚒月⚘日（木） 入学試験準備日
⚒月⚙日（金)～⚒月12日（月） 入学試験日

⚔．学生総合支援システム G-PLUS!
URL https://portal.hgu.jp/
IDとパスワード 学内ネットワーク利用ガイダンスで申請・交付
稼働時間 6：00～翌日3：00
主な機能
(コンテンツ)

［ポータル］
お知らせ受信（休講・教室変更・その他お知らせ）
スケジュール機能(MY時間割情報･学校スケジュール)
キャビネット（各種届出・願出のダウンロード）

［教務情報］
成績照会
履修登録

［シラバス］
講義概要参照

マニュアル G-PLUS![ポータル]のキャビネットからダウンロード
その他 ⽛学内ネットワーク利用の手引き⽜を参照すること。

コンテンツの追加等については，別途G-PLUS!で連絡
する。
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学生番号 41 17 ⚑ 00
表示区分 学部・部・学科区分 入学年(西暦) クラス区分 個人番号

学部・部・学科区分

41－社会環境工学科
43－建築学科
45－電子情報工学科
47－生命工学科

学部 学科 コース 組 学 生 番 号

工

学

部

社
会
環
境
工

社会環境 Ｐ⚑ 4117101～

環境情報 Ｐ⚒ 4117201～

建
築

－ Ｑ⚑ 4317101～

－ Ｑ⚒ 4317201～

電
子
情
報
工

－ Ｒ⚑ 4517101～

－ Ｒ⚒ 4517201～

生
命
工

－ Ｗ⚑ 4717101～

－ Ｗ⚒ 4717201～

《2017年度 入学者クラス編成及び学生番号表》



⑵ 学生証
学生証は本学の学生としての身分を証明するものであ
るから外出，登下校の際には，必ず携帯すること。また，
本学の学生証は通常の場合，発行日から原則，⚔年間使
用することになるので破損や紛失をすることのないよう
大切に保持し，下記の事項に留意すること。

学生証に関する留意事項
発 行 学生証は⚑年次に発行する。

有効期間

発行日から原則，⚔年間。（再発行，更新を除
く）ただし，留年・卒業延期等により有効期
間である⚔年を超えた場合は速やかに更新手
続きを行うこと。

学生証に関する留意事項

学生証の
交付

学生証は，入学手続き書類（事項届，学生カー
ド，学生証用写真）に基づき作成し，新入生
ガイダンス時に交付する。

提 示

学生証は次の場合これを提示しなければなら
ない。
①試験を受ける場合
②各種証明書の発行を受ける場合
③大学教職員の請求があった場合
④通学定期乗車券または，学生割引乗車券
を購入する際，及び，それを利用中に係
員の請求があった場合
⑤図書館を利用する場合

更 新

学生証の記載事項に変更（住所変更・身分異
動等）があった場合及び留年・卒業延期等に
より有効期間を超えた場合は，直ちに所属の
学部事務室に届けて更新しなければならない。
（更新手続）
G-PLUS!［ポータル］のキャビネットから⽛学
生証更新願⽜をダウンロードし，必要事項を
記入した上で，所属の学部事務室に提出する
こと。

再 発 行

学生証を紛失または汚損した場合は，直ちに
所属の学部事務室に届けて再発行を受けなけ
ればならない。なお，発行日は翌日となるの
で注意すること。
（再発行手続）
自動証明書発行機で再発行手数料（1,000円）
を支払い，購入した申請書と，G-PLUS!［ポー
タル］のキャビネットからダウンロードした
⽛学生証再発行願⽜に必要事項を記入した上
で，所属の学部事務室に提出すること。

返 還
退学，除籍によって学籍を離れたときは，直
ちに学生証を所属の学部事務室へ返還しなけ
ればならない。

そ の 他
学生証は他人に貸与または譲渡してはならな
い。学生証に学長印ならびに写真の無いもの
は無効とする。
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(学生証見本)
(オモテ)

(ウラ)

学生番号

氏 名
生年月日

学 部 等
ク ラ ス
現 住 所

発 行 日
有効期限

4117100
ホッカイ ガクエン
北海 学園
1997年12月31日

○○学部1部
○○
札幌市豊平区旭町4丁目1番40号
学園マンション841号室
2017年4月 1日
2021年3月31日 北海学園大学長

学 生 証



⑶ 通学定期乗車券の購入
本学に通学する上で，何等かの公共交通機関を利用す
る学生は，下記の手続により通学定期乗車券を購入する
ことができる。ただし，通学区間は自宅所在地の最寄り
の駅（停留所）から本学所在地の最寄りの駅（停留所）
までの最短距離とする。
交通機関 購入手続

JR北海道
（鉄道･バス)

学生証裏面の通学定期乗車券発行控の通学
区間の欄に自分が利用する区間の駅名
札幌～ 間を黒のペンかボールペンで記
入し，定期券売り場に備え付けの申込書と
一緒に学生証を提示することによって購入
することができる。ただし，新入生が学生
証交付前に初めて購入する際は，⽛通学証
明書⽜が必要となる。なお，通学定期乗車
券発行控の記載欄に空欄がなくなった場合
は，所属の学部事務室まで申し出ること。

市営交通
(地下鉄)
・

じょうてつバス

通学定期乗車券は定期券売り場に備え付け
の申込書と一緒に学生証を提示することに
よって購入することができる。

中央バス

学生証の他に本学証明済みの定期乗車券購
入申込書が必要となるので，利用希望者は
所属の学部事務室へ申し出て申込書の発行
を受けてから購入することになる。ただし，
年度始めに一度，申込書の発行を受けて購
入すると，年度内は申込書がなくとも旧券
と引換えで購入することができる。

⑷ 各種証明書
各種証明書は，①自動証明書発行機によってその場で
交付，②窓口での交付の二方式がある。
窓口での交付は，すべての種類の証明書が可能である
が，自動証明書発行機での交付は下記①の証明書に限ら
れる。自動証明書発行機による発行が可能なものは，基
本的に自動証明書発行機で交付を受けるものとする。
発行機は，豊平校舎は⚓号館⚑階学部事務室前に⚒台
設置されており，取り扱い時間は，月曜日から土曜日の
⚙：00～19：30である。山鼻校舎では，⚒号館⚒階に⚑
台設置されており，月曜日から金曜日の⚙：00～18：00，
土曜日の⚙：00～12：40に発行が可能である。
なお，窓口での発行の際には，自動証明書発行機に証
明書発行手数料を支払い申請書を入手し，必要事項を記
入のうえ，該当する窓口に申し込み，後日引換書を持参
し窓口で交付を受ける必要がある。
証明書の発行方式・種類・手数料等については以下の
とおりである。
①自動証明書発行機により即日交付可能な証明書

種 類 手数料(⚑通分) 申請書で
申し込む場合の窓口

窓口申込時
の発行日

在学証明書 100円 各学部事務室 翌 日
単位修得学業成績証明書 200円 各学部事務室 翌 日
卒業見込証明書 100円 各学部事務室 翌 日
司書教諭所要資格取得見込証明書 100円 教務センター事務室 翌 日
司書となる資格取得見込証明書 100円 教務センター事務室 翌 日
社会教育主事となる資格取得見込証明書 100円 教務センター事務室 翌 日
学芸員となる資格取得見込証明書 100円 教務センター事務室 翌 日
健康診断証明書 100円 医務室 翌々日
学校学生・生徒旅客運賃割引証 無料 学生部事務室 翌 日

②申請書による申込が必要な証明書
種 類 手数料(⚑通分) 申込窓口 発行日

卒業証明書 100円 各学部事務室 翌 日
学位授与証明書 100円 各学部事務室 翌 日
休学証明書 100円 各学部事務室 翌 日
退学証明書 100円 各学部事務室 翌 日
除籍証明書 100円 各学部事務室 翌 日
教育職員免許状取得見込証明書 100円 教務センター事務室 翌 日
学力に関する証明書(教免申請用)＊1 200円 教務センター事務室 翌 日
科目等履修生単位修得証明書 200円 各学部事務室 翌 日
科目等履修生等在籍期間証明書 100円 各学部事務室 翌 日
英文証明書 400円 各学部事務室 ⚑週間後
学生証の再発行 1,000円 各学部事務室 翌 日
日本語教員養成課程修了証明書 100円 各学部事務室 翌 日
JABEE認定プログラム修了証明書 100円 工学部事務室 翌 日
一級建築士指定科目修得単位証明書・卒業証明書 200円 工学部事務室 翌 日
二級・木造建築士指定科目修得単位証明書・卒業証明書 200円 工学部事務室 翌 日
火薬取扱に関する証明書 200円 工学部事務室 翌 日
測量に関する証明書 200円 工学部事務室 翌 日
＊1新学期などは通常よりも日数がかかる場合があるため，早めに申し込
むこと。

※発行日は原則として以上のとおりであるが，発行日が日曜・祝日，その
他窓口業務を行わない日にあたる場合は，翌窓口業務取扱い日に発行
となるので注意すること。

⑸ 各種届出
入学時に本学に届け出た事項の変更や授業や試験の欠
席については，下記の要領に従って速やかに届け出をす
ること。なお，各届け出用紙については，G-PLUS!［ポー
タル］のキャビネットからダウンロードするか所属の学
部事務室でその旨を申し出て受けとること。届け出の受
付についてはすべて所属の学部事務室で行う。
届出の種類 届出の内容 届出時期

事 項 届

本人の戸籍に基づいて，氏名・生年月
日・本籍地等を記載する。外国籍の学
生は他に在留カードまたは外国人登録
証明書の写しの添付が必要となる。
なお，本学における学籍の作成及び証
明書等の発行はすべてこれに基づいて
行われる。

入 学 時

学生・学
費支給者
・保証人
住所届

本人，学費支給者及び保証人の氏名と
現住所を記載する。保証人は父母等学
費支給者とし，学生の連帯責任者とな
る。

入 学 時

住所変更
届（本人
・学費支
給者・保
証人)※

入学後あるいは在学中に，本人または
学費支給者・保証人の現住所が変更に
なった場合。なお，本人の住所が変更
になった場合は，合わせて学生証の更
新手続きも行うこと。

随 時

学費支給
者・保証
人 変 更
届※

入学後あるいは在学中に，学費支給者
及び保証人が変更になった場合に，そ
の氏名及び現住所を記載する。

随 時

身分異動
届※

入学時に届けた（事項届等）本人の身
分等に変更があった場合は，変更事項
の記載とそれを証明する戸籍抄本の添
付が必要となる。なお，身分の異動に
よって姓名が変わる場合は，合わせて
学生証の更新手続きも行うこと。

随 時
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届出の種類 届出の内容 届出時期

欠席届※

⚑．短期欠席（⚑週間以内）
病気・災害・勤務（出張・研修）の

都合，その他の事情により欠席すると
きは，所定の欠席届に欠席事由を証明
する書類を添えて，授業科目の担当教
員宛に提出しなければならない。
⚒．長期欠席（⚑週間を超える場合）
病気・災害・勤務（出張・研修）の

都合，その他の事情により⚑週間を超
えて続けて欠席するときは，所定の欠
席届に欠席事由を証明する書類を添え
て，所属の学部長宛に提出しなければ
ならない。

欠席期間
の前後数
日以内

試験欠席
届※

⚑．定期試験をやむを得ず欠席した場
合は，各学部事務室に備え付けの試
験欠席届に必要事項を記入のうえ，
欠席理由により以下の証明書を添付
して提出すること。やむを得ない欠席
と認められる事由および届け出に必要
な証明書類等について不明な点があ
る場合は，事務室に問い合わせること。
⑴ 病気・けがの場合は，病名・診
察日・通院期間が記載された診断
書。なお，当日何らかの理由によ
り受診できなかった場合，後日通
院可能となり次第速やかに受診
し，診断書の発行を受けること。
（診断書がない場合は，病気又は
けがによる欠席であることを証明
できる書類）

⑵ 入社試験受験の場合は，試験日
時・試験場所の記載された会社発
行の証明書

⑶ 出張（⚒部学生）の場合は，出
張期間の記載された職場長の出張
証明書

⑷ 公共交通機関を利用して通学途
中交通事故等に遭遇した場合は，
当該交通機関の管理者の発行する
証明書

⑸ 近親者の葬儀への出席の場合
は，葬儀が行われ出席したことを
証明する文書（会葬礼状など）

⑹ 上記以外の事由の場合は，その
事由を証明する書類

⚒．試験本部で正当な理由があると認
められた場合を除き，遅刻による欠
席届は受理しない。

⚓．欠席届の受理が直ちに追試験の受
験資格を保証するものではない。

学部掲示
板 及 び
G-PLUS!
で案内す
る

学生証紛
失届

退学等を願い出る時に学生証を紛失し
ていた場合は⽛退学願⽜に学生証紛失
届を添付すること。

発 生 時

※印の付いている届出用紙は，G-PLUS![ポータル]のキャビネットから
ダウンロード可能

⑹ 各種願出
教務に関する下記の各種の願い出については，事由が
発生した時点で，必要な書類を添付して，速やかに所属
の学部事務室へ出向いて手続きを行うこと。
なお，休学・退学・復学・再入学・復籍など学籍異動
に伴う手続き・方法等については，⽛学生異動関係⽜の欄
を参照したうえで，早めに所属の学部事務室で相談する
こと。
届出の種類 内容及び添付書類等 受付窓口

休 学 願
疾病の他，やむを得ない理由で⚓カ月
以上就学できない場合。（疾病の場合
は，医師の診断書が必要）

学部事務室

退 学 願 疾病やその他の理由で，本学の学籍を
離れる場合。学生証を添付すること。 学部事務室

復 学 願

休学を許可された者が，休学理由の解
消とともに，再び，修学可能となった
場合。（疾病等で休学した場合は，復
学しても修学が可能である旨記載され
た医師の診断書が必要）

学部事務室

再入学願

退学を許可された者が，その後の状況
等の変化により，再度，本学への入学
を希望する場合。（疾病等で退学した
場合は，再入学しても修学が可能であ
る旨記載された医師の診断書が必要）

学部事務室

復 籍 願

学則第31条第⚑項の第⚓号，第⚔号ま
たは第⚕号で除籍された者で，その後
の状況等の変化により，本学における
学籍の復活とともに，修学を希望する
場合。

学部事務室

休 学 願
(延長)

休学を許可された者が，休学期間満了
後も休学理由の解消が見込めないか，
その他特別な理由で，更に休学期間の
延長を希望する場合。（疾病の場合は，
医師の診断書が必要）

学部事務室

転学部願 本学部の学生が，同じ本学の他の学部
への転学部を希望する場合。

所属学部
と他学部
事務室

転 部 願
⚑部（昼間部）から⚒部（夜間部）へ，
または，⚒部から⚑部への転部を希望
する場合。

学部事務室

転学科願
⚒学科以上を設置している学部で，所
属の学科から，他の学科への転学科を
希望する場合。

学部事務室

他大学受
験許可願
並びに受
験許可証
交付願

本学に在籍したまま，他大学の入学試
験，編入学または転入学試験の受験を希
望する場合｡(注)受験許可を受けた学生
は，その受験結果について合否の如何を
問わず所属の学部事務室へ報告するこ
と。また，これらの試験に合格して，他大
学へ入学，編入学または転入学する場合
には，速やかに，本学所定の⼦退学願⼧
(⚓月31日付)用紙に必要事項を記入
し，所属の学部事務室へ提出すること。

学部事務室

学生証更
新願※

学生証の記載事項に変更があった場
合。住所変更届を提出する際は必ず提
出すること。

学部事務室

学生証再
発行願※

学生証を紛失または，汚損した場合。
自動証明書発行機より再発行手数料
（1,000円）を支払い申請書を入手する
必要がある。

学部事務室

※印の付いている願出用紙は，G-PLUS![ポータル]のキャビネットから
ダウンロード可能
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⑺ 学籍異動関係①―休学，退学，除籍―

種類 願い出の内容・手続きなどに関する事項 関係学則等

休

学

⑴内 容
疾病，その他のやむを得ない理由により，
⚓カ月以上就学することが困難になった
ときや，その他の特別な理由があると認
められたときなど，一時的に修学の状態
から離れる場合。

⑵休学期間
①当該年度限り（その年度の⚓月31日ま
で）とする。ただし，特別の理由があ
ると認められるときは，願い出により，
更に⚑年間の休学を許可されることが
ある。
学則第27条⚒項により，第⚑学期を休
学したものについては，特別の理由が
あると認められるときは，願い出によ
り，当該年度内において更に⚖カ月間
の休学を，また更に次年度内において
⚖カ月ないし⚑年間の休学を許可され
ることがある。また，当該年度の第⚒
学期のみ休学した者（学期途中からの
休学を含む）については，特別の理由
があると認められるときは，願い出に
より，更に次年度内において⚖ヵ月の
休学を許可されることがある。

②休学できる期間は通算して，⚔年以内
とする。

③休学期間は，修業年限及び在学期間に
加えない。

⑶手 続 き
①やむを得ない理由，その他特別な理由
により休学しようとするときは，所定
の⽛休学願⽜用紙に休学理由を具体的
かつ明確に記入し，保証人連署のうえ，
所属学部長を経て学長に願い出るこ
と。なお，疾病やけがの場合は，医師
の診断書を，また⚒部の勤労学生で，
勤務等の都合により休学する場合は，
職場長の証明書を必ず添付すること。

(休学期間の延長)
②休学期間満了後も休学理由の解消が見
込めないか，その他特別な理由で更に
⚑カ年の休学期間の延長を希望する場
合，あるいは，学則第27条第⚒項によ
3り，第⚑学期を休学した者が，更に当
該年度内における⚖カ月の，また更に
次年度内における⚖カ月ないし⚑カ年
の休学期間の延長を希望する場合，あ
るいは，当該年度の第⚒学期のみ休学
した者（学期途中からの休学を含む）
が更に次年度内において⚖ヵ月の休学
期間の延長を希望する場合は，休学期
間満了前に，改めて所定の⽛休学願（延
長）⽜用紙に必要事項を記入し，所属学
部長を経て学長に願い出ること。

⑷授業料等
①休学を願い出るときは，その願い出る
期までの授業料，教育充実費，実験実
習費および大学諸費を納入していなけ
ればならない。

②休学を許可された期間中の授業料，教
育充実費，実験実習費および大学諸費
は徴収しない。

⑸そ の 他
休学期間満了前に復学，退学または休学
の願い出のないものは，休学期間満了と
同時に除籍となる。

学則第27条
学則第28条

種類 願い出の内容・手続きなどに関する事項 関係学則等

退

学

⑴内 容
疾病，その他やむを得ない理由により，
修学の継続が困難となったときや，修学
の意志がなくなったとき，または他大学
への編入学や転入学をするときなど本学
の学籍を離れる場合。

⑵手 続 き
退学しようとする場合は，所定の⽛退学願⽜
用紙にその理由を具体的かつ明確に記入
し，保証人連署のうえ学生証を添えて所
属学部長を経て学長に願い出ること。

⑶授業料等
退学を願い出るときは，その願い出る期
までの授業料，教育充実費，実験実習費
および大学諸費を納入していなければな
らない。

学則第29条

除

籍

⑴内 容
次の各号の一に該当する者を，学長が所
属学部教授会の議を経て，本学の学籍か
ら除くことをいう。

⑵対象事項
①学則第⚗条に規定する在学期間（⚘年）
を超えた者

②死亡した者
③行方不明になった者
④授業料等の納付を怠り督促してもなお
納入しない者

⑤休学期間満了前に，復学，退学又は休
学の願い出がない者

⑥入学を辞退した者
⑶そ の 他
除籍になった場合は，速やかに学生証を
所属していた学部事務室へ返還すること。

学則第31条

⑻ 学籍異動関係②―復学，再入学，復籍―

種類 願い出の内容・手続きなどに関する事項 関係学則等

復

学

⑴願出資格：内容
疾病，その他のやむを得ない理由により，
⚓カ月以上就学することが困難となった
ときや，その他の特別な理由があると認めら
れて休学を許可された者で，休学理由の解
消に伴い，休学期間満了とともに，所属学
部長を経て学長に願い出て許可を得た者
が，再度，就学の状態に復することをいう。
⑵願出手続
①上記の者が復学しようとする場合は，
所定の⽛復学願⽜用紙に，その理由を
具体的かつ明確に記入し，保証人連署
のうえ，休学期間満了前までに，所属
学部長を経て学長に願い出ること。

②疾病・けが等の理由で休学していた場
合は，復学しても差支えない旨の医師
の診断書を添付すること。

⑶復学の時期
復学は，年度初めに許可するものとし，
年度の途中では許可しない。ただし，学
則第27条第⚒項および第⚓項によって休
学した者については，第⚒学期の始めに
許可する。

⑷許可後の手続
①復学の許可通知を受けたときは，10日
以内に所定の手続を完了しなければな
らない。

②復学料は新入生検定料の⚒分の⚑の額
とし，復学後の授業料，教育充実費，
実験実習費および大学諸費は，当該学
部の復学した年次のものを適用する。

③⚔月⚑日より復学するときは，復学料
および第⚑期分の授業料，教育充実費，
実験実習費および大学諸費を納入しな
ければならない。学則第27条第⚒項お
よび第⚓項によって休学した者が10月
⚑日より復学するときは，復学料およ
び第⚒期分の授業料，教育充実費（⚑
部50,000円，⚒部30,000円），実験実習
費の⚒分の⚑の額，大学諸費の全額を
納入しなければならない。

学則第27条
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種類 願い出の内容・手続きなどに関する事項 関係学則等

再
入
学

⑴願出資格内容
疾病，その他のやむを得ない理由等によ
り，本学を退学した者で，その後の状況
の変化にともない，退学後⚓年以内に願
い出て，所属学部教授会の議を経て学長
の許可を得た者が，再度修学の状態に復
する事をいう。

⑵願出手続
①上記の者が再入学しようとする場合
は，所定の⽛再入学願⽜に，その理由
を具体的かつ明確に記入し，保証人連
署のうえ，所属学部長を経て学長に願
い出ること。

②疾病等の理由で退学した場合は，再入
学しても差支えない旨の医師の診断書
を添付すること。

⑶再入学の時期
再入学は，年度初めに許可するものとし，
年度の途中では，許可しない。

⑷許可後の手続
①再入学の許可通知を受けたときは，10
日以内に所定の手続を完了しなければ
ならない。

②再入学料は新入生検定料と同額，入学
金は新入生の入学金と同額とし，再入
学後の授業料，教育充実費，実験実習
費および大学諸費は当該学部の再入学
した年次のものを適用する。

③再入学するときは，再入学料，入学金
および第⚑期分の授業料，教育充実費，
実験実習費および大学諸費を納入しな
ければならない。

④再入学手続きの際には，所定の用紙に
学生証用写真（⚓カ月以内撮影，単身，
正面，上半身，脱帽）を⚑枚貼付し，
提出しなければならない。

学則第30条

復

籍

⑴願出資格内容
学則第31条第⚑項の第⚓号，第⚔号また
は第⚕号により，本学を除籍された者で，
その後の状況の変化にともない，除籍後
⚓年以内に願い出て，所属学部教授会の
議を経て学長の許可を得，学籍を復活さ
れた者が，再度修学の状態に復する事を
いう。

⑵願出手続
上記の者が，復籍をしようとする場合は，
所定の⽛復籍願⽜に，その理由を具体的
かつ明確に記入し，保証人連署のうえ，
所属学部長を経て学長に願い出ること。

⑶復籍の時期
復籍は，年度初めに許可するものとし，
年度の途中では許可しない。

⑷許可後の手続
①復籍の許可通知を受けたときは，10日
以内に所定の手続を完了しなければな
らない。

②復籍料は新入生検定料と同額，入学金
は新入生の入学金と同額とし，復籍後
の授業料，教育充実費，実験実習費お
よび大学諸費は，当該学部の復籍した
年次のものを適用する。

③復籍するときは，復籍料，入学金およ
び第⚑期分の授業料，教育充実費，実
験実習費および大学諸費を納入しなけ
ればならない。

④復籍手続きの際には，所定の用紙に学
生証用写真（⚓カ月以内撮影，単身，
正面，上半身，脱帽）を⚑枚貼付し，
提出しなければならない。

学則第31条

⑼ その他の学籍異動関係―転学部，転部，転学科，
転コース―

種類 願い出の内容・手続きなどに関する事項 関係学則等

転
学
部

⑴内 容
一つの学部の学生が他の学部へ転ずるこ
とをいう。

⑵問合せ先
各学部によって取扱いが異なるので，転
学部を希望する学生は，あらかじめ，転
学部を希望する学部事務室，および，現
在所属している学部事務室へ問い合わせ
ること。

学則第13条

転

部

⑴内 容
⚑部（昼間部）から⚒部（夜間部）へ，
または，⚒部から⚑部へ転ずることをい
う。

⑵問合せ先
各学部によって取扱いが異なるので，転
部を希望する学生は，あらかじめ，それ
ぞれが所属する学部事務室へ問い合わせ
ること。

各学部規則

転
学
科

⑴内 容
⚒学科以上を設置している学部で，一の
学科から，他の学科へ転ずることをいう。

⑵問合せ先
各学部によって取扱いが異なるので，転
学科を希望する学生は，あらかじめ，そ
れぞれが所属する学部事務室へ問い合わ
せること。

各学部規則

転
コ
ー
ス

⑴内 容
⚒コース以上を設置している学科内で所
属のコースから，他のコースへ転ずるこ
とをいう。

⑵問合せ先
転コースを希望する学生は，あらかじめ，
工学部事務室の窓口へ問い合わせるこ
と。

工学部規則

⑽ 懲戒による学籍異動―退学―

種類 内容などに関する事項 関係学則等

退

学

⑴内 容
学則第49条（懲戒）により，次の各号の
一に該当する者は退学とする。
①性行不良で改善の見込みがないと認め
られる者

②学力劣等で成業の見込みがないと認め
られる者

③正当な理由がなく出席が常でない者
④本大学の秩序を乱し，その他学生とし
ての本分に反した者

学則第49条
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⚔．学生連絡

⚑．学生への連絡方法
⑴ 掲示板
⑵ G-PLUS!
⑶ 電子掲示板
※掲示板および電子掲示板の学内での位置は巻末の
⽝13．校舎見取り図⽞で確認すること。

⚒．掲示板やG-PLUS!での主なお知らせ内容
⑴ 各種ガイダンス
⑵ 履修登録
⑶ 授業時間等に関する変更（補講，繰上げ，繰下げな
ど）
⑷ レポート提出
⑸ 試験実施
⑹ 呼び出しなどの学生連絡
⑺ その他のお知らせ

⚓．電子掲示板での主なお知らせ内容
⑴ 休講情報 ※G-PLUS!でも知らせる。
⑵ 落し物
⑶ その他のお知らせ

⚔．電子掲示板の見方
⑴ 電子掲示板は，⚔面が⚑セットで構成されており，
左から⚓面が休講掲示である。掲示内容は，左から，
⚑部一般教育・課程休講掲示，⚑部専門科目休講掲示，
⚒部（全科目）休講掲示となっている。また，山鼻校
舎では，⚒面が⚑セットで構成されており，右側が休
講掲示である。
⑵ 表示項目について（左から）表示される項目は，月
日・時限・科目名・担当者名・備考となっている。
⑶ 電子掲示板の休講掲示開始日は，原則として休講日
の⚒週間前からである。

⚕．G-PLUS!での確認方法（https://portal.hgu.jp/）
⑴ 一般的なお知らせ

⽛サイドバー⽜の⽛メッセージ受信一覧⽜
⑵ 休講情報

⽛サイドバー⽜の⽛休講・教室変更等一覧⽜
※履修登録後は，⽛メッセージ受信一覧⽜からも確認
可能

⚕．教務ガイダンス（学修上の指導)

各学部で行われる教務ガイダンスでは，その年度の⽛履
修の手引⽜，⽛授業時間割⽜，⽛講義概要⽜等が配布され，
科目の履修上の注意，履修登録の要領，その他教務の総
括的な説明を行うので，入学時に配布された⽛学生便覧⽜
を持参して，必ず出席すること。
項 目 内 容

実施日時
・教室

各学部によって日時・教室が異なるので，必ず学部
掲示板およびG-PLUS!で確認すること。
なお，新入生については，⽛新入生ガイダンス日程表⽜
を参照のこと。

配布資料
等

①⼦履修の手引⽜
②⼦授業時間割⽜
③⼦講義概要⽜
④⼦学生便覧⽜（新入生のみ）
⑤学内ネットワーク利用の手引き
⑥その他

通学証明
書の発行

新入生で⽛中央バス⽜の通学定期乗車券購入希望者
に対して発行。ただし，在学生については，所属学
部の事務室で発行。

ガイダン
スの説明
事項等

①学部教育の目的および内容
②卒業要件等
③授業時間割の見方
④履修上の注意事項
⑤科目履修登録要領
⑥演習等の申込要領
⑦その他（学修上の注意，窓口手続き等）

個別ガイ
ダンス

全体の⽛教務ガイダンス⽜終了後に，個々の質問や
履修等の相談がある場合には，所属学部事務室へ申
し出ること。
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⚖．学生相談

大学生活では，いろいろな問題に遭遇したり，悩みを
抱いたりします。
みなさんの抱える問題や悩みを少しでも解消するた
め，工学部には，下記の相談窓口がありますので，気軽
に利用して下さい。問題や悩みが深刻になる前に，早め
に相談して下さい。
教学上の問題（科目の履修・修得・定期試験・休学，
転学部・転学科等）についての相談は教務担当教員・職
員が中心となって対応します。受付は事務室です。
また，身体の不調や心の悩みに対する相談は，医務室
で常時，保健師が対応しています。体調不良やケガなど
の応急処置の他，健康についての不安，悩みがある場合
は遠慮なく相談して下さい。身長，体重，体脂肪の計測，
視力や血圧などの健康チェック，禁煙相談・支援も行っ
ています。自らの健康を見直す場所としてもご利用下さ
い。
心の健康も大切です。
臨床心理士の相談員による⽛こころの相談⽜も行って
います。大学生活の様々な悩み，心理的問題を抱えてい
る学生に対してカウンセリングを中心とした専門的な支
援を行います。人間関係がうまくいかない，何もする気
力がない，不安が強く考えがまとまらない，大勢の人の
いる教室に入るのがつらいなど，気になることがあれば，
一度，気軽に利用してみてください。
相談・受付は医務室です。電話・メールでの申し込み
も可能です。予約方法についてはパンレットや掲示，
HP等で確認してください。
個人名を含めすべてのプライバシーは厳守されます。
一人で悩むことなく，相談窓口に立ち寄ってください。

⚑．オフィスアワーについて
工学部ではオフィス・アワーという制度を設けていま
す。オフィス・アワーとは，教員が学生からの履修，授
業，学生生活などに関する相談や質問に応じるために設
定した時間帯です。その時間帯は教員が所定の研究室で
待機していますので直接会って話をすることができま
す。（ただし会議・出張等で不在にする場合もあるので
確実に会うためには，電話や電子メール等であらかじめ
連絡をとることをお勧めします。）
オフィス・アワーの時間帯・運用方法については各学
科の掲示板などで確認してください。

⚒．セクシュアル・ハラスメントの相談窓口について
大学では，セクシュアル・ハラスメント相談員を中心
として，相談に対応します。相談に関しては，直接面談
のほか，メールでも相談ができます。相談者のプライバ
シーが守られ，相談したことで不利益を受けることはあ
りません。一人で悩まずに，相談員または話しやすい教
員や職員に相談してみてください。相談員とその連絡先
については，掲示板等で確認してください。

⚗．授 業

各学部で行われる教務ガイダンス時に，学生に配布さ
れる授業時間割については，下記の事項に留意すること。
項 目 内 容
授業(講義)
時間 ⚑時限は90分。

授業時間帯

部 別 時 限 時間帯
⚑部 ⚑時限目 9：00～10：30

⚒時限目 10：40～12：10
⚓時限目 12：40～14：10
⚔時限目 14：20～15：50
⚕時限目 16：00～17：30

⚒部 ⚑時限目 17：50～19：20
⚒時限目 19：30～21：00

時間割表
の 配 布
と，その
見方

⽛授業時間割⽜は，各学部の教務ガイダンス時に配布
し，その見方について説明する。

時間割の
変更

時間割表に変更（教室，担当教員，曜日，時間帯等）
がある場合には，各学部及び教務センターの掲示板
に掲示するとともに，G-PLUS!で連絡する。

休 講

講義が休講になる場合は，あらかじめG-PLUS!で
連絡するとともに電子掲示板に掲示する（原則，休
講日の⚒週間前から）。また，講義担当教員の急病
等で緊急に休講となる場合は，G-PLUS!で連絡，電
子掲示板に掲示するとともに，職員が教室に掲示ま
たは口頭で連絡する。なお，講義開始時間から30分
以上経過しても担当教員が来ない場合，受講者は所
属学部事務室へ連絡をし，指示を受けること。

補 講

通常の講義のうち休講があった場合は，それを補う
講義（補講）は各学期末の予備日にこれを実施する。
その場合は，⚑週間前までに⽛補講時間割⽜を学部
の掲示板と，G-PLUS!で連絡する。

集中講義

夏季および冬季休業中に，集中して行う授業（通常
の時間帯の中で実施することもある）で，その時間
割については，その都度学部又は課程掲示板に掲示
する。

授業の出
席と単位
の認定

学則第22条により，出席時数が⚓分の⚒以下の者に
ついては，単位を認定しない。ただし，⚓分の⚑の
欠席を認めるものではない。

授業の欠席

授業の欠席については，⽛欠席届⼧＊に欠席理由等を
記入し，欠席事由を証明する書類を添えて短期の場
合は，直接担当教員に，長期の場合は，所属学部事
務室に提出すること。

そ の 他 携帯電話およびこれに類するものは，教室では電源
を切ること。

＊G-PLUS!⽛ポータル⽜のキャビネットからダウンロード可能
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⚘．試 験

試験は，授業とそれに関しての自学自習の成果を試す
ものであり，単位の修得や卒業の要件に深く関わってく
るので，平素からの授業および自学自習を大切にし，万
全を期して試験にのぞめるよう心掛けること。
種類 項 目 内 容

定
期
試
験

要 旨
原則として，第⚑学期定期試験と第⚒学期定
期試験の⚒回実施する。ただし，科目によっ
ては，実施しない場合もあるので注意すること。

実施時期
及び期間

第⚑学期試験は第⚑学期末，第⚒学期試験は
第⚒学期末に実施する。実施時期及び期間に
ついては，大学の⽛行事日程表⽜を参照のこ
と。

試験時間 原則として，60分で行う。

試験時間割 試験実施の⚑週間前までに，掲示板に掲示す
るとともに，G-PLUS!で連絡する。

受験でき
ない場合

次のいずれかに該当する場合は，定期試験を
受けることができない。
①履修登録をしていない科目
②試験時間に遅刻した者（ただし，試験開始
から20分までは，入室及び受験を認める。）

③学生証を所持しない者（ただし，試験期間
中，⚑日に限り，学部事務室発行の⽛仮受
験票⽜での受験を認める。）

受験上の
注意

定期試験の受験に際しては，⽛受験心得⽜を熟
知して臨むこと。

種類 項 目 内 容

追
試
験

要 旨 定期試験を欠席した者で，その欠席理由が正
当と認められた場合に実施する試験をいう。

手 続 き

定期試験をやむをえない理由で欠席した場合
は，所定の期間内（期間については，学部掲
示板及びG-PLUS!で案内する）に，⽛試験欠
席届⼧＊に欠席理由を証明する証明書を添付
して，学部事務室へ提出し，その理由が正当
と認められた場合，後日，自動証明書発行機
より受験料（⚑科目500円）を支払い申請書を
入手し，学部事務室備え付けの⽛追試験受験
申込書⽜とあわせて必要事項を記入し申込み，
⽛追試験受験許可証⽜の発行を受けること。

受験上の
注意

追試験の受験に際しては，⽛受験心得⽜を熟知
して臨むこと。

追試験の手続
時期及び期間

手続き及び試験の時期・期間については，⽛履
修の手引⽜を参照すること。また，⽛追試験時
間割⽜は，試験開始日の⚓日前までに掲示す
るとともに，G-PLUS!で連絡する。

＊G-PLUS!⽛ポータル⽜のキャビネットからダウンロード可能

項 目 内 容

再
試
験

要 旨

定期試験で不合格になった⚔年次開講科目に
ついて，本人の申込により実施する試験をい
う。工学部のみで実施。ただし，定期試験を
欠席した者は，再試験を受験することができ
ない。また，再試験の結果が合格の場合でも，
成績の評価は可に留まる。

手 続 き

⽛再試験受験申込書⽜と，自動証明書発行機よ
り⚑科目1，000円を支払って申請書を入手し，
あわせて必要事項を記入のうえ学部事務室へ
申込み，⽛再試験受験許可書⽜の発行を受ける
こと。

受験上の
注意

受験する際は，学生証のほかに⽛再試験受験
許可証⽜も合わせて持参すること。その他は，
すべて，定期試験の⽛受験心得⽜に準ずる。

再試験の手続
時期及び期間

手続き及び試験の時期・期間については，⽛行
事予定表⽜参照すること。また，⽛追・再試験
時間割⽜は，試験開始日の⚓日前までに掲示
するとともに，G-PLUS!で連絡する。

期間外試験，その他

種類 項 目 内 容

期
間
外
試
験

外国語科
目の試験

外国語科目については，原則として，それぞ
れの学期末の最後の授業時間内に実施する。
また，これ以外に，通常の授業の中で，臨時
に小テストなどを行う場合もある。

授業中に
実施する
試験

科目によっては，通常の授業時間の中，ある
いは，それぞれの学期の最後の授業時間に試
験を実施することがある。

レポート
の提出

定期試験に代えて，レポートの提出を課する
科目もある。

期間外試験については，事前に該当学部の掲示板に掲示・
G-PLUS!（実施日時，教室等）で連絡する。また，期間外
試験を欠席した場合は，科目担当者に直接問い合わせる
こと。レポートの提出科目については，事前に掲示板に
掲示・G-PLUS!（課題，枚数，提出期限等）で連絡する。

そ
の
他

演習，実
技，実習
の科目

演習，実技，実習については，授業への出席
状況や授業時間中の発表やレポート，あるい
は技術の習熟度等によって，科目担当の教員
が判断し評価する。

成績および評価
学業成績は，科目ごとに，次の基準で評価される。

評 点 評 価 GP＊ 合 否
90～100点 Ｓ 秀 ⚔

合 格
80～ 89点 Ａ 優 ⚓
70～ 79点 Ｂ 良 ⚒
60～ 69点 Ｃ 可 ⚑

59点以下 Ｄ 不可
⚐ 不 合 格

欠 席 Ｅ 欠
＊本学では学習到達度を客観的に評価するためにGPA制度を導入している。GPA制度につ
いては，⽝履修の手引⽞に記載されている⽛GPA制度について⽜をよく読むこと。
ただし，この成績評価になじまない一部の科目は合，否とし，GPは付かない。

受験心得
本学では，定期試験，追試験（工学部の場合は追・再
試験）及び臨時の試験を厳正かつ公正に実施するため，
⽛受験心得⽜を定めている。受験にあたっては，各試験ご
とに掲示される⽛受験心得⽜をよく読み，真摯な態度で
臨まねばならない。なお，⽝履修の手引⽞に記載されてい
る⽛受験心得⽜もよく読み，試験に臨む姿勢について日
頃から心掛けておくこと。
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⚙．免許・資格取得・その他

本学には，通常の課程において取得できる免許・資格
のほかに，通常の課程とは別に設けられた課程において
取得できる免許・資格があります。これらについては，
それぞれのガイダンスへ出席して，説明を受けること。
⚑）教職課程
⚒）図書館学課程
⚓）社会教育主事課程
⚔）学芸員課程
⚕）その他

工学部の学生に関する免許・資格
卒業と同時に取得できるもの，受験資格が得られるも
のがあります。詳細については，各自確認すること（参
考までにウェブサイトのURLを記載しています）。

社会環境工学科
技術士・技術士補（www.engineer.or.jp）
測量士・測量士補（www.jsurvey.jp）
火薬類製造保安責任者（www.zenkakyo-ex.or.jp）
火薬類取扱保安責任者（www.zenkakyo-ex.or.jp）
⚑級・⚒級造園施工管理技士（www.jctc.jp）
RCCM（Registered Civil-engineering Consulting
Manager）（www.jcca.or.jp）
コンクリート技士・主任技士（www.jci-net.or.jp）
コンクリート診断士（www.jci-net.or.jp）
プレストレストコンクリート技士（www.jpci.or.jp）
⚑級・⚒級舗装施工管理技術者（www.dohkenkyo.
com）
⚑級・⚒級土木施工管理技士（www.jctc.jp）
⚑級・⚒級管工事施工管理技士（www.jctc.jp）
土地家屋調査士（www.chosashi.or.jp）
地質調査技士（www.zenchiren.or.jp）
ダム水路主任技術者（www.meti.go.jp）
廃棄物処理施設技術管理者（www.jesc.or.jp）
品質管理推進責任者（www.jsa.or.jp）
水道技術管理者（www.jwwa.or.jp）

建築学科
⚑）在学中に受験可能な資格の例
宅地建物取引士（www.retio.or.jp）
インテリアコーディネーター（www.interior.or.jp/ic/）
インテリアプランナー（www.jaeic.or. jp/shiken/ip/
index.html）
カラーコーディネーター（www.kentei.org/color/）
再開発プランナー（www.urca. or. jp/planner/index.
html）
土地家屋調査士（www.chosashi.or.jp/res/index.html）
福祉住環境コーディネーター（www.kentei.org/fuku-
shi/）

⚒）卒業と同時に受験可能な資格の例
二級建築士（www.jaeic.or.jp)
木造建築士（www.jaeic.or.jp)

΅

`
(指定科目の条件あり)

⚒級インテリア設計士（www.jp-interior.or.jp）
消防設備士（www.shoubo-shiken.or.jp/shoubou/）
測量士・測量士補（www.jsurvey.jp/shikaku.htm）
技術士補（www.engineer.or.jp）

⚓）卒業後一定の実務経験を経て受験可能な資格の例
一級建築士（www.jaeic.or.jp）（指定科目の条件あり）
建築設備士（www.jaeic.or.jp）
構造設計一級建築士（www.jaeic.or.jp）
設備設計一級建築士（www.jaeic.or.jp）
⚑級・⚒級建築施工管理技士（www.ecc-jp.com/w/
kentiku01.html）
⚑級・⚒級土木施工管理技士（www.ecc-jp.com/w/
doboku01.html）
⚑級・⚒級建設機械施工技士（www.ecc-jp.com/w/
kikai01.html）
コンクリート技士・コンクリート主任技士（www.jci-net.
or.jp/j/exam/gishi）
コンクリート診断士（www. jci-net. or. jp/j/exam/
shindan/index.html）
⚑級インテリア設計士（www.jp-interior.or.jp）
商業施設士（www.jtocs.or.jp）
技術士（www.engineer.or.jp）
⚑級・⚒級造園施工管理技士（www.ecc-jp.com/w/
zouen01.html）
⚑級・⚒級電気工事施工管理技士（www.ecc-jp.com/
w/denki01.html）
⚑級・⚒級管工事施工管理技士（www.ecc-jp.com/
w/kan01.html）
労働安全／衛生コンサルタント（www.exam.or.jp/
index.htm）
第一種・第二種衛生管理者（www.exam.or.jp/index.
htm）

電子情報工学科
⚑）電子情報工学科の学生が目指す主な資格
ITパスポート
基本情報技術者
応用情報技術者
ネットワークスペシャリスト
データベーススペシャリスト
エンベデッドシステムスペシャリスト
情報セキュリティスペシャリスト

΅

―`
―


(www.jitec.ipa.
go.jp)

⚒）所定の科目を修得し，卒業後取得できる資格
第一級陸上特殊無線技士
第二級海上特殊無線技士

΅
`


(www.nichimu.or.jp/
denpa/02-shikaku.html)

生命工学科
バイオ技術者（中級および上級）（homepage2.nifty.
com/biogakkai/）
バイオインフォマティクス技術者（www.jsbi.org/
nintei/）
ITパスポート
基本情報技術者
応用情報技術者
ネットワークスペシャリスト
情報セキュリティスペシャリスト

΅
―`
―


(www.jitec.jp）
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10．図書館・開発研究所・判例演習室

⑴ 図書館案内
⚑．図書館概要
本館：本学のḫ立100周年記念事業の一環として，昭和62

年⚔月に開館。
工学部図書室：昭和62年⚕月，山鼻キャンパスの中心に

開館。
蔵書冊数 約930,000冊
所蔵雑誌数 約9,200種

（2016年⚓月末)

⚒．図書館利用時間
月～金曜日 土曜日

本

館

⚑
階

ラウンジ 9:00～22:30

返却ポスト 21:45～22:30
8:00～ 8:50

⚒
階

ワーク・エリア 9:00～22:00

貸出／返却（資料） 9:00～21:45

レファレンス・サービス 9:00～16:30 9:00～12:00

閉架書庫 9:00～21:30
⚓
階 サイレント・エリア 9:00～22:00

⚔
階

アクティブ・エリア 10:00～21:00 10:00～17:00

貸出／返却（機器等） 10:00～21:00 10:00～17:00

工
学
部
図
書
室

⚑
階

閲覧室 9:00～20:00 9:00～12:50

貸出／返却（資料） 9:00～19:45 9:00～12:30

レファレンス・サービス 9:00～16:30 9:00～12:00

閉架書庫 9:00～16:00 不可
※休館日：日曜日／国民の祝日／⚕月16日(学園ḫ立記念日)／入学式／卒業式／年末・年始

臨時休館日は掲示等でお知らせします。
※レファレンス・サービス：利用時間外は，サービス・カウンターにお申し出ください。
※夏・春季休業期間中，本館⚔階の利用時間は，月～土曜日まで10：00～17：00となります。
※夏・春季休業期間中，工学部図書室の利用時間は，月・水・金が上記の時間，火・木が9：00
～17：00となります。

⚓．利用資格
本学の学部生，大学院生，教職員，その他館長が特に
認めた者とします。
ただし，本館⚑階から⚓階と工学部図書室は卒業生，
修了生及び大学図書館相互利用サービス加盟校の学生・
教職員も利用できます。

⚔．図書館利用証
学生証が図書館利用証を兼ねます。学生証を常に携帯
し，必要に応じ提示して図書館を利用してください。
学生証は他人に貸与または譲渡することはできません。
紛失および破損した場合は，学部事務室窓口にて，再
発行手続を行ってください。

⚕．利用上の注意
図書館の利用に際しては次の注意事項を守ってくださ
い。
・サークル活動など，学習以外の目的での利用はでき
ません。
・飲食はペットボトルなど蓋付きの容器に入った飲み
物のみ可能です。ただし，汁ものやにおいの強いも
のでなければ，本館⚑階に限り食事も可能です。
・スマートフォン，携帯電話等による通話，電子機器

類からの音声出力（本館⚔階は一部可），無許可の撮
影，長時間にわたる私物の放置など，他の利用者の
迷惑となる行為はできません。
・貸出手続きを受けない図書を持ち出すと，出口で警
報音が鳴ります。

⚖．資料の探し方
本学図書館に所蔵している図書・雑誌は，OPACで検
索することができます。

⚗．館内での利用
①開架図書
開架されている図書及び雑誌は，書架から自由に取
り出して館内で利用することができます。
②閉架図書
書庫にある図書は閉架図書といいます。
OPACによる検索の結果，配置場所が⽛○○閉架⽜
⽛B⚑△△⽜と表示された場合は，閲覧請求票を出力
の上，サービス・カウンターに申し出てください。
雑誌のバックナンバーを閲覧したい場合は，事前に
タイトル・巻号数と発行年月日などの情報を調べて
おく必要があります。
入庫希望者は学生証を提示してください。
③禁帯出資料
辞書・事典類，六法全書，雑誌，新聞，新聞縮刷版，
視聴覚資料・マイクロ資料・古文書等は，館外に持
ち出すことはできません。図書館内でご利用くださ
い。

⚘．館外貸出
①貸出手続
貸出希望の図書を持参し，学生証を提示してくださ
い。
②貸出冊数・期間（開架書庫・閉架書庫を問わず）
学部生は，最大⚕冊15日間です。
③特別長期貸出制度
卒業論文作成を支援するための，特別長期貸出制度
（最大⚗冊30日間）があります。
④返却手続
返却期限内にサービス・カウンターに返却してくだ
さい。期限を超過すると，新たな貸出手続きができ
ません。
⑤延長手続
返却期限内に延長手続をすることにより，⚑回まで
継続して借りることができます。図書と学生証を持
参して手続を行ってください。なお，他の利用者の
予約が入っていたり，長期貸出のあとは延長できま
せん。
⑥予約手続
利用したい図書が貸出中の場合，予約することがで
きます。
⑦紛失・汚損
図書を紛失・汚損した場合は，すみやかにサービス・
カウンターに申し出てください。

⚙．レファレンス・サービス
本館はレファレンス・カウンター，工学部図書室はサー
ビス・カウンターにてご利用いただけます。
図書館を十分に活用していただくために，以下のよう
なサービスを行っています。
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・OPACの使い方や資料の探し方等，図書館の利用方
法全般を説明。
・参考図書やオンラインデータベースを活用して，探
している文献に関係する情報を調査。
・他の図書館・機関等との相互協力サービスによって，
本学図書館で所蔵していない資料を提供。
文献複写：他の図書館・機関等から必要箇所のコピー
を取り寄せることができます。コピー代と送料等
は申込者の負担となります。
相互貸借：他の図書館・機関等が所蔵する図書を借
り受けることができます。往復の送料等は申込者
の負担となります。
他館利用願の発行：本学図書館が発行する他館利用
願（紹介状）を持参することにより，他の図書館
を利用することができます。なお，大学図書館相
互利用サービス参加館を利用する際には他館利用
願は必要ありません。（学生証，もしくは教職員
身分証を持参）

10．複写機について
・図書館では著作権の範囲内で文献複写サービスを
行っています。
・複写機は，本館⚒階に⚓台，閉架Ｍ⚒階に⚑台，工
学部図書室では⚑台設置しています。
・複写機利用は，コピーカード式とコイン式がありま
す。なお，工学部図書室はコイン式のみとなってい
ます。
・複写できる資料は図書館所蔵の図書・雑誌類に限り
ます。ノートやプリント類など私物の複写はできま
せん。

11．情報検索用パソコン・視聴覚ブース
①情報検索用パソコンブース
インターネットでの文献検索として電子ジャーナ
ル，データベースの利用とCD-ROM等の検索が利
用できます。
なお，利用には，認証用のID・パスワードが必要で
す。認証用ID・パスワードはコンピュータ実習室で
交付を受けてください。特定のデータベースを利用
の際には，カウンターで申し込みが必要です。
②視聴覚ブース
視聴覚ブースは，サービス・カウンターで申し込み
の上，ご利用ください。
ブルーレイ，DVD，CDなどの館内貸出資料の利用
ができます。
サービス・カウンターに視聴覚資料の所蔵目録があ
りますのでご利用ください。個人の持ち込みは不可。

12．図書館ポータルサイト⽛MyLibrary⽜
⽛MyLibrary⽜（マイライブラリー）では，自身の貸出
状況や予約状況，貸出履歴を確認したり，OPAC検索条
件を保存することができます。貸出延滞や予約資料確保
などの情報が表示されます。
利用にあたっては，学内ネットワークのIDとパスワー
ドが必要です。
〈接続方法（⚒種類）〉
・G-PLUS!にログインし，サイドバーの⽛MyLibrary⽜
をクリック
・図書館ホームページの⽛蔵書検索⽜画面から
⽛MyLibrary⽜ログインをクリック

⽛MyLibrary⽜はG-PLUS!と連携しており，G-PLUS!
で返却期限日や予約資料確保のお知らせなどを受信
できます。⽛MyLibrary⽜とあわせて確認してくだ
さい。

13．購入希望図書の申し込み・図書館への意見
図書館に所蔵していない購入希望図書がありました
ら，図書館ポータルサイト⽛MyLibrary⽜の⽛新規購入依
頼⽜を選択し，必要情報を入力して申し込みをしてくだ
さい。
また，図書館に対しての意見・希望等は図書館ホーム
ページの⽛お問い合わせ⽜を選択し，メールを送信して
ください。

14．図書館日程，開館時間の確認の仕方
・ホームページ（http://library.hgu.jp/）で確認でき
ます。

15．北海道地区大学図書館相互利用サービス
北海道地区大学図書館相互利用サービスは，北海道内
の大学図書館間の相互協力を更に推進して，教育・研究
活動の発展に貢献することを目指すものです。それぞれ
の参加館ごとに学外者の利用登録を行う必要はあります
が，図書館間の相互貸借によらず，学生証・身分証明書
等の提示だけで他大学学生・教職員に直接閲覧，複写，
貸出のサービスを実施するものです。参加館によっては
貸出不可や貸出条件がある場合があります。
利用の際は，あらかじめ利用大学図書館の開館スケ
ジュール，資料の所蔵情報等を確認してください。また，
利用大学の⽛図書館利用規則⽜を遵守してください。
大学図書館相互利用サービス加盟館（2016年⚔月⚑日現
在39大学47図書館）
旭川大学，旭川医科大学，小Ḻ商科大学，帯広畜産大
学，北見工業大学，釧路公立大学，公立はこだて未来
大学，札幌医科大学，札幌大谷大学，札幌学院大学，
札幌国際大学，札幌市立大学（桑園・芸術の森），札幌
大学，千歳科学技術大学，天使大学，東海大学，東京
農業大学（オホーツク学術情報センター），東京理科大
学（長万部），苫小牧駒澤大学，道都大学，名寄市立大
学，日本赤十字北海道看護大学，函館大学，藤女子大
学（本館・花川館），北海学園大学，北海商科大学，北
海道医療大学（総合図書館・あいの里分館），北海道教
育大学（札幌・函館・旭川・釧路・岩見沢），北海道科
学大学，北海道情報大学，北海道大学（本館・北図書
館），北海道文教大学，北海道薬科大学，北星学園大学，
北翔大学，室蘭工業大学，酪農学園大学，札幌保健医
療大学，日本医療大学

工学部図書室案内

図書室は工学部キャンパス⚒号館⚑階にあります。
自然科学・工学系を中心に専門書・専門雑誌を所蔵し
ています。

開館時間
月～金曜日 9：00～20：00 土曜日 9：00～12：50

休館日
日曜日，国民の祝日，学園創立記念日，年末年始
（休館及び開館時間を変更する場合は掲示します。）
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図書室概要
総床面積 519m2 閲覧席数 124席
蔵書冊数 約167,000冊 開架冊数 約38,000冊
所蔵雑誌数 865タイトル 開架雑誌数 約70誌
利用手続
Ⅰ．館内利用
開架されている資料は書架から自由に取り出して館内
で利用することができます。
⚑．参考図書
辞典・事典・便覧・年鑑・年報・白書等は，館外に持
ち出すことはできません。館内でご利用ください。
⚒．開架図書
開架書架には利用頻度の高い，自然科学・工学系を中
心に図書約38,000冊と雑誌のバックナンバーを配架して
います。
⚓．新着雑誌
雑誌書架には，一般誌・自然科学・工学系の最新号等
を配架しています。
（最新号・未製本雑誌は，館外へ持ち出すことはできません。)
⚔．閉架書庫の図書・雑誌
OPAC検索の結果⽛工学部閉架⽜⽛工学部閉架Ｂ⚑⽜と
表示された場合は，請求票をカウンター係に提出してく
ださい。
⚕．AV資料
BD・DVD・CD等の視聴をすることができます。

（AV資料は，館外へ持ち出すことはできません。）

Ⅱ．館外貸出
⚑．貸出手続
貸出希望資料に学生証を添えてカウンター係に提出し
てください。
⚒．貸出冊数と期間
学部生は⚕冊15日間です。
⚓．特別長期貸出制度
ゼミ・卒業論文作成支援のため，通常貸出冊数以外に
⚗冊30日間貸出できます。
⚔．延長手続
返却期限内で他の利用予約が無い場合⚑回継続貸出が
できます。
⚕．取り寄せ
本館（豊平）所蔵資料の取り寄せ貸出ができます。

Ⅲ．相互利用
本学に所蔵がなく，他大学・公共図書館等で所蔵して
いる資料については，複写依頼・図書の借用をすること
ができます。
これに要する費用は利用者負担となります。

諸施設
⚑．カウンター
図書情報に詳しい職員が常勤しています。
貸出手続・レファレンスサービス等図書館全般の質
問，相談に応じます。
⚒．OPAC（蔵書検索システム）
山鼻校舎・豊平校舎の蔵書を検索できます。
(図書館ホームページ(http://lib.hgu.jp/)からも検索
できます。）
⚓．ブック・ディテクション・システム（B. D. S）
図書未手続防止装置です。必ず貸出手続きをしてく
ださい。

⚔．コピー機（コイン式複写機）
複写は著作権法に基づいて行うことができます。著
作権にふれぬよう注意してください｡(ノートやプリン
ト類・私物の複写はできません）
⚕．AVコーナー
本学所蔵のBD・DVD・CD等を視聴できます。
⚖．PCブース
インターネットで文献検索（電子ジャーナル，
データーベース）ができます。利用にはIDとパスワー
ドが必要です。
⚗．ブラウジング・コーナー
新着雑誌等をソファーでくつろいで閲覧することが
できます。
飲食・携帯電話等の利用は，図書室内で行わないで
ください。

図書室見取図

⑵ 開発研究所案内
⚑．研究所の目的・特色
本研究所は，1957年に上原轍三郎初代学長（兼開発研
究所長）によって設立された。設立目的は，北海道開発
の視点から，同地域の歴史・経済・政治・社会・技術な
どに関する基礎的・応用的諸研究を行い，学界に貢献す
るとともに，その成果を広く一般社会に普及することを
通して，地域の発展に寄与するところにある。
特色は，その活動が特定の学科や専門領域に限定され
ることなく，学際的であることにある。また近年の著し
い国際化に対応すべく，海外の研究機関との連携にも力
を入れている。

⚒．研究所の諸活動
⑴ 調査研究活動：それぞれの研究部会のテーマに応じ
た共同研究及び学際的な総合研究の実施。
⑵ 文献資料の収集：開発に関する文献資料を収集・整
理し，研究者等に便宜を図る。
⑶ 公開講座・シンポジウム等の開催：専門研究者によ
る特別研究会を実施するほかに，一般市民対象の公開
講座，シンポジウム等を開催する。
⑷ 他の研究機関との連携：内外の研究機関・研究者と
の学術交流・共同研究の実施。
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⑸ 機関誌の発行：共同研究等の成果を⽝開発論集⽞（年
⚒回発行）として公刊。
⑹ レファレンスサービス：研究所所蔵資料の貸出しの
ほかに，全国の大学図書館および専門図書館と連動し
たレファレンスサービスを行う。

⚓．文献サービス
本研究所は，開発問題に関する文献の収集を行ってき
たが，近年は，世界的視野にたったOECD（経済協力開
発機構)資料やアジア経済関係資料の充実を図るとともに，
国内的には，道内市町村史などの地域関係資料，行政資
料（統計・白書等含む），各種研究機関の研究報告書など
の収集に力を注いでいる。
また，2000年度から専門図書館北海道地区協議会の資
料センターを併設したことにより，政府関係機関の各種
行政資料（統計・白書等含む）が豊富に所蔵されている。
2014年度からは専門図書館協議会の北海道における資料
センターに改組された。
これらの資料は，いずれも広く学内外の方が利用出来
るよう，ホームページなどで公開されている。
⑴ 図書：現在，日本語文献約15,200冊，外国語文献約
4,800冊が利用可能である。この他に，北海道新聞ḫ
設期からのマイクロフィルムが充実し利用者も多い。
⑵ 雑誌：現在，和・洋雑誌合わせて約1,000タイトルが
利用可能である。
⑶ 専門図書館協議会の資料センター
2000年度以降，政府関係機関の発行する資料（行政資
料・統計・白書等）を主に国立国会図書館から年間約
600点受け入れている。資料の充実に伴い，行政資料
の専門図書館として学内外から利用されている。

⚔．近年の総合研究の成果と計画
経済・経営・法学・人文・工学と幅広い学部を有する
大学の特色を生かして，総合的な研究課題について，本
研究員がそれぞれの専門領域を生かしつつ学際的に研究
を行っています。この研究成果は，開発論集（年⚒回発
行）として広く公開しています。
⽛社会的排除地域の自律的・自治的再生に関する日韓
共同研究―札幌圏と大田広域市との比較を中心に―⽜
（2011年～2013年），⽛北海道の社会経済を支える高等教
育に関する学際的研究―北海学園大学が果たす役割⽜
（2012年～2014年），⽛北海道における発展方向のḫ出に
関する基礎的研究⽜（2015年～2017年）

⚕．場 所
研究室棟（⚔号館）⚑階
利用時間
月・水・金曜日 午前⚙時30分～午後⚗時30分
火・木曜日 午前⚙時30分～午後⚔時30分
土曜日 午前⚙時30分～午後12時30分
(昼休み時間：午前12時40分～午後⚑時40分）
(日曜，祝日，学園ḫ立記念日，年末年始，全学休業
日のみ休み）
※ゼミのレポート作成などで，調べものをしたい時に
は，遠慮なくお越しください。

⑶ 判例演習室案内

判例演習室は，わが国の法令集，判例集，判例
および判例研究を収めた法律専門雑誌（大学紀
要を除く）を整備し，わが国の判例を研究・教育
するための施設として教員および学生の利用に
供されている。また，求めに応じて一般の利用も
認められる。収蔵されている判例集は18種，法律
専門雑誌は60種以上にのぼり，それらの検索の
ために，⽛ロー・ライブラリー⽜⽛LLI統合型法律
情報システム⽜⽛第一法規法情報総合データベー
ス⽜⽛Westlaw⽜を導入し，検索サービスを行っ
ている。なお，以上の基本的な判例集等のー層の
充実のほか，文献情報を的確に入手できる最新
諸機器の導入をはかり本学の特色の⚑つとなっ
ている。

〔学生閲覧内規〕
⚑．法学部学生および大学院法学研究科および大学院法
務研究科の学生は，備付けの図書を閲覧し，または検
索用機器を利用することを目的とする場合に限り，本
室を利用することができる。
⚒．入室の際には，本室係員に学生証を提出しなければ
ならない。
なお，本室に施錠してあって入室できないときは，
法学部事務室で鍵を借りて本室を利用することができ
る。その場合，その者の学生証を法学部事務室で保管
する（午後⚗時30分まで利用可）。
⚓．第⚑項の学生を除く学部の学生または大学院の学生
で，とくに本室の利用を希望する学生は，本室係員に
その旨を申し出るものとする。
利用の手続きについては，第⚑項の学生に準じて扱う。
⚔．本室備付け図書は，室外に帯出することはできない。
⚕．本室備付け図書を複写するするために，設置のコ
ピー機を利用することができる（コピーカードのみ使
用可）。複写できる範囲は著作権法の定めるところに
従う。
⚖．本室内での携帯電話の利用，飲食および喫煙を禁止
する。
⚗．開室時間
月～金曜日 午前10時00分～午後⚘時00分
土曜日 午前10時00分～午後⚓時00分
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判例演習室備付図書一覧

⚑．大審院民事判例集（判決録）
⚑－⚒．大審院刑事判例集（判

決録）
⚒．裁判粹誌大審院判決例
判例民法（判例民事法）
労働関係民事裁判例集

⚓．行政事件裁判例集
⚔．高等裁判所判例集（刑事・民
事）
高等裁判所刑事裁判特報
高等裁判所刑事判決特報
東京高等裁判所刑事判決時
報
東京高等裁判所民事判決時
報

⚕．下級裁判所民事裁判例集
下級裁判所刑事裁判例集
刑事裁判月報

⚖．公正取引
別冊商事法務

⚗．旬刊商事法務（商事法務研
究）

⚘．銀行法務21
国際商事法務
手形研究

⚙．月刊監査役
研修（⚑～33号は研修月報）

10－11．法律時報
11．私法判例リマークス
別冊法律時報
法律時報増刊

12．金融法務事情
13．資料版商事法務
14．NBL（NewBusinessLaw）
15．金融・商事判例
16－18．判例時報
18．判例評論
19－21．判例タイムズ
21．別冊判例タイムズ
22－23．ジュリスト

24．別冊ジュリスト
（判例百選･争点シリーズ等）
ジュリスト増刊

25－26．民商法雑誌
26．民事研修（みんけん）
27．警察研究
28－32．判例体系
32．命令体系・不当労働行為
労働法規総覧

33－34．現行法規総覧
34．判例・通達実務大六法
35－36．法学協会雑誌
36．比較法研究
37．アメリカ法
金融法研究
信託法研究
世界法年報
大審院刑事判決録
労働経済判例速報
労働法律旬報
海法会誌

38－39．労働判例
39．法曹
日本労働研究雑誌（日本労
働協会雑誌）

40－42．行政判例集成
42．環境・公害関係資料集
法律判例文献情報

43．法学セミナー
44－45．最高裁判所民事判例集
45．最高裁判所刑事判例集
46．Business Law Journal
公正取引委員会審決集
公正取引委員会排除命令集

47－48．法曹時報
48．法学教室
別冊付録判例セレクト

49－50．家庭裁判月報
50．戸籍

現代法律百科大辞典
51．交通事故民事裁判例集
52．最高裁判所判例解説 刑事
篇
最高裁判所判例解説 民事
篇
DHCコンメンタール相続
税法
DHC不動産税務釈義
DHCコンメンタール所得
税法

53．裁判所時報
週刊法律新聞
法律のひろば

54．警察学論集
判例地方自治

55．刑事法ジャーナル
自由と正義
捜査研究
Lexis企業法務
Lexis判例速報

56－57．法律新聞
57．衆議院憲法調査会報告書
大審院民事判決録
大審院判決全集
大審院判例（大審院判例拾
遺）

57－58．北海学園大学法学研究
58．税（税 別冊）
税務事例
税理
修士・博士論文

59．国民生活
民事法情報
消費者法ニュース
日本労働法学会誌（労働法）

60．公正取引情報
重要労働判例総覧
知的財産法政策学研究
日本工業所有権法学会年報
日本国際経済法学会
別冊労働判例
労働判例・定期刊行物総合
索引

＊書物は帯出禁止です。当室のコピー機で，ご利用願います（コピー・カードのみの使用となります)。

11．コンピュータ実習室案内（豊平校舎)

⚑．教育用コンピュータ実習室概要
本実習室施設は情報教育の一環として，昭和60年⚔月
に⚒号館⚓階にまずコンピュータ実習室Ｂが開設されま
した。その後，利用者急増による施設拡充として平成元
年⚑月には⚕号館⚓階に新たな実習室（コンピュータ実
習室Ａ）が開設，平成15年⚔月には⚓号館⚓階に実習室
（コンピュータ実習室ＣおよびＤ）が開設されました。
また，平成15年度の新学部新学科の増設に伴い，平成15
年⚙月に⚗号館⚕・⚖階に実習室（地域経済情報検索室，
マルチメディア実習室，コンピュータ実習室Ｅ）が開設
されました。
これら実習室は，情報関連科目及びコンピュータを利
用する授業展開科目，授業時間外での実習（予習・復習），
一般授業においてのデータ収集やレポート作成といった
授業の補助的な利用など，教育・研究における利用を主
たる目的としています。

⚒．利用資格
以下のいずれかに該当し，学内ネットワークの利用許
可を受けた者とする。
⑴ 本学教職員
⑵ 本学学部生，大学院生，研究生
⑶ その他，教育用コンピュータ実習室運営委員会が
利用を認めた者
利用有効期間は，⑴は在職中，⑵は在学中，⑶は当該
年度とします。
※科目等履修生，委託生，特別聴講学生については，
⑶に該当します。

⚓．利用の手続き
実習室を利用するためには，学内ネットワークの利用
申請が必要です。
申請手続きについては，学内ネットワーク利用ガイダ
ンスに出席し，説明を受けてください。

⚔．設備
各実習室の設備は以下のとおりです。
○パソコン
①コンピュータ実習室Ａ
実習室⚑ 富士通ESPRIMO K553/F 64台
実習室⚒ 富士通ESPRIMO K553/F 64台
実習室⚓ 富士通ESPRIMO K553/F 56台
②コンピュータ実習室Ｂ★

富士通ESPRIMO K553/F 96台
③コンピュータ実習室Ｃ

富士通ESPRIMO K553/F 56台
④コンピュータ実習室Ｄ★

富士通ESPRIMO K553/F 32台
⑤コンピュータ実習室Ｅ

富士通ESPRIMO K553/F 72台
⑥マルチメディア実習室

富士通ESPRIMO K553/F 30台
⑦地域経済情報検索室

富士通ESPRIMO K553/F 48台
⑧CALL教室

富士通 FWV-D5290
(※ʠ授業以外での利用ʡは，上記で⽛★⽜がつい
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ている実習室を主に開放しています。）
○ソフトウェア
Word2013， Excel2013， Access2013， Power
Point2013，Publisher2013等
○その他
プリンタ，スキャナ，中間モニタ

⚕．利用時間
授業外実習（自学自習）の利用時間
○授業開講期間（補講日・定期試験期間を含む）
月～金 ⚙：00～22：00
土 ⚙：00～16：30
○長期休業期間（夏期・春期）
掲示物やG-PLUS!等でお知らせします。

○閉室日
日曜日，祝祭日，入学式，ḫ立記念日（⚕月16日），
全学休業日（⚘月中旬），年末年始休業，入学試験日
（⚒月⚘日～12日），大学祭（10月⚗日～⚙日），卒業
式
※その他，メンテナンス等による閉室もありますの
で，掲示物やG-PLUS!等で確認してください。

⚖．利用上の注意
学内ネットワークガイダンス時に配布される冊子⽝学
内ネットワーク利用の手引き⽞に実習室利用に関する詳
細が記載されていますので，熟読のうえ，規程・規則等
を守って利用してください。
ウイルスを発生させた学生，または不正アクセス等（な
りすまし，著作権・肖像権の侵害，ファイル共有ソフト
の利用等）をした学生は，学内の規程等に基づき処罰（利
用資格の取り消し等）されますので注意してください。

工学部計算機実習室案内（山鼻校舎)

⚑．工学部計算機実習室概要
本実習室は，情報関連科目およびコンピュータを利用
する科目の授業，授業時間外での実習（OPEN利用），一
般の授業において参考となるデータの収集やレポート作
成等教育・研究を主たる目的として設置されています。
設備については，平成27年11月現在次の通りです（内
容は設備更新により変更となる場合があります）。
○ 実習室Ⅰ ESPRIMOK551/B 65台
○ 実習室Ⅱ ESPRIMOK551/B 89台
○ 実習室Ⅲ ESPRIMOK551/B 10台
○ 実習室Ⅳ ESPRIMOK551/B 72台
○ ソフトウェア
実習室Ⅰ～Ⅲ
MATLAB Release R2010a，Fortran & C
PackageV4， VectorWorksVer.2011， Tera
TermProVer4.68， MS-Visual Studio/NET
2010 Professional，Photoshop Elements6.0，
Eclipse3.6.1＋WTP，ホームページビルダV12，
エクセル統計2010ライセンスなど
実習室Ⅳ
MATLAB Release R2010a，VectorWork-
sVer.2011，MS-Visual Studio/NET 2010 Pro-
fessional，Photoshop Elements7.0，ホームペー
ジ ビ ル ダ V12，SA35 Visual StudioProfes-
sional，エクセル統計2010ライセンスなど

⚒．利用時間
○ OPEN利用できる時間
◇授業開講期間（補講日を含む）
月～金 9：00～19：45

(実習室Ⅳは18：00まで）
土 9：00～14：45

(上記の時間は変更されることがありますので，掲
示で確認して下さい。）
◇長期休業期間（夏季・春季）
月～金 9：00～16：45
作業期間中の閉室についてはその都度掲示，計
算機実習室HPでお知らせします。

○ 閉室日
日曜，祝祭日，創立記念日（⚕月16日），入学式，
卒業式，年末・年始，入学試験日。その他学校行事
及び機器保守点検・修理などによる臨時の閉室につ
いては，その都度掲示，計算機実習室HPでお知らせ
します。

⚓．利用資格
利用資格者は，次に該当する者とします。
⑴ 本学教職員（非常勤講師を含む）
⑵ 本学工学部学生，大学院生，研究生，科目等履
修生
⑶ その他，工学部共同利用コンピュータシステム
運営委員会が利用を認めた者
利用有効期間は，⑴は在職中，⑵・⑶は在籍中とし
ます。

⚔．利用の手続きについて
本実習室のコンピュータを使用するためには，IDとパ
スワードの取得が必要です。各自のIDとパスワードは，
入学時に一括で登録してあります。失念した場合などは
実習室受付に問い合わせてください。

⚕．利用上の注意
計算機実習室受付にて配布されている,⼦工学部計算機
システムおよび計算機実習室利用に関する厳守事項⽜に
詳細が記載されていますので，熟読のうえ規則を守って
利用してください(⽛工学部計算機システムおよび計算機
実習室利用に関する厳守事項⽜は工学部計算機実習室
HPでも閲覧することができます）。
規則違反をした場合,⼦北海学園大学工学部計算機シス
テムおよび計算機実習室に関する運用・管理内規⽜第⚕
条により，その利用者のユーザーアカウントの抹消，学
則等に基づく処分がなされることがありますので注意し
てください。
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12．学則及び関連規則，規程関係

⑴ 北海学園大学学則
昭和43年⚔月⚑日 制定
昭和45年⚔月⚑日 変更
昭和51年⚔月⚑日 〃
昭和54年⚔月⚑日 〃
昭和56年⚔月⚑日 〃
昭和57年⚔月⚑日 〃
昭和58年⚔月⚑日 〃
昭和59年⚔月⚑日 〃
昭和60年⚔月⚑日 〃
昭和61年⚔月⚑日 〃
昭和62年⚔月⚑日 〃
昭和63年⚔月⚑日 〃
平成元年⚔月⚑日 〃
平成⚒年⚔月⚑日 〃
平成⚓年⚔月⚑日 〃
平成⚓年12月⚑日 〃
平成⚔年⚔月⚑日 〃
平成⚕年⚔月⚑日 〃
平成⚖年⚔月⚑日 〃
平成⚗年⚔月⚑日 〃
平成⚘年⚔月⚑日 〃
平成⚙年⚔月⚑日 〃
平成10年⚔月⚑日 〃
平成11年⚔月⚑日 〃
平成12年⚔月⚑日 〃
平成13年⚔月⚑日 〃
平成14年⚔月⚑日 〃
平成15年⚔月⚑日 〃
平成16年⚔月⚑日 〃
平成17年⚔月⚑日 〃
平成18年⚔月⚑日 〃
平成19年⚔月⚑日 〃
平成20年⚔月⚑日 〃
平成21年⚔月⚑日 〃
平成22年⚔月⚑日 〃
平成23年⚔月⚑日 〃
平成24年⚔月⚑日 〃
平成25年⚔月⚑日 〃
平成26年⚔月⚑日 〃
平成27年⚔月⚑日 〃
平成28年⚔月⚑日 〃
平成29年⚔月⚑日 〃

目次
第⚑章 総則（第⚑条－第⚗条）
第⚒章 学生
第⚑節 入学，編入学，転学部，転学及び留学（第
⚘条－第16条）
第⚒節 授業科目，履修方法，単位認定基準及び試
験（第17条－第26条）
第⚓節 休学，退学及び除籍（第27条－第31条）
第⚔節 卒業及び学士の学位（第32条・第33条）
第⚕節 授業料等，授業料等の免除，受講停止（第
34条－第37条）
第⚖節 研究生，委託生，科目等履修生及び特別聴
講学生（第38条－第46条）
第⚗節 賞罰（第47条－第49条）

第⚓章 教育職員免許状等（第50条－第51条の⚒）
第⚔章 公開講座（第52条）
第⚕章 組織
第⚑節 職員の組織（第53条－第56条）
第⚒節 教授会，協議会，全学教授会及び委員会等
（第57条－第62条）

第⚖章 附属施設（第63条－第68条）
附則

第⚑章 総則
(目 的）
第⚑条 北海学園大学は，法令の定めるところに従い，
最高の学術とその応用とを研究教授し，さらに人格の
陶冶と身体の錬成とに努め，国家社会のために有為の
人材を養成することを目的とする。
(自己評価等）
第⚒条 北海学園大学（以下⽛本大学⽜という。）は，そ
の目的を達成するため，本大学における教育研究活動
等の状況について，自ら点検及び評価を行い，その結
果を公表するものとする。
⚒ 前項の点検及び評価に関する事項については，別に
定める。
(認証評価）
第⚒条の⚒ 本大学は，前条の措置に加え，教育研究等
の総合的な状況について，政令で定める期間ごとに，
文部科学大臣の認証を受けた者による評価を受けるも
のとする。
(ファカルティ・ディベロップメント及びスタッフ・ディ
ベロップメント）
第⚒条の⚓ 本大学は，授業の内容及び方法の改善を図
るための組織的な研修及び研究を実施するものとす
る。
⚒ 本大学は，教育研究活動等の適切かつ効果的な運営
を図るため，その教育職員及び事務職員に必要な知識
及び技能を習得させ，並びにその能力及び資質を向上
させるための研修（前項に規定する研修に該当するも
のを除く。）の機会を設けることその他必要な取組を
行うものとする。
(情報公開）
第⚒条の⚔ 本大学は，教育研究活動等の状況について，
刊行物への掲載その他広く周知を図ることができる方
法によって積極的に情報を提供するものとする。
(学部，学科，入学定員，編入学定員及び収容定員）
第⚓条 本大学に，次の学部及び学科を置き，入学定員，
編入学定員及び収容定員は，次のとおりとする。

学 部 （学 科) (入学定員)(編入学定員)(収容定員)
(3年次)

人 人 人
経済学部⚑部 経 済 学 科 160 640
同 上 地域経済学科 140 560
経済学部⚒部 経 済 学 科 75 300
同 上 地域経済学科 45 180
経営学部⚑部 経 営 学 科 160 640
同 上 経営情報学科 140 560
経営学部⚒部 経 営 学 科 100 400
法 学 部⚑部 法 律 学 科 155 20 660
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部⚑部 日本文化学科 100 400
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同 上 英米文化学科 95 380
人文学部⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 60 240
同 上 建 築 学 科 70 280
同 上 電子情報工学科 70 280
同 上 生 命 工 学 科 60 240

⚒ 各学部に関する規則は，別に定める。
⚓ 前項の規則には，各学部・学科ごとに教育研究上の
目的を定めるものとする。
⚔ 本大学に，大学院を置く。大学院の学則は，別に定
める。
(学年及び授業期間）
第⚔条 学年は，⚔月⚑日に始まり，翌年⚓月31日に終
わる。
⚒ ⚑年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含
め，35週にわたることを原則とする。
第⚕条 学年を次の⚒学期に分ける。
第⚑学期 ⚔月⚑日から⚙月30日まで
第⚒学期 10月⚑日から翌年⚓月31日まで
(休業日）
第⚖条 授業を行わない日（以下⽛休業日⽜という。）は，
次の各号に掲げるとおりとする。
⑴ 日曜日
⑵ 国民の祝日 国民の祝日に関する法律（昭和23年

法律第178号）に規定する日
⑶ ḫ立記念日 ⚕月16日
⑷ 春季休業 ⚔月⚑日から⚔月10日まで
⑸ 夏季休業 ⚗月16日から⚙月⚓日まで
⑹ 冬季休業 12月17日から翌年⚑月15日まで
⚒ 学長は，協議会の議を経て休業日を変更し，臨時休
業日を設け，又は休業日に授業を行うことができる。
(修業年限及び在学期間）
第⚗条 本大学の修業年限は，⚔年とし，在学期間は，
修業年限の⚒倍を超えることができない。

第⚒章 学生
第⚑節 入学，編入学，転入学，転学部及び留

学
(入 学）
第⚘条 入学期は，毎学年の始めとする。
第⚙条 本大学に入学することのできる者は，次の各号
の一に該当するものとする。
⑴ 高等学校を卒業した者
⑵ 12年の学校教育の課程を修了した者（通常の課程
以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了し
た者を含む。）
⑶ 外国において学校教育における12年の課程を修了
した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定し
た者
⑷ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有
するものとして認定した在外教育施設の当該課程を
修了した者
⑸ 専修学校の高等課程（修業年限が⚓年以上である
ことその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
のに限る）で文部科学大臣が別に指定したものを文
部科学大臣が定める日以後に修了した者
⑹ 文部科学大臣の指定した者
⑺ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒
業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入

学資格検定に合格した者を含む。）
⑻ その他，相当の年令に達し高等学校を卒業した者
と同等以上の学力があると本大学で認めた者

第10条 本大学に入学を志願する者は，所定の書類に別
表13に定める検定料を添えて，学長に願い出なければ
ならない。
第11条 入学志願者については，別に定める入学試験規
程により，所定の入学試験を行い合格者を決定する。
⚒ 前項による合格の通知を受けた志願者のうち，所定
の期日までに所定の手続きを完了した者に，学長は，
入学を許可する。
(編入学，転入学，転学部）
第12条 次の各号の一に該当する者について，教授会で
選考のうえ，学長が編入学又は転入学を許可すること
ができる。
⑴ 大学に⚒年以上在学し，所定の単位を修得した者
（中途退学者を含む。）で，入学を志願する者
⑵ 大学を卒業した者で，入学を志願する者
⑶ 短期大学又は高等専門学校を卒業した者で，入学
を志願する者
⑷ 専修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定め
る基準を満たすものを修了した者
(ただし，学校教育法第90条に規定する大学入学
資格を有する者に限る）
⑸ 高等学校，中等教育学校の後期課程及び特別支援
学校の専攻科（以下⽛高等学校等の専攻科⽜という。）
のうち，文部科学大臣の定める基準を満たすものを
修了した者
(ただし，学校教育法第90条に規定する大学入学
資格を有する者に限る）
⑹ 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学
の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度
において位置付けられた教育施設であって，文部科
学大臣が別に指定するものの当該課程を我が国にお
いて修了した者（学校教育法第90条第⚑項に規定す
る者に限る。）

⚒ 前項の規定にかかわらず，大学に⚑年以上在学し，
所定の単位を修得した者で，法学部第⚒年次に入学を
志願する者については，法学部教授会で選考のうえ，
学長が入学を許可することができる。
⚓ 前二項の規定により入学を許可された者の入学前に
履修した授業科目について修得した単位（科目等履修
生として修得した単位を含む。)の一部又は全部の認定
は，教授会の議を経て行うものとする。
⚔ 前項に規定する者の入学前の大学，短期大学，高等
専門学校，専修学校の専門課程又は高等学校等の専攻
科における在学年数については，その一部又は全部を
当該学部の教授会の議を経て，本大学における在学期
間に算入することができる。
第13条 一つの学部の学生であって，他の学部に転学部
を志願する者又は他の大学から本大学に転入学を志願
する者については，欠員のある場合に限り，教授会で
選考のうえ，学長が許可することができる。
⚒ 前項の規定により転学部を志願する者にあっては，
在学する学部の，転入学を志願する者にあっては，在学す
る大学の許可証を所定の書類に添えなければならない。
⚓ 前項の規定により転学部又は転入学を許可された者
の転学部又は転入学前に履修した授業科目について修
得した単位の一部又は全部の認定は，教授会の議を経
て行うものとする。
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第14条 他の大学に転入学を志願する者は，書面をもっ
てその旨学部長を経由して学長に願い出て，その許可
を受けなければならない。
(留 学）
第15条 学生が海外の大学その他の相当と認められる教
育・研究機関等に留学する場合は，第24条の規定を準
用するほか，別に定める規定による。
⚒ 休学期間中に，学生が前項の機関等に留学する場合
も，前項と同様とする。ただし，第24条第⚓項は準用
しない。
(二重学籍の禁止）
第16条 本大学の学生は，他の大学に在籍することを認
めない。

第⚒節 授業科目，履修方法，単位認定基準及
び試験

(授業科目）
第17条 授業科目は，必修科目，選択科目及び自由科目
とする。
(授業科目の区別）
第18条 各学部の授業科目，授業科目の単位数及び年次
配当並びに必修科目，選択科目及び自由科目の区別は，
別表⚑から別表⚙のとおりとする。
(他学部の授業科目の履修）
第19条 学生は，他の学部の授業科目を履修することが
できる。この場合，所属する学部の学部長及び当該他
学部の学部長の許可を得なければならない。
(単位数の計算方法）
第20条 各授業科目の単位数の計算は，⚑単位の授業科
目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成する
ことを標準とし，授業の方法に応じて，次の各号に掲
げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位と
する。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位
とする。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な
学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位と
することができる。
⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位と
する。ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学
修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とす
ることができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって
⚑単位とする。ただし，教育効果及び授業時間外に
必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑
単位とすることができる。
⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単
位とする。

(卒業論文等）
第21条 卒業論文，卒業研究及び卒業制作の履修方法並
びに単位認定については，学部規則で定める。
(単位修得の認定）
第22条 履修した授業科目の単位修得の認定は，試験成
績と平素の成績とを総合し，教授会の議を経て行うも
のとする。ただし，授業料等未納の者及び出席時数⚓
分の⚒以下の者については，単位の認定をしない。
⚒ 前項の規定にかかわらず，別表10に掲げる⽛教職課
程授業科目⽜の単位修得の認定は，教職課程委員会に，
別表11の⑴に掲げる⽛司書に関する科目⽜及び別表11
の⑵に掲げる⽛司書教諭に関する科目⽜の単位認定は，

図書館学課程委員会に，別表11の⑶に掲げる⽛社会教
育主事に関する科目⽜の単位修得の認定は，社会教育
主事課程委員会に，別表11の⑷に掲げる⽛学芸員に関
する科目⽜の単位修得の認定は，学芸員課程委員会に
それぞれ委任するものとする。
ただし，社会教育主事に関する科目，学芸員に関す
る科目のうち，学部及び他の課程委員会に関わる授業
科目の単位修得の認定は，社会教育主事課程委員会及
び学芸員課程委員会にそれぞれ委任するものとする。
⚓ 別表12⑴，⑵，⑶及び⑷に掲げる⽛日本語教員養成
課程授業科目⽜の単位認定は，人文学部教授会が行う。
ただし，他学部開講の授業科目の単位認定は，当該
学部が行う。
(成績の評価）
第23条 授業科目の成績の評価は，秀，優，良，可及び
不可とし，秀，優，良及び可を合格とする。ただし，こ
の成績評価になじまない一部の科目は，合，否とする。
(他大学等の授業科目の履修）
第24条 学部において，教育上有益と認めるときは，学
生が他の大学又は短期大学の授業科目を履修すること
を認めることができる。
⚒ 前項により学生が履修した授業科目について修得し
た単位は，60単位を超えない範囲で本大学において修
得した単位とみなすことができる。
⚓ 第⚑項及び前項により学生が授業科目を履修するた
めに本大学を離れて他の地に滞在する期間は，本大学
の在学期間に含めることができる。
⚔ 学部は，第⚑項の実施にあたって，履修できる授業
科目の範囲等必要な事項について，教授会の議に基づ
き学長の許可を得て，当該他大学又は短期大学と協議
しなければならない。
(大学以外の教育施設等における学修）
第25条 学部において，教育上有益と認めるときは，学
生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における
学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本大学
における授業科目の履修とみなし，別に定める認定の
基準により教授会の議を経て単位を与えることができる。
⚒ 前項により与えることができる単位数は，前条第⚒
項により本大学において修得したものとみなす単位数
と合わせて60単位を超えないものとする。
(入学前の既修得単位等の認定）
第26条 学部において，教育上有益と認めるときは，学
生が本大学に入学する前に大学，短期大学，高等専門
学校，専修学校の専門課程又は高等学校等の専攻科に
おいて履修した授業科目について修得した単位（科目
等履修生として修得した単位を含む。）を，本大学にお
ける授業科目の履修により修得したものとみなし，別
に定める認定の基準により教授会の議を経て認定する
ことができる。
⚒ 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が
本大学に入学する前に行った前条に規定する学修を，
本大学における授業科目の履修とみなし，別に定める
認定の基準により教授会の議を経て単位を与えること
ができる。
⚓ 前二項により修得したものとみなし，又は与えるこ
とのできる単位数は，編入学，転学等の場合を除き，
本大学において修得した単位以外のものについては，第
24条第⚒項及び第25条第⚒項において修得したものと
みなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。
⚔ 前項の単位は，第⚗条に定める修業年限の短縮を伴
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わない。

第⚓節 休学，退学及び除籍
(休 学）
第27条 学生は，疾病その他の事情で引続き⚓ヵ月以上
就学できないとき，その他特別の理由があると認めら
れるときは，教授会の議を経た後，学長の許可を得て，
その学年の終わりまで休学することができる。
⚒ 前項の規定にかかわらず，学年の始めにおいて既に
⚔年の修業年限を満たしている者は，疾病その他の事
情で引続き⚓ヵ月以上就学できないとき，その他特別
の理由があると認められるときは，教授会の議を経た
後，学長の許可を得て，第⚑学期の終わりまで休学す
ることができる。
⚓ 第⚑項の規定にかかわらず，学年の始めにおいて前
年度の第⚒学期のみ休学した者（学期途中からの休学
を含む）は，疾病その他の事情で引続き⚓ヵ月以上就
学できないとき，その他特別の理由があると認められ
るときは，教授会の議を経た後，学長の許可を得て，
第⚑学期の終わりまで休学することができる。
⚔ 疾病のため就学することが適当でない学生について
は，教授会の議を経て，学長は，当該学生に休学を命
じることができる。
⚕ 休学理由が消滅し，休学期間が満了した学生につい
ては，教授会の議を経て，学長は復学させることがで
きる。
(休学期間）
第28条 休学期間は当該年度限りとする。ただし，特別
の理由があるときは，さらに⚑ヵ年以内の休学を許可
することができる。
⚒ 通算して休学できる期間は，⚔年以内とする。
⚓ 休学期間は，第⚗条の修業年限及び在学期間に加え
ない。
(退 学）
第29条 学生が退学しようとするときは，所定の書類を
もって学部長を経由して学長に願い出，教授会の議を
経て，学長の許可を受けなければならない。
(再入学）
第30条 前条による退学者が⚓年以内に再入学を願い出
た場合は，学長は，教授会の議を経て，これを許可す
ることができる。
(除 籍）
第31条 学生が次の各号の一に該当する場合は，学長は，
教授会の議を経て，これを除籍することができる。
⑴ 第⚗条に規定する在学期間を超えるとき
⑵ 死亡したとき
⑶ 行方不明になったとき
⑷ 授業料等の納付を怠り督促してもなお納入しない
とき
⑸ 休学期間満了前に，復学，退学又は休学の願い出
がないとき
⑹ 入学を辞退したとき
⚒ 前項第⚓号，第⚔号又は第⚕号により除籍された者
が復籍を願い出たときは，第30条の規定を準用する。

第⚔節 卒業及び学士の学位
(卒 業）
第32条 学長は，本大学に⚔年以上在学し，学部長が教
授会の議を経て次の各号に定める単位の修得を認定し
た者に卒業を許可することができる。

⑴ 経済学部⚑部経済学科にあっては，別表⚑⑴に掲
げる授業科目のうち，132単位以上
⑵ 経済学部⚑部地域経済学科にあっては，別表⚑⑵
に掲げる授業科目のうち，132単位以上
⑶ 経済学部⚒部経済学科にあっては，別表⚒⑴に掲
げる授業科目のうち，128単位以上
⑷ 経済学部⚒部地域経済学科にあっては，別表⚒⑵
に掲げる授業科目のうち，128単位以上
⑸ 経営学部⚑部経営学科にあっては別表⚓⑴に掲げ
る授業科目のうち，138単位以上
⑹ 経営学部⚑部経営情報学科にあっては別表⚓⑵に
掲げる授業科目のうち，138単位以上
⑺ 経営学部⚒部経営学科にあっては別表⚔⑴に掲げ
る授業科目のうち，128単位以上
⑻ 法学部⚑部法律学科にあっては，別表⚕⑴に掲げ
る授業科目のうち，128単位以上
⑼ 法学部⚑部政治学科にあっては，別表⚕⑵に掲げ
る授業科目のうち，128単位以上
⑽ 法学部⚒部法律学科にあっては，別表⚖⑴に掲げ
る授業科目のうち，128単位以上
⑾ 法学部⚒部政治学科にあっては，別表⚖⑵に掲げ
る授業科目のうち，128単位以上
⑿ 人文学部⚑部日本文化学科にあっては，別表⚗⑴
に掲げる授業科目のうち，132単位以上
⒀ 人文学部⚑部英米文化学科にあっては，別表⚗⑵
に掲げる授業科目のうち，132単位以上
⒁ 人文学部⚒部日本文化学科にあっては，別表⚘⑴
に掲げる授業科目のうち，124単位以上
⒂ 人文学部⚒部英米文化学科にあっては，別表⚘⑵
に掲げる授業科目のうち，124単位以上
⒃ 工学部社会環境工学科にあっては，社会環境コー
ス別表⚙⑴及び環境情報コース別表⚙⑵に掲げる授
業科目のうち，124単位以上
⒄ 工学部建築学科にあっては，別表⚙⑶に掲げる授
業科目のうち，124単位以上
⒅ 工学部電子情報工学科にあっては，別表⚙⑷に掲
げる授業科目のうち，128単位以上
⒆ 工学部生命工学科にあっては，別表⚙⑸に掲げる
授業科目のうち，124単位以上

⚒ 卒業要件の細目については，学部規則で定める。
⚓ 卒業の時期は学年末とする。
⚔ 前項の規定にかかわらず，学年の始めにおいてすで
に⚔年の修業年限を満たしている者で，第⚑学期の履
修により第⚑項各号に定める単位を修得した者から申
し出のあるときは，第⚑項の定めるところにより，学
年途中において卒業を許可する。この場合，卒業の時
期は第⚑学期末とする。
(学位の授与）
第33条 学長は，本大学を卒業した者に，卒業証書を授
与するとともに，北海学園大学学位規則に定めるとこ
ろにより学士の学位を授与する。
⚒ 北海学園大学学位規則は，別に定める。

第⚕節 授業料等，授業料等の免除，受講停止
(授業料等）
第34条 学生は，別表13に定める入学金，授業料，教育
充実費，実験実習費及び大学諸費を，別に定めるとこ
ろにより納入しなければならない。
⚒ 特別の事情により，授業料，教育充実費，実験実習
費及び大学諸費の納入が困難な場合は，学生は，別に定
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めるところにより当該納入金を延納することができる。
(授業料等の免除）
第35条 休学者は，その期間中の授業料，教育充実費，
実験実習費及び大学諸費の納入を免除する。
ただし，別表13による各分納期の中途で休学，退学
又は転学する場合は，その期の授業料，教育充実費，
実験実習費及び大学諸費の納入を免除しない。
⚒ 第32条第⚔項に基づき第⚑学期末の卒業を認められ
た者については，第⚒期分の授業料等の納入を免除する。
(受講停止）
第36条 正当な理由なく授業料等を納入しない者は，受
講を停止する。
(入学検定料等の不返還）
第37条 既に納入した入学検定料，入学金，授業料，教
育充実費，実験実習費及び大学諸費は，返還しない。

第⚖節 研究生，委託生，科目等履修生及び特
別聴講学生

(研究生）
第38条 本大学において，特定事項について研究しよう
とする者があるときは，学長は，学生の教育に支障の
ない限り，教授会の選考を経て，研究生として，これ
を許可することができる。
⚒ 研究生の取扱いは，別に定める規程による。
(委託生）
第39条 公共団体又はその他の機関より，本大学の特定
の授業科目について修学を委託される者があるとき
は，学長は，学生の教育に支障のない限り，教授会の
選考を経て，委託生とし，これを許可することができる。
(科目等履修生）
第40条 本大学の特定の授業科目について，履修を希望
する者があるときは，学長は，学生の教育に支障のな
い限り，教授会の選考を経て，科目等履修生として，
これを許可することができる。
⚒ 科目等履修生の取扱いは，別に定める規程による。
⚓ 第⚑項の規定にかかわらず，司書となる資格又は司
書教諭の所要資格，社会教育主事となる資格及び学芸
員となる資格を取得するための科目等履修生の選考に
ついては，それぞれの課程委員会に委任するものとする。
⚔ 科目等履修生の履修することのできる授業科目数
は，これを制限することができる。
(委託生，科目等履修生の資格）
第41条 委託生又は科目等履修生を志願する者は，第⚙
条の入学資格と同等以上の資格を有する者でなければ
ならない。
⚒ 教育職員の免許状授与の所要資格の取得，司書とな
る資格又は司書教諭の所要資格，社会教育主事となる
資格及び学芸員となる資格を取得するための科目等履
修生を志願する者の資格は，別に定める。
(手 続）
第42条 委託生又は科目等履修生を志願する者は，所定
の入学願書に履修しようとする授業科目等を記載し，
別表14に定める検定料又は審査料を添えて，願い出な
ければならない。
(試験及び証明書）
第43条 委託生又は科目等履修生は，その履修した授業
科目の試験を受けることができる。
⚒ 試験に合格した授業科目について，学長は，願い出
により，証明書を交付することができ，科目等履修生
については，単位を認定することができる。

(特別聴講学生）
第44条 本大学において，特定の授業科目を履修し，単
位を修得しようとする他の大学又は短期大学若しくは
外国の大学又は短期大学の学生があるときは，学長は，
学生の教育に支障のない限り，教授会の議を経て，当
該他大学又は短期大学との協議に基づき，特別聴講学
生として，これを許可することができる。
(入学金及び受講料等）
第45条 研究生，委託生，科目等履修生及び特別聴講学
生は，別表14に定める入学金，研究料又は受講料及び
実験実習費を納入しなければならない。
⚒ 既に納入した検定料又は審査料，入学金，研究料又
は受講料及び実験実習費は，返還しない。
⚓ 単位互換協定校または海外との学生交流協定に基づ
く特別聴講学生の検定料，入学金，受講料及び実験実
習費は所定の手続きを経て不徴収とすることができ
る。
(準 用）
第46条 研究生，委託生，科目等履修生及び特別聴講学
生については，本節で定めるもののほかは，本学則及
び本大学の学生に関する規定を準用する。ただし，研
究生，委託生，科目等履修生及び特別聴講学生につい
ては，第32条及び第33条の規定を準用しない。

第⚗節 賞罰
(表 彰）
第47条 将来有為の社会人としての素質を有し，本大学
の伝統を形成し得ると認められる学生は，別に定める
表彰規程により表彰する。
(奨学制度）
第48条 本大学学生育英のため，奨学制度を設ける。
⚒ 奨学規程は，別に定める。
(懲 戒）
第49条 学生が，その本分にもとる行為又は本大学の諸
規程に違反する行為を行ったときは，教授会又は必要
により協議会の議を経て，学長が懲戒を行う。
⚒ 懲戒は，譴責，停学又は退学とし，退学は，次の各
号の一に該当するものに対して行う。
⑴ 性行不良で改善の見込みがないと認められる者
⑵ 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
⑶ 正当の理由がなく出席が常でない者
⑷ 本大学の秩序を乱し，その他学生としての本分に
反した者

第⚓章 教育職員免許状等
(教育職員の免許状授与の所要資格の取得）
第50条 本大学の学部の各学科に，教育職員の免許状授
与の所要資格を取得する課程（以下⽛教職課程⽜とい
う。）を置く。
⚒ 教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとす
る者は，卒業に必要な単位を修得するほか，教育職員
免許法及び教育職員免許法施行規則に定める所要の単
位を修得しなければならない。
⚓ 教職課程授業科目は，別表10のとおりとする。
⚔ 教科に関する科目の一部については，同一学部の他
の学科又は他の学部の授業科目を履修することができる。
⚕ 本大学の教職課程において，当該所要資格を取得で
きる教育職員の免許状の種類は，次に掲げるとおりと
する。
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学 部 学 科 免許状の種類 （免許教科)
経済学部 ⚑ 部 経 済 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
同 上 高等学校教諭一種免許状（商 業)

経済学部 ⚑部地域経済学科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
経済学部 ⚒部経済学科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
同 上 高等学校教諭一種免許状（商 業)

経済学部 ⚒部地域経済学科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
経営学部 ⚑ 部 経 営 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
同 上 高等学校教諭一種免許状（商 業)

経営学部 ⚑部経営情報学科 高等学校教諭一種免許状（商 業)
同 上 高等学校教諭一種免許状（情 報)
経営学部 ⚒ 部 経 営 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（商 業)
同 上 高等学校教諭一種免許状（情 報)
法 学 部 ⚑ 部 法 律 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
法 学 部 ⚑ 部 政 治 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
法 学 部 ⚒ 部 法 律 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)
法 学 部 ⚒ 部 政 治 学 科 中学校教諭一種免許状（社 会)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
同 上 高等学校教諭一種免許状（公 民)

人文学部 ⚑部日本文化学科 中学校教諭一種免許状（国 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（国 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)

人文学部 ⚑部英米文化学科 中学校教諭一種免許状（英 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（英 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)

人文学部 ⚒部日本文化学科 中学校教諭一種免許状（国 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（国 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)

人文学部 ⚒部英米文化学科 中学校教諭一種免許状（英 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（英 語)
同 上 高等学校教諭一種免許状（地理歴史)
工 学 部 社会環境工学科 中学校教諭一種免許状（数 学)
同 上 高等学校教諭一種免許状（数 学)
同 上 高等学校教諭一種免許状（工 業)
工 学 部 建 築 学 科 中学校教諭一種免許状（数 学)
同 上 高等学校教諭一種免許状（数 学)
同 上 高等学校教諭一種免許状（工 業)
工 学 部 電子情報工学科 中学校教諭一種免許状（数 学)
同 上 高等学校教諭一種免許状（数 学)
同 上 高等学校教諭一種免許状（情 報)
工 学 部 生 命 工 学 科 中学校教諭一種免許状（理 科)
同 上 高等学校教諭一種免許状（理 科)

⚖ 教職課程を履修するために必要な事項は，別に定め
る。

⚗ 教職課程授業科目を履修する者は，別表14に定める
受講料を納入しなければならない。
(司書となる資格，司書教諭の所要資格，社会教育主事
となる資格及び学芸員となる資格の取得）
第51条 本大学に，司書となる資格又は司書教諭の所要
資格を取得する課程（以下⽛図書館学課程⽜という。），
社会教育主事となる資格を取得する課程（以下⽛社会
教育主事課程⽜という。）及び学芸員となる資格を取得
する課程（以下⽛学芸員課程⽜という。）を置く。
⚒ 本大学の図書館学課程で取得できる資格の種類は，
司書となる資格又は司書教諭の所要資格とする。
⚓ 本大学の社会教育主事課程で取得できる資格は，社
会教育主事となる資格とする。
⚔ 本大学の学芸員課程で取得できる資格は，学芸員と
なる資格とする。
⚕ 前項の資格を取得しようとする者は，卒業に必要な
単位を修得するほか，別表11の⑴，⑵，⑶及び⑷に定
める所要の単位を修得しなければならない。
⚖ 図書館学課程，社会教育主事課程及び学芸員課程を
履修するために必要な事項は，別に定める。
⚗ 図書館学課程，社会教育主事課程及び学芸員課程の
授業科目を履修する者は，別表14に定める受講料を納
入しなければならない。
(日本語教員養成課程）
第51条の⚒ 本大学に日本語教員養成課程を置く。
⚒ 日本語教員養成課程を履修するために必要な事項
は，別に定める。
⚓ 日本語教員養成課程の授業科目を履修する者は，別
に定める受講料を納入しなければならない。

第⚔章 公開講座
(公開講座）
第52条 本大学は，公開講座を設けることができる。

第⚕章 組織
第⚑節 職員の組織

(職 員）
第53条 本大学に，次の職員を置く。
⑴ 教育職員（学長，教授，准教授，講師及び助教）
⑵ 事務職員
⚒ 学長は，前項のほか，必要な職員を置くことができる。
⚓ 教授，准教授，講師及び助教の選考基準に関する規
程は，別に定める。
(学 長）
第54条 学長は，校務をつかさどり，所属職員を統督す
る。
(学部長）
第54条の⚒ 学部に学部長を置き，本大学の教授をもっ
て充てる。
⚒ その選出方法及び職務については，別に定めるとこ
ろによる。
(学生部，キャリア支援センター，入試部及び教務セン
ター）
第55条 本大学に学生部，キャリア支援センター，入試
部及び教務センターを置き，部長及びセンター長は，
本大学の教授をもって充てる。
⚒ 学生部，キャリア支援センター，入試部及び教務セ
ンターに関する規程は，別に定める。
(事務組織）
第56条 本大学は，その事務を処理するため，事務組織
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を設ける。
⚒ 事務組織及び事務分掌については，別に定める。

第⚒節 教授会，協議会，全学教授会及び委員
会等

(教授会）
第57条 学部に，教授会を置き，所属の専任の教授，准
教授，講師及び助教をもって構成する。
⚒ 教授会は，次の事項を審議する。
⑴ 教育研究上の目的に関する事項
⑵ 学部の規則及び内規に関する事項
⑶ 学部長及び協議員の選出に関する事項
⑷ 教育課程の編成に関する事項
⑸ 学生の入学，退学，休学，卒業その他の学籍に関
する事項
⑹ 学位授与に関する事項
⑺ 賞罰に関する事項
⑻ 研究に関する事項
⑼ 教員の選考に関する事項
⑽ 予算概算の要求及び配布予算の執行に関する事項
⑾ 学長より諮問された事項
⑿ その他教育研究に必要な事項
⚓ 教授会は，前項に掲げる事項のうち第⚑号から第11
号までの事項及びその他学長が定める事項について，
学長に意見を述べるものとする。
⚔ 教授会は，学部長が招集し，その議長となる。ただ
し，構成員の⚓分の⚑以上の請求があるときは，これ
を招集しなければならない。
⚕ 教授会は，構成員の半数以上が出席しなければ議事
を開き議決することができない。教授会の議事は，出
席者の過半数をもって決する。
⚖ 教員選考に関する事項は，別に定めるところによる。
⚗ 学部長は，教授会が必要と認めるときは，他の職員
の出席を求め，意見を聴くことができる。ただし，こ
の職員は，議決に加わることはできない。
(協議会）
第58条 本大学に重要事項の調整又は協議するため協議
会を置き，次の各号に掲げる者をもって構成する。
⑴ 学長
⑵ 学部長
⑶ 各学部の教授会から選出された教員各⚒人。この
うち少なくとも⚑人は教授をもって充てる。
⑷ 学生部長，キャリア支援センター長，入試部長，
教務センター長，図書館長及び開発研究所長。
なお，本号に定める構成員を総称して，機関長と
いう。

⚒ 協議会は，次の各号に掲げる事項の調整又は協議を
行う。
⑴ 予算概算の方針に関する事項
⑵ 人事基準の運用に関する事項
⑶ 学科課程の調整に関する事項
⑷ 全学的機関，学部間の調整事項
⑸ 学生の厚生補導又はその賞罰に関する重要事項
⑹ 学則その他の重要な規則の制定又は改廃に関する
事項
⑺ 学部，学科及び重要な施設の設置又は変更並びに
廃止に関する事項
⑻ 事務機構及び事務職員の配置に関する事項
⑼ 大学の重要行事に関する事項
⚓ 第⚑項第⚓号により選出された協議員の任期は，⚒

年とする。ただし，再任を妨げない。
⚔ 前項の協議員の欠員により選出された協議員の任期
は，前任者の残任期間とする。
⚕ 協議会は，学長が必要あると認めたとき，教授会の
議により開催の要求があったとき，又は第⚑項第⚒号
及び第⚓号の協議員の⚓分の⚑以上から開催の要求が
あるとき学長が，これを招集する。
⚖ 学長は，協議会の議長となる。学長に事故あるとき
は，予め学長の指名した協議員が議長となる。
⚗ 協議会は，学部を代表する協議員⚑人以上が出席し，
かつ，第⚑項第⚒号及び第⚓号の協議員の⚓分の⚒以
上の出席がなければ，開催することができない。
⚘ 協議会は，第⚒項第⚘号の事項に関して，学長の諮
問に応じるため，人事委員会を設けることができ，学
部長，機関長及び事務部長をもって構成する。
⚙ 協議会には，学長の指定する所要の職員を列席させ
るほか，協議員以外の者に出席を求め，その意見を聴
くことができる。
(全学教授会）
第59条 本大学に重要事項を審議するため，全学教授会
を置き，学長並びに専任の教授，准教授，講師及び助
教をもって構成する。ただし，第⚒項第⚑号に掲げる
事項を審議するときは，法務研究科専任の教授及び准
教授をこれに加えてその構成員とする。
⚒ 全学教授会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
⑴ 学長候補者の選出
⑵ 機関長の選出
⑶ 協議会において，協議不調となった事項中，次に
掲げる事項
イ 学部，学科又は重要な施設の設置，変更又は廃
止に関する事項
ロ 学則その他の重要な規則の制定又は改廃に関す
る事項
ハ 大学の重要行事に関する事項
ニ 学長又は協議会が必要と認める事項

⚓ 学長は，全学教授会を招集する。ただし，構成員の
⚓分の⚑以上から前条の事項につき開催の要求がある
とき，又は協議会が必要と認めるときは，これを招集
しなければならない。
⚔ 全学教授会は，構成員の過半数が出席しなければ，
開催することができない。
⚕ 学長は，全学教授会の議長となる。ただし，学長に
事故あるときは，予め学長の指名した者が議長となる。
⚖ 全学教授会の議決は，出席者の過半数をもって決し，
可否同数の場合は，議長の決するところによる。
⚗ 全学教授会には，学長の指定する所要の職員を列席
させるほか，構成員以外の者に出席を求め，その意見
を聴くことができる。
第60条 削除
(委員会）
第61条 本大学に学生委員会，キャリア支援委員会，入
試委員会，図書委員会及び教務委員会を設ける。
⚒ 委員会に関する規程は，別に定める。
第62条 前条第⚑項のほか，必要に応じて委員会を設け
ることができる。

第⚖章 附属施設
(図書館）
第63条 本大学に，図書館を置き，館長は，本大学の教
授をもって充てる。
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⚒ 図書館に関する規程は，別に定める。
(開発研究所）
第64条 本大学に，開発研究所を置き，所長は，本大学
の教授をもって充てる。
⚒ 開発研究所に関する規程は，別に定める。
(農場及び演習林等）
第65条 本大学に，農場及び演習林等を置く。
⚒ 農場，演習林等の管理及び利用については，別に定
める。
(学生寮）
第66条 本大学に，学生寮を置く。
⚒ 学生寮の管理及び利用については，別に定める。
(厚生施設）
第67条 本大学の職員及び学生は，学園経営の厚生施設
を利用することができる。
(診療所）
第68条 本大学の職員及び学生は，診療所において施療
及び保健衛生に関する指導を受けることができる。
附 則

この学則は，昭和43年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，昭和45年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，昭和51年⚔月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この学則は，昭和54年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第28条第⚑項の規定は昭和53年度以降の入
学者から適用し，昭和52年度以前の入学者については
従前の規定による。
附 則

この学則は，昭和56年⚔月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この学則は，昭和57年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第28条第⚑項の規定は昭和57年度以降の入
学者から適用し，昭和56年度以前の入学者については
従前の規定による。
附 則

⚑ この学則は，昭和58年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第28条第⚑項の規定は昭和58年度以降の入
学者から適用し，昭和57年度以前の入学者については
従前の規定による。
附 則

⚑ この学則は，昭和59年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第28条第⚑項の規定は昭和59年度以降の入
学者から適用し，昭和58年度以前の入学者については
従前の規定による。
附 則

⚑ この学則は，昭和60年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第28条第⚑項の規定は昭和60年度以降の入
学者から適用し，昭和59年度以前の入学者については
従前の規定による。
附 則

⚑ この学則は，昭和61年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず，昭和61
年度から昭和74年度までの間の入学定員は，次のとお
りとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 295
経 営 学 科 295

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120
経 営 学 科 120

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 295
⚒部 法 律 学 科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 100
建 築 学 科 100

計 1,445

附 則
⚑ この学則は，昭和62年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず，昭和62
年度から昭和74年度までの間の入学定員は，次のとお
りとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 295
経 営 学 科 295

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120
経 営 学 科 120

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 295
⚒部 法 律 学 科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 90
建 築 学 科 90
電子情報工学科 100

計 1,525
附 則

⚑ この学則は，昭和63年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず，昭和63
年度から昭和74年度までの間の入学定員は，次のとお
りとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 295
経 営 学 科 295

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120
経 営 学 科 120

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 295
⚒部 法 律 学 科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 90
建 築 学 科 90
電子情報工学科 100

計 1,525
⚓ 第22条の別表⚑，別表⚓及び別表⚕のイの一般教育
科目，別表⚑，別表⚒，別表⚓及び別表⚔のニの専門
教育科目並びに第25条第⚕号の法学部⚑部，⚒部の単
位数は，昭和63年度第⚑年次入学者から適用し，昭和
62年度以前の入学者については，従前の規定による。
附 則

⚑ この学則は，平成元年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず，平成元
年度から平成11年度までの間の入学定員は，次のとお
りとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 295
経 営 学 科 295

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120
経 営 学 科 120

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 295
⚒部 法 律 学 科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 90
建 築 学 科 90
電子情報工学科 100
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計 1,525
附 則

⚑ この学則は，平成⚒年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず，平成⚒
年度から平成11年度までの間の入学定員は，次のとお
りとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 295
経 営 学 科 295

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120
経 営 学 科 120

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 295
⚒部 法 律 学 科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 90
建 築 学 科 90
電子情報工学科 100

計 1,525
附 則

⚑ この学則は，平成⚓年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず，平成⚓
年度から平成11年度までの間の入学定員は，次のとお
りとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 295
経 営 学 科 295

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120
経 営 学 科 120

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 295
⚒部 法 律 学 科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 90
建 築 学 科 90
電子情報工学科 100

計 1,525
⚓ 第27条第⚒項の規定は，平成⚒年度の入学生から適
用する。
附 則

⚑ この学則は，平成⚔年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第28条第⚑項の規定は平成⚔年度以降の入
学者から適用し，平成⚓年度以前の入学者については
従前の規定による。
附 則

⚑ この学則は，平成⚕年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず平成⚕年
度から平成11年度までの間の収容定員は，次のとおり
とする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 1,080
経 営 学 科 1,080

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 480
経 営 学 科 480

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 1,080
⚒部 法 律 学 科 480

人文学部 ⚑部 日本文化学科 240
英米文化学科 240

人文学部 ⚒部 日本文化学科 160
英米文化学科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 320
建 築 学 科 320
電子情報工学科 400

計 6,480
⚓ ただし，第28条第⚑項の規定は平成⚕年度以降の入
学者から適用し，平成⚔年度以前の入学者については
従来の規定による。
附 則

⚑ この学則は，平成⚖年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず平成⚖年
度から平成11年度までの間の収容定員は，次のとおり
とする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 1,080
経 営 学 科 1,080

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 480
経 営 学 科 480

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 1,080
⚒部 法 律 学 科 480

人文学部 ⚑部 日本文化学科 240
英米文化学科 240

人文学部 ⚒部 日本文化学科 160
英米文化学科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 320
建 築 学 科 320
電子情報工学科 400

計 6,480
⚓ ただし，第28条第⚑項の規定は平成⚖年度以降の入
学者から適用し，平成⚕年度以前の入学者については
従来の規定による。
附 則

⚑ この学則は，平成⚗年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず平成⚗年
度から平成11年度までの間の収容定員は，次のとおり
とする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 1,080
経 営 学 科 1,080

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 480
経 営 学 科 480

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 1,080
⚒部 法 律 学 科 480

人文学部 ⚑部 日本文化学科 240
英米文化学科 240

人文学部 ⚒部 日本文化学科 160
英米文化学科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 320
建 築 学 科 320
電子情報工学科 400

計 6,480
⚓ ただし，第28条第⚑項の規定は平成⚗年度以降の入
学者から適用し，平成⚖年度以前の入学者については
従来の規定による。
⚔ ただし，第25条の第⚕号の専門教育科目工学部土木
工学科の卒業単位数は，平成⚗年度第⚑年次入学者か
ら適用し，平成⚗年度第⚒年次以降の学生については，
従来の規定による。
⚕ ただし，別表⚗のへの専門教育科目は，平成⚗年度
第⚓年次学生から適用し，平成⚗年度第⚔年次学生に
ついては，従来の規定によることを追加する。
附 則

⚑ この学則は，平成⚘年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず平成⚘年
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度から平成11年度までの間の収容定員は，次のとおり
とする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 1,080
経 営 学 科 1,080

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 480
経 営 学 科 480

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 1,080
⚒部 法 律 学 科 480

人文学部 ⚑部 日本文化学科 240
英米文化学科 240

人文学部 ⚒部 日本文化学科 160
英米文化学科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 320
建 築 学 科 320
電子情報工学科 400

計 6,480
⚓ ただし，第28条第⚑項の規定は平成⚘年度以降の入
学者から適用し，平成⚗年度以前の入学者については
従来の規定による。
附 則

⚑ この学則は，平成⚙年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条第⚑項の規定にかかわらず平成⚙年
度から平成11年度までの間の収容定員は，次のとおり
とする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員
人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 1,080
経 営 学 科 1,080

経済学部 ⚒部 経 済 学 科 480
経 営 学 科 480

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 1,080
⚒部 法 律 学 科 480

人文学部 ⚑部 日本文化学科 240
英米文化学科 240

人文学部 ⚒部 日本文化学科 160
英米文化学科 120

工 学 部 土 木 工 学 科 320
建 築 学 科 320
電子情報工学科 400

計 6,480
⚓ ただし，第28条第⚑項の規定は平成⚘年度以降の入
学者から適用し，平成⚗年度以前の入学者については
従来の規定による。
附 則

⚑ この学則は，平成10年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 次の各号に該当する者については，変更後の北海学
園大学学則の規定にかかわらず，なお従前の例による。
⑴ 平成10年⚓月31日に本大学に在籍する者
⑵ 平成10年⚓月31日以前に本大学に入学した者で，
再入学（復籍）する者
⑶ 平成10年⚔月⚑日以降平成12年⚓月31日以前に編
入学する者

⚓ 前項の取り扱いにおいて，教養部，教養部長又は教
養部教授会の審議又は決定若しくは認定すべき事項に
ついては，それぞれ学部，学部長又は学部教授会が行
うものとする。
⚔ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成10年度から
平成11年度までの間の収容定員は，次のとおりとする。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 収容定員
人 人

経済学部 ⚑部 経 済 学 科 270 1,080
同 上 経 営 学 科 270 1,080
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 270 1,080
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
人文学部 ⚑部 日本文化学科 60 240
同 上 英米文化学科 60 240
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

計 1,620 6,480
附 則

⚑ この学則は，平成11年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条に定める編入学定員により法学部⚑部法律学
科に編入学する者については，平成10年⚔月⚑日施行
学則附則第⚒項第⚓号の規定にかかわらず，本学則を
適用する。
⚓ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成11年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
(⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 270 1,080
同 上 経 営 学 科 270 1,080
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 190 20 800
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 60 240
同 上 英米文化学科 60 240
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,700 30 6,860
附 則

⚑ この学則は，平成12年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成12年度から
平成16年度までの入学定員，編入学定員及び収容定員
は，次のとおりとする。
平成12年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 263 1,073
同 上 経 営 学 科 263 1,073
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 183 20 953
同 上 政 治 学 科 100 10 200
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 120
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 280
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同 上 英米文化学科 95 275
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,754 30 6,734
平成13年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 256 1,059
同 上 経 営 学 科 256 1,059
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 176 20 859
同 上 政 治 学 科 100 10 310
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 180
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 320
同 上 英米文化学科 95 310
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,733 30 6,857
平成14年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 249 1,038
同 上 経 営 学 科 249 1,038
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 169 20 758
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 360
同 上 英米文化学科 95 345
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,712 30 6,959
平成15年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 242 1,010
同 上 経 営 学 科 242 1,010
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 162 20 730
同 上 政 治 学 科 100 10 420

法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,691 30 6,950
平成16年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 235 982
同 上 経 営 学 科 235 982
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 702
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,670 30 6,866
⚓ ただし，第22条第⚓項，第51条の⚒は，平成10年度
以降入学者から適用する。
附 則

⚑ この学則は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成13年度から
平成16年度までの入学定員，編入学定員及び収容定員
は，次のとおりとする。
平成13年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 256 1,059
同 上 経 営 学 科 256 1,059
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 176 20 859
同 上 政 治 学 科 100 10 310
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 180
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 320
同 上 英米文化学科 95 310
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,733 30 6,857
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平成14年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 249 1,038
同 上 経 営 学 科 249 1,038
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 169 20 758
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 360
同 上 英米文化学科 95 345
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,712 30 6,959
平成15年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 242 1,010
同 上 経 営 学 科 242 1,010
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 162 20 730
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,691 30 6,950
平成16年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 235 982
同 上 経 営 学 科 235 982
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 702
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320

同 上 電子情報工学科 100 400
1,670 30 6,866

附 則
⚑ この学則は，平成14年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成14年度から
平成16年度までの入学定員，編入学定員及び収容定員
は，次のとおりとする。
平成14年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 249 1,038
同 上 経 営 学 科 249 1,038
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 169 20 758
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 360
同 上 英米文化学科 95 345
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,712 30 6,959
平成15年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 242 1,010
同 上 経 営 学 科 242 1,010
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 162 20 730
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380

人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,691 30 6,950
平成16年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 235 982
同 上 経 営 学 科 235 982
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 120 480
同 上 経 営 学 科 120 480
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 702
同 上 政 治 学 科 100 10 420
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法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,670 30 6,866
⚓ ただし，第50条第⚓項及び第⚕項並びに第⚖項の規
定は，平成13年度の入学生から適用する。
附 則

⚑ この学則は，平成15年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成15年度から
平成16年度までの入学定員，編入学定員及び収容定員
は，次のとおりとする。
平成15年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 167 935
同 上 地域経済学科 140 140
同 上 経 営 学 科 － 768
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 435
同 上 地域経済学科 45 45
同 上 経 営 学 科 － 360
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 167 167
同 上 経営情報学科 140 140
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 100
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 162 20 730
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,801 30 7,060
備考 経済学部⚑・⚒部は，平成15年⚔月⚑日改組転換
を実施したため経済学部⚑部経営学科・⚒部経営学科
は，募集停止となるため収容定員のみの表示とする。

平成16年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 832
同 上 地域経済学科 140 280
同 上 経 営 学 科 － 505
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 390
同 上 地域経済学科 45 90
同 上 経 営 学 科 － 240
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 327
同 上 経営情報学科 140 280
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 200

法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 702
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,780 30 7,086
附 則

⚑ この学則は，平成16年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成16年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。
平成16年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 832
同 上 地域経済学科 140 280
同 上 経 営 学 科 － 505
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 390
同 上 地域経済学科 45 90
同 上 経 営 学 科 － 240
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 327
同 上 経営情報学科 140 280
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 200
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 702
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 土 木 工 学 科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,780 30 7,086
備考 経済学部 1・2部は，平成15年⚔月⚑日改組転換を
実施したため経済学部⚑部経営学科・⚒部経営学科
は，募集停止となるため収容定員のみの表示とする。
附 則

⚑ この学則は，平成17年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成17年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。
⚓ ただし，土木工学科から社会環境工学科に名称変更
することについては，平成17年⚔月⚑日に在籍してい
る者から適用する。
平成17年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 736
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同 上 地域経済学科 140 420
同 上 経 営 学 科 － 249
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 345
同 上 地域経済学科 45 135
同 上 経 営 学 科 － 120
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 487
同 上 経営情報学科 140 420
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 300
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 681
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,780 30 7,133
備考 経済学部 1・2部は，平成15年⚔月⚑日改組転換を
実施したため経済学部⚑部経営学科・⚒部経営学科
は，募集停止となるため収容定員のみの表示とする。
附 則

⚑ この学則は，平成18年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成18年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。
平成18年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 647
同 上 地域経済学科 140 560
同 上 経 営 学 科 － －
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 300
同 上 地域経済学科 45 180
同 上 経 営 学 科 － －
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 647
同 上 経営情報学科 140 560
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 400
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 667
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,780 30 7,201
附 則

⚑ この学則は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成19年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。

平成19年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 640
同 上 地域経済学科 140 560
同 上 経 営 学 科 － －
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 300
同 上 地域経済学科 45 180
同 上 経 営 学 科 － －
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 640
同 上 経営情報学科 140 560
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 400
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 660
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 80 320
同 上 建 築 学 科 80 320
同 上 電子情報工学科 100 400

1,780 30 7,180
附 則

この学則は，平成20年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成21年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成22年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成23年⚔月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この学則は，平成24年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成24年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。
平成24年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 640
同 上 地域経済学科 140 560
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 300
同 上 地域経済学科 45 180
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 640
同 上 経営情報学科 140 560
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 400
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 660
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 60 300
同 上 建 築 学 科 70 310
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同 上 電子情報工学科 70 370
同 上 生 命 工 学 科 60 60

1,780 30 7,180
附 則

⚑ この学則は，平成25年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成25年度の入学
定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとする。
平成25年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 640
同 上 地域経済学科 140 560
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 300
同 上 地域経済学科 45 180
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 640
同 上 経営情報学科 140 560
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 400
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 660
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 60 280
同 上 建 築 学 科 70 300
同 上 電子情報工学科 70 340
同 上 生 命 工 学 科 60 120

1,780 30 7,180
附 則

⚑ この学則は，平成26年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚓条第⚑項の規定にかかわらず，平成26年度の入
学定員，編入学定員及び収容定員は，次のとおりとす
る。
平成26年度

学 部 ・ 学 科 等 入学定員 編入学定員
（⚓年次) 収容定員

人 人 人
経済学部 ⚑部 経 済 学 科 160 640
同 上 地域経済学科 140 560
経済学部 ⚒部 経 済 学 科 75 300
同 上 地域経済学科 45 180
経営学部 ⚑部 経 営 学 科 160 640
同 上 経営情報学科 140 560
経営学部 ⚒部 経 営 学 科 100 400
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 155 20 660
同 上 政 治 学 科 100 10 420
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 120 480
同 上 政 治 学 科 60 240
人文学部 ⚑部 日本文化学科 100 400
同 上 英米文化学科 95 380
人文学部 ⚒部 日本文化学科 40 160
同 上 英米文化学科 30 120
工 学 部 社会環境工学科 60 260
同 上 建 築 学 科 70 290
同 上 電子情報工学科 70 310

同 上 生 命 工 学 科 60 180
1,780 30 7,180

附 則
この学則は，平成27年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成28年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成29年⚔月⚑日から施行する。
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⑵ 北海学園大学学則別表（授業科目一覧）
別表⚙ 工学部
⑴ 社会環境工学科社会環境コース
一般教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤科目
言語 基盤科目⽛言語⽜（技

術英語を含む）のう
ち1科目1単位の英語
科目2単位以上。
基盤科目⽛言語⽜（技
術英語を含む）及び
教養科目（留学生科
目を含む）⽛人文科
学⽜・⽛社会科学⽜か
ら20単位以上。

英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2

ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 2

フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フランス語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語文化演習Ⅱ 2 2
フランス語言語演習Ⅰ 2 2
フランス語言語演習Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2

中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中国語言語文化演習Ⅰ 2 2
中国語言語文化演習Ⅱ 2 2

ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 2

韓国・朝鮮語
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

身体
健康とスポーツの科学Ⅰ 2 2
健康とスポーツの科学Ⅱ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 58 40 40 20 158

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学 教養科目（留学生科

目を含む）⽛人文科
学⽜・⽛社会科学⽜か
ら10単位以上。

自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2

文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
歴 史 学 Ⅳ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

社会科学
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2

地域
地 理 学 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カナダの自然と社会Ⅰ 2 2
カナダの自然と社会Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

自然科学
環境 ⑴教養科目⽛自然科

学（環境）⽜から⚔単
位以上及び⑵工学基
礎科目⚑～⚓群（必
修⚒単位，⚑・⚒群
から各⚒単位以上）
及び⑶専門教育科目
⽛基盤数理系⽜⚑・⚒
群（⚑群から1.5単
位以上），前記⑴～⑶
から22単位以上。

地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環境生物科学セミナーⅠ 2 2
環境生物科学セミナーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

教養科目
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 138 8 146

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キャリア・ガイダンス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

工学基礎科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
（⚑群） 選択必修
線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2 2単位以上
線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
（⚒群） 選択必修

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2 ⚒単位以上
微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2
（⚓群）

○ 物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
物 理 学 Ⅲ 2 2
振 動 ・ 波 動 工 学 2 2
（⚔群）
代 数 学 序 論 2 2
代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 序 論 2 2
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2 2

計 14 14 28

専門教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤数理系
（⚑群） 選択必修
確 率 統 計 2 2 1.5単位以上
環 境 統 計 学 ・ 演 習 1.5 1.5
品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 1.5
（⚒群）
応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 2 2
（⚓群）
解 析 学 序 論 2 2
解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 2 2
環境工学系
環 境 工 学 序 論 2 2 専門教育科目（基盤

数理系及び技術英語
以外）のうち必修47
単位，かつ選択35単
位以上（ただし，環
境工学系，計画・設
計・維持管理系から
それぞれ⚔単位以上
とその他の系から⚒
単位以上を含む）。

環 境 地 質 学 2 2
保 全 生 態 学 2 2
上 下 水 道 工 学 Ⅰ 2 2
上 下 水 道 工 学 Ⅱ 2 2
都 市 環 境 工 学 2 2
環 境 計 測 学 2 2
環 境 計 測 実 習 1 1
景 観 工 学 2 2
環 境 ア セ ス メ ン ト 2 2
水工系

○ 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 3 一般教育科目，工学
基礎科目及び専門教
育科目合計124単位
以上。

○ 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 3
河 川 工 学 2 2
防 災 工 学 2 2
港 湾 工 学 2 2
計画・設計・維持管理系

○ 計 画 数 理 Ⅰ ・ 演 習 3 3
○ 計 画 数 理 Ⅱ ・ 演 習 1.5 1.5

都 市 ・ 交 通 計 画 2 2
道 路 工 学 2 2
都 市 経 営 論 2 2
建 設 マ ネ ジ メ ン ト 2 2
社会基盤施設維持管理工学 2 2
寒 冷 地 舗 装 工 学 2 2
コンクリート構造設計演習 2 2
構造・材料系

○ 構 造 力 学 Ⅰ ・ 演 習 3 3
○ 構 造 力 学 Ⅱ ・ 演 習 3 3

構 造 解 析 学 2 2
○ コ ン ク リ ー ト 工 学 2 2

コ ン ク リ ー ト 構 造 工 学 2 2
地 震 工 学 2 2

○ 地 盤 ・ 構 造 材 料 実 験 1 1
土質・施工系

○ 土 質 工 学 Ⅰ ・ 演 習 3 3
○ 土 質 工 学 Ⅱ ・ 演 習 3 3

地 盤 工 学 2 2
○ 鋼 構 造 工 学 2 2

橋 梁 工 学 2 2
火 薬 学 2 2
専門総合系

○ シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 2
シビルエンジニアリング総論 2 2

○ 情 報 処 理 Ⅰ ・ 演 習 1.5 1.5
○ 情 報 処 理 Ⅱ ・ 演 習 1.5 1.5
○ 測 量 学 Ⅰ 2 2
○ 測 量 実 習 1 1

測 量 学 Ⅱ 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
C A D 演 習 1 1
技 術 英 語 2 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ A 1 1
イ ン タ ー ン シ ッ プ B 2 2

○ 技 術 者 倫 理 ・ 演 習 1.5 1.5
○ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 2 2
○ シビルエンジニアリングデザインセミナー 2 2
○ 卒 業 研 究 6 6

計 10 45
2

125
52 16

⑵ 社会環境工学科環境情報コース
一般教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤科目
言語 基盤科目⽛言語⽜（技

術英語を含む）のう
ち⚑科目⚑単位の英
語科目⚒単位以上を
含む⚔単位以上。
基盤科目⽛言語⽜（技
術英語を含む）及び
教養科目（留学生科
目を含む）⽛人文科
学⽜・⽛社会科学⽜か
ら20単位以上。

英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2

ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 2

フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フランス語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語文化演習Ⅱ 2 2
フランス語言語演習Ⅰ 2 2
フランス語言語演習Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2

中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中国語言語文化演習Ⅰ 2 2
中国語言語文化演習Ⅱ 2 2

ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 2

韓国・朝鮮語
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

身体
健康とスポーツの科学Ⅰ 2 2
健康とスポーツの科学Ⅱ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 58 40 40 20 158

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学 教養科目（留学生科

目を含む）⽛人文科
学⽜・⽛社会科学⽜か
ら10単位以上。

自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2

文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
歴 史 学 Ⅳ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

社会科学
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2

地域 ⑴教養科目⽛自然科
学（環境）⽜から⚖単
位以上及び⑵工学基
礎 科 目 ⚑ ～ ⚓ 群
（⚑・2群から各⚒単
位以上）及び⑶専門
教育科目⽛基盤数理
系⽜⚑・⚒群（⚑群
から1.5単位以上），
前記⑴～⑶から22単
位以上。

地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カナダの自然と社会Ⅰ 2 2
カナダの自然と社会Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

自然科学
環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環境生物科学セミナーⅠ 2 2
環境生物科学セミナーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

教養科目
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 138 8 146

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キャリア・ガイダンス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

工学基礎科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
（1群） 選択必修
線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2 2単位以上
線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
（2群） 選択必修
微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2 2単位以上
微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2
（3群）
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
物 理 学 Ⅲ 2 2
振 動 ・ 波 動 工 学 2 2
（4群）
代 数 学 序 論 2 2
代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 序 論 2 2
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2 2

計 14 14 28

専門教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤数理系
（⚑群） 選択必修
確 率 統 計 2 2 1.5単位以上
環 境 統 計 学 ・ 演 習 1.5 1.5
品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 1.5

（⚒群）
応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 2 2

（⚓群）
解 析 学 序 論 2 2
解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 2 2

都市環境系
環 境 工 学 序 論 2 2 専門教育科目（基盤

数理系及び技術英語
以外）のうち必修33
単位，かつ選択49単
位以上（ただし，総
合系の選択必修4.5
単位以上，都市環境
系から4単位以上，
都市経営系と都市防
災系からそれぞれ2
単位以上を含む）。
一般教育科目，工学
基礎科目及び専門教
育科目合計124単位
以上。

微 生 物 学 2 2
環 境 地 質 学 2 2
保 全 生 態 学 2 2

○ 環 境 計 測 学 2 2
○ 環 境 計 測 実 習 1 1
○ 上 下 水 道 工 学 Ⅰ 2 2

上 下 水 道 工 学 Ⅱ 2 2
環 境 評 価 論 2 2
都 市 環 境 工 学 2 2
景 観 工 学 2 2
環 境 ア セ ス メ ン ト 2 2
都市情報系

○ 情 報 処 理 Ⅰ ・ 演 習 1.5 1.5
○ 情 報 処 理 Ⅱ ・ 演 習 1.5 1.5
○ デ ー タ 処 理 論 実 習 1 1

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2
○ C A D 演 習 1 1

防 災 情 報 シ ス テ ム 2 2

都市経営系
○ 計 画 数 理 Ⅰ ・ 演 習 3 3
○ 計 画 数 理 Ⅱ ・ 演 習 1.5 1.5

住 民 参 加 論 2 2
地 域 交 通 論 2 2
都 市 経 営 論 2 2
寒 地 政 策 論 2 2
社 会 調 査 法 2 2
都 市 ・ 交 通 計 画 2 2
道 路 工 学 2 2
都市防災系

○ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 2 2
地 震 工 学 2 2
寒 地 ・ 都 市 防 災 論 2 2
河 川 工 学 2 2
防 災 工 学 2 2
コ ン ク リ ー ト 工 学 2 2
コ ン ク リ ー ト 構 造 工 学 2 2
鋼 構 造 工 学 2 2
橋 梁 工 学 2 2
地 盤 工 学 2 2
地 盤 ・ 構 造 材 料 実 験 1 1
総合系
構 造 の 力 学 A ・ 演 習 1.5 1.5 選択必修
構 造 の 力 学 B ・ 演 習 1.5 1.5 1.5単位以上
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
流 れ 学 A ・ 演 習 1.5 1.5 選択必修
流 れ 学 B ・ 演 習 1.5 1.5 1.5単位以上
基 礎 土 質 工 学 A・演 習 1.5 1.5 選択必修
基 礎 土 質 工 学 B・演 習 1.5 1.5 1.5単位以上

○ シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 2
シビルエンジニアリング総論 2 2

○ 測 量 学 Ⅰ 2 2
○ 測 量 実 習 1 1

測 量 学 Ⅱ 2 2
技 術 英 語 2 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ A 1 1
イ ン タ ー ン シ ッ プ B 2 2

○ 技 術 者 倫 理 ・ 演 習 1.5 1.5
○ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 2 2
○ シビルエンジニアリングデザインセミナー 2 2
○ 卒 業 研 究 6 6

計 12 42
2

121
49 16

⑵ 建築学科
一般教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤科目
言語
英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2

ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 2

フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フランス語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語文化演習Ⅱ 2 2
フランス語言語演習Ⅰ 2 2
フランス語言語演習Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2

中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中国語言語文化演習Ⅰ 2 2
中国語言語文化演習Ⅱ 2 2

ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 2

韓国・朝鮮語
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

身体
健康とスポーツの科学Ⅰ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 56 40 40 20 156

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学
自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2

文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

社会科学
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2

地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カナダの自然と社会Ⅰ 2 2
カナダの自然と社会Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

自然科学
環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環境生物科学セミナーⅠ 2 2
環境生物科学セミナーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

教養科目
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 136 8 144

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キャリア・ガイダンス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅰ 2 2

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

工学基礎科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
数物系
線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2
線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2 2
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
代 数 学 序 論 2 2
代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 序 論 2 2

計 14 10 24

専門教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
空間デザイン系
空間・環境デザイン入門 2 2 専門教育科目82単位

以上。
一般教育科目，工学
基礎科目及び専門教
育科目合計124単位
以上。

空 間 デ ザ イ ン 2 2
空間デザイン演習基礎 2 2

○ 空 間 デ ザ イ ン 演 習 Ⅰ 4 4
○ 空 間 デ ザ イ ン 演 習 Ⅱ 4 4

空 間 デ ザ イ ン 演 習 Ⅲ 4 4
空 間 デ ザ イ ン 演 習 Ⅳ 4 4

○ 建 築 計 画 Ⅰ 2 2
○ 建 築 計 画 Ⅱ 2 2

建 築 計 画 Ⅲ 2 2
工 芸 デ ザ イ ン 2 2
建 築 デ ザ イ ン 論 2 2
都 市 計 画 2 2
イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 2 2
空 間 リ ノ ベ ー シ ョ ン 2 2

環境デザイン系
北 方 建 築 2 2

○ 建 築 環 境 基 礎 2 2
建 築 環 境 計 画 Ⅰ 2 2
建 築 環 境 計 画 Ⅱ 2 2
建 築 環 境 計 画 Ⅲ 2 2
建 築 環 境 計 画 演 習 Ⅰ 1 1
建 築 環 境 計 画 演 習 Ⅱ 1 1
環 境 計 測 演 習 2 2

○ 設 備 概 論 2 2
建 築 設 備 シ ス テ ム 2 2
庭 園 文 化 論 2 2
都 市 環 境 デ ザ イ ン 2 2
雪 氷 学 2 2

システムデザイン系
構造・材料デザイン入門 2 2
構 造 デ ザ イ ン 2 2

○ 構造力学基礎Ⅰ・演習 3 3
○ 構造力学基礎Ⅱ・演習 3 3

構 造力学応用Ⅰ・演習 3 3
構 造力学応用Ⅱ・演習 3 3
鉄筋コンクリート構造 2 2
鉄筋コンクリート構造演習 1 1
鋼 構 造 2 2
鋼 構 造 演 習 1 1
構 造 設 計 法 2 2
建 築 振 動 論 2 2
構 造 解 析 2 2
建 築 材 料 2 2
建 築 仕 上 材 料 2 2

○ 建 築 材 料 実 験 1 1
○ 建 築 生 産 2 2

建 築 施 工 2 2
コ ン ク リ ー ト 工 学 2 2

専門共通
造 形 演 習 Ⅰ 2 2
造 形 演 習 Ⅱ 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
建 築 図 学 2 2

○ 建 築 製 図 演 習 2 2
建築プレゼンテーション 2 2
建 築 C A D 演 習 2 2

○ 建 築 一 般 構 造 2 2
西 洋 建 築 史 2 2
日 本 建 築 史 2 2
情 報 処 理 2 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2
測 量 学 3 3 実習を含む
イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 2

○ 建 築 法 規 2 2
建 築 経 済 2 2
品 質 管 理 2 2
木 造 建 築 2 2
技 術 者 倫 理 2 2
防 災 計 画 2 2
解 析 学 序 論 2 2
解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 2 2
確 率 統 計 2 2
数 理 統 計 学 2 2

○ 卒 業 研 究 6 6
計 20 47 61 28 156

⑷電子情報工学科
一般教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤科目
言語
英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1 一般教育科目22単位

以上（英語⚔科目⚔
単位以上を含む）。

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2

ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 2

フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フランス語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語文化演習Ⅱ 2 2
フランス語言語演習Ⅰ 2 2
フランス語言語演習Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2

中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中国語言語文化演習Ⅰ 2 2
中国語言語文化演習Ⅱ 2 2

ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 2

韓国・朝鮮語
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

身体
健康とスポーツの科学Ⅰ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 56 40 40 20 156

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学
自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2

文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

社会科学
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2

地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カナダの自然と社会Ⅰ 2 2
カナダの自然と社会Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

自然科学
環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環境生物科学セミナーⅠ 2 2
環境生物科学セミナーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2

計 140 140

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キャリア・ガイダンス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

専門教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基礎数物系

○ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2 専門教育科目のうち
選択科目（基礎数物
系，自由科目を除く）
44単位以上を含む98
単位以上。
一般教育科目及び専
門教育科目合計128
単位以上。

○ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
○ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2
○ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2

確 率 統 計 2 2
数 理 統 計 学 2 2
代 数 学 序 論 2 2
代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2 2
幾 何 学 序 論 2 2
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2 2
解 析 学 序 論 2 2
解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 2 2

○ 物 理 学 Ⅰ 2 2
○ 物 理 学 Ⅱ 2 2

応用数物系
○ 応 用 数 学 Ⅰ 2 2

応 用 数 学 Ⅱ 2 2
○ 工 業 物 理 学 2 2
○ 数 理 工 学 2 2
○ 数 値 解 析 Ⅰ 2 2

数 値 解 析 Ⅱ 2 2
電子系
電 子 工 学 基 礎 Ⅰ 2 2
電 子 工 学 基 礎 Ⅱ 2 2
電 気 回 路 基 礎 2 2

○ 電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅱ 2 2

○ 電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2

○ 電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2

○ 電 子 物 性 2 2
固 体 電 子 工 学 2 2

○ 電 子 デ バ イ ス 2 2
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2
論 理 回 路 2 2
電 波 工 学 2 2
電 気 電 子 材 料 学 2 2
集 積 回 路 2 2
情報系
情 報 工 学 基 礎 Ⅰ 2 2
情 報 工 学 基 礎 Ⅱ 2 2

○ プ ロ グ ラ ミ ン グ 序 論 2 2
○ 計算機アーキテクチャⅠ 2 2

計算機アーキテクチャⅡ 2 2
オペレーティングシステム 2 2

○ 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 2
計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 2
自 然 言 語 処 理 2 2
システムとネットワーク 2 2
ア ル ゴ リ ズ ム 通 論 2 2
情 報 理 論 2 2
デ ー タ 工 学 2 2
画 像 工 学 2 2
知 識 情 報 工 学 2 2

応用系
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 2 2

○ 電 子 計 測 2 2
○ 光 工 学 Ⅰ 2 2

光 工 学 Ⅱ 2 2
○ 制 御 工 学 Ⅰ 2 2

制 御 工 学 Ⅱ 2 2
通 信 工 学 通 論 2 2

○ 工 学 倫 理 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
電 気 工 学 通 論 2 2
音 響 工 学 2 2
情 報 通 信 シ ス テ ム 2 2
セ ン サ 工 学 2 2
シ ス テ ム 工 学 2 2
通 信 法 規 2 2
実験実習等
情 報 リ テ ラ シ ー 演 習 1 1
基 礎 演 習 1 1

○ 計 算 機 実 習 Ⅰ 1 1
○ 計 算 機 実 習 Ⅱ 1 1

計 算 機 実 習 Ⅲ 1 1
プ ロ ジ ェ ク ト 実 習 1 1

○ 電 子 情 報 工 学 実 験 Ⅰ 1 1
○ 電 子 情 報 工 学 実 験 Ⅱ 1 1

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 2
○ 卒 業 研 究 6 6

計 30 53 51 20 154

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
自由科目 卒業に必要な単位に

含めない。数 学 演 習 1 1
物 理 学 演 習 1 1

計 2 2

⑸ 生命工学科
一般教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
基盤科目
言語 一般教育科目のうち

言語科目2科目2単位
以上。

英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

英語以外の外国語
共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2

ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 2
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 2

フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フランス語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語文化演習Ⅱ 2 2
フランス語言語演習Ⅰ 2 2
フランス語言語演習Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2

中国語

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中国語言語文化演習Ⅰ 2 2
中国語言語文化演習Ⅱ 2 2

ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 2
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 2

韓国・朝鮮語
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

身体
健康とスポーツの科学Ⅰ 2 2
健康とスポーツの科学Ⅱ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

情報
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 58 40 40 20 158

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
教養科目
人文科学
自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2

文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
歴 史 学 Ⅳ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

社会科学
社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2

地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カナダの自然と社会Ⅰ 2 2
カナダの自然と社会Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

自然科学
環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環境生物科学セミナーⅠ 2 2
環境生物科学セミナーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2

普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

北海道学
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

教養科目
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 146 146

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キャリア・ガイダンス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解・構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20

専門教育科目

○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
（A群）
線 形 代 数 学 Ⅰ 2 2 専門教育科目のう

ち，必修科目12単位
と選択必修29単位以
上を含む80単位以
上。
一般教育科目及び専
門教育科目の合計
124単位以上。

線 形 代 数 学 Ⅱ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅰ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅱ 2 2
確 率 統 計 2 2
現 代 物 理 学 入 門 2 2
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
物 理 化 学 2 2
A c a d e m i c E n g l i s h 2 2
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 科 学 2 2
W E B ビ ジ ネ ス 論 2 2
科 学 技 術 英 語 2 2
バ イ オ ビ ジ ネ ス 論 2 2
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 2 2
生 命 工 学 総 論 2 2
（B群）
生 命 工 学 倫 理 2 2
化 学 概 論 2 2
生 物 学 基 礎 2 2
環 境 工 学 序 論 2 2
生 物 学 概 論 2 2
有 機 化 学 2 2
微 生 物 学 2 2
先 端 生 命 科 学 2 2
環境・エネルギーシステム論 2 2
生 物 多 様 性 論 2 2
地 球 環 境 論 2 2
生 化 学 Ⅰ 2 2
生 化 学 Ⅱ 2 2
分 子 生 物 学 Ⅰ 2 2
分 子 生 物 学 Ⅱ 2 2
バイオテクノロジーセミナー 2 2
細 胞 生 物 学 Ⅰ 2 2
細 胞 生 物 学 Ⅱ 2 2
遺 伝 子 工 学 Ⅰ 2 2
遺 伝 子 工 学 Ⅱ 2 2
バイオインフォマティクス 2 2
生 命 科 学 の 未 来 2 2
（C群）
情 報 処 理 論 2 2
ア ル ゴ リ ズ ム 概 論 2 2
コンピュータアーキテクチャ 2 2
データベースとネットワーク 2 2
シ ス テ ム 概 論 2 2
言 語 処 理 概 論 2 2
ソ フ ト ウ ェ ア 通 論 2 2
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2
情 報 マ ネ ジ メ ン ト 2 2
人 間 工 学 概 論 2 2
計 測 工 学 2 2
社 会 心 理 学 2 2
感 覚 情 報 処 理 2 2
情 報 数 理 学 Ⅰ 2 2
情 報 数 理 学 Ⅱ 2 2
情 報 理 論 2 2
音 声 工 学 概 論 2 2
生 活 支 援 工 学 2 2
運 動 機 能 計 測 2 2
ユニバーサルデザイン論 2 2
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○印
必修 授 業 科 目

年 次 及 び 単 位 数
備 考

1 2 3 4 計
（D群）
地 学 実 験 1 1
生 物 学 実 験 1 1
物 理 学 実 験 1 1

○ 化 学 実 験 1 1
○ バイオテクノロジー実習Ⅰ 1 1
○ バイオテクノロジー実習Ⅱ 1 1

情 報 リ テ ラ シ ー 演 習 1 1
○ デ ー タ 解 析 演 習 1 1
○ プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習 Ⅰ 1 1
○ プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習 Ⅱ 1 1

情 報 数 理 学 演 習 1 1
W E B デ ザ イ ン 演 習 1 1
人 間 計 測 工 学 実 験 1 1
イ ン タ ー ン シ ッ プ A 1 1
イ ン タ ー ン シ ッ プ B 2 2

○ 卒 業 研 究 6 6
計 36 42 47 13 138

⑶ 北海学園大学工学部規則
（目的）
第⚑条 この規則は，北海学園大学学則（以下⽛学則⽜
という。）第⚓条第⚒項により，工学部の学生（以下⽛学
生⽜という。）に関する事項を定める。
⚒ 学生の教育課程に関する必要な事項は，学則に定め
るもののほか，この規則の定めるところによる。
（学科及び教育研究上の目的）
第⚒条 本学部には，学則第⚓条により，次の学科を置
く。
社会環境工学科
⑴ 社会環境コース
⑵ 環境情報コース
建築学科
電子情報工学科
生命工学科
⚒ 社会環境工学科の目的は次の各号とする。
⑴ 社会環境コースは，国民の安全・安心のための生
活基盤，および経済活動の活性化のための生産・流
通基盤等の計画，設計，建設のための基礎的な技術
者教育を行い，新しい時代の要請に応え得る〝専門
建設技術者″の育成を目的とする。
⑵ 環境情報コースは，環境保全対策，防災政策，福
祉政策に必要不可欠なリスク管理，社会調査，及び
合意形成等の手法に習熟し，環境への配慮を常に欠
かさない人間中心の視野を持ち，あらゆる人にとっ
て優しい安全，安心なまちづくりを目指す〝文理融
合型の技術者″の育成を目的とする。

⚓ 建築学科は，空間，環境，構造・材料の各分野の教
育研究を通じ，機能と空間造形のあり方，建物内外の
快適な環境づくり，建物の品質と安全・耐久性の確保
等に関して必要な知識を身に付け，建築を創造性豊か
に考究する能力を培うと共に，建築と地域・都市との
関係や地球環境の未来に関する課題に取り組む幅広い
問題意識を持ち，プレゼンテーションやコミュニケー
ションの能力を発揮して積極的に社会に貢献する人材
の育成を目的とする。
⚔ 電子情報工学科は，ハードウェアとソフトウェアの
両面を基礎から応用にいたるまで幅広く学び，新しい
技術を生み出すための知識と能力をもつ人材の育成を
目的とする。
⚕ 生命工学科は，次世代の最先端工学である生命科学
と人間情報工学の両面において深い知識を有し，地
域・国際社会のニーズを的確に捉える広い洞察力と，
生命・地球環境への高い倫理観を併せ持つ人材の育成
を目的とする。
（授業科目）
第⚓条 学生の授業科目，その必修科目，選択科目，自
由科目の区別，単位数及びその年次配当については，
学則別表⚙に掲げるとおりとする。ただし，教授会の
議を経て，年次配当を変更することができる。
⚒ 履修の手引に定めた場合は，教授会の議を経て，上
級年次に配当された授業科目を履修することができ
る。
（単位数の計算方法）
第⚔条 外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書き
の規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするも
のは，別に定める。
⚒ 専門教育科目の演習科目のうち学則第20条第⚒号た
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だし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位
とするものは，別に定める。
⚓ 卒業研究については，15時間の授業をもって⚑単位
とする。
（履修）
第⚕条 学生は，その学年又はその学期の当初に所定の
手続きによって履修する授業科目を願い出て，学部長
の許可を受けなければならない。
（外国人留学生・海外帰国生徒学生の履修）
第⚖条 外国人留学生及び海外帰国生徒学生のための特
別入学試験によって入学を許可された学生は，学則別
表⚙に定める日本語・日本事情（外国人留学生・海外
帰国生徒学生向け）科目にそれぞれ掲げる授業科目を
履修することができる。これらの学生で学部長が必要
と認めた者は，この科目のうち⚑つ又は複数の授業科
目を履修しなければならない。
⚒ 前項で修得した単位は，一般教育科目の修得単位に
算入することができる。
（大学院学生の履修）
第⚗条 本大学大学院工学研究科の学生が，工学部の授
業科目の履修を希望するときは，学部長は，教授会の
議を経て，これを許可することができる。
（履修手続き）
第⚘条 授業科目の履修制限，履修登録手続きその他の
履修に関する事項は，この規則に定めるもののほか，
履修の手引その他に定めるところによる。
（単位の修得）
第⚙条 学生が，単位を修得するためには，履修した授
業科目の試験に合格し，教授会の議を経なければなら
ない。
⚒ 卒業研究については，当該研究の担当教員がその成
果を評価し，教授会の議を経なければならない。
（入学前の既修得単位の認定）
第10条 本学部⚑年次に入学した学生が，工学部に入学
する前に大学，短期大学，高等専門学校又は専修学校
において履修した授業科目について修得した単位（科
目等履修生として修得した単位を含む。）を，工学部に
おける授業科目の履修により修得したものとみなし，
別に定める認定の基準により教授会の議を経て認定す
ることができる。
⚒ 学則第12条・第13条に基づいて編入学又は転入学を
許可された学生が，入学する前に履修した授業科目に
ついて修得した単位（科目等履修生として修得した単
位を含む。）を工学部における授業科目の履修により
修得したものとみなし，別に定める認定の基準により
教授会の議を経て認定することができる。
（試験）
第11条 試験は，その授業科目の授業の終了した学期末
に期間を定めて行う。ただし，必要ある場合には臨時
に試験を行うことができる。
⚒ あらかじめ定められた試験の期日に受験できなかっ
た学生で，所定の手続きを経て学部長の許可を受けた
者については，教授会の議を経て別の期日に試験を行
う。
⚓ 試験に不合格となった授業科目については，教授会
の議を経て試験を行うことができる。
（成績の評価）
第12条 授業科目の成績は，秀，優，良，可及び不可の
⚕種によって評価し，秀，優，良及び可を合格とする。
ただし，この成績評価になじまない一部の科目は，合，

否とする。
（進級）
第13条 社会環境工学科にあっては学則別表社会環境
コース⚙⑴及び環境情報コース⚙⑵に掲げる
授業科目で⚑年次に配当されている授業科目のうちか
ら，次に定める単位を修得した⚑年次学生は，⚒年次
に進級することができる。
社会環境コース
⑴ 一般教育科目の教養科目（留学生科目を含む）の
うち人文科学・社会科学から⚖単位以上
⑵ 専門教育科目の総合系のうち必修科目⚒単位以上
⑶ 一般教育科目の基盤科目のうち言語，教養科目（留
学生科目を含む）のうち人文科学・社会科学・自然
科学の環境，工学基礎科目の⚑～⚓群及び専門教育
科目の合計14単位以上
環境情報コース
⑴ 一般教育科目の教養科目（留学生科目を含む）の
うち人文科学・社会科学から⚖単位以上
⑵ 専門教育科目の総合系のうち必修科目⚒単位以上
⑶ 一般教育科目の基盤科目のうち言語，教養科目（留
学生科目を含む）のうち人文科学・社会科学・自然
科学の環境，工学基礎科目の⚑～⚓群及び専門教育
科目の合計14単位以上

⚒ 建築学科にあっては学則別表⚙⑶に掲げる授業科目
で⚑年次に配当されている授業科目のうちから，一般
教育科目，工学基礎科目及び専門教育科目合計30単位
以上を修得した⚑年次学生は，⚒年次に進級すること
ができる。
⚓ 電子情報工学科にあっては学則別表⚙⑷に掲げる授
業科目で⚑年次に配当されている授業科目のうちか
ら，次に定める単位を修得した⚑年次学生は，⚒年次
に進級することができる。
⑴ 一般教育科目から14単位以上
⑵ 専門教育科目⚖単位以上，ただし基礎数物系，自
由科目を除く

⚔ 電子情報工学科にあっては⚔年次進級には，⚓年次
終了時において総単位数90単位以上を修得していなけ
ればならない。
⚕ 生命工学科にあっては学則別表⚙⑸生命工学科に掲
げる授業科目で⚑年次に配当されている授業科目のう
ちから，一般教育科目及び専門教育科目合計28単位以
上を修得した⚑年次学生は，⚒年次に進級することが
できる。
⚖ 生命工学科にあっては⚔年次進級には，⚓年終了時
において総単位数90単位以上を修得していなければな
らない。
（卒業）
第14条 社会環境工学科を卒業し，学士（工学）の学位
を得るためには，学則別表社会環境コース⚙⑴及び環
境情報コース⚙⑵に掲げる授業科目中，次に定める単
位を修得しなければならない。
社会環境コース
⑴ 一般教育科目の教養科目（留学生科目を含む）の
うち人文科学・社会科学及び基盤科目の言語（技術
英語を含む）から20単位以上
⑵ 一般教育科目の教養科目（留学生科目を含む）の
うち人文科学・社会科学から10単位以上
⑶ 一般教育科目の基盤科目の言語（技術英語を含む）
のうち⚑科目⚑単位の英語科目⚒単位以上
⑷ 一般教育科目の教養科目の自然科学の環境，工学
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基礎科目の⚑～⚓群，専門教育科目の基盤数理系⚑
～⚒群から22単位以上
⑸ 一般教育科目の教養科目の自然科学の環境から⚔
単位以上
⑹ 工学基礎科目の⚑～⚓群から必修⚒単位，⚑・⚒
群から各⚒単位以上
⑺ 専門教育科目の基盤数理系⚑群から1.5単位以上
⑻ 専門教育科目（基盤数理系及び技術英語以外）の
うち必修47単位，かつ選択35単位以上（ただし，環
境工学系，計画・設計・維持管理系からそれぞれ⚔
単位以上とその他の系からそれぞれ⚒単位以上を含
む）
⑼ 一般教育科目，工学基礎科目及び専門教育科目合
計124単位以上
環境情報コース
⑴ 一般教育科目の教養科目（留学生科目を含む）の
うち人文科学・社会科学及び基盤科目の言語（技術
英語を含む）から20単位以上
⑵ 一般教育科目の教養科目（留学生科目を含む）の
うち人文科学・社会科学から10単位以上
⑶ 一般教育科目の基盤科目の言語（技術英語を含む）
のうち⚑科目⚑単位の英語科目⚒単位以上を含む⚔
単位以上
⑷ 一般教育科目の教養科目の自然科学の環境，工学
基礎科目の⚑～⚓群，専門教育科目の基盤数理系⚑
～⚒群から22単位以上
⑸ 一般教育科目の教養科目の自然科学の環境から⚖
単位以上
⑹ 工学基礎科目の⚑・⚒群から各⚒単位以上
⑺ 専門教育科目の基盤数理系⚑群から1.5単位以上
⑻ 専門教育科目（基盤数理系及び技術英語以外）の
うち必修33単位，かつ選択49単位以上（ただし，総
合系選択必修4.5単位以上，都市環境系から⚔単位
以上，都市経営系と都市防災系からそれぞれ⚒単位
以上を含む）
⑼ 一般教育科目，工学基礎科目及び専門教育科目合
計124単位以上

⚒ 建築学科を卒業し，学士（工学）の学位を得るため
には，学則別表⚙⑶に掲げる授業科目中，次に定める
単位を修得しなければならない。
⑴ 専門教育科目82単位以上
⑵ 一般教育科目，工学基礎科目及び専門教育科目合
計124単位以上

⚓ 電子情報工学科を卒業し，学士（工学）の学位を得
るためには，学則別表⚙⑷に掲げる授業科目中，次に
定める単位を修得しなければならない。
⑴ 一般教育科目のうち英語科目⚔科目⚔単位以上を
含む22単位以上
⑵ 専門教育科目のうち選択科目（基礎数物系，自由
科目を除く）44単位以上を含む98単位以上
⑶ 一般教育科目及び専門教育科目合計128単位以上
⚔ 生命工学科を卒業し，学士（工学）の学位を得るた
めには，学則別表⚙⑸に掲げる授業科目中，次に定め
る単位を修得しなければならない。
⑴ 一般教育科目の基盤科目の言語のうち⚒科目⚒単
位以上を含む22単位以上
⑵ 専門教育科目のうち必修科目12単位と選択必修科
目29単位以上を含む80単位以上
⑶ 一般教育科目及び専門教育科目の合計124単位以
上

（転学部・転学科・転コース）
第15条 学則第13条の規定による転学部の願い出があっ
た場合，学部長は，教授会の議を経て，学長に許可を
求めるものとする。
⚒ 工学部の学科間の転学科を希望する者については，
学部長は，教授会の議を経て，学長に許可を求めるも
のとする。
⚓ 社会環境工学科の⚒つのコース間の転コースを希望
する者については，学部長は，教授会の議を経て，学
長に許可を求めるものとする。
⚔ 転学部・転学科の許可を得た学生の既修得単位の認
定は，別に定めるところによる。
（他学部及び他学科の履修）
第16条 学生が，学則第19条の規定により他学部の授業
科目を履修する場合，工学部及び履修を希望する当該
学部の学部長の許可を受けなければならない。
ただし，単位の認定は，別に定めるところによる。
⚒ 学生は，工学部の他学科の授業科目を履修すること
ができる。この場合，工学部の教授会で承認されなけ
ればならない。
ただし，単位の認定は，別に定めるところによる。
⚓ 他学部の学生が，学則第19条の規定により工学部の
授業科目を履修する場合，工学部及び所属する学部の
学部長の許可を得なければならない。
（学籍異動）
第17条 学生の学籍異動に関する事項については，この
規則に定めるもののほか，別に定めるところによる。
附 則

⚑ この規則は，平成10年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 次の各号に該当する者については，変更後の規則に
かかわらず，原則として従前の例による。
⑴ 平成10年⚓月31日に在籍する者
⑵ 平成10年⚓月31日以前に入学した者で，再入学又
は復籍する者
⑶ 平成10年⚔月⚑日以降平成12年⚓月31日以前に編
入学する者

⚓ 前項の取り扱いにおいて，教養部，教養部長又は教
養部教授会の審議又は決定若しくは認定すべき事項に
ついては，工学部，工学部長又は工学部教授会が行う
ものとする。
附 則

この規則は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この規則は，平成14年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，平成13年度以前の入学者については，従前
の規則による。
附 則

⚑ この規則は，平成15年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条に掲げる別表⚙の専門教育科目は入
学年度にかかわらず，平成15年度開講年次学生から適
用する。
附 則

⚑ この規則は，平成16年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第15条（他学部及び他学科の履修）は，平
成15年度以前の入学者については，従前の規則による。
⚓ ただし，第⚒条に掲げる学則別表⚙の専門教育科目
のうち⽛建築プレゼンテーション⽜⽛工学倫理⽜⽛デー
タ工学⽜および⽛電子デバイス⽜は入学年度にかかわ
らず，平成16年度開講年次学生から適用する。
⚔ ただし，第⚒条に掲げる学則別表⚙の共通基礎科目
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のうち⽛海外文化Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ⽜は平成13年度入学
者から適用する。
附 則

⚑ この規則は，平成17年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，平成16年度以前の入学者については，従前
の規則による。
附 則

⚑ この規則は，平成18年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚒条に掲げる学則別表⚙の専門教育科目
のうち⽛構造特別セミナー⽜⽛電気電子技術入門⽜⽛電
気電子技術基礎⽜⽛電気回路基礎⽜⽛情報技術入門⽜⽛情
報リテラシー演習⽜⽛電気電子技術基礎演習⽜⽛電波工
学⽜⽛システムとネットワーク⽜および⽛通信法規⽜は
入学年度にかかわらず，平成18年度開講年次学生から
適用する。
附 則

⚑ この規則は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚓条に掲げる学則別表⚙の専門教育科目
のうち⽛電気電子技術演習Ⅰ⽜⽛電気電子技術演習Ⅱ⽜
⽛情報技術演習Ⅰ⽜⽛情報技術演習Ⅱ⽜は入学年度にか
かわらず，平成19年度開講年次学生から適用する。
附 則

この規則は，平成20年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成21年10月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この規則は，平成22年⚔月⚑日から施行する。
⚒ ただし，第⚓条に掲げる学則別表⚙の共通基礎科目
のうち⽛数学セミナーⅠ⽜⽛数学セミナーⅡ⽜は入学年
度にかかわらず，平成22年度開講年次学生から適用す
る。
附 則

この規則は，平成23年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成24年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成27年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成29年⚔月⚑日から施行する。

⑷ 北海学園大学工学部転学部規程
（趣旨）
第⚑条 この規程は，工学部規則第15条に基づき，転学
部に係わる必要事項を定める。
（条件）
第⚒条 本学部へ転学部は，定員に余裕のある場合に限
り，これを許可することがある。
（学年）
第⚓条 本学他学部⚑年次及び⚒年次の学生は，本学部
への転学部を志願することができる。
（志願）
第⚔条 本学部への転学部を志願する学生は，学則第13
条第⚒項の許可証，所定の転学部志願書を指定の期日
までに提出しなければならない。
⚒ 他学部への転学部を志願する学生は，所定の転学
部願いにより，指定の期日までに本学部長に願い出
なければならない。

（要件）
第⚕条 本学部への転学部を志願できる学生は，履修登
録した科目の相当数の単位を修得した者とする。
（許可）
第⚖条 本学部への転学部の許可は，書類審査及び所定
の試験の結果に基づき，教授会で選考のうえ，学長が
行う。
⚒ 他学部への転学部を志願する学生については，教授
会の議を経て学長の許可を受けなければならない。
（手続き）
第⚗条 転学部の許可を得た学生は，指定の期日までに
転学部に必要な手続きをしなければならない。
（単位の認定）
第⚘条 転学部の許可を得た学生の既修得単位の認定
は，教授会の議を経て行う。

附 則
(適用）
この規程は，平成10年12月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成20年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成27年⚔月⚑日から施行する。
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⑸ 北海学園大学工学部転学科規程
（趣旨）
第⚑条 この規程は，工学部規則第15条に基づき，転学
科に係わる必要事項を定める。
（条件）
第⚒条 転学科は，定員に余裕のある場合に限り，これ
を許可することがある。
（学年）
第⚓条 本学部⚑年次及び⚒年次の学生は，本学部他学
科への転学科を志願することができる。
（志願）
第⚔条 転学科を志願する学生は，所定の転学科願いに
より，学長に願い出なければならない。なお，社会環
境工学科を希望する学生はコースを願い出ることとす
る。
（要件）
第⚕条 転学科を志願できる学生は，履修登録した科目
の相当数の単位を修得した者とする。
（許可）
第⚖条 転学科の許可は，学業成績及び所定の試験の結
果に基づき，教授会で選考のうえ，学長が行う。
（手続き）
第⚗条 転学科の許可を得た学生は，指定の期日までに
転学科に必要な手続きをしなければならない。
（単位の認定）
第⚘条 転学科の許可を得た学生の既修得単位の認定
は，教授会の議を経て行う。

附 則
(適用）
この規程は，平成10年12月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成20年⚑月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成27年⚑月⚑日から施行する。

⑹ 北海学園大学奨学規程
第⚑条 この制度は学則第48条に基づき本大学の優秀な
学生で，経済的理由により修学困難なものに奨学金を
与えることにより，教育の成果をあげることを目的と
する。
第⚒条 奨学生を希望する学生は，所定の奨学生採用願
を学長に提出するものとする。
第⚓条 奨学生の決定は，年度毎に協議会の議を経て学
長が行う。
第⚔条 奨学生にふさわしくない行為があった場合に
は，協議会の議を経て奨学生たることを取消すものと
する。

附 則
この規程は，昭和43年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，昭和56年⚔月⚑日から施行する。
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⑺ 北海学園大学表彰規程
第⚑条 この制度は，学則第47条に基づき，将来有為の
社会人たる資質を有し，体育，文化活動において特に
顕著な成績をおさめ，本大学の伝統を形成し得ると認
められる学生を表彰することを目的とする。
第⚒条 表彰学生，表彰団体は，体育，文化活動におい
て特に顕著な成績をおさめた学生の生活態度，学業成
績，将来の見込等を精査の上，卒業審査教授会に付し
全員の同意を得て学長が決する。
第⚓条 表彰は，卒業証書・学位記授与式において賞状
及び副賞をもってする。
第⚔条 表彰にあたっては，別に表彰学生，表彰団体表
彰要領を定める。
附 則

この規程は，昭和43年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成27年⚔月⚑日から施行する。

⑻ 北海学園大学海外留学規程
(趣旨）
第⚑条 この規程は，北海学園大学学則第15条に規定す
る留学について，これを実施するために必要な事項を
定める。
(定義）
第⚒条 この規程において留学とは，学生が海外に滞在
し，大学その他の相当と認められる教育・研究機関等
（以下⽛留学先⽜という。）における授業科目の履修又
は学修を行うことをいう。
(適用範囲）
第⚓条 この規程は，留学先と本大学との協定に基づく
留学（以下⽛協定留学⽜という。）及び協定によらない
留学に適用する。
(資格）
第⚔条 留学をする者は，本大学に⚑年以上在学してい
なければならない。ただし，⚑年未満在学の者であっ
ても夏季・冬季休業期間の場合，及び国際交流委員会
が認めた場合には留学をすることができる。
⚒ 協定留学については，その定めるところによる。
(留学期間）
第⚕条 学生が留学のため海外に滞在する期間は，原則
として⚑年以内とする。
(許可）
第⚖条 留学は，留学許可願書の提出により，教授会の
議に基づき学長が許可をする。
⚒ 留学許可願書の提出は，原則として留学をする⚓月
前までに行わなければならない。
⚓ 留学許可願書には，次の書類を添付しなければなら
ない。
⑴ 留学計画書
⑵ 留学先において履修する授業科目又は学修の内容
を示す書類
⑶ 留学先の受入証明書
⑷ 成績証明書
⑸ その他本大学が必要と認める書類
⚔ 第⚒項及び前項の規定にかかわらず，協定留学につ
いては別に取扱うことができる。
(計画の変更）
第⚗条 留学の計画を変更するときは，速やかに留学計
画変更願書を提出し，教授会の議に基づき学長の許可
を得なければならない。
(費用の負担）
第⚘条 留学のために要する授業料その他の費用は，奨
学制度を利用する場合を除き，原則として全額を自己
負担とする。ただし，協定留学については，その定め
るところによる。
(留学報告）
第⚙条 留学をした者は，帰国後速やかに次の書類をそ
の所属する学部に提出しなければならない。その後，
当該学部は学長へ報告するものとする。
⑴ 留学報告書
⑵ 留学先において履修した授業科目又は学修の内容
を示す書類
⑶ 前号の科目についての成績又は学修成果を証明す
る書類
⑷ その他本大学が必要と認める書類
(単位認定）
第10条 留学先において授業科目の履修により修得した
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単位は，教授会の議を経て本大学において修得した単
位とみなすことができる。
⚒ 留学先における学修はこれを本大学における授業科
目の履修とみなし，教授会の議を経て単位を与えるこ
とができる。
⚓ 第⚑項及び前項により修得したとみなし，又は与え
ることのできる単位数は，学則第24条第⚒項，第25条
第⚑項並びに第26条第⚑項及び第⚒項による単位数と
合わせて60単位を超えないものとする。
⚔ 第⚑項又は第⚒項の措置を希望する者は，前条に定
める書類とともに単位認定願を提出しなければならな
い。
(許可の取消等）
第11条 留学を不適当と認める事情があるときは，教授
会の議に基づき，学長は留学の許可を取消し又は留学
計画の変更を命ずることができる。
(所管）
第12条 協定留学に関する学生の相談並びに留学許可に
係る手続きの受付及び教授会の審議に必要な資料の調
整等に係る業務は，これを本大学国際交流委員会規程
第⚔条第⚒項に定める各専門委員会において行う。
⚒ 協定によらない留学に関する学生の相談並びに留学
許可に係る手続きの受付及び教授会の審議に必要な資
料の調整等に係る業務は，これを国際交流委員会にお
いて行なう。

附 則
この規程は，平成14年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成17年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成18年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成22年10月⚑日から施行する。

⑼ 北海学園大学研究生規程
第⚑条 北海学園大学学則第38条にもとづき，研究生の
取扱いをつぎのように定める。
第⚒条 研究生を志願することができる者は，つぎの各
⚑号に該当する者でなければならない。
⑴ 大学を卒業した者
⑵ 志願する学部において，前号に掲げる者と同等以
上の学力があると認めた者

第⚓条 研究生の入学時期は，原則として学年，学期の
始めとする。ただし，特別の事由があるときは，この
限りでない。
第⚔条 研究生を志願する者は，所定の願書に，別に定
める入学検定料を添えて，志願する学部に提出しなけ
ればならない。
第⚕条 研究生の選考は，各学部で行い，教授会の議を
経て，合格者を決定する。
第⚖条 研究生の選考に合格した者のうち，指定期日ま
でに，別に定める研究料等を納入し，所定の手続きを
完了した者に，学長は，入学の許可を与える。
⚒ 前項の研究料等のほか，必要に応じ研究実費を納入
させることができる。
第⚗条 研究生の在学期間は，入学日からその年度末ま
でとする。ただし，引き続き在学の願い出があったと
きは，教授会の議を経て，在学期間の延長を許可する
ことがある。
第⚘条 研究生は，指導教員の指導をうけて研究に従事
するものとする。
第⚙条 研究生は，指導教員が必要と認めたときは，学
部の講義，演習若しくは実習に担当教員の許可を得て
出席することができる。
第10条 学部が必要と認めたときは，研究生のため特別
の講座を設けることがある。
第11条 学部長は，研究生の願い出により，研究証明書
を交付することができる。
第12条 研究生が退学しようとするときは，退学願を学
部長に提出し，教授会の議を経て，学長の許可を受け
なければならない。
第13条 研究生について，本規程に規定のない事項につ
いては，本大学の学則（ただし第⚒章第⚑節ないし第
⚔節を除く）その他学生に関する規程等を準用する。

附 則
この規程は，昭和45年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，昭和59年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成元年⚔月⚑日から施行する。
了解事項

⚑ 第⚗条に定める在学期間は，⚓年を超えることがで
きない。
⚒ 第10条に定める講座については，学部学生等の聴講
を認めることがある。聴講料については別に定める。
附 則

この規程は，平成10年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成20年⚘月⚑日から施行する。
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⑽ 北海学園大学科目等履修生規程
第⚑条 北海学園大学（以下⽛本大学⽜という。）学則第
40条に基づき，科目等履修生に関する事項を定める。
第⚑条の⚒ 科目等履修生の履修区分は次によるものと
する。
⑴ 特定の授業科目の単位取得を目的とする履修（科
目履修制・教職課程含む）
⑵ 特定の課程（図書館学課程・社会教育主事課程・
学芸員課程・日本語教員養成課程）の所要資格を得
るための単位取得を目的とする履修（課程履修制）
⑶ 履修証明取得を目的とする履修（履修証明プログ
ラム制）

第⚒条 科目等履修生を志願することのできる者は，次
の各号の一に該当する者とする。
⑴ 高等学校を卒業した者
⑵ 12年の学校教育の課程を修了した者（通常の課程
以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了し
た者を含む。）
⑶ 外国において学校教育における12年の課程を修了
した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定し
た者
⑷ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有
するものとして認定した在外教育施設の当該課程を
修了した者
⑸ 専修学校の高等課程（修業年限が⚓年以上である
ことその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
のに限る）で文部科学大臣が別に指定したものを文
部科学大臣が定める日以後に修了した者
⑹ 文部科学大臣の指定した者
⑺ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒
業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入
学資格検定に合格した者を含む）
⑻ その他，相当の年令に達し高等学校を卒業した者
と同等以上の学力があると本大学で認めた者

⚒ 教育職員免許状授与の所要資格を得るに必要な授業
科目を履修する科目等履修生を志願することのできる
者は，学校教育法第83条の大学を卒業した者とする。
⚓ 司書となる資格を得るに必要な授業科目を履修する
科目等履修生を志願することのできる者は，学校教育
法第83条の大学を卒業した者，同法第108条の短期大
学を卒業した者，又は同法115条の高等専門学校を卒
業した者とする。
⚔ 司書教諭の所要資格を得るに必要な授業科目を履修
する科目等履修生を志願することのできる者は，教育
職員免許法に定める小学校，中学校，高等学校，特別
支援学校の教諭の普通免許状を有する者又はそれを取
得する見込みの者とする。
⚕ 社会教育主事となる資格を得るに必要な授業科目を
履修する科目等履修生を志願することのできる者は，
学校教育法第83条の大学を卒業した者とする。
⚖ 学芸員となる資格を得るに必要な授業科目を履修す
る科目等履修生を志願することのできる者は，学校教
育法第83条の大学を卒業した者とする。
⚗ 日本語教員養成課程修了に必要な授業科目を履修す
る科目等履修生を志願することのできる者は，学校教
育法第83条の大学を卒業した者とする。
第⚓条 科目等履修生の入学の時期は，学年又は学期の
始めとする。
第⚔条 科目等履修生を志願する者は，次の各号に定め

る書類に，別に定める入学検定料を添えて，学長に願
い出なければならない。
⑴ 科目等履修生入学願書
⑵ 科目等履修生入学出願理由書
⑶ 最終学校の卒業証明書及び成績証明書
ただし，前年度に引きつづいて入学を志願する者
（同一学部に限る）は，免除する。

⑷ 科目等履修生カード
⚒ 前項の規定にかかわらず，履修証明プログラムの履
修を志願する者は，入学検定料を免除する。
第⚕条 科目等履修生の選考は，志願をした学部で行い，
教授会の議を経て合格者を決定する。
第⚖条 科目等履修生の選考に合格した者のうち，指定
期日までに，別に定める入学金及び受講料等の納入金
を納入し，所定の入学手続を完了した者に，学長は，
入学を許可する。
⚒ 前項の規定にかかわらず，履修証明プログラムの選
考に合格した者は，入学金を免除する。
第⚗条 科目等履修生が履修できる期間は，許可をした
年度に限るものとする。
第⚘条 科目等履修生が履修することのできる授業科目
については，当該学部又は当該委員会が許可する。
第⚙条 科目等履修生が⚑年間に履修できる単位数は，
28単位以内とし，当該学部において定める。
⚒ 前項の規定にかかわらず，教育職員免許状授与の所
要資格を得るに必要な授業科目を履修する場合は，30
単位以内とし，司書となる資格を得るに必要な授業科
目のみを履修する場合は，29単位以内，司書となる資
格並びに司書教諭の所要資格を得るに必要な授業科目
のみを履修する場合は，39単位以内とする。
⚓ 前項の規定にかかわらず，履修証明プログラムを履
修する者は，履修するコースで定められた科目のみ履
修することができる。
第10条 科目等履修生は，その履修した授業科目につき，
試験を受けることができる。
第11条 科目等履修生が単位を修得するためには，履修
した授業科目の試験に合格しなければならない。
⚒ 単位修得の認定は，科目等履修生の合格を決定した
学部教授会の議を経て決定する。
⚓ 前項の規定にかかわらず，本大学学則別表10に掲げ
る⽛教職課程授業科目⽜の単位修得の認定は，教職課
程委員会の議を経て，同学則別表11に掲げる⽛司書又
は司書教諭に関する科目⽜の単位修得の認定は，図書
館学課程委員会の議を経て，⽛社会教育主事に関する
科目⽜の単位修得の認定は，社会教育主事課程委員会
の議を経て，⽛学芸員に関する科目⽜の単位修得の認定
は，学芸員課程委員会の議を経て，それぞれ決定する。
⚔ 合格した授業科目については，本人の願い出により，
単位修得証明書又は科目等履修証明書を交付すること
ができる。
第12条 第⚑条の⚒第⚒号に規定する科目等履修生の修
了要件は，履修規程に基づく。
⚒ 第⚑条の⚒第⚓号に規定する科目等履修生の修了要
件は別に定める。修了の認定は教務委員会規程第⚕条
第⚑号に定める小委員会の議を経て決定する。
第13条 第⚑条の⚒第⚒号に規定する科目等履修生が，
第12条の規定により修了した場合，学長は修了証書又
は修了証明書を交付する。
⚒ 第⚑条の⚒第⚓号に規定する科目等履修生が，第12
条第⚒項の規定により修了した場合，学長は履修証明
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書を交付する。
第14条 科目等履修生が退学しようとするときは，退学
願を当該学部長又は当該委員会の委員長に提出し，当
該学部の教授会又は当該委員会の議を経て，学長の許
可を受けなければならない。
第15条 科目等履修生が，その本分に反する行為を行っ
たときは，当該学部の教授会又は当該委員会の議を経
て，学長は，科目等履修生の許可を取り消す。
第16条 科目等履修生について，本規程に規定のない事
項については，本大学の学則（ただし，第32条及び第
33条の規定を除く。）その他学生に関する規定を準用
する。

附 則
この規程は，平成⚖年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成10年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成11年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成12年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成15年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成17年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成18年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成20年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成22年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成23年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成24年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成25年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成27年⚔月⚑日から施行する。

⑾ 北海学園大学授業料等に関する規程
第⚑条 この規程は，北海学園大学学則（以下⽛学則⽜
という。）第34条，第35条，第36条及び第37条に基づき
授業料等納入金に関する事項を定める。
第⚒条 北海学園大学の入学金，授業料，教育充実費，
実験実習費，大学諸費（以下⽛授業料等⽜という。）及
び検定料は，学則別表13授業料等に掲げる額とする。
第⚓条 授業料等の納入期限は，学則別表13授業料等に
掲げる期日とする。
⚒ 学則第32条第⚔項に基づき第⚑学期末の卒業を認め
られた者については，第⚒期分の授業料等の納入を免
除する。
第⚔条 退学，転入学，休学を許可，又は，命じられた
ものの授業料等は，その期分までを納入し，また，復
学を許可された者は，その期分から納入しなければな
らない。
第⚕条 納入期日を経過してもなお納入しない学生は，
学則第31条及び第36条により処分する。
第⚖条 経済等の事情により授業料等を定められた期日
までに納入が困難な場合は，納入期限の10日前までに
所定の学費延納願を保証人連署の上提出し許可を得な
ければならない。
第⚗条 学則第42条及び第45条に基づく研究生，委託生，
科目等履修生，特別聴講学生に係る入学金，研究料，
受講料，実験実習費及び検定料は，学則別表14受講料
等に掲げる額とする。
ただし，研究生の研究料及び実験実習費（工学部）
は次のとおりとする。
第⚑学期からの入学者 受入学部研究料，実験実
習費（工学部）の全額
第⚒学期からの入学者 受入学部研究料，実験実
習費（工学部）の半額

⚒ 前項の入学金，研究料，受講料，実験実習費は，所
定の期日までに納入しなければならない。所定の期日
までに納入しない場合は，入学を許可しない。
⚓ 単位互換協定または海外との学生交流協定に基づく
特別聴講学生の検定料，入学金，受講料及び実験実習
費は所定の手続きを経て不徴収とすることができる。
⚔ 研究生講座を学部学生等が聴講する場合の受講料
は，学則別表14受講料等に掲げる額とする。
第⚘条 学則第50条第⚗項，第51条第⚗項及び第51条の
⚒第⚓項に基づく教職課程，図書館学課程，社会教育
主事課程，学芸員課程及び日本語教員養成課程を受講
する場合の受講料は，学則別表14受講料等に掲げる額
を，所定の期日までに納入しなければならない。
第⚙条 学則第12条，第13条及び第30条，第31条に基づ
く編入学，転入学，学士入学，転学部，復学，再入学，
復籍の入学金，授業料，教育充実費，実験実習費，大
学諸費及び検定料等は，次のとおりとする。また，学
部規則に基づく転部，同一学部転学科の入学金，授業
料，教育充実費，実験実習費，大学諸費及び検定料等
は，次のとおりとする。
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編入学
転入学
学士入学

転部
1部→2部

転部
2部→1部

転学部 復 学
同一学部
転学科

再入学・
復籍

入学金
新入生金
額と同額

－

新入生金
額と同額
（以前納
入金額と
の差額徴
収）

－ － －
新入生金
額と同額

授業料
教育充実費
実験実習費
大学諸費

編入学・
転入学・
学士入学
年次の額

転部
年次の額

転部
年次の額

転学部
年次の額

復学
年次の額

転学科
年次の額

再入学・
復籍年次
の額

検定料
新入生検
定料と同
額

－ － － － － －

転部料 －
新入生検
定料と同
額

新入生検
定料と同
額

－ － － －

転学部
料

－ － －
新入生検
定料と同
額

－ － －

復学料 － － － －
新入生検
定料の1/2

－ －

同一学
部転学
科料

－ － － － －
新入生検
定料と同
額

－

再入学
及び復
籍料

－ － － － － －
新入生検
定料と同
額

⚒ 前項の入学金，検定料，転部料，転学部料，復学料，
同一学部転学科料並びに再入学及び復籍料は，所定の
期日までに納入しなければならない。
⚓ 学則第27条第⚒項に基づき休学した者が第⚒学期よ
り復学するときは，復学料，第⚒期分の授業料，教育
充実費（⚑部50,000円，⚒部30,000円），実験実習費
（40,000円・工学部のみ）及び大学諸費（⚑部10,000円，
⚒部4,000円）を納入しなければならない。
第10条 既納の授業料等納入金は，これを返還しない。
第11条 本規程に定めるもののほか，授業料等及びその
他納付金の徴収について必要な事項は，学長がこれを
定める。

附 則
この規程は，平成元年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成⚒年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成⚙年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成10年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成11年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成11年度入学者から適用し，
平成10年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成12年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成12年度入学者から適用し，
平成11年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成13年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成13年度入学者から適用し，
平成12年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成14年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成14年度入学者から適用し，
平成12年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成15年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成15年度入学者から適用し，
平成12年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成17年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成17年度入学者から適用し，
平成13年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成19年⚔月⚑日より施行する。
ただし，この規程は，平成19年度入学者から適用し，
平成18年度以前の入学者については従前の規程によ
る。
附 則

この規程は，平成20年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成20年⚘月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成22年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成23年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成24年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成26年⚔月⚑日より施行する。
附 則

この規程は，平成27年⚔月⚑日より施行する。

別表13 授業料等
⑴ ⚑部

区 分 金 額

入 学 検 定 料

経 済 学 部 30,000円
経 営 学 部 30,000
法 学 部 30,000
人 文 学 部 30,000
工 学 部 30,000

入 学 金

経 済 学 部 200,000
経 営 学 部 200,000
法 学 部 200,000
人 文 学 部 200,000
工 学 部 200,000

授 業 料

経 済 学 部 年額 872,000
経 営 学 部 年額 872,000
法 学 部 年額 872,000
人 文 学 部 年額 896,000
工 学 部 年額 1,140,000

教 育 充 実 費

経 済 学 部 年額 100,000
経 営 学 部 年額 100,000
法 学 部 年額 100,000
人 文 学 部 年額 100,000
工 学 部 年額 100,000

実 験 実 習 費 工 学 部 年額 80,000

大 学 諸 費

経 済 学 部 年額 10,000
経 営 学 部 年額 10,000
法 学 部 年額 10,000
人 文 学 部 年額 10,000
工 学 部 年額 10,000
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⑵ ⚒部
区 分 金 額

入 学 検 定 料

経 済 学 部 30,000円
経 営 学 部 30,000
法 学 部 30,000
人 文 学 部 30,000

入 学 金

経 済 学 部 100,000
経 営 学 部 100,000
法 学 部 100,000
人 文 学 部 100,000

授 業 料

経 済 学 部 年額 436,000
経 営 学 部 年額 436,000
法 学 部 年額 436,000
人 文 学 部 年額 448,000

教 育 充 実 費

経 済 学 部 年額 50,000
経 営 学 部 年額 50,000
法 学 部 年額 50,000
人 文 学 部 年額 50,000

大 学 諸 費

経 済 学 部 年額 4,000
経 営 学 部 年額 4,000
法 学 部 年額 4,000
人 文 学 部 年額 4,000

授業料，教育充実費，実験実習費，大学諸費の納入期限は，次のとおりとする。
第⚑期 ⚔月20日
第⚒期 ⚙月30日

ただし，新入学生及び再入学，復籍を許可された者に限り第⚑期分の授業料等は，所定の期
日までに納入しなければならない。

別表14 受講料等
⑴ 研究生

区 分 金 額
審 査 料 15,000円
入 学 金 (本学卒業者免除) 50,000

研 究 料

経 済 学 部 年額 218,000
経 営 学 部 年額 218,000
法 学 部 年額 218,000
人 文 学 部 年額 224,000
工 学 部 年額 285,000

実 験 実 習 費 工 学 部 80,000

⑵ 学部学生等が聴講する研究生講座
区 分 金 額

受 講 料

経 済 学 部 ⚑単位 8,000円
経 営 学 部 ⚑単位 8,000
法 学 部 ⚑単位 8,000
人 文 学 部 ⚑単位 9,000
工 学 部 ⚑単位 10,000

⑶ 委託生
区 分 金 額

入 学 検 定 料 30,000円
入 学 金 50,000

受 講 料

経 済 学 部 ⚑単位 8,000
経 営 学 部 ⚑単位 8,000
法 学 部 ⚑単位 8,000
人 文 学 部 ⚑単位 9,000
工 学 部 ⚑単位 10,000

実 験 実 習 費 工 学 部 実験を履修する者 80,000

⑷ 科目等履修生
区 分 金 額

入 学 検 定 料
(本学卒業者免除)

(履修証明プログラム受講生免除)
30,000円

入 学 金
(本学卒業者免除)

(履修証明プログラム受講生免除)
50,000

受 講 料

経 済 学 部 ⚑単位 8,000
経 営 学 部 ⚑単位 8,000
法 学 部 ⚑単位 8,000
人 文 学 部 ⚑単位 9,000
工 学 部 ⚑単位 10,000
履修証明プログラム受講生 48,000

実 験 実 習 費 工 学 部 実験を履修する者 80,000

⑸ 教職課程（在学生）
区 分 金 額

受 講 料
教 科 53,000円
⚑ 単 位 8,000
(実習費は，実費徴収)

⑹ 図書館学課程
区 分 金 額

入 学 検 定 料 (本学卒業者免除) 30,000円

受 講 料

司書
在 学 生 63,000
本 学 卒 業 生 185,000
他 大 学 卒 業 生 238,000

司書教諭
在 学 生 31,000
本 学 卒 業 生 92,000
他 大 学 卒 業 生 118,000

同時受講
在 学 生 66,000
本 学 卒 業 生 212,000
他 大 学 卒 業 生 264,000

科目受講者 ⚑単位 8,000

⑺ 社会教育主事課程
区 分 金 額

入 学 検 定 料 (本学卒業者免除) 30,000円
入 学 金 (本学卒業者免除) 50,000

受 講 料

在 学 生 23,000
本 学 卒 業 生 68,000
他 大 学 卒 業 生 87,000
科 目 受 講 者 ⚑単位 8,000
(実習費は，実費徴収)

⑻ 学芸員課程
区 分 金 額

入 学 検 定 料 (本学卒業者免除) 30,000円
入 学 金 (本学卒業者免除) 50,000

受 講 料

在 学 生 39,000
本 学 卒 業 生 115,000
他 大 学 卒 業 生 147,000
科 目 受 講 者 ⚑単位 8,000
(実習費は，実費徴収)
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⑼ 日本語教員養成課程
区 分 金 額

入 学 検 定 料 (本学卒業者免除) 30,000円
入 学 金 (本学卒業者免除) 50,000

受 講 料

在学生
人 文 学 部（免 除)
他 の 学 部 30,000

卒業生
本 大 学 卒 業 生 ⚑単位 9,000
他 大 学 卒 業 生

修了証書手数料 5,000

⑽ 特別聴講学生
区 分 金 額

入 学 検 定 料 30,000円
入 学 金 50,000

受 講 料

経 済 学 部 ⚑単位 8,000
経 営 学 部 ⚑単位 8,000
法 学 部 ⚑単位 8,000
人 文 学 部 ⚑単位 9,000
工 学 部 ⚑単位 10,000

実 験 実 習 費 工 学 部 実験を履修する者 80,000
平成28年度より，入学検定料及び入学金の取扱いについては，次のとおりとする。
⑴ 研究生，⑷ 科目等履修生，⑹ 図書館学課程，⑺ 社会教育主事課程，⑻ 学芸員

課程，⑼ 日本語教員養成課程に記載のある本学卒業者免除には北海商科大学卒業者を含
む。

⑿ 北海学園大学大学院学則
昭和45年⚓月26日 制定

目次
第⚑章 総則（第⚑条－第⚗条）
第⚒章 入学，転入学，再入学，転学及び留学（第⚘
条－第14条）
第⚓章 休学，退学及び除籍（第15条－第17条）
第⚔章 教育方法等（第18条－第25条）
第⚕章 課程の修了要件及び学位の授与（第26条－第
29条）
第⚖章 賞罰（第30条・第31条）
第⚗章 授業料等，授業料等の免除（第32条・第33条）
第⚘章 運営組織（第34条－第38条）
第⚙章 研究生，法務研究員，委託生，特別聴講学生，
聴講生，科目等履修生及び外国人学生（第39条－第
46条）
第10章 附属施設（第47条）
附則
第⚑章 総則

(目 的）
第⚑条 北海学園大学大学院（以下⽛本大学院⽜という。）
は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥をき
わめて，文化の進展に寄与することを目的とする。
(自己評価等）
第⚒条 本大学院は，その教育研究水準の向上を図り，
その目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活
動の状況について自ら点検及び評価を行い，その結果
を公表するものとする。
⚒ 前項の点検及び評価に関する事項については，別に
定める。
(認証評価）
第⚒条の⚒ 本大学院は，前条の措置に加え，教育研究
等の総合的な状況について，政令で定める期間ごとに，
文部科学大臣の認証を受けた者による評価を受けるも
のとする。
⚒ 第⚓条の⚔の専門職学位課程は，前項に規定するも
ののほか，設置の目的に照らし，教育課程，教員組織
その他教育研究活動の状況について，政令で定める期
間ごとに，認証評価を受けるものとする。
⚓ 前⚒項に関する事項については，別に定める。
(ファカルティ・ディベロップメント及びスタッフ・ディ
ベロップメント）
第⚒条の⚓ 本大学院は，授業及び研究指導の内容及び
方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施
するものとする。
⚒ 本大学院は，教育研究活動等の適切かつ効果的な運
用を図るため，その教育職員及び事務職員に必要な知
識及び技能を習得させ，並びにその能力及び資質を向
上させるための研修（前項に規定する研修に該当する
ものを除く。）の機会を設けることその他必要な取組
を行うものとする。
(情報公開）
第⚒条の⚔ 本大学院は，教育研究活動等の状況につい
て，刊行物への掲載その他広く周知を図ることができ
る方法によって積極的に情報を提供するものとする。
(大学院の課程）
第⚓条 本大学院に，修士課程，博士（後期）課程及び
専門職学位課程を置く。
⚒ 専門職学位課程を修了した者が博士（後期）課程に
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進学する場合，専門職学位課程を，修士課程と同等の
ものとして扱う。
(修士課程）
第⚓条の⚒ 修士課程は，広い視野に立って精深な学識
を授け，専攻分野における研究能力又は高度の専門性
を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的
とする。
(博士（後期）課程）
第⚓条の⚓ 博士（後期）課程は，専攻分野について研
究者として自立して研究活動を行い，又はその他の専
門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びそ
の基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。
(専門職学位課程）
第⚓条の⚔ 専門職学位課程は，高度の専門性が求めら
れる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培
うことを目的とする。
(研究科，専攻，入学定員及び収容定員）
第⚔条 本大学院修士課程に，次の研究科及び専攻を置
き，入学定員及び収容定員は，次のとおりとする。
研 究 科 専 攻 入学定員 収容定員
経済学研究科 経済政策専攻 15人 30人
経営学研究科 経営学専攻 7人 14人
法学研究科 法律学専攻 7人 14人

政治学専攻 5人 10人
文学研究科 日本文化専攻 5人 10人

英米文化専攻 5人 10人
工学研究科 建設工学専攻 6人 12人

電子情報生命工学専攻 6人 12人
⚒ 本大学院博士（後期）課程に，次の研究科及び専攻
を置き，入学定員及び収容定員は，次のとおりとする。
研 究 科 専 攻 入学定員 収容定員
経済学研究科 経済政策専攻 3人 9人
経営学研究科 経営学専攻 3人 9人
法学研究科 法律学専攻 2人 6人

政治学専攻 2人 6人
文学研究科 日本文化専攻 2人 6人

英米文化専攻 2人 6人
工学研究科 建設工学専攻 2人 6人

電子情報工学専攻 2人 6人
⚓ 専門職学位課程に，次の研究科及び専攻を置き，入
学定員及び収容定員は，次のとおりとする。
研 究 科 専 攻 入学定員 収容定員
法務研究科 法 務 専 攻 18人 54人

⚔ 専門職学位課程のうち，法務研究科法務専攻の課程
は，法曹養成のための教育を行うことを目的とする法
科大学院の課程（専門職大学院設置基準（平成15年文
部科学省令第16号）第18条第⚑項）とする。
⚕ 研究科に関する規則は，別に定める。
(標準修業年限及び最長修業年限）
第⚔条の⚒ 修士課程の標準修業年限は⚒年とし，⚔年
を超えて在学することができない。
⚒ 博士（後期）課程の標準修業年限は⚓年とし，⚖年
を超えて在学することができない。
⚓ 第25条に基づく特例学生のうち，標準修業年限を超
えて一定の期間にわたり計画的に課程を履修し修了す
ることを希望する旨を申し出たときは，その計画的な
履修（以下，⽛長期履修⽜という。）を認めることがで
きる。
⚔ 前項の規定により長期履修を認めることのできる期
間は修士課程⚓年，博士（後期）課程⚕年とする。長

期履修に関する事項は，各研究科で別に定める。
⚕ 専門職学位課程の標準修業年限は原則として⚒年と
し，⚔年を超えて在学することができない。
⚖ 前項の規定にかかわらず，法科大学院の課程の標準
修業年限は⚓年とする。ただし，長期履修課程にあっ
ては，修了年限⚔年の長期履修を認めることができる。
⚗ 前項の法科大学院の課程には，⚖年を超えて在学す
ることができない。
(学年及び授業時間）
第⚕条 本大学院の学年は，⚔月⚑日に始まり，翌年⚓
月31日に終わる。
⚒ ⚑年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含
め，35週にわたることを原則とする。
(学 期）
第⚖条 学年を次の⚒期に分ける。
前期 ⚔月⚑日から⚙月30日まで
後期 10月⚑日から翌年⚓月31日まで
(休業日）
第⚗条 本大学院において授業及び研究指導を行わない
日は，次のとおりとする。ただし，特別の必要がある
場合は，この限りでない。
⑴ 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）
に規定する休日
⑵ 日曜日
⑶ 創立記念日 ⚕月16日
⑷ 春季休業日 ⚔月⚑日から⚔月10日まで
⑸ 夏季休業日 ⚗月16日から⚙月⚓日まで
⑹ 冬季休業日 12月17日から翌年⚑月15日まで
⚒ 臨時休業日は，そのつど定める。

第⚒章 入学，転入学，再入学，転学及び留学
(入学の時期）
第⚘条 本大学院の入学の時期は，毎年⚔月とする。
(入学資格）
第⚙条 本大学院の修士課程及び専門職学位課程に入学
することができる者は，次の各号の一に該当する者と
する。
⑴ 学校教育法第83条の大学を卒業した者
⑵ 外国において，学校教育における16年の課程を修
了した者
⑶ 大学院及び大学の専攻科の入学に関し大学を卒業
した者と同等以上の学力があると認められる者の指
定（昭和28年⚒月⚗日文部省告示第⚕号）で文部科
学大臣が指定した者
⑷ 専修学校の専門課程（修業年限が四年以上である
ことその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを
文部科学大臣が定める日以後に修了した者
⑸ 学校教育法第104条第⚑項の規定により学士の学
位を授与された者
⑹ 大学に⚓年以上在学し，本大学院において，所定
の科目，単位を優れた成績をもって修得したものと
認めた者
⑺ その他本大学院において，大学を卒業した者と同
等以上の学力があると認めた者

⚒ 本大学院の博士（後期）課程に入学することができ
る者は，次の各号の一に該当する者とする。
⑴ 修士の学位又は専門職学位（学校教育法第104条
第⚑項の規定に基づき学位規則（昭和28年文部省令
第⚙号）第⚕条の⚒に規定する専門職学位をいう。
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以下同じ。）を有する者。
⑵ 外国の大学において前号と同等又は同等以上の学
力を有する者
⑶ 大学院の入学に関し修士の学位を有する者と同等
以上の学力があると認められる者の指定（平成元年
⚙月⚑日文部省告示第118号）で文部科学大臣が指
定した者
⑷ その他本大学院において，修士の学位を有する者
と同等以上の学力があると認めた者

(入学の願出）
第10条 本大学院に入学を志願する者は，所定の書類に
別表第⚔に定める検定料を添えて，学長に願い出なけ
ればならない。再入学及び転入学についても，同じと
する。
(転入学）
第11条 転入学を志願する者は，前条に掲げるもののほ
か，現に在学する大学院を置く大学の学長の許可書を
添付しなければならない。
(再入学）
第12条 正当な理由で退学した者が，再入学を願い出た
ときは，研究科委員会の議を経て，学長が許可するこ
とができる。
(転 学）
第13条 他の大学院に転学しようとする者は，転学願を
研究科長に提出し，研究科委員会の議を経て，学長の
許可を受けなければならない。
(留 学）
第13条の⚒ 学生は，学長の許可を得て，外国の大学院
又はそれに相当する教育・研究機関等に留学し，必要
な研究指導等を受けることができる。
⚒ 留学を志望する者は，所定の留学許可願を研究科長
に提出し，研究科委員会の議を経て，学長の許可を受
けなければならない。
⚓ 留学期間は，原則として⚑年以内とする。ただし，
研究及び教育上特に必要があると認められるときに
は，その期間を延長することができる。
⚔ 前項の留学期間は，第⚔条の⚒第⚑項から第⚔項ま
での標準修業年限に算入する。
⚕ 留学に関する規程は，別に定める。
(入学の許可）
第14条 本大学院に入学し，再入学し，又は転入学しよ
うとする者については，選考を行い，研究科委員会の
議を経て，合格者を決定する。
⚒ 前項による合格者のうち，指定期日までに，別表第
⚔に掲げる入学金等を納入し，所定の入学手続を完了
した者に，学長は，入学の許可を与える。

第⚓章 休学，退学及び除籍
(休 学）
第15条 疾病その他特別の理由により，長期にわたり学
修できず，所定様式の休学願を研究科長に提出した者
は，研究科委員会の議を経て，学長の許可により，当
該年度に限り，休学することができる。
⚒ 前項の規定にかかわらず，疾病その他特別の事情に
より休学の願い出がある場合には，研究科の議を経て，
学長の許可により，引き続き翌年度の前期の終わり又
は年度の終わりまで，休学することができる。
⚓ 学年の始めにおいて既に標準修業年限を満たしてい
る者が，疾病その他特別の事情により休学を願い出る
場合には，研究科の議を経て，学長の許可により，前

期の終わりまで休学することができる。
⚔ 学生は，休学理由が消滅し，休学期間が満了すると
きは，学長の許可を得て復学することができる。
⚕ 休学期間は，在学する課程の標準修業年限と同じ年
数を超えることはできない。
⚖ 休学期間は，在学期間に算入しない。
(退 学）
第16条 病気その他やむを得ない理由によって退学しよ
うとする者は，理由を明記した退学願を研究科長に提
出し，研究科委員会の議を経て，学長の許可を受けな
ければならない。
(除 籍）
第17条 次の各号の一に該当する者については，学長は，
研究科委員会の議を経て，除籍するものとする。
⑴ 修士課程にあっては第⚔条の⚒第⚑項，博士（後
期）課程にあっては同条第⚒項，専門職学位課程（法
科大学院の課程を除く。）にあっては同条第⚕項，法
科大学院の課程にあっては同条第⚗項の在学期間を
超えるとき。
⑵ 法科大学院の課程にあっては，法科大学院が別に
定める年限を超えて進級できなかったとき。
⑶ 死亡したとき
⑷ 行方不明になったとき
⑸ 授業料等の納入を怠り，督促を受けて，なお納入
しないとき
⑹ 休学期間満了前に，復学，退学又は休学の願い出
がないとき
⑺ 入学を辞退したとき
⚒ 前項第⚔号，第⚕号又は第⚖号により除籍された者
が復籍を願い出たときは，第12条の規定を準用する。

第⚔章 教育方法等
(授業科目及び単位数）
第18条 本大学院に開設する修士課程及び博士（後期）
課程の授業科目及び単位数は，研究科に応じ別表第⚑
及び第⚒に掲げるとおりとし，専門職学位課程の授業
科目及び単位数は別表第⚓に掲げるとおりとする。た
だし，他の大学院との間の単位互換制度の協定に基づ
き認定単位数を別に定める場合は，この限りではない。
(授業及び研究指導）
第19条 本大学院修士課程及び博士（後期）課程の教育
は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指
導（以下⽛研究指導⽜という。）によって行う。
第19条の⚒ 専門職学位課程の教育は，その目的を達成
し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に応じ事例研
究，現地調査又は双方向若しくは多方向に行われる討
論若しくは質疑応答その他の適切な方法により授業を
行う。
(履修方法等）
第19条の⚓ 各研究科における研究指導及び履修に関す
る規定は，別に定める。
⚒ 学生は，指導教授の承認を得たうえで，研究科委員
会の議を経て，本大学院の他の研究科又は北海学園大
学の学部の授業科目を履修することができる。
(単位の計算方法）
第20条 授業科目の単位計算方法は，⚑単位の授業科目
を45時間の学修を必要とする内容をもって構成するこ
とを標準とし，授業の方法に応じて次の基準により計
算するものとする。
⑴ 講義及び演習については，15時間の授業をもって
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⚑単位とする。
⑵ 実習については，30時間の授業をもって⚑単位と
する。

(授業期間）
第21条 各授業科目の授業は，15週にわたる期間を単位
として行うものとする。
(授業の方法）
第22条 授業は，講義，演習及び実習のいずれかにより，
又はこれらの併用により行うものとする。
(指導教授）
第23条 修士課程及び博士（後期）課程の学生の研究指
導に当るため，各学生に指導教授を定める。
⚒ 前項の指導教授は，研究科委員会において定める。
(他の大学院における授業科目の履修等）
第24条 本大学院は，教育上有益と認めるときは，学生
が他の大学院の授業科目を履修することを認めるもの
とする。
⚒ 学生が他の大学院において履修した授業科目につい
て修得した単位は，10単位を超えない範囲で，本大学
院において修得したものとみなす。ただし，法科大学
院の課程の学生にあっては，30単位を超えない範囲で，
法科大学院において修得したものとみなすことができ
る。
⚓ 前⚒項の規定は，学生が外国の大学院に留学する場
合について，準用する。
(入学前の既修得単位等の認定）
第24条の⚒ 研究科において，教育上有益と認めるとき
は，本大学院に入学した学生が，本大学院に入学する
前に大学院において履修した授業科目について修得し
た単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を
本大学院における授業科目の履修により修得したもの
とみなし，別に定める認定の基準により研究科委員会
の議を経て認定することができる。
⚒ 前項により与えることのできる単位数は，修士課程
又は博士（後期）課程の学生にあっては，10単位を超
えないものとする。
⚓ 前項の単位は，修士課程及び博士（後期）課程学生
の，第⚔条の⚒第⚑項及び第⚒項に定める標準修業年
限の短縮を伴わない。
⚔ 第⚑項により与えることのできる単位数は，編入学，
転学等の場合を除き，法科大学院の課程の学生にあっ
ては，前条第⚒項の規定により修得したものとみなす
単位数と合わせて30単位を超えないものとする。
(教育方法の特例）
第25条 研究科においては，教育上特別の必要があると
認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期
において授業又は研究指導を行う等の適当な方法によ
り教育を行うことができる。

第⚕章 課程の修了要件及び学位の授与
(単位の授与及び評価）
第26条 本大学院においては，所定の授業科目を履修し
た者に対して試験の上単位を与える。
⚒ 試験は，原則として学年末又は学期末に行う。
⚓ 試験の評価は，秀，優，良，可，不可の⚕種とし，
秀，優，良，可を合格とする。ただし，この成績評価
になじまない一部の科目の評価は，合否の⚒種とし，
合を合格とする。
(進級要件）
第26条の⚒ 法科大学院の課程の進級要件は，別に定め

る。
(修士課程及び博士（後期）課程の修了要件）
第27条 修士課程の修了の要件は，本大学院の修士課程
に⚒年以上在学し，経済学研究科及び文学研究科に
あっては32単位以上，経営学研究科，法学研究科及び
工学研究科にあっては30単位以上を修得し，かつ，必
要な研究指導を受けた上，研究科が当該修士課程の目
的に応じ，大学院の行う修士論文又は特定の課題につ
いての研究の成果の審査及び試験に合格することとす
る。
⚒ 博士（後期）課程の修了要件は，本大学院の博士（後
期）課程に⚓年以上在学し，法学研究科，文学研究科
にあっては12単位以上，経済学研究科，経営学研究科
及び工学研究科にあっては14単位以上を修得し，かつ，
必要な研究指導を受けた上，大学院の行う博士論文の
審査及び試験に合格することとする。
ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上
げた者については，博士（後期）課程に⚑年以上在学
すれば足りるものとする。
⚓ 大学院設置基準第⚓条第⚓項の規定により標準修業
年限を⚑年以上⚒年未満とした修士課程を修了した者
及び同第16条第⚑項ただし書の規定による在学期間を
もって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件
については，⽛修士課程における在学期間に⚓年を加
えた期間⽜と⽛⚓年（修士課程に⚒年以上在学し，当
該課程における在学期間を含む。）⽜とする。
⚔ 第⚒項及び前項の規定にかかわらず，学校教育法施
行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ
り大学院への入学資格に関し修士の学位若しくは専門
職学位〔学位規則（昭和28年文部省令第⚙号）第⚕条
の⚒に規定する専門職学位をいう。〕を有する者と同
等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課
程を修了した者が，博士課程の後期⚓年の課程に入学
した場合の博士課程の修了の要件は，大学院（専門職
大学院を除く。以下この項において同じ。）に⚓年〔専
門職大学院設置基準（平成15年文部科学省令第16号）
第18条第⚑項の法科大学院の課程を修了した者にあっ
ては，⚒年〕以上在学し，必要な研究指導を受けた上，
当該研究科の行う博士論文の審査及び試験に合格する
こととする。ただし，在学期間に関しては，優れた研
究業績を上げた者については，大学院に⚑年（標準修
業年限が⚑年以上⚒年未満の専門職学位課程を修了し
た者にあっては，⚓年から当該⚑年以上⚒年未満の期
限を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。
(法科大学院の課程の修了要件）
第27条の⚒ 専門職学位課程のうち法科大学院の課程の
修了要件は，⚓年以上（長期履修課程の場合は⚔年以
上）在学し，99単位以上を修得することとする。
⚒ 前項の規定にかかわらず，法科大学院の課程におい
て必要とされる法学の基礎的な学識を有すると認める
者（以下⽛法学既修者⽜という。）に関しては，同課程
に⚑年間在学し，34単位を超えない範囲で法務研究科
が認める単位を修得したものとみなす。
⚓ 法学既修者について修得したものとみなすことので
きる単位数は，第24条の⚒第⚔項及び前項の規程によ
り修得したものとみなす単位数と併せて34単位を超え
ないものとする。
⚔ 法学既修者と認められる要件等については，法務研
究科委員会において別に定める。
⚕ 修了要件の細目については，別に定める。

― 58 ―



(学位の授与）
第28条 修士課程，博士（後期）課程又は法科大学院の
課程を修了した者には，北海学園大学学位規則の定め
るところにより，それぞれ修士，博士又は法務博士の
学位を授与する。
⚒ 本大学院の博士（後期）課程を修了しない者であっ
ても，博士論文を提出し，その審査及び試験に合格し
て，本大学院博士（後期）課程修了者と同等以上の学
力があると認められる場合には，博士の学位を授与す
ることができる。
⚓ 北海学園大学学位規則は，別に定める。
(教育職員免許状の資格の取得）
第29条 教育職員の免許状授与の所要資格を取得しよう
とする者は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行
規則に定める所要の単位を修得しなければならない。
⚒ 本大学院の研究科の専攻において，当該所要資格を
取得できる教育職員の免許状の種類は，次のとおりと
する。

研 究 科 専 攻 教育職員の
免許状の種類 (免許教科)

経済学研究科 経済政策専攻 中学校教諭専修免許状 社 会
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 公 民
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 商 業

経営学研究科 経営学専攻 高等学校教諭専修免許状 商 業
法学研究科 法律学専攻 中学校教諭専修免許状 社 会
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 公 民
同 上 政治学専攻 中学校教諭専修免許状 社 会
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 公 民
文学研究科 日本文化専攻 中学校教諭専修免許状 国 語
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 国 語
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
同 上 英米文化専攻 中学校教諭専修免許状 英 語
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 英 語
同 上 同 上 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
工学研究科 建設工学専攻 高等学校教諭専修免許状 工 業

⚓ 教育職員の免許状授与の所要資格を取得するための
必要な事項は，別に定める。

第⚖章 賞罰
(表 彰）
第30条 学生で人物学業ともに優秀な者を，研究科委員
会の議を経て，学長が表彰することができる。
(奨学制度）
第30条の⚒ 学生育英のため，奨学制度を設ける。
⚒ 奨学生規程は，別に定める。
(個人の秘密を守る義務）
第30条の⚓ 学生は，本大学院の実習教育等を通して知
り得た個人の秘密を漏らしてはならない。
⚒ 法令による証人等となり前項の秘密に属する事項を
発表する場合には，あらかじめ学長の許可を得なけれ
ばならない。
(懲 戒）
第31条 学生が本大学院の学則に違反し，又は学生の本
分に反する行為があったときは，研究科委員会の議を
経て，学長がこれを懲戒することができる。
⚒ 懲戒は，譴責，停学及び退学とする。
⚓ 前項の退学は，次の各号の一に該当する学生に対し
て行うことができる。

⑴ 性行不良で改善の見込みがないと認められる者
⑵ 学力不振で成業の見込みがないと認められる者
⑶ 本大学院の実習教育等を通して知り得た個人の秘
密を漏らした者
⑷ その他学生としての本分に反した者

第⚗章 授業料等，授業料等の免除
(授業料等）
第32条 学生は，別表第⚔に掲げる額の入学金，授業料，
教育充実費，実験実習費及び学生諸費を，別に定める
ところにより，納入しなければならない。
⚒ 第⚔条の⚒第⚓項の長期履修の学生が履修期間を短
縮して修了する場合，残存期間の授業料，教育充実費，
実験実習費及び学生諸費を納入する。
⚓ 特別の事情により，授業料，教育充実費，実験実習
費及び学生諸費の納入が困難な場合は，学生は，別に
定めるところにより，当該納入金を延納することがで
きる。
⚔ 休学者は，その期間中の授業料，教育充実費，実験
実習費及び学生諸費の納入を免除する。ただし，別表
第⚔による各分納期の途中で休学，退学する場合は，
その期の授業料，教育充実費，実験実習費及び学生諸
費の納入を免除しない。
⚕ 本大学院学則第⚔条の⚒に定める標準修業年限又は
修了年限（修士課程⚓年の長期履修，博士（後期）課
程⚕年の長期履修及び法科大学院の⚔年の長期履修課
程）を超えて在学する者が⚙月に課程を修了した場合
は，別表第⚔に掲げる納入金のうち，第⚒期分の授業
料・教育充実費・実験実習費を免除する。なお，⚙月
修了に関しては研究科の定めるところによる。
(入学検定料等の不返還）
第33条 既に納入した入学検定料，入学金，授業料，教
育充実費，実験実習費及び学生諸費は，返還しない。

第⚘章 運営組織
(学 長）
第34条 学長は，校務をつかさどり，所属職員を統督す
る。
(研究科委員会）
第35条 研究科に，研究科委員会を置く。
⚒ 研究科委員会は，その研究科の授業科目を担当する
専任の教員をもって組織する。
⚓ 前項の専任の教員は，法務研究科にあっては，年間
⚖単位以上の授業科目を担当し，かつ，法律実務基礎
科目を中心に法科大学院のカリキュラム編成等に責任
をもつ者を含む。
⚔ 研究科委員会は，研究科長が招集し，その議長とな
る。
(研究科長）
第35条の⚒ 研究科に，研究科長を置く。
⚒ 研究科長は，その研究科の専任教授（法務研究科に
あっては，前条第⚓項に規定する者を除く。）をもって
充て，研究科を統括する。
⚓ 研究科長の任期は，⚒年とする。ただし，再任を妨
げない。
⚔ その選出方法及び職務については，別に定める。
(研究科委員会の審議事項）
第36条 法務研究科委員会を除く研究科委員会は，その
研究科に関する次の各号に掲げる事項を審議する。
⑴ 研究科の組織に関する事項
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⑵ 教育研究の指導に関する事項
⑶ 教員の選考に関する事項
⑷ 学生の入学，留学，休学，退学，その他の学籍に
関する事項
⑸ 学生の表彰及び懲戒に関する事項
⑹ 試験及び修士論文又は博士論文の審査に関する事
項
⑺ その他その研究科に関する重要な事項
第36条の⚒ 法務研究科委員会は，次の各号に掲げる事
項を審議する。
⑴ 研究科の組織に関する事項
⑵ 教育課程の編成に関する事項
⑶ 教員の選考に関する事項
⑷ 学生の入学，留学，休学，退学，その他の学籍に
関する事項
⑸ 進級及び修了等に関する事項
⑹ 法学既修者の認定要件及びそれに関する事項
⑺ 学生の修業年限の短縮に関する事項
⑻ 学生の賞罰及び奨学に関する事項
⑼ 授業科目の運用について協力を得る学外諸機関と
の調整に関する事項
⑽ 学生の司法試験受験に関する事項
⑾ その他，法務研究科に関する事項
第36条の⚓ 前⚒条の決定が他の研究科に著しい関連が
ある場合には，各研究科は大学院委員会の承認を得る
ものとする。
(大学院委員会）
第37条 本大学院に，大学院委員会を置く。
⚒ 大学院委員会は，各研究科長及び各研究科委員会に
おいて委員の互選によって選任した⚒人の委員をもっ
て組織する。
ただし，特別の事由のある場合は，この限りでない。

⚓ 研究科委員会の委員の互選によって選任された委員
の任期は，⚒年とする。
⚔ 大学院委員会は，学長が招集し，その議長となる。
第38条 大学院委員会は，次の各号に掲げる事項を審議
する。
⑴ 教育研究の基本に関する事項
⑵ 学位の授与に関する事項
⑶ 学則その他の諸規定の制定又は変更に関する事項
⑷ 将来の計画に関する事項
⑸ その他本大学院に関する重要な事項
(事務組織）
第38条の⚒ 本大学院は，大学院の事務を処理するため，
事務組織を設ける。
⚒ 事務組織及び事務分掌については，別に定める。

第⚙章 研究生，法務研究員，委託生，特別聴講
学生，聴講生，科目等履修生及び外国人
学生

(研究生）
第39条 本大学院において，大学院修士課程，博士（後
期）課程又は法科大学院の課程の修了者で特定事項に
つき研究を行なおうとする者があるときは，学長は，
学生の教育に支障がない限り，研究科委員会の選考を
経て，研究生として入学を許可することができる。
⚒ 前項に定めるもののほか，研究生に関し必要な事項
は，大学院委員会の議を経て，学長が定める。
(法務研究員）
第40条 本学法科大学院を修了した者が司法試験を受験

するために引き続き法科大学院の施設・図書等の利用
を希望する場合には，学長は，法科大学院の教育に支
障のない限り，研究科委員会の議を経て，法務研究員
として，これを許可することができる。
⚒ 前項の法務研究員に関し必要な事項は，別に定める。
(委託生）
第41条 公の機関又は団体等から，本大学院において研
究指導を受けさせるため，その職員を委託されたとき
は，学長は，学生の教育に支障がない限り，研究科委
員会の選考を経て，委託生として，これを許可するこ
とができる。
⚒ 前条第⚒項の規定は，委託生について準用する。
(特別聴講学生）
第42条 本大学院において，特定の授業科目を履修する
他の大学院の学生があるときは，本大学院の学生の教
育に支障のない限り，当該他大学院との協議に基づき，
特別聴講学生として，その履修を認めることができる。
⚒ 前項に定めるもののほか，特別聴講学生に関し必要
な事項は，大学院委員会の議を経て，学長が定める。
(聴講生）
第43条 本大学院の特定の授業科目の聴講を希望する者
があるときは，学長は，学生の教育に支障がない限り，
研究科委員会の議を経て，聴講生として，これを許可
することができる。
⚒ 聴講生が授業科目の試験に合格したときは，証明書
を交付する。
(科目等履修生）
第43条の⚒ 本大学院の修士課程及び法科大学院の課程
の特定の授業科目の履修を希望する者があるときは，
学長は，学生の教育に支障がない限り，研究科委員会
の議を経て，科目等履修生として，これを許可するこ
とができる。
⚒ 前項に定めるもののほか，科目等履修生に関し必要
な事項は，大学院委員会の議を経て，学長が定める。
(外国人学生）
第44条 外国人で第⚙条各号の一に該当する者の入学の
願い出があるときは，学長は，研究科委員会の選考を
経て，外国人学生として，入学を許可することができ
る。
⚒ 外国人の入学手続については，別に定めるところに
よる。
(受講料等）
第45条 研究生，特別聴講学生，聴講生，科目等履修生
及び委託生は，別表第⚕に掲げる金額を納入しなけれ
ばならない。
⚒ 単位互換協定校または海外との学生交流協定に基づ
く特別聴講学生の検定料，入学金，受講料及び実験実
習費は所定の手続きを経て不徴収とすることができ
る。
⚓ 外国人学生の納入金は，別表第⚔及び第⚕に掲げる
金額と同額とする。
(適用除外）
第46条 研究生，委託生，特別聴講学生，聴講生及び外
国人学生については，この章で定めるもののほかは，
この学則を準用する。ただし，研究生，委託生及び聴
講生については，第⚕章の規定を，特別聴講学生及び
科目等履修生については，第27条から第28条までの規
定を準用しない。
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第10章 附属施設
(研究所）
第47条 本大学院の各研究科に研究所を置くことができ
る。
⚒ 研究所に関する規程は，別に定める。

附 則
この学則は，昭和45年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，昭和48年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，昭和51年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，昭和56年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，昭和60年⚔月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この学則は，昭和61年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚔条中，法学研究科法律学専攻の総定員⽛14人⽜
とあるのは，昭和62年⚓月31日までは，⽛⚗人⽜と読み
替えるものとする。
附 則

この学則は，昭和63年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成元年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚒年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚓年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚓年12月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚔年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚕年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚖年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚗年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚘年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成⚙年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成10年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成11年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成12年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成14年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成15年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成16年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成17年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成18年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この学則は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成20年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成21年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成22年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成23年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成24年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成25年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成26年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この学則は，平成27年⚔月⚑日から施行する。
附 則

⚑ この学則は，平成28年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚔条第⚑項の規定にかかわらず平成28年度の入学
定員及び収容定員は，次のとおりとする。
平成28年度
研究科・修士課程 専 攻 入学定員 収容定員

人 人
経済学研究科 経 済 政 策 専 攻 15 30
経営学研究科 経 営 学 専 攻 7 14
法学研究科 法 律 学 専 攻 7 14

政 治 学 専 攻 5 10
文学研究科 日 本 文 化 専 攻 5 10

英 米 文 化 専 攻 5 10
工学研究科 建 設 工 学 専 攻 6 12

電子情報工学専攻 － 6
電子情報生命工学専攻 6 6

附 則
⚑ この学則は，平成29年⚔月⚑日から施行する。
⚒ 第⚔条第⚑項の規定にかかわらず平成29年度の入学
定員及び収容定員は，次のとおりとする。
平成29年度
研究科・修士課程 専 攻 入学定員 収容定員

人 人
経済学研究科 経 済 政 策 専 攻 15 30
経営学研究科 経 営 学 専 攻 7 14
法学研究科 法 律 学 専 攻 7 14

政 治 学 専 攻 5 10
文学研究科 日 本 文 化 専 攻 5 10

英 米 文 化 専 攻 5 10
工学研究科 建 設 工 学 専 攻 6 12

電子情報工学専攻 － －
電子情報生命工学専攻 6 12
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⒀ 北海学園大学大学院学則別表
別表第⚑
（修士課程）
⚕ 工学研究科
⑴ 建設工学専攻

授 業 科 目 単 位 数
応用数学特論 2
応用物理特論 2
計画システム分析特論 2
社会環境政策特論 2
建築構造解析特論Ⅰ 2
構造解析特論 2
建築構造信頼性特論 2
建築構造力学特論 2
構造設計特論 2
建築構造設計特論Ⅰ 2
建築構造設計特論Ⅱ 2
建築鉄筋コンクリート構造特論 2
コンクリート構造設計特論 2
建築構造解析特論Ⅱ 2
構造動力学特論 2
非線形構造解析特論 2
寒地舗装工学特論 2
建築材料工学特論 2
建設コンクリート工学特論 2
土質力学特論 2
地盤工学特論 2
温熱環境計画特論 2
環境・エネルギー計画特論 2
設備計画特論 2
建築設備特別演習Ⅰ 2
建築設備特別演習Ⅱ 2
水循環工学特論 2
都市環境評価特論 2
建築史・建築論特論Ⅰ 2
建築史・建築論特論Ⅱ 2
建築音響設計特論 2
水環境工学特論 2
建築設計特論 2
建築設計特論演習 2
河川学特論 2
都市計画特論 2
都市計画特論演習 2
環境情報工学特論 2
環境リスク工学特論 2
都市システム計画学特論 2
建築計画特論Ⅰ 2
建築計画特論Ⅱ 2
交通計画学特論 2
鉄道工学特論 2
建築生産工学特論 2
寒地建築工学特論 2
道路工学特論 2
材料強度学特論 2
建築インターンシップ 4
社会環境工学特論ゼミナールⅠ 3
社会環境工学特論ゼミナールⅡ 3
建築学特論ゼミナールⅠ 3
建築学特論ゼミナールⅡ 3
社会環境工学特別研究Ⅰ 3
社会環境工学特別研究Ⅱ 3
建築学特別研究Ⅰ 3
建築学特別研究Ⅱ 3

⑵ 電子情報生命工学専攻
授 業 科 目 単 位 数

電子情報生命工学総論 ⚒
光物理工学特論 ⚒
量子電子工学特論 ⚒
電子・光デバイス工学特論 ⚒
回路工学特論 ⚒
レーザー応用工学特論 ⚒
制御情報工学特論 ⚒
画像計測工学特論 ⚒
光計測工学特論 ⚒
応用システム工学特論 ⚒
情報モデリング工学特論 ⚒
生体計測工学特論 ⚒
情報数理工学特論 ⚒
言語情報工学特論 ⚒
知能情報工学特論 ⚒
計算言語学特論 ⚒
人工知能学特論 ⚒
シミュレーション科学特論 ⚒
視覚情報工学特論 ⚒
音声情報処理工学特論 ⚒
聴覚情報処理工学特論 ⚒
応用知識工学特論 ⚒
意識情報数理特論 ⚒
生命工学倫理特論 ⚒
生命情報工学特論 ⚒
生化学特論 ⚒
分子遺伝学特論 ⚒
植物遺伝子工学特論 ⚒
分子細胞工学特論 ⚒
染色体工学特論 ⚒
免疫工学特論 ⚒
植物環境工学特論 ⚒
環境・エネルギーシステム特論 ⚒
電子情報生命工学特論ゼミナールⅠ ⚓
電子情報生命工学特論ゼミナールⅡ ⚓
電子情報生命工学特別研究Ⅰ ⚓
電子情報生命工学特別研究Ⅱ ⚓

⒁ 北海学園大学学位規則
昭和45年⚓月26日 制定

(授与する学位）
第⚑条 北海学園大学（以下⽛本大学⽜という。）が授与
する学位は，次のとおりとする。

経 済 学 部 ⚑部 経 済 学 科 学士（経済学）
地 域 経 済 学 科 学士（経済学）

経 済 学 部 ⚒部 経 済 学 科 学士（経済学）
地 域 経 済 学 科 学士（経済学）

経 営 学 部 ⚑部 経 営 学 科 学士（経営学）
経 営 情 報 学 科 学士（経営学）

経 営 学 部 ⚒部 経 営 学 科 学士（経営学）
法 学 部 ⚑部 法 律 学 科 学士（法 学）

政 治 学 科 学士（法 学）
法 学 部 ⚒部 法 律 学 科 学士（法 学）

政 治 学 科 学士（法 学）
人 文 学 部 ⚑部 日 本 文 化 学 科 学士（文 学）

英 米 文 化 学 科 学士（文 学）
人 文 学 部 ⚒部 日 本 文 化 学 科 学士（文 学）

英 米 文 化 学 科 学士（文 学）
工 学 部 社会環境工学科 学士（工 学）

建 築 学 科 学士（工 学）
電子情報工学科 学士（工 学）
生 命 工 学 科 学士（工 学）

経済学研究科 経済政策専攻 修 士（経済学) 博士（経済学）
経営学研究科 経営学専攻 修 士（経営学) 博士（経営学）
法学研究科 法律学専攻 修 士（法 学) 博士（法 学）

政治学専攻 修 士（政治学) 博士（政治学）
文学研究科 日本文化専攻 修 士（文 学) 博士（文 学）

英米文化専攻 修 士（文 学) 博士（文 学）
工学研究科 建設工学専攻 修 士（工 学) 博士（工 学）

電子情報工学専攻 修 士（工 学) 博士（工 学）
電子情報生命工学専攻 修 士（工 学)

法務研究科 法務専攻 法務博士（専門職)

(学位の授与の要件）
第⚒条 学士の学位は，本大学を卒業した者に授与する。
⚒ 修士の学位は，本大学の大学院（以下⽛本大学院⽜
という。）の修士課程を修了した者に授与する。
⚓ 博士の学位は，本大学院の博士（後期）課程を修了
した者に授与する。
⚔ 前項の規定にかかわらず，博士の学位は，本大学院
博士（後期）課程を修了しない者であっても，博士論
文を提出して，その審査に合格し，かつ，その関係専
攻分野に関し本大学院博士（後期）課程修了者と同等
以上の学力を有することを試験により確認された場合
には，授与することができる。
⚕ 本大学院の博士（後期）課程に所定の修業年限以上
在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導
を受けて退学した者が，再入学せずに論文を提出する
ときは，前項の規定によるものとする。ただし，退学
したときから⚓年以内に提出する場合に限り，審査手
数料の納入を免除する。
⚖ 法務博士（専門職）の学位は，本大学院法務研究科
法務専攻専門職学位課程を修了した者に授与する。
(論文の提出）
第⚓条 修士論文は，在学第⚒年次以降において，各研
究科において指定する期間内に，研究科長に提出しな
ければならない。

― 62 ―



⚒ 博士論文は，在学第⚓年次以降において，各研究科
において指定する期間内に，研究科長に提出しなけれ
ばならない。
⚓ 前条第⚔項の規定により博士の学位の授与を申請す
る者は，所定の博士学位申請書，研究業績一覧表，博
士論文の要旨，履歴書及び別に定める審査手数料を添
えて，博士論文を研究科長に提出しなければならない。
⚔ 提出する論文は⚑編とし，⚓通を提出するものとす
る。
⚕ 提出した論文及び納入した審査手数料は，返還しな
い。
(論文の審査及び試験）
第⚔条 修士論文の審査及び試験は，⽛学位規則⽜（昭和
28年文部省令第⚙号）第⚓条に定めるところを基準と
して行うものとする。
⚒ 博士論文の審査及び試験は，⽛学位規則⽜（昭和28年
文部省令第⚙号）第⚔条に定めるところを基準として
行うものとする。
⚓ 論文の審査及び試験に関し必要な事項は，研究科委
員会の議を経て，研究科長が定める。
(論文の審査）
第⚕条 修士論文及び博士論文の審査は，研究科の審査
委員会が行う。
⚒ 前項の審査委員会は，原則として，当該研究科委員
会に所属する⚓人の委員をもって構成する。第⚒条第
⚒項，第⚓項に定める学位論文の審査のための審査委
員会には，学位申請者の指導教授を加えるものとする。
⚓ 第⚒条第⚒項，第⚓項に定める学位論文の審査は，
原則として在学期間内に終了するものとし，第⚒条第
⚔項及び第⚕項に定める博士論文の審査は，その提出
日から⚑年以内に終了するものとする。
(試 験）
第⚖条 試験は，審査委員が筆記又は口頭で行う。
⚒ 試験は，修士論文又は博士論文の内容を中心として
行う。
⚓ 第⚒条第⚔項に定める学力を確認するための試験
は，博士論文の内容，関連する専攻分野の科目及び外
国語について行う。ただし，学位申請者の経歴，研究
上の業績から優れた学力が認められる場合は，関連す
る専攻分野の科目及び外国語についての試験を免除す
ることができる。
(審査等の報告）
第⚗条 修士論文又は博士論文の審査及び試験が終了し
たときは，審査委員会は，その結果を，修士論文又は
博士論文及び試験の要旨を記載した書面により研究科
委員会に報告しなければならない。
⚒ 審査を終了した修士論文又は博士論文は，おおむね
⚑週間，研究科委員会の委員に対して公開するものと
する。
⚓ 研究科長は，研究科委員会の委員に対し，修士論文
又は博士論文の提出者の氏名，修士論文又は博士論文
の題目，公開の期間及び期日と場所その他必要な事項
を，公開期間前⚗日までに書面をもって通知しなけれ
ばならない。
(合格又は不合格の決定）
第⚘条 修士論文及び博士論文並びに試験の合格又は不
合格は，研究科委員会において決定する。
⚒ 前項の研究科委員会は，委員総数の⚓分の⚒以上の
者が出席しなければ，開催することができない。
⚓ 第⚑項の合格の決定は，研究科委員会の委員の無記

名投票により出席者の⚓分の⚒以上の者が賛成するこ
とを必要とする。
(合格者の報告）
第⚙条 修士論文及び博士論文並びに試験の合格者が決
定したときは，研究科長は，遅滞なく，その旨を学長
に報告しなければならない。
⚒ 前項の報告には，修士論文又は博士論文の審査及び
試験の結果の要旨並びに履歴書⚒通を添付しなければ
ならない。
(学位の授与及び学位記）
第10条 学長は，教授会の議を経て，本大学学則第32条
の定める単位を修得した者に，第⚑条に該当する学士
の学位を授与する。
⚒ 学長は，大学院委員会の議を経て，修士論文又は博
士論文の審査及び試験の合格者に対し，第⚑条（法務
博士（専門職）を除く）に該当する学位を授与する。
⚓ 学長は，法務研究科の議を経て，本大学院学則第27
条の⚒に定める単位を修得した者に対し，第⚑条に定
める法務博士（専門職）の学位を授与する。
⚔ 学位記は，別記様式のとおりとする。
(論文要旨等の公表）
第11条 本大学は，博士の学位を授与したときは，当該
博士の学位を授与した日から⚓ケ月以内に，その学位
論文の内容の要旨及び審査結果の概要をインターネッ
トの利用により公表するものとする。
⚒ 博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授
与された日から⚑年以内に，当該博士の学位の授与に
係る論文の全文を公表しなければならない。ただし，
当該博士の学位を授与される前にすでに公表している
場合は，この限りではない。
⚓ 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された
者は，やむをえない理由がある場合には，本大学の承
認を得て，当該博士の学位授与に係る論文の全文に代
えてその内容を要約したものを公表することができ
る。この場合において，本大学は，その論文の全文を
求めに応じて閲覧に供するものとする。
⚔ 博士の学位を授与された者が行う前⚒項の規定によ
る公表は，本大学の機関リポジトリHOKUGA（以下
⽛HOKUGA⽜という。）を活用して，インターネットに
よるものとする。
⚕ 前項の規定にもかかわらず，博士の学位を授与され
た者がHOKUGA以外の形態によって公表する場合に
は，本大学が授与した学位に係る論文またはその要旨
である旨を明記しなければならない。
(学位の取消）
第12条 学位を授与された者が，次の各号の一に該当す
るときは，学長は，教授会又は大学院委員会の議を経
て，授与した学位を取り消すものとする。
⑴ 不正な方法により学位を受けた事実が判明したと
き
⑵ 学位を授与された者にその名誉を汚辱する行為が
あったとき

⚒ 前項の規定により学位を取り消された者は，その学
位記を本大学に返さなければならない。
(規則の改正）
第13条 この規則の改正は，本大学協議会又は本大学大
学院委員会の議を経て行う。
附 則

この規則は，昭和45年⚔月⚑日から施行する。
附 則
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この規則は，昭和61年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成⚓年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成⚓年12月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成⚔年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成⚕年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成⚗年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成⚘年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成10年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成11年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成12年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成13年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成14年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成15年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成17年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成19年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成24年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成26年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成27年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，平成28年⚔月⚑日から施行する。
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別記様式

⚑ (本学を卒業した場合の卒業証書・学位記）

⚒ (修士課程を修了した場合の学位記）

⚓ (博士（後期）課程を修了した場合の学位記）

⚔ (論文提出による場合の学位記）

⚕ (法務研究科法務専攻専門職学位課程を修了した場
合の学位記）

― 65 ―

卒
業
証
書
・
学
位
記

氏
名

年

月

日
生

本
学
○
○
学
部
○
○
学
科
所
定
の

課
程
を
修
め
た
こ
と
を
認
め
る

年

月

日

北
海
学
園
大
学
○
○
学
部
長
○
○
○
○

本
学
○
○
学
部
長
の
認
定
に
よ
り

卒
業
証
書
を
授
与
し
学
士
（
○
○
）
の

学
位
を
授
け
る

北
海
学
園
大
学
長

○
○
○
○

学
（
済
・
営
・
法
・
文
・
工
）
第

号

印 印

印

学

位

記

氏
名

年

月

日
生

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科

○
○
専
攻
の
修
士
課
程
を

修
了
し
た
の
で
修
士
（
○
○
）
の

学
位
を
授
け
る

年

月

日

北
海
学
園
大
学

修
（
経
済
・
経
営
・
法
・
政
治
・
文
・
工
）

第

号

印

学

位

記

氏
名

年

月

日
生

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科

○
○
専
攻
の
博
士
課
程
を

修
了
し
た
の
で
博
士
（
○
○
）
の

学
位
を
授
け
る

年

月

日

北
海
学
園
大
学

博
（
経
済
・
経
営
・
法
・
政
治
・
文
・
工
）

甲
第

号

印

学

位

記

氏
名

年

月

日
生

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し

所
定
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格

し
た
の
で
博
士
（
○
○
）
の

学
位
を
授
け
る

年

月

日

北
海
学
園
大
学

博
（
経
済
・
経
営
・
法
・
政
治
・
文
・
工
）

乙
第

号

印

学

位

記

氏
名

年

月

日
生

本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
法
務
専
攻

所
定
の
課
程
を
修
め
て
本
学
大
学
院
を

修
了
し
た
こ
と
を
認
め
法
務

博
士
（
専
門
職
）
の
学
位
を
授
け
る

年

月

日

北
海
学
園
大
学

博
（
専
門
職
）

第

号

印



13．校舎見取り図

⚑．豊平校舎

所在地 札幌市豊平区旭町⚔丁目⚑番40号

― 66 ―

札幌高校正門 出入口

北海学園札幌高等学校

札幌高校グラウンド

3号棟

北海高等学校

案内板

2号棟

文化系
部室棟

5号館

3号館

学生玄関

北海高校正門

平    岸    街    道

（特別教室棟）

（学芸員・研究生棟）
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（大学院棟・地下鉄関連校舎）

研修施設棟1
（教育会館）

研修施
設棟2 

北海学園大学正門 地下鉄駅出入口3 出入口

体育系部室棟

N

北海商科大学
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数字は教室番号
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チャイム

車イス対応
エレベーター

身障者専用
トイレ
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⚒．山鼻校舎
所在地 札幌市中央区南26条西11丁目⚑番⚑号
山鼻校舎へのアクセス
山鼻校舎へのアクセスは，⽛じょうてつバス⽜を利用し，⽛北海学園大工学部前⽜停留所で下車すると便利です。
●路線図（概略）は下記を参照してください。
●乗車時間は，バスの系統や季節によって異なります。各自，時刻表等で確認してください。
●定刻どおりに運行しないこともありますので，時間に余裕をもって通学してください。

北海学園大学工学部建物配置図
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札幌駅 札幌駅北口 市立病院前

すすきの駅(地下鉄南北線) 西11丁目駅（地下鉄東西線)

北海学園大工学部前

硬石山・豊滝・定山渓温泉方面 真駒内本町・真駒内駅・南町⚔丁目方面

定山渓線【快速⚗】･【快速⚘】
藻岩線【南55】

定山渓線【快速⚗】･【快速⚘】
藻岩線【南55】

定山渓線【快速⚗】･【快速⚘】
藻岩線【南55】

真駒内線【南54】 真駒内線【南64】 真駒内線【南⚔】

真駒内線【南⚔】

真駒内線【南⚔】

真駒内線【南64】

真駒内線【南64】

真駒内線【南54】

真駒内線【南54】
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倉
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械
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械
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（石山通）
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実
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棟
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場

玄関

玄関

3 号 棟 1 号 棟

実験実習棟
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⚓．法務研究科（法科大学院）
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⚔．清田グラウンド
所在地 札幌市清田区清田355番地
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※国道36号線……中央バス・恵庭，千歳行き
バス停⼦清田団地入口⼧徒歩25分

※地下鉄東豊線…学園前駅から福住駅Ἤ
※中央バス………⼦南86番・清田団地行き⼧終点徒歩⚕分
※中央バス………⼦福86番・清田団地行き⼧終点徒歩⚕分
※中央バス………⼦85番・清田団地⚙条⚓丁目行き⽜

バス停・清田⚕－⚓下車，徒歩15分

←豊平
国道36号線

ヤマダ
電機

バス停
清田団地入口

恵庭→

羊ヶ丘通り
ラッキー

北洋銀行

札幌国際大
学

ガソリンスタンド

清田南小学校
バス停・清田5－3

セブン
イレブン

バス停・終点
清田団地

北海学園
清田グラウンド

1.2km
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北海学園大学
■豊平校舎(経済・経営・法・人文学部)
〒062-8605 札幌市豊平区旭町４丁目１番40号 代表(011)841-1161

■山鼻校舎(工学部)
〒064-0926 札幌市中央区南26条西11丁目１番１号 代表(011)841-1161

札幌駅

北海学園大学
豊平校舎

［法科大学院］
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山鼻校舎
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法科大学院校舎
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